















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに







　皆みなさま、こんにちは。著ちよ者しやの丹藤武敏たんどう・たけとしです。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以後、『ＡＲ２Ｅ』）というＴＲＰＧのリプレイである『ブレイド』シリーズの四巻かんとなっております。

　まず、ＴＲＰＧとリプレイがいかなるものかを説明します。ＴＲＰＧとは〝テーブル・トーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Role-Playing Game）〟の略りやく称しようで、ゲームマスターという進行役と数人のプレイヤーが集まり、プレイヤーが担たん当とうするプレイヤーキャラクター（ＰＣ）が活かつ躍やくするお話をゲームとして遊ぶものです。

　そして、「ＴＲＰＧを遊んでいる様子を物語風に書き起こしたもの」がリプレイです。

『ＡＲ２Ｅ』は、西洋風ファンタジー世界であるエリンディル大陸や、戦せん乱らん巻まき起おこるアルディオン大陸を舞ぶ台たいに、ＰＣたちが冒ぼう険けんを繰くり広ひろげるＴＲＰＧです。

　本シリーズ『ブレイド』では、西洋風ファンタジーであるエリンディル大陸西方に対し、昔の日本や中国のような文化を持った東洋風ファンタジー的なエリンディル大陸東方──その中の一国、ダイワ群ぐん島とう国こくを舞台の中心としています。

　さて、この『ブレイド』もこの四巻をもって最さい終しゆう巻かんとなります。

　今ダイワ群島国では、統とう治ち者しやであるタイクーン、アオイ・カゲユキの身体からだを乗っ取って、戦国の魔ま王おうオワリ・ノブカタが復ふつ活かつ。大きな危き機きを迎むかえています。

　これに対するは、〝烈れつ風ぷう!!　世直し隊〟を率ひきいる〝おんみつ姫〟ことアオイ・オトハ。

　国のため、兄のため、そして団だん子ごとか諸もろ々もろの美味おいしい物のため、一世一代の大世直しに挑いどもうとしているのです。




　相手は、代々アオイ家に祟たたり続けてきた、かつての英えい雄ゆう。

　これまでの敵てきとは、ひと味もふた味も違ちがいます。

　果たして、見事これを打うち破やぶることができるのか？




　……おっと、これ以上まえがきで語るのは野や暮ぼというものですね。

　この先どうなるかは、ページをめくってお読みください。

　それでは、おんみつ姫最後の戦い、始まり始まり～。







前回までのあらすじ




　アオイ・オトハは、ダイワを統とう治ちするタイクーン、兄カゲユキを助けるため、お目付役兼けん護ご衛えいであるカンナギのリンと、セーリアから渡わたってきたチューシのチンエン、西方出身の吟ぎん遊ゆう詩人ユーノスを仲間に〝烈風!!　世直し隊〟を結成。〝おんみつ姫〟となって世直しを始める。そんな中、カゲユキの病びよう状じようが悪化。その原げん因いんを突つき止とめるべくセーリアに渡り、それが堕おちた霊れい獣じゆうタマモの仕業であると突き止める。

　しかし、オトハが帰国するとカゲユキは快かい癒ゆしていた。仕方なく夏休みをとったが、帰ってくるとタイクーンの名で大だい征せい伐ばつの命が発せられ、未み曾ぞ有うの戦乱が起ころうとしていた。

　カゲユキの寵ちよう姫きタマ姫こそがタマモではないかと調ちよう査さを始めるが、呪いの元げん凶きようはタマモではなく戦国のダイワで魔王と恐おそれられたオワリ・ノブカタの怨おん念ねんだと判はん明めい。タマ姫は、ノブカタの呪のろいからカゲユキを救おうとタマモを宿してオトハたちに討うたれようとしていたのだ。事じ情じようを知ったオトハは、タマモを封ふうじることでタマ姫を救うことに成功する。

　だが、時同じくしてカゲユキの身体を乗っ取ってノブカタが復活を果たし、その力によってオオド城じようの天守閣は浮ふ上じよう、魔へと変じた兵が跋ばつ扈こする地じ獄ごくと化した。オトハは、かつてノブカタを討うったという御ご初しよ代だい様の力を借りるべく、一路霊れい廟びようへと向かうのであった。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆いよいよ佳か境きよう！




　エリンディル大陸東方を舞ぶ台たいとしたこの『ブレイド』もいよいよ最終巻となる。

　前ぜん巻かんで倒たおすべき敵てきはタマモではなかったことが判明した。

　カゲユキに取とり憑ついていた真の敵は、かつて戦国の英雄であったオワリ・ノブカタ。

　アオイ家に七代祟たたると言い放ったノブカタは、カゲユキの身体からだを乗っ取り復活した。

　オオド城じようはノブカタの瘴しよう気きによって変へん異いした魔ま性しようの兵が跋ばつ扈こし、天てん守しゆ閣かくは浮ふ上じよう。

　最終決戦に向け、盛もり上あがってきたところである。




　さて、『ブレイド』のシリーズ開始と時を同じくして、『エリンディル東方ガイド』も発表され、ダイワを始めとする東方の国々も紹しよう介かいされたわけだが、設せつ定ていされていない部分というのがいくつかある。シナリオを作る際さい、細かすぎる設定は幅はばを狭せばめることもあるし、ＧＭがシナリオを作るときに自由に設定を扱あつかえるようにするためである。

　ダイワの歴史についても、一から一〇まですべてが決まっているわけではない。

　語られているのは、表向きのほんの一部の歴史だったりするのだ。

　そういう記き述じゆつの隙すき間ま、歴史の空白というのは、いろんなネタを提てい供きようしてくれる。




　この空白部分で何があったのか───？

　実は、こんなことがあったのではないか───？




　そういうことを考えるうちに、物語ができあがることもある。

　時じ代だい劇げきもまた、そんな発想から描えがかれることが実に多い。

　そこで第七話は、語られぬ歴史の真実を明らかにするシナリオとしてみた。

　かつての英雄ノブカタと彼かれを討うってタイクーンとなったアオイ家の関係、そしてオトハが戦う理由について考えるうち、真の歴史が見えてきたのである。

　見えてしまったのだから、仕方がない。




　それを形にすべくシナリオ作成に取りかかり、数日の後──。

　収しゆう録ろく日びはやってきたのである。




　それでは、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社会議室に集まった面々を紹介しよう。

　集まったのは、例によって次の五人だ。




◆小こ島じまめぐみ

　オフィスワタナベ所しよ属ぞくの女じよ性せい声せい優ゆう。声優のお仕事は『ふしぎ星☆のふたご姫』のファイン役など。清せい純じゆん派は声優でありながら、「ふぃあ通」のラジオドラマでは、三さん下した犬いぬ娘むすめベネットを熱ねつ演えんし好こう評ひようを博すという幅はば広ひろい芸風の持ち主。何度かリプレイにもプレイヤーとして参加しており、ファンブルを出しまくるダイス目の悪さには定てい評ひようがあったが、最近はなんだかクリティカルも多くなってきている。

　本リプレイでは、〝おんみつ姫ひめ〟ことアオイ・オトハを演えんじる。




◆菊きく池ちたけし

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社専せん務む取とり締しまり役やく副社長。通つう称しようは〝きくたけ〟。『アリアンロッド』や『セブン＝フォートレス』を手がけたゲームデザイナーにして『アリアンロッド・サガ・リプレイ』をはじめ、多くのリプレイを世に放ってきたリプレイの大家である。

　本リプレイでは、セーリアから送おくり込こまれた密みつ偵ていにして料理人のチンエンを演じる。




◆久保田悠羅くぼた・ゆうら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社開発部長。『ＡＲ２Ｅ』のシステムデザイナー。趣しゆ味みは古こ武ぶ術じゆつ・特とく撮さつ。数々のデータ作成に関わりつつ、エリンディル西方を舞台とした『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・セカンドウィンド』も絶ぜつ賛さん展てん開かい中。

　本リプレイでは、暗黒武ぶ術じゆつを使うネコ耳のカンナギ、リンを演じる。




◆田中信二たなか・しんじ

〝かわいそうな田中〟略りやくして〝かわたな〟で知られるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズの著者でもありながら、編へん集しゆう長ちよう、ＤＴＰから無茶振ぶりまでされる大変忙いそがしい人。かっこいい主人公をこなすプレイヤーとして知られていたはずだったが、最近は変人の比ひ率りつが上がっているような気がする。

　本リプレイでは、西方から渡ってきた吟遊詩人ユーノス・ローリングスターを演じる。




◆丹藤武敏

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社所属のライター。本書の執しつ筆ぴつ者しやにしてＧＭ。時代劇や歴史物のほか、いろんなネタが大好物。最近、リプレイだとダイス目がどうにも悪いので、データで補おぎなうことを心こころ掛がけている。




ＧＭ：皆みなさんおはようございまーす。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：いよいよ『ブレイド』も最終巻、第七話の収しゆう録ろくでございます。

小島：おお～、最終回手前ですね。

ＧＭ：そうです、これを挟はさんで次が最終回です。

菊池：前回のラスト、ノブカタがカゲユキを乗っ取って復活、天守閣浮上だもんな。

[image: ]

久保田：そうそう。ラスボスと思っていたけど、そうではなかったタマモも倒たおしてね。

田中：最終回に向けて、盛り上がってくる感じですね。

ＧＭ：その前に、もうひとつ挟もうというとこです。

菊池：盛り上げるところだもんな。

小島：最終回もそうですけど、最終回一話手前って独どく特とくの盛り上がりがありますよね。

ＧＭ：ああ、その気持ちなんだかよくわかります。「これで終わっちゃうんだな～」という寂せき寥りよう感かんがまだ到とう来らいしないうちに、ラストに向かっていく高こう揚よう感があるというか。

菊池：言いたいことはなんとなくわかるぞ（笑）。

田中：でも、ノブカタを倒しに行く前にまだやることがあるの？

ＧＭ：いやほら、サクザがラストに言っていたではありませんか。「天守閣に向かう前に、御ご初しよ代だい様の霊れい廟びように向かえ」と。

小島：ああ、そういえば言ってましたね。

田中：そういえばそうだった。

久保田：そこに、なんかノブカタに対たい抗こうできるものがある、という感じ？

ＧＭ：まあ、そういうシナリオです。で、そこで意外な歴史の真実を知る、みたいな。

小島：意外な歴史の真実？

ＧＭ：そうそう。実は、ダイワにはまだ語られていない歴史があったのです。

田中：ああ、そういうのよくあるよね。

菊池：実は明智光秀あけち・みつひでは死んでおらず天海てんかい・僧正そうじようになった、とか？

田中：上杉謙信うえすぎ・けんしんは女性だったとか。

ＧＭ：そんなのです。最終回を前にしてその歴史がひとつ明らかになる、と。

小島：おお、燃もえますね～。

菊池：さて、どういう歴史の真実なのか。

ＧＭ：その辺は、本ほん編ぺんに入ってからのお楽しみですよ、ええ。

菊池：まあ、そうだわな。

ＧＭ：では、今回予告を読み上げましょう。




●今回予告

　戦国の魔ま王おうオワリ・ノブカタが復活───。

　今やオオドの城は魔性の巣そう窟くつとなり、天守閣は暗雲に浮うかんだ。




小島：天守閣が、ぐわーっと。

菊池：なんか、戦国の魔王が復活するといつも天守閣が浮かぶイメージがあるんだが、なんでだろうな（笑）。




　これに対抗するには、ノブカタを討ったという初代タイクーンの力を借りるしかない。

　オトハは、御初代様を祀まつる霊廟へと向かう。

　追うは、恐きよう怖ふの妖よう怪かいニンジャ七人衆しゆう！




一同：妖怪ニンジャ七人衆!?（笑）

菊池：またヘンなのが出てくるみたいだぞ（笑）。

田中：しかも七人も。この期ごに及およんで。

ＧＭ：いやあ、五人衆は前にやってしまったもので。今回は、七人にしました。

久保田：最終回手前なのに、キャラ七人も増ふやして大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：大丈夫、問題ない……はずです。では続き───。

小島：（わくわくしながら）さあ、タイトルですよタイトル！

久保田：小島さんは、いつもタイトル聞くときにわくわくしてるよね？（笑）

小島：はい、楽しみにしてます！




　待ち受ける試練の数々。そして……。

　初代タイクーンがオトハに託す想いとは？




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

　第七話「託す者、託される者。御先祖様万歳！」

　歴史の真実がキミを待つ！




菊池：……なあ、たんどーくん。

ＧＭ：はっ、なんでしょうか？

菊池：タイトルは「託す者、託される者」でよかったんじゃないか？

ＧＭ：それだといけない気がしたんですよ。小島さんのために。

小島：そうそう、一いつ瞬しゆん普ふ通つうのタイトルだと思いましたけど、ちゃんとネタっぽいですよ！

菊池：〝ちゃんとネタっぽい〟って言われるのが、いかにも『ブレイド』だよな（笑）。

ＧＭ：タイトルはいつも小島さんが楽しみにしてくれてるので、期待には応こたえねばと。

小島：ありがとうございますっ！

菊池：そ、そうか。しかし、妖怪ニンジャ七人衆が気になるな。絶ぜつ対たいおかしな連中だぞ。

小島：どんな連中ですかねえ？（何かを考えている）

田中：ベム、ベラ、ベロ？

菊池：それは妖怪人間だろ！（笑）　しかも、三人しかいねえ。

久保田：じゃあ、豆とう腐ふ小こ僧ぞうとか油すましとか小豆あずき洗あらいとか。

菊池：……そいつら戦えるのか？（笑）

久保田：いやいや、小豆洗いは小豆を洗う音で人を誘ゆう導どうし、川かわ縁べりに落っことすという危き険けんな妖怪だよ？（笑）

ＧＭ：豆腐小僧と油すましにいたっては出てくるだけですが（笑）。

久保田：特とく殊しゆな能のう力りよくないからね、あいつら。

小島：…………（何かを描いている）。

菊池：そんな妖怪だけならいいんだけど、きっとそうではないんだよなぁ。

ＧＭ：いやまあ、そうしないとシナリオになりませんので。

小島：はいはい！　わたし七人分考えました！　うなぎ丸にきのこ丸、たけのこ丸。ヒバゴンにまんじゅう丸……それにツチノコ丸にクッシー！

菊池：そいつら妖怪でも何でもないだろ！（一同笑）

ＧＭ：ヒバゴンとツチノコ、クッシーにいたってはＵＭＡ未確認動物ですよね？

久保田：妖怪とＵＭＡは近いようで違ちがう（笑）。

小島：イラストも描いてみたんですよ、ほら！（レコードシートを見せる）




　実じつ際さいにお見せできないのが残念である。




田中：さっきから、何かを描いていると思ったら（笑）。

ＧＭ：ほら、と言われましても……そのなんだ（笑）。

小島：まんじゅう丸はオトハを誘ゆう惑わくする危険な天てん敵てきです！

菊池：誘さそわれんなよ、そんなものに！（笑）

田中：そいつらの一部は、単に小島さんが食べたいものを揃そろえただけなんでは？

小島：……（しょんぼりした顔で）出てこないんですか？

ＧＭ：さすがに（笑）。

菊池：きっと、もっと愉快なヤツが出てくるから安心しなさい（笑）。

ＧＭ：その辺は期待してください。では、ハンドアウトの発表に移うつります。




●ハンドアウト

ＧＭ：それでは、皆さんのハンドアウトを読み上げます。まずは、オトハから。

小島：はい！




◆アオイ・オトハ用ハンドアウト

コネクション：御初代様　　　関係：先祖

　かつて戦国乱らん世せいのダイワで魔王を名乗ったオワリ・ノブカタが復活、兄カゲユキの身体を乗っ取った。これに対抗する力が、ノブカタを討うったという初代タイクーンを祀まつった霊廟にあるという。今こそ、御先祖様の力を借りるとき。




小島（以下、オトハ）：おお、御初代様。

田中：そういえば、初代タイクーンがノブカタを討っていたという話だったっけ。

オトハ：ところで、御初代様ってどんな人？

ＧＭ：『東方ガイド』の伝説部分に記述があるんですが、アオイ・ミツテルという名で、七人の子こ供どもを残したと書いてあります。で、タイクーンを継ついだのが二代目で息子のテルヒデ。残りの兄弟は、直ちよつ轄かつ地ちの藩はん主しゆになっておりまして。宗そう家けと同じアオイ姓せいを許ゆるされたのが、ハギ藩はん、オオトリ藩、アカツキ藩という三つの家だとか。

オトハ：なるほど～。

ＧＭ：人ひと柄がらや人じん物ぶつ像ぞうなんかは、くわしく伝わっていない、ということにします。

菊池：初代タイクーンだから、偉い業ぎようとかそういうものが伝わってそうなもんだが？

ＧＭ：業ぎよう績せきを讃たたえる記録が多くても、肖しよう像ぞう画がや人となりについての記録が少ないんですよ。

菊池：う～ん、何か秘ひ密みつがありそうだな。

ＧＭ：その辺は実際のセッションで明らかになります。では、次いきましょう。




◆リン用ハンドアウト

コネクション：アオイ・オトハ　　　関係：主しゆ従じゆう

　オワリ・ノブカタ復活により、ダイワの混こん乱らんは必ひつ至しの情じよう勢せいとなった。これを収おさめることができるのは、タイクーンの妹であり仕える主でもあるアオイ・オトハのみ。彼かの女じよは、あなたの助力を必要としているのだ。




ＧＭ：というわけで、オトハさんを助けてあげてください。

久保田（以下、リン）：そこはお付きだからね。

オトハ：主従ってことは、リンは家来っ！

リン：でも、財さい布ふはこっちが握にぎってる（笑）。

オトハ：くっ！




◆チンエン用ハンドアウト

コネクション：仮か面めん料理人　　　関係：兄弟？

　これまで目の前に現あらわれては去っていった、仮面料理人。その正体は、死んだと伝えられていた兄テイエンかもしれない。

　……もしそうだとしたら、何故なぜ彼は仮面を被かぶり正体を偽いつわっているのだろうか？
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菊池（以下、チンエン）：またあいつか……。てか、本当に兄なのかよ？

ＧＭ：そこは、まだ〝？〟がついているので不明ということで。

チンエン：それに、仮面を被っていることより先に聞きたいことがある！

ＧＭ：ほう？

チンエン：なんで兄なのに翼つばさが生えてるんだよ！（一同笑）

田中：言われてみればそうだ。チンエンはエルダナーンなのに。

ＧＭ：その秘密についても、このシナリオで明らかになるかと……。

チンエン：本当か？　いまいち不安だが。




◆ユーノス・ローリングスター用ハンドアウト

コネクション：おんみつ姫の伝説　　　関係：サーガ

　伝説を求めてやってきた、エリンディル東方の国ダイワ。

　今まさに魔王と名乗る者が復活し、これにひとりの少女が立ち向かおうとしている。今こそ伝説が生まれるそのとき、立ち会わねばなるまい。




田中（以下、ユーノス）：［関係：サーガ］……新しい。

リン：『ＡＲ２Ｅ』になってから、コネクションの対象は人物でなくてもよくなったから。

ユーノス：ともかく、オトハさんに付きしたがって伝説を紡つむぎ上げればよいんですね。

ＧＭ：そういうことです。

ユーノス：では、その伝説を盛り上げるとしましょう。




●キャラクターの成長

　ハンドアウトの発表後、キャラクターの成長に移うつる。

　あれやこれやとデータを見み比くらべつつ、次のように成長した。




▼アオイ・オトハ（14レベル）の場合

ＧＭ：では、オトハから成長報ほう告こくをお願いします。

オトハ：はい、キャラクターレベルが14になりました。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】92、フェイト５はそのままです。

ＧＭ：スキルの方は？

オトハ：《ハイボルテージ》（＊）と《フルスイング》（＊）のレベルを上げて、《グレートバースト》を取りました。これが今回の目玉！

リン：《グレートバースト》は、判はん定ていの直後ダイスひとつを６の目にするウォーロードのスキル。これがあれば、クリティカルの確かく率りつがグンと上がりますね。

オトハ：そうそう、だから取りました！

ＧＭ：まあ、６が一個でも出ないといけないわけですが。

オトハ：……ですよねー。出るかなー？

ユーノス：急に弱気になってますね（笑）。

オトハ：あとは、武ぶ器きが三み日か月づき宗むね近ちかに。それとバトルバックラーを取りました。以上です。





（＊）《ハイボルテージ》　武器を使用した攻撃のダメージに［ＳＬ×４］するウォーロードのスキル。

（＊）《フルスイング》　攻撃力を二倍にして攻撃するウォーロードのスキル。
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▼リン（14レベル）の場合

ＧＭ：では、次はリンです。

リン：リンでーす。レベル14、クラスは変わらず。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]、フェイト７です。スキルはあまり変わってないですね。《レリギアス》（＊）がレベル２、《パニッシャー》（＊）がレベル５に伸のびました。そして、新たに《ハイパニッシャー》を取得。

チンエン：お、きたな。




《ハイパニッシャー》

　《パニッシャー》の効こう果かを上げるパラディンのスキル。




リン：きましたよ。これで、攻こう撃げき力りよくの基き本ほんは36＋２Ｄに。

ＧＭ：そのうえ、貫かん通つうしたり毒を与あたえたり（笑）。

リン：防ぼう具ぐはちょっと変わりました。頭部が守しゆ護ごの輪。あと栄光の前立をつけました。あとはあんま変わってないです。以上。





（＊）《レリギアス》　【物理防御力】と【魔法防御力】に＋［ＳＬ×２］するパラディンのスキル。

（＊）《パニッシャー》　ダメージに【精神基本値】を追加するパラディンのスキル。
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▼チンエン（14レベル）の場合

ＧＭ：では、次はチンエンですね。

チンエン：はい、レベル14。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]。フェイトは５点。スキルは《ファストドロウ》（＊）《アンプリフィケイション》（＊）のレベルを伸のばして《ダブルキャスト》を取ったよ。これで、シナリオ中一回だけど、魔ま法ほうを連続で撃うてる。

ＧＭ：おお、ついに来たか。

チンエン：それ以上に、外見とか境きよう遇ぐうはいろいろ変わった気がするが（笑）。

ＧＭ：まあ、マッチョになったり店を持ち始めたりしていますしね。

チンエン：もう自分では料理もせず、弟で子しに任まかせているからな（笑）。

ユーノス：料理人としてどうなんだそれ（笑）。

チンエン：いいんだよ、偉えらくなるとそうなるんだよ。

リン：堕だ落らくだ、堕落している（笑）。

チンエン：装そう備びは特に変更なし。まあ、こんなところかな。





（＊）《ファストドロウ》　［対象：単体］の魔法を［対象：（ＳＬ）体］に変更するソーサラーのスキル。

（＊）《アンプリフィケイション》　魔法攻撃のダメージに＋［ＳＬ×３］するソーサラーのスキル。
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▼ユーノス・ローリングスター（14レベル）の場合

ＧＭ：では次。ユーノスお願いします。

ユーノス：はーい。レベル14になって、【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]です。フェイトは11点から13点になりました。

ＧＭ：おお、フェイト13点ですか。結けつ構こう伸ばしましたね。

ユーノス：ふっふっふ、運命を司つかさどる天使と呼よんでもよくってよ（笑）。

リン：でも、それはったりだし（笑）。

ＧＭ：まあ、口だけ天使ユーノスですからね。

ユーノス：スキルですが、相手に逆ぎやく上じようのバッドステータスを与あたえる《タウント》のレベルを伸ばし、で、もうひとつは《ペナルティヒット》（＊）を取りました。

ＧＭ：挑ちよう発はつはするわ妨ぼう害がいはするわ……ますますＧＭにとってウザい方向に（笑）。

ユーノス：ははは、かといってわざわざ狙ねらう価か値ちは相変わらずありません（笑）。

チンエン：本当にウザいことこのうえないな（笑）。

ユーノス：装備ですが、ミスリルクロークをマジカルチェインに替えました。以上かな。





（＊）《ペナルティヒット》　対象が行なう判定をマイナス１Ｄするスカウトのスキル。
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●ギルドの成長

ＧＭ：では、次にギルドの成長です。ギルドのレベルが上がっているから、ギルドサポートを新たにひとつ取れますよ。

チンエン：さて、何を取ったものかな……。

ユーノス：んー、それなら《神々の戒いましめ》とかどうでしょう？　２レベルのギルドサポートで、誰だれかがメジャーアクションを使うと、シーンにいる敵全員に任にん意いのバッドステータスを与あたえられますよ。

オトハ：おっ、それは強そう。敵全員に放心とかスタンとかできるのじゃな。じゃあ、それで決まり！

リン：実は、バッドステータスがつくと《アディショナルブロウ》の効果で、あたしの攻撃力もぐんと上がります。

オトハ：なるほど、ならますます取っておかねば。




　新しん規きギルドサポートは《神々の戒め》に決定した。

　次に、ギルドサポートの中から、今回持っていくものを選せん択たくする作業となる。




オトハ：合計で14レベル分まで持っていけるのじゃな。

ユーノス：（ギルドシートを眺ながめて）なら、《情じよう報ほう網もう》と《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》は、今回使いどころもなさそうですし、あきらめますか。

リン：それでも、あと１レベル分が余よ分ぶんですね。

オトハ：うーん、どうしよう？

チンエン：……じゃあ《料理人》を置いていくか。

ユーノス：せっかく弟子ができたと思ったら（笑）。

チンエン：仕方ない。他のギルドサポートの方が重要度は高い。

ユーノス：さようなら、十じつ徳とく包ぼう丁ちよう（笑）。

チンエン：それでも、演出上は存在するんだよ。

オトハ：せっかくできた部下だし（笑）。

チンエン：ギルドサポートはそれで問題なかろう。

リン：では、《料理人》を置いていくということで。そうなると、持っていくのは《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《限げん界かい突とつ破ぱ》《高こう機き動どう部隊》《再さい行こう動どう》《神々の戒め》となりますね。

ＧＭ：わかりました。では、オープニングに移りましょう！

一同：おう！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆霊れい廟びように向かえ




　戦国魔ま王おうオワリ・ノブカタ、復ふつ活かつ！

　オオド城じようの天てん守しゆ閣かくは暗雲の中に浮ふ上じようし、城内には瘴しよう気きが溢あふれている。

　この未み曾ぞ有うの事じ態たいに対たい抗こうするため、オトハたちがとるべき策さくは───。




ＧＭ：オープニング最初のシーンは、前回エンディングの直後から。天守閣は浮上し、オオド城内は異形に変じた兵たちが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする地じ獄ごくさながらの光景になっております。

オトハ：ああ、お城が……！

ＧＭ：その異形の兵たちは、オトハを狙ねらい、雲うん霞かのように押おし寄よせてきます！

オトハ：おっ！

ユーノス：たしか、サクザが迫せまる兵を食い止めてくれたんでしたね。
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ＧＭ：そうです。「姫ひめ様さま、ここはわしに任まかせて御ご初しよ代だい様の霊廟に！　御初代様はノブカタを討うったお方。きっと加か護ごを授さずけてくれまするぞ！」と、槍やりを取って食い止めます。

オトハ：爺じい！　この数を相手に大だい丈じよう夫ぶなのか？

ＧＭ：「心配無用！　これでも鬼おにと恐おそれられたこのサクザ。他の正気の者たちもおりますゆえ、ここは信じてお任せあれ！」

チンエン：おお、かっこいいじゃないか。

リン：ここは信じてやるのが武ぶ士しというものではないでしょうか、姫様。それに、タマ姫様を安全な場所に避ひ難なんさせる必要もございましょう。

オトハ：おお！　そういえばタマ姫のことがあった！
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ＧＭ：彼かの女じよは気を失って倒たおれてはいますが、特に怪け我がとかはありません。

ユーノス：では、ボクとチンエンで抱かかえて行きましょうか。

チンエン：そうだな。

リン：では、急ぎましょう姫様。

オトハ：うむ。……爺、死ぬでないぞ！

ＧＭ：「御ご下か命めい、承うけたまわり申した！」




　魔ま性しようの城と化したオオド城を後にする、オトハたち。

　サクザや城内に残された者を思うと、後うしろ髪がみを引かれる思いではある。

　しかし、御初代様の加護がなければノブカタの瘴気に呑のまれてしまうだろう。




ＧＭ：城から脱だつ出しゆつして振ふり返かえると、オオド城は魔王の居きよ城じようと呼よぶにふさわしい光景に。

チンエン：これは、もうこの国は終わりかもしれんな……。

オトハ：（力強く）いいや、まだじゃ！　まだ我われらがおる！

リン：そのとおりです。一いつ刻こくも早く、霊廟とやらに向かいましょう。

ＧＭ：なお、霊廟の場所はタイクーン家に連なる者なら誰だれでも知っています。オオドから急いで馬を飛ばせば一日ほど。事が大事になる前に行って戻もどってこられるくらいです。

オトハ：よし、急ぐぞ！

ＧＭ：というところでシーン終しゆう了りようとしましょう。







◆Opening 02◆恐きよう怖ふ！　妖よう怪かいニンジャ七人衆しゆう




　オオド城天守閣───。

　玉ぎよく座ざに腰こし掛かけるカゲユキは、まさに魔王の風ふう格かくを有している。

　いや、もはやカゲユキではない。魔王オワリ・ノブカタそのものであった。




ＧＭ：では、次にマスターシーン。オトハたちが早馬を飛ばして霊廟に向かっている頃ころの、ノブカタたちを描びよう写しやします。

オトハ：どんなシーンじゃろう……？

ＧＭ：場所は、天守閣最上階。暗い中で玉座に腰こしを下ろすカゲユキの姿すがたが。

オトハ：兄上じゃな。

ＧＭ：姿はカゲユキですが、中身はすでにノブカタです。カゲユキならば絶ぜつ対たいに浮うかべないであろう冷たい表ひよう情じようをしておりますから。

オトハ：ああ……。

リン：もはや、上様はノブカタに乗っ取られたと。

オトハ：兄上は負けぬ！　そう信じよう。

ＧＭ：そして、ノブカタは何者かを呼び寄せます。




　ノブカタは、轟とどろくような声で呼よびかけた。

「甦よみがえるがいい、妖怪ニンジャたちよ！」

　その声に応おうじ、虚こ空くうより出しゆつ現げんした影かげは七つ。




ユーノス：きたか妖怪ニンジャ七人衆！

ＧＭ：するとそのひとりが、「かまいたちのカマゾウ、ここに！」と顔がイタチのような獣人が名乗り出ます。

オトハ：あれれ？　名前が違ちがう!?　一いつ生しよう懸けん命めい考えたのに！（一同笑）

ＧＭ：だってあれ、妖怪でもなんでもなかったでしょ（笑）。

オトハ：……残念！

ユーノス：うなぎとかまんじゅうとかＵＭＡでしたからね。




「ガシャ髑髏どくろのクロベエ、ここに推すい参さんだべぇ」……髑髏の顔を持つ巨漢。

「女じよ郎ろう蜘蛛ぐものおキヌ」……妖よう艶えんなる美女。

「輪入道のリンサイ」……巨きよ大だいな車輪を担かついだ、禿頭の入道が答える。

「テェー!!」「ケェー!!」……異い様ように手が長い男と、足が長い男のふたり。

　禍まが々まがしい者たちであった。

　そして、最後に。

「不知火しらぬいのゲンヤ、ここに」

　眉目秀麗な絶ぜつ世せいの美形であった。だが、その瞳ひとみは、あまりにも冷たい。




ユーノス：揃そろったか、七人の変へん態たい（笑）。

チンエン：どいつもこいつも、見るからに悪あつ鬼き外道といったところか。

ＧＭ：不知火のゲンヤが「新しい体を手に入れたようで何よりでございます、ノブカタ様」と礼をすると、ノブカタは「アオイの血を引く者が残っておる。始末せよ」と命じます。

リン：アオイの血……姫様のことですね。

オトハ：あわわ、狙ねらわれておる！

ＧＭ：「わしから天下を奪うばった裏うら切ぎり者ものの血、すべて絶たやさねばならん！」

ユーノス：ノブカタの中では、天下統とう一いつ寸すん前ぜんで初代タイクーンに討うたれているから、そのように思っているんですね。

リン：七代祟たたって絶たやしてくれる……なんて言ってますものね。

オトハ：（怖こわそうな表情で）ひーっ！

ＧＭ：でまあ、その七人のうちのひとり、かまいたちのカマゾウを名乗った男が、にいっと笑みを浮かべて言うわけです───。




「このカマゾウがノブカタ様の無念を晴らしましょうぞ」

　いの一番に、カマゾウが姿を消す。

　ガシャ髑髏のクロベエは、「抜ぬけ駆がけとは困こまったヤツ。後でお仕置きだべえ！」と、どこか楽しむように呟つぶやく。




チンエン：こいつ、「お仕置きだべえ」のひと言のために七人衆に入っただろ（笑）。

ＧＭ：そ、そんなことはありません。ありませんとも……。

ユーノス：じゃあ、不知火のゲンヤも「まあ、よいではないか。ここはカマゾウにひとつ手て柄がらを立てさせてやろう」とか言うんでしょう？

ＧＭ：よくおわかりで。そのように言います。

ユーノス：（妖怪ニンジャのひとりになって）「しかしゲンヤ様、あやつは我らの中では一番の新参！」

ＧＭ：ゲンヤは「フッ、しくじったときは、その命で償つぐなわせる」と冷たく言います。

オトハ：妖怪ニンジャ七人衆……面白そうなんだか強そうなんだか（笑）。

ＧＭ：では、シーンを終了しましょう。







◆Opening 03◆さらば仮か面めん料理人、オープニングに散る！




　一路、早馬を飛ばして霊廟へと向かうオトハたち。

　今は峠とうげに入り、森の中を突つっ切きっている。

　だが、そこにあやしげな影かげが迫る！




ＧＭ：では、ふたたびオトハたちのシーンです。皆さんが早馬を飛ばし、森の中を突っ切っているところとなります。

オトハ：（手た綱づなを持つような仕草で）ぱからっ、ぱからっ。

ＧＭ：シュッ！　と風を切るような音がすると、目の前の木々がバサバサバサーッと、鋭するどい刃やいばで斬きられたのか、道を塞ふさぐように倒れてきます。

チンエン：うおっ、来たか！

リン：慌あわてて馬を止めます！

ＧＭ：「クーックックックックッ、アオイ・オトハとその一行とお見受けいたす───」と、どこからともなく声が響ひびいてくる！

オトハ：何なに奴やつじゃ！　カマゾウだろうけど、キャラ的には一いち応おう聞く！（笑）

ＧＭ：「俺おれはノブカタ様によって甦よみがえった妖怪ニンジャ七人衆のひとり……かまいたちのカマゾウ！」そう名乗ると、ざっと皆みなさんの前に姿を現あらわします。

リン：……えっ、かませ犬のカマゾウ？（一同爆ばく笑しよう）

オトハ：ひどいっ!?

チンエン：ああ、見るからにかませ犬っぽい登場だもんな。

ＧＭ：「かまいたち！　俺はかまいたちのカマゾウだっ！　そもそもかませ犬なんていう妖怪はいねえだろ!?」と激げつ昂こうしながら襲おそいかかろうとしますが。

ユーノス：ここは、仲間の誰だれかがこいつの能のう力りよくにやられるパターンですかねぇ。

チンエン：ならば、今回は特にデータのない十徳包丁たちかな？（笑）

リン：（十徳包丁のひとりになって）「チンエン様。ここは私わたくしめにお任せを！」




　一いつ騎き当とう千せんの料理人が走る！

　だが、カマゾウは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで手を振ふるう。

　放たれたのは、真空の刃。

　包丁よりもなお鋭い不ふ可か視しの刃が、十徳包丁のひとりを、文字通り切きり刻きざんだ！




ユーノス：「ば、馬ば鹿かなぁぁぁぁ!?」スパパパン……。ああ～、十徳包丁がバラバラにぃ～。

チンエン：やられてしまった……（笑）。

ＧＭ：「ふっふっふ、あとはオトハ姫の命をいただくのみ！」

オトハ：むぅ、これは戦せん闘とうじゃろうか。

ＧＭ：いえ、そこに介かい入にゆうする者がいます。

オトハ：だ、誰!?

ＧＭ：「ここは私に任せて先に行け！」と、仮面料理人が登場！

オトハ：ええええーっ!?（笑）

ユーノス：えっ、ここで!?

ＧＭ：ええ、カマゾウが飛ばしてくる衝撃波を、お玉と鍋で弾き落としながら。

チンエン：お前かよっ！　……何しに来た？

リン：自分のコネクションに、なんという言い草。

チンエン：（ハンドアウトを確かく認にんして）おお、そういえばオレのコネだったな。しかし何故なぜ、お前がそんな真似まねを？

ＧＭ：「……タマモが封ふう印いんされたことによって、私もようやく自由の身になれたのだ」

チンエン：お前、やっぱりタマモに操あやつられていたのか？

ユーノス：なんだかそんな気配はあったようでしたが。

ＧＭ：「……そうだ。かつて邪じや悪あく化したタマモを止めようと挑いどんだが、力及およばずその瘴気に呑まれ下げ僕ぼくとなってしまった。本来なら、もっとお前たちを助けてやれたろう」

リン：助けると言っても、思わせぶりなこというだけでしたが（笑）。

ＧＭ：「……そしてようやく、お前の兄と名乗ることができる！」と、チンエンに慈いつくしみの眼まな差ざしを向けながら。

ユーノス：えっ、ここでっ!?

チンエン：また、唐とう突とつに正体を明かしたな（笑）。

リン：やはり、仮面料理人の正体はチンエンの兄……テイエンだったのですね。

チンエン：ああ、うん。そんな気はしていた。していたんだが……。

ユーノス：しかし、もうちょっと演えん出しゆつに溜ためとか伏ふく線せんとかあってもいいのでは……。

ＧＭ：「ふふふ……」

一同：？？




　不ふ敵てきに笑うＧＭ。

　一同を見回し、そして……。




ＧＭ：仮面料理人、いや、テイエンは言う。「そんな余よ裕ゆう、もうシナリオになかった……」

一同：ぶっちゃけた───!!（大だい爆ばく笑しよう）

オトハ：そっか、最終回手前だもんね！

リン：辻つじ褄つまを合わせるため、伏線が急に回かい収しゆうされるのも最終回手前ならではですね。

チンエン：ちょっと待て、なんだよそれは!?（笑）

ＧＭ：いやあ、ここで仮面料理人の正体を探さぐって掘り下げる展開にしても、今更ですし。

チンエン：それにはまったく同意だが、なお言いたいことがある！

ＧＭ：「ほう、なんだ？」

チンエン：……何故、もっと早く言ってくれなかったのだ、兄者ーっ!!（爆笑）

ユーノス：いやまったく！

ＧＭ：「私もこの仮面を外し、兄であるとどんなに名乗りたかったか……!!」

リン：タマモの下げ僕ぼくとなっていたから、それができなかったと。

チンエン：じゃあ、その背せ中なかの翼つばさは？

ユーノス：それだ、そこが気になっていたのです。

ＧＭ：「瘴気に呑のみ込こまれたとき、私の身体も変へん異いが始まっていたのだ。だが、タマモのその支し配はいから逃のがれたい、自由になりたいという想いが極まって、いつの間にやら翼が……」

チンエン：そんな、とってつけたような理由なのかよ！（一同爆笑）

ユーノス：でもまあ、自由の象しよう徴ちようですからね、天使の翼は。

ＧＭ：そもそも、一巻かんでチンエンがユーノスに因いん縁ねんをつけるために、まさにとってつけた理由じゃないですか、兄を殺した相手に翼があるのは。

チンエン：そういえばそうだったな……（笑）。




　兄テイエンは翼の付け根に十字の傷きずがある男に敗れて死んだ───。

　チンエンはユーノスと出会ったとき、そのように言って因縁をつけていたのだ。

　あのときのふたりの関係は最悪だったが、いつの間にやら仲良しさんである。




ＧＭ：「ともかく！　私は私でいろいろ大変だったのだ！」

チンエン：あ、はい（笑）。

ＧＭ：「そんな私が、兄と名乗るわけにはいかなかった……。だが、タマモが封印された今、ようやくお前を手助けすることができる！」

チンエン：そ、そうだったのか。そのわりには料理勝負のときに子こ供どもじみた言いい訳わけをしていたような（笑）。

リン：ああ、ショーリン館での料理勝負ですね。




　くわしくは二巻収しゆう録ろくの第三話を参照のこと。




ＧＭ：「あのとき、どうしても正体を明かすわけにはいかなかった。だが、お前が私の料理を超こえてくれた。それが、どんなに嬉うれしかったか！」

チンエン：いや、判はん定てい一発で終わったことを美談のように言われても（笑）。つか、海の家とかで飯食ってる暇ひまがあったら、とっとと正体明かしてもよかったんじゃないか？

ＧＭ：「……過すぎたことはどうでもいい！　ともかく、私の身体は瘴気に冒おかされ、どのみち助からないのだ。ならば、どうせ長くはないこの命───」

ユーノス：ちょっ、この展開は！

チンエン：（何かを悟さとったように）ああ～、やめるんだ兄者！　その技わざは～。

ＧＭ：「せめて平和の礎いしずえとなろう。うおぉぉぉぉっっ！」

チンエン：……あれは、我わが一族一子相伝の暗殺料理術禁きん断だんの技!!

ユーノス：なんと、そんな技が。

ＧＭ：がしゃがしゃといろんな料理を出しつつ「───暗殺料理奥おう義ぎ、自じ爆ばく全席！」。

一同：じばくぜんせき!?（爆笑）

チンエン：そのすべてが爆ばく発はつし、料理人をも巻まき込こむという恐おそろしいフルコース！

オトハ：そんな技が！

ＧＭ：そして、テイエンは無理矢理カマゾウを自爆全席の席に着かせます。




「よ、よせー！　ううっ、しかし美味そうだ……」

　カマゾウの悲鳴は、やがて美食の法ほう悦えつへと変わってゆく。

　だが、それは死への秒読みでもあるのだ。

「チンエン、後は頼たのんだぞ───」




ＧＭ：どかーん！　テイエンはカマゾウもろとも木こっ端ぱ微み塵じんに……。

チンエン：兄者ぁぁぁぁぁっ!!
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オトハ：……って、カマゾウ、もう終わり？

ＧＭ：はい（笑）。

一同：弱っ!?

チンエン：いや！　こいつは強敵のはず。……でないと、兄者が浮かばれん！（一同笑）




　激はげしい爆発とともに、自爆全席は木っ端微塵に吹ふき飛とんだ。

　かまいたちのカマゾウも、テイエンの姿もない。

　爆ばく風ふうに紛まぎれて、ころんと無む機き質しつな音を立てて転がるのは、ひび割われた仮面の一部だった。




オトハ：死んだ……。

ユーノス：二巻から思わせぶりに登場し、ようやく正体を明かしたと思ったら、最終回手前のオープニングで爆ばく死し……。

チンエン：く、くくく……（←何かをこらえている）。

オトハ：なんだろう……きっといい話なのに、笑いしか出てこない（笑）。

リン：姫様、とりあえず彼かれの尊とうとい犠ぎ牲せいを無む駄だにしないためにも。

オトハ：うむ、先を急ごう。でも、実の兄が死んだのにチンエンが笑ってる。

チンエン：（笑いをこらえつつ）だって、もう、笑うしかねえだろ！（笑）




　壮そう絶ぜつな最期を遂とげた男、テイエン。

　オトハたちは、彼の死を決して忘わすれないであろう。

　さらば、仮面料理人。さらば、テイエン───。

　だが、〝烈れつ風ぷう!!　世直し隊〟に悲しんでいる時間はない。




チンエン：本当に悲しむ時間がねえよ!?（一同爆笑）

ユーノス：むしろ、爆笑しっぱなしですからねー。

オトハ：悲しいことが起こったのに、起こったのに！

ＧＭ：そんなところで、オープニングは終了でございます。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆霊れい廟びよう到とう着ちやく




　峠とうげを越こえ、街道を進み、いよいよ霊廟へとやってきた。

　初代タイクーンの魂たましいが眠ねむり、その業ぎよう績せきを讃たたえる荘そう厳ごんな建けん築ちく物ぶつがオトハたちを迎むかえる。

　果たして、どのような力を授さずけてくれるのだろうか。




ＧＭ：とまぁ、いろいろありましたが、とりあえずミドルフェイズを始めましょう。

チンエン：〝とりあえず〟じゃねえよ！（笑）

リン：チンエンでも、やはりショックでしたか？

チンエン：ああ。兄者を失った悲しみに打ちひしがれつつも、オープニングフェイズとミドルフェイズの間で立ち直った（笑）。

オトハ：さすがはチンエン。

チンエン：いいんだよ。人間、無から生まれて無に消える。人の生き死になんか瑣さ末まつなこと。もう生きるも死ぬも同じ。何もこだわらないのだ（笑）。

ユーノス：適てき当とうだなぁ。

ＧＭ：ともあれ、森を抜ぬけ、追つい撃げきを振ふり切きり……なんとか霊廟の前に到着しました。

オトハ：おお、着いたのじゃ。

ＧＭ：初代タイクーンの偉い業ぎようを讃たたえるための霊廟は、荘厳かつ厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きに包まれています。数人のカンナギやアコライトたちが守ってますね。

オトハ：わたしは来たことあるのかな？

ＧＭ：はい。オトハも、初代の法要や何かの行事があったとき、ここを何回か訪おとずれているということにしましょう。

オトハ：なるほど。……そういえば御ご初しよ代だい様の偉業って、どんなもの？

リン：戦せん乱らん続きのダイワに一定の秩ちつ序じよをもたらしたということですが……。

オトハ：ふむ、なるほど。とにかく偉えらい人じゃな。

ＧＭ：サクザもことあるごとにオトハに言って聞かせるんですよ、御初代様は立派なサムライであった、まさにサムライの鑑かがみであられた。それに引き替え姫様は～と（笑）。

オトハ：うーん、うんざりするほど聞いていたのか。

チンエン：……プレイヤー発言だが、ここって我われ々われの世界でいう〝東とう照しよう大だい権ごん現げん〟たる徳川家康とくがわ・いえやすを祀まつっている、日光東照宮みたいなものかな？

ＧＭ：はい、そういうイメージでＯＫです。

オトハ：なら、お土産みやげもあるの？　木刀とか。

ＧＭ：……参道にあるんじゃないですかね？（笑）

オトハ：よし、じゃあ、とりあえず饅頭まんじゆうと団だん子ごと……。

リン：今はそんな場合ではございませんよ！（←貫ぬき手てを叩たたき込こむ仕草）

オトハ：げぶぅっ！　……そ、そうであった。御初代様の力を借りに来たのであった（笑）。

ユーノス：では、位の高そうなカンナギに聞いてみますか。

ＧＭ：はい、わかりました。するとですね……。




　カンナギは、オトハたちを丁重にもてなした。

　事じ情じようを察したカンナギの長は、一行を奥おくの殿でんへと連れてゆく。

　そこは、アオイ家の者でも無む闇やみに立ち入ることのできない場所であった。

　アオイの家か紋もんが刻きざまれた巨きよ大だいな扉とびらが、どどんとそびえている。




オトハ：ここは……。

ＧＭ：なお、扉は大きな錠じよう前まえで厳げん重じゆうに封ふう鎖さされています。よく見てみると、錠前には御ご紋もんの印いん籠ろうに描えがかれたアオイ家の紋と同じ形をしたくぼみがありますね。

オトハ：くぼみ……。

リン：（ぽんと手を打ち）姫ひめ様さま、ここは印籠の出番では？

オトハ：おお、もしや。じゃあ、印籠をそのくぼみに合わせてみるぞ。

ＧＭ：そうすると、かちゃりと音を立てて錠前が外れます。

オトハ：やたっ！

ＧＭ：その先は、暗い洞どう窟くつのようになっております。カンナギ曰いわく、「この庵いおりには御初代様が秘ひ密みつになされていた真実が待ち受けております」とのこと。

オトハ：真実？

ＧＭ：「はい。ゆえに、いくつかの試練に挑いどんでいただきます」

チンエン：また開運仙せん人にんとのロシアンルーレットとかじゃないだろうな？（笑）

ＧＭ：さすがに同じネタは使いません（笑）。「……試練を乗のり越こえれば、御初代様から伝わる一品を授さずかることができるでしょう」

オトハ：おおっ！

リン：何かアイテムのようですよ。

ＧＭ：「覚かく悟ごができましたなら、お進みください」

オトハ：少々の危き険けんは覚悟の上じゃ！

ＧＭ：ところで、タマ姫ひめはどうします？　一いち応おう、ここまで連れてきてますが。

オトハ：あっ、そういえば。

ユーノス：ここでカンナギさんたちに任まかせればいいのでは？

チンエン：奥まで連れて行くのは危険そうだしな。

リン：では、そうしますか。

ＧＭ：カンナギたちはタマ姫のことも引き受けてくれます。意い識しきを取とり戻もどしたタマ姫も事情を察し、「どうかご無事で」とオトハたちの無事を祈いのってくれます。

オトハ：うむ、行ってまいる！

ユーノス：……ところで、ボクたちも、ついていって大だい丈じよう夫ぶなんですよね？

ＧＭ：もちろん。厳重ではありますが、お付つきがいることについては咎とがめられません。

リン：よかった、姫様おひとりで送り出すことになるかとハラハラしました。

ユーノス：チンエンさんはどうします？

チンエン：……フッ、兄者が命を賭として切り開いてくれた道だ。オレも最後まで付き合おう。ユーノスこそ、ただの吟ぎん遊ゆう詩人がここまで危険を冒おかすこともあるまい？

ユーノス：ボクは、伝説を見み届とどけるまでは離はなれるわけにはいきませんよ。

チンエン：仕事熱心なことだ。

オトハ：ありがとう、みんな！　では行くぞ！

一同：おう！







◆Middle 02◆霊廟の試練




　霊廟の奥の殿から、試練が待つという洞窟を進む。

　ほの暗い中をわずかな灯あかりを頼たよりに進むうち、複ふく雑ざつに絡からみ合あった縄なわが行く手を塞ふさいだ。

　どうやら、これが第一の試練のようだ。




ＧＭ：それでは、次のシーン。洞窟の中に入ったところ。延えん々えんと奥まで続く通路のようになっています。

オトハ：果たして、どんな試練が待ち受けておるのかのう……？　いや、心配しても始まらぬな。ずんずん進むぞ。




◆第一の試練：知ち恵えの縄

ＧＭ：しばらく進んでいくと、蜘蛛くもの巣すのように縄が張はり巡めぐらされ、通路の行く手を塞いでいます。

オトハ：縄が？

チンエン：明らかに罠わなの臭におい（笑）。

オトハ：ふうむ。

ＧＭ：そこへ、どこからともなく「ここより先、資格なき者は進むべからず。この縄を解き、真の知恵を示す者のみ進むことができるであろう」という声が響ひびきます。

チンエン：お！

オトハ：この縄、解けるのか？

ＧＭ：縄を解くのであれば、難なん易い度ど30の【知力】判はん定ていに成功する必要があります。

オトハ：30!?

ＧＭ：そして、左右の壁かべにジャキジャキッと鋭するどい槍やり先さきが無数にセットされます。

オトハ：なんと!?

ＧＭ：ここからラウンド進行です。縄を解く判定はメジャーアクションを要します。で、クリンナップには槍のトラップが発動し、全員６ＤのＨＰロスとなります。

オトハ：ちょっとー！　無理！　わたしに知恵はない！（力説）

リン：そんなに胸むねを張はって言われても（笑）。

オトハ：張るほどの胸もないが、それでもふんぞり返って主しゆ張ちようするぞ。わたしに【知力】判定は無理無理（笑）。

チンエン：というか、【知力】高いオレでもキツイな。フェイト使うハメになる。

ユーノス：ボクは《アンプロンプチュ》を使えばやってやれないことはないですね。

オトハ：……ええい、ややこしい。こんな縄、斬きっちゃえばいいんじゃないの？

チンエン：そんな話を、どこかで聞いたことがあるぞ。

ユーノス：ボクも知ってます。異い世せ界かいの大王、アレクサンドロス三世ですね（笑）。

ＧＭ：ほう、斬りますか？

オトハ：むむむ～。




　オトハ、しばし考える。

　そして───。




オトハ：斬る！　えいやっ！

リン：おお、斬った！

ＧＭ：（あっさりと）では、スパンと斬れます。

オトハ：えっ、斬れちゃうの!?

リン：判定なしなんですか（笑）。

チンエン：本当に斬ればいいだけなのか（笑）。

ＧＭ：そうですよ。

オトハ：はは、斬れたー！　斬れたのじゃー！

チンエン：……よくよく考えてみれば、難易度30の【知力】判定とか無理がある数字だし、斬っちゃうのが正せい解かいだったんだな。

ユーノス：提てい示じされた謎なぞに唯い々い諾だく々だくとしたがって解くのではなく、自ら切り開く……まさに王者の答えですね。

ＧＭ：そういうことです。ユーノスが言ったように、アレクサンドロス大王の〝ゴルディアスの結び目〟の逸いつ話わですね。

オトハ：なるほどー。

ユーノス：まあ、わりと簡かん単たんな試練でしたが、ボクはオトハさんがこの試練を突とつ破ぱする様子をたっぷり過か剰じように演えん出しゆつしてサーガに仕上げましょう（笑）。




◆第二の試練：頭上の刀

ＧＭ：どんどん進むと、今度は玉ぎよく座ざのある部屋が現あらわれます。

オトハ：玉座？

ＧＭ：「ここは王者の席、落ち着いて座すわるべし」という声が響きます。

チンエン：おっ、また声が。

オトハ：す、座ればいいのかな？

ユーノス：いや、さっきの結び目といい、ただ座ればいいってものじゃないと思いますよ？

リン：これもまた、どこかで聞いたことがある話（笑）。

ＧＭ：やはり気がつきますか。

オトハ：どういう話じゃ？

ユーノス：それはボクから説明しましょう。王様が座る玉座の頭上には、常つねに鋭するどい剣けんが吊つるされているのと同じだ、というお話がありまして……。

オトハ：頭上に鋭い剣？　じゃあ、上を向いてみると……。

ＧＭ：こう、鋭い刀が細い糸でぷらーんとぶら下がっております（笑）。

オトハ：ひゃあああっ！

ＧＭ：いわゆる〝ダモクレスの剣〟ですね。




　ダモクレスの剣とは───。

　王おう座ざには、常に見えざる危険が満ちているのだという故こ事じである。




ＧＭ：で、進む道は閉とざされています。

ユーノス：……玉座をトラップ探たん知ちすれば仕組みがわかりますか？

ＧＭ：ＯＫ、ではトラップ探知の判定をどうぞ。

ユーノス：（ダイスを振ふる）21。悪くないな。

ＧＭ：玉座に座ると扉とびらが開く仕組みになっております。そして、頭上の刀も落ちてきますね。

ユーノス：落ちて来るんだ、やっぱり（笑）。

オトハ：頭にブスーッって！

ＧＭ：しかし、落ちてくるのですが最後まで微び動どうだにしなければギリギリ刺ささりません。

オトハ：お？　それは怖こわくないぞ。

ＧＭ：いえいえ、少しでも動けば突き刺さる仕掛けになってます。落ちてくる刀に対して微動だにしないというのは至し難なんの業なので、難易度15の【精せい神しん】の判定が必要となります。

オトハ：なんじゃとー!?　肝きも試だめしか！

チンエン：なるほど、王としての度ど胸きようを試すのか……って、ロシアンルーレットみたいなもんじゃねえか！

オトハ：本当だ、同じネタは使わないって言ったのに！（一同笑）

ＧＭ：いや、似にて非ひなるものですって！（笑）

リン：でも、避よければいいんですよ姫様。

ＧＭ：避ける場合は、難易度20の【敏びん捷しよう】判定ですね。

オトハ：えええ～!?

リン：20はちょっと高い……。

ユーノス：なら、《インターフィアレンス》で撃うち落おとすのは……？

ＧＭ：命中判定ではないので、無理です。

ユーノス：くそう！

ＧＭ：で、この刀が直ちよく撃げきすると10ＤのＨＰロスとなります。

リン：う、ダメージでもないので軽けい減げんもできない……。

ユーノス：一応聞くんですが解かい除じよは可か能のうですか？　トリガー型のようですが。

ＧＭ：解除値は55。

ユーノス：はっはっは、無理！

リン：どうしましょう？　【精神】なら、あたしが高いのですが。

オトハ：……いや、ここはわたしが挑ちよう戦せんするのじゃ！

一同：おおっ！

オトハ：これは御初代様が残した試練……ならばこそ、わたしが座すわらねば。

リン：さすがです、姫様。

オトハ：じゃあ座り、ます！




　オトハは、恐おそるべき玉座に腰こしを下ろした。

　間かん髪はつを入れず、刀が落下を開始する！




ＧＭ：トラップ発動！　びゅいいいんと刀が落ちてきます！　さて、どっちで判定します？

オトハ：実は、【敏びん捷しよう】でも【精せい神しん】でも、ダイス目で11出さないと駄だ目めなのじゃよ。

チンエン：どっちも同じか。

ＧＭ：【精神】だとなんというかぎりぎりのところで刀が止まり……。

リン：【敏捷】だったらすんでのところで避ける、ですね。

オトハ：……なら、【精神】で耐たえるのじゃ！　そっちの方が格かつ好こいい！（笑）

ユーノス：オトハさん、フェイトを１点でも使ってくれれば、ボクが《カノン》で支し援えんできます！

オトハ：うん！　じゃあ、フェイトを１点使うのじゃ～。

ユーノス：すかさず《カノン》を宣せん言げん！　耐えるのです、ららら～♪

オトハ：自前で３Ｄ、《カノン》の効こう果かを含ふくめて４Ｄ。行きます！　（ダイスを振る）やった、達たつ成せい値ち17！

ＧＭ：お？　ならば成功ですね。落ちてきた刀は、オトハの頭上すれすれ、髪かみの毛けが一、二本斬きられるくらいの位置で止まります。

オトハ：ふう～。あっぶな～！

ＧＭ：同時に扉が開きますよ。

一同：やった～。

オトハ：……ねぇねぇ。この刀って、もらっていけるんですか？

ＧＭ：え？　いや、特にそういうことは考えていませんでしたが。

ユーノス：ふむ。それ、面白いんじゃないですか？　試練を乗のり越こえたから刀をもらえるっていうのは。

オトハ：そうじゃ。わたし、ちょうど刀を新しくしたし。

ＧＭ：なるほどなるほど、それが新しく授さずかった刀になったというのはいいですね。

ユーノス：小こ烏がらす丸まるから三み日か月づき宗むね近ちかに替えたのに関しては、プリプレイで特に演出がなかったから、ここで授かったとしてもいいんじゃないですかね。

ＧＭ：では、そうしましょう。玉座の試練に耐えたオトハの前に、新たな業わざ物ものが。




　玉座の試練に耐えたオトハの前に現あらわれたのは、天下の業物三日月宗近。

　反り高く、刀身の優ゆう美びさは息を呑のむほど。見事に鍛きたえられたひと振ふりである。




オトハ：御ご先せん祖ぞ様、お借りします！

ユーノス：刀がオトハさんを選んだんですね。

リン：なんか、いい話になりましたね（笑）。

オトハ：では、扉の先に進むのじゃ！




◆第三の試練：国の行く末

ＧＭ：扉を潜くぐって先に進むと、若わかい女じよ性せいのカンナギに出会います。その姿すがたは半分透すけ、ぼんやりと輝かがやいていますね。

チンエン：お？　幽ゆう霊れいか？

オトハ：こういうのはリンさんの出番かのう。

ＧＭ：なお、リンと装しよう束ぞくは似にていますね。

ユーノス：……気を抜ぬいたら関かん節せつ技わざとか仕し掛かけてきませんよね？

リン：何なに故ゆえに!?

ユーノス：いや、カンナギ＝格かく闘とう家かというイメージが（笑）。

リン：そのイメージ違ちがうから！




　そのイメージを作り上げた張ちよう本ほん人にんは何をかくそうリンである。




チンエン：あれだけ闇やみの武ぶ術じゆつとか言っておいて（笑）。

リン：本来は、神に仕える厳おごそかなクラスですよ？

ＧＭ：カンナギの幻げん影えいは、「ここまでは見事にございます」と頭を下げます。

オトハ：お、おう。それほどでも。

ＧＭ：「では、わたくしからひとつ問いましょう。返答によっては、この先へ通すわけにはいきません。よくお考えになり、偽いつわりのない本心で答えてください」

オトハ：うん。

チンエン：最後の試練、というヤツか？

ＧＭ：「このダイワをどのような国にしたいですか？　お答えください」

オトハ：な、なんか難むずかしいことを訊きかれたような……。

リン：姫様、ここまで見事試練を乗のり越こえてきたのですから、自信をもって胸の内を正直に答えてよいと思いますよ。

オトハ：やっぱり……団子？

ユーノス：団子かぁ～！（一同笑）

チンエン：そこはブレないのな。

オトハ：でも、団子はわたし的に幸せの象しよう徴ちようなのじゃ！

リン：まあ、それでもよろしいと思います（笑）。

オトハ：みんなが喜んで団子を食べられる、そんな幸せな国にしたい！

ＧＭ：「それが、あなたの答えなのですね？」

オトハ：そうじゃ！　……だ、駄目かな？

ＧＭ：では、オトハの答えに対し、コクリと頷うなずいて「……わかりました。どうぞお先に」と。

オトハ：それでよかったんだ！

ＧＭ：ええ、まあ。それも立りつ派ぱな答えだと思いますよ（笑）。

チンエン：まあ、信念として一いつ貫かんしているからな。

リン：タマ姫にもそう答えていますからね。

ＧＭ：実は、これが正解っていう答えは設定してないんですよ。どのような考えを持っているかを示すための問いでしたので。

オトハ：なるほど。

ＧＭ：そしてカンナギは言葉を続けます。「これより、皆みな様さま方がたには、御初代様が辿たどってきた歴史を知っていただきます。どうか、その身に受け止めてくださりませ」

オトハ：ど、どういうことじゃ？

ＧＭ：そう言うや否いなや、周囲の空間が歪み始め、皆さんを包つつみ込こんでいきます。

オトハ：お、おお？　うわ～。

ＧＭ：そして、そのままシーンはフェードアウトしていきます。







◆Middle 03◆もうひとりのオトハ




　御初代様が辿ってきた歴史を知っていただく───。

　その言葉とともに空間が歪み、別の世界と変わっていく。

　気づけば、そこは……。




ＧＭ：そして、次のシーンが始まります。もやもやとした空間が晴れ、気がつくと、皆さんはいつの間にかどこかの町にいます。

オトハ：……町？

リン：いつの間にか、外に出たみたいですよ。

ユーノス：さっきまで、霊廟の洞窟にいたと思いますが。

オトハ：ど、どんな様子ですか？

ＧＭ：どこかの城じよう下か町まちですね。どこか田舎いなかっぽい、古ふる臭くさいこぢんまりした町まち並なみです。道行く人々の着物も、何やら時代遅おくれな感じがしますね。

ユーノス：あっ、これは……（←何かに気づいた様子）。

オトハ：なんとなく、どこかで見たことあるような感じってします？

ＧＭ：おお、そうですね。【知力】か【感知】で判定するといいかもしれません。

オトハ：リ、リ……リン……。どうしよう、どっちも２しかない（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：泣きついた！

リン：……が、がんばってください、実はあたしも２です（笑）。

オトハ：あらら（笑）。

チンエン：このギルド、女じよ性せい陣じんはみんな前ぜん線せん系けいだからな。

ＧＭ：まあ、振ふるだけ振っていただければ。

オトハ：いよっしゃー！　じゃあ、ちょっと振ってみるのじゃ。とりあえず【知力】判定、２Ｄ＋２で！（笑）

ＧＭ：難易度は10ですので。

オトハ：……10か、それならなんとか。せーい!!　（ダイスを振る）おっ、８が出た!!　ちょっきり10じゃ!!

リン：おお、出ましたね。

ＧＭ：すると、オトハさんはここがどこかオオドの町並みに似ているかもと思います。お城しろも、なんとなく似ているような雰囲気が。

オトハ：おっ？

ＧＭ：町並みは似ていますが、華はなやかなオオドとは全然比くらべものになりませんけどね。で、通とおり過すぎる人々も皆さんを「派は手でな格かつ好こうしてんなぁ」という風に見ています。

オトハ：じゃあ、話しかけてみよう。ここはどこか？

ＧＭ：すると、通行人が答えてくれます。「おお、ここはオオドだでよ」

オトハ：オオド……？　およよ？

リン：ここは、ダイワのオオドですよね？

ＧＭ：「そうだでよ。今は、殿との様さまが日ひの出での勢いきおいのノブカタ様と同どう盟めいしたんで、この辺もわりと平和だわな」

オトハ：ノブカタ様と同盟!?

ユーノス：ということは、やっぱり！

リン：ここは、過か去このオオドなのでは？

オトハ：そうすると、御初代様も生きている時代なのかな。

チンエン：まさにその時代にやってきたようだな。夢ゆめなのか幻まぼろしなのか。

オトハ：過去!?　わたしは過去にいるのか？

ＧＭ：そんな感じがしますね。

オトハ：ううむ、これが試練なのじゃろうか……？

リン：そのようですが……これからどうしましょうかね。

ＧＭ：思案していると、町角から団子をくわえた人が走ってきて、オトハにぶつかります。

ユーノス：団子をくわえた人？（笑）

オトハ：だ、大だい丈じよう夫ぶか!?

ＧＭ：相手はオトハと同どう程てい度どの体たい格かくで、可愛かわいらしい声でわめきたてます。「う、むむっ！　おぬし、どこを見ておる!?」

オトハ：す、すまなかった！

ＧＭ：「……む？　お、おぬしは？」とお互たがいを見ると、オトハと顔がそっくりです。

一同：おおっ？

リン：姫様……そっくり？

ＧＭ：着ている衣装こそ男だん性せいのものですが、顔も背せ丈たけも声も、まさにそっくりさん。

オトハ：お、おおお～？　そっくりさんが男の格好？　どういうことじゃ～？

ＧＭ：向こうも「どういうことじゃ～？」と言いながら（笑）。

リン：衣装は男性ということですが……そのそっくりさんは男性なのですか？

ＧＭ：格好だけなら男性ですが、よくよく見ると女性なのかもしれません。

チンエン：まあ、胸では区別がつかないからな（一同爆笑）。

オトハ：そこは触ふれてはいけないところじゃ！（笑）　ともあれ、鏡のような相手に、まずはほっぺをむにっと引ひっ張ぱってみよう。

ＧＭ：向こうもオトハの頬ほおをむにーっと引っ張りますね。

オトハ＆ＧＭ：（頬を押おさえて）痛いたい痛い！（笑）

チンエン：動きがまったく同じだ（笑）。

オトハ：うむ、痛いので夢ではないな。

リン：あたしから訊ねてみましょう。あの、申もうし訳わけございませんが、ええと……あなたはどちら様です？

ＧＭ：「わたしは……おっと、今は名乗れん」

ユーノス：お忍しのびかよ（笑）。

ＧＭ：「それにしても、世の中にはそっくりな者がおるのう」

オトハ：うん、まことじゃ。

ＧＭ：「ふむ。おぬし、ちょっとここで待っていてくれんか？」

オトハ：う？　い、いやしかし……。

ＧＭ：「あとでうまい団子、いっぱい食わせてやるから」

オトハ：うむっ!!（←光の速さで同意）

一同：即そく答とうした!?（笑）

ＧＭ：「おお、ありがとう！　さすが似にた者もの同士、話が早い」

リン：ひ……姫様……即答とか……（笑）。

オトハ：待っておるぞ！

ＧＭ：「助かる、じゃあ任まかせたぞ！」と言って、そっくりさんは去っていきます。

チンエン：任せたぞ？

オトハ：（よだれを垂たらしそうな顔で）団子か～……。

ＧＭ：妄もう想そうの団子に浸ひたっていると、「姫様！　捜さがしましたぞ！」と声が響きます。

リン：その声、やはり聞き覚えがあるような……。

ＧＭ：はい、サクザにそっくりな顔をしたドゥアンが「ここにおられましたか、姫さ……あわわ、今は殿とのでしたな」と言いながらやってきます。

オトハ：お、お、おおっ!?　えっ、今は殿？　それにサクザ？

ＧＭ：「いかにもそれがしサクザ。オニノ・サクザブロウでございます」（一同笑）

リン：名前が微び妙みように違う（笑）。

チンエン：我われ々われの知るサクザ殿は、サクザエモンだったな。

オトハ：ど、どうなっておるのじゃ!?　爺じいがおるぞ!?

リン：きっと、御初代様にお仕えしていたサクザ様のご先せん祖ぞでは？

チンエン：つまり、初代サクザか～（笑）。

オトハ：とすると、さっきの者は……!?

リン：まさか……（笑）。

ＧＭ：すると、サクザは皆さんを見回して「……しかしまた、けったいな家来を引き連れておりますなぁ」と言います（笑）。

ユーノス：けったいな家来って、あんたが知らないことはないでしょうよ！（笑）友達とか、そんな風にお考えくださいよ。

ＧＭ：まあ、こちらのサクザには初めて会いますからね。

オトハ：ちょっ、ちょっ、人ひと違ちがいじゃ！

ＧＭ：「またそうやって逃にげようとする！　それに、女おな子ごの格好で外に出るなと……。あれほどきつく言ったというのに」

オトハ：だって、わたし女の子だし！

ＧＭ：「大きな声でそんなことを！　アオイ家の殿になると約束したではありませんか！」

オトハ：えっ、えっ？　ど、どういうこと!?　ちょっと！

ＧＭ：で、手を引っ張り「さあ、城に戻もどりますぞ！」と言います。

オトハ：ちょおおっ!?




　逃げようとしても、サクザの膂りよ力りよくは凄すさまじい。

　ここで下手へたに暴あばれて騒さわぎになるのもまずそうなので、ひとまず一行は、サクザに連れられオオドの城へと向かうのであった。







◆Middle 04◆秘ひめられた歴史の真実




　訳もわからず城しろに連れられたオトハは、女官たちによって着き替がえさせられた。

　それは、男の格かつ好こう。

　そして、周囲の者は「殿との」と呼よぶ。

　これはつまり……。




ＧＭ：では、オトハはこの時代のサクザに連れられ、お城にやってきました。オオドの城なのですが、やはりこぢんまりとしています。

ユーノス：木で造られた平ひら城じろってところですかね？

ＧＭ：そうですね。戦国期の小しよう領りよう主しゆの城って感じです。

リン：今のお城とは大おお違ちがい。ダイワを統治するタイクーンの居城にふさわしい城として、改かい築ちくされる前の姿すがたですね。

ＧＭ：オトハは「姫ひめ様さま、こちらです」と女官に引ひっ張ぱられていくわけですね。すると、たちまち男の格好をさせられる。というか、さっきのそっくりさんと同じ格好にさせられます。

オトハ：お、お、お？　男の格好!?

ユーノス：女官たちも手て慣なれた様子。おお、なるほどなるほど。

オトハ：えぇっ!?　どゆこと？

チンエン：つまり、さっきの初代タイクーン、アオイ・ミツテルは男だん装そうした女だったと。

ユーノス：という可か能のう性せいがある、ということですね。

オトハ：あ～。そっか。

リン：アオイ家に男子が生まれなかったから、ということかと思います。女子も当主になれるとはいえ、我われ々われの時代より厳きびしい時代ですから、侮あなどられることもあったのでしょうね。

ユーノス：もしくは、娘むすめが生まれたら他家から婿むこをもらうとか、不利になってしまう婚こん姻いん政せい策さくを結んでしまい、本当に娘が生まれてしまって「このままでは……」となったとか。

チンエン：跡あと継つぎもいなくなるし、家を乗っ取られてしまうからな。

オトハ：だから、女だけど男の格好をしていると。

ＧＭ：まあ、くわしく説明しませんが、当時のアオイ家ではそうしなければならない事じ情じようがあったのです。歴史では語られていませんけどね。

チンエン：なるほど、これが歴史の真実というやつか。

リン：姫様、ここはとりあえず状じよう況きようを知るためにも……（笑）。

オトハ：わかった、おとなしくされるがままでいよう。

ＧＭ：そうこうしているうちにオトハの着替えは終わり、女官が「凛り々りしゅうございます、殿」と言ってくれます。

オトハ：何か、複ふく雑ざつな気分じゃ……。

ＧＭ：そこにサクザが現あらわれ、「殿、アオイ家の当主として恥はずかしくないよう振る舞ってくださいませ」と言います。

チンエン：アオイ家当主？

ＧＭ：「弱小ダイミョウとはいえ、殿はアオイ家当主でございましょう？」

ユーノス：……こ、これから何が起こるんですか？　まさか、ノブカタと会見とかじゃないですよね？

ＧＭ：「もちろん、オワリ・ノブカタ様が訪たずねていらっしゃる」

ユーノス：もちろんなのかよ!?（笑）

チンエン：いきなりラスボス登場か。

ＧＭ：「ノブカタ様はアオイ家と親しん密みつな同どう盟めいを結び、ともに天下に号令しようとするお方。我わがアオイ家が何とかやっていけるのも、ノブカタ様のお力あってのことですからな」

リン：そんな重要な会見の席だったんですか。

チンエン：ところで、ええとサクザ殿でいいのか（笑）。我々は、姫の個こ人じん的てきな友人ではあるが……公おおやけの場ではどうお呼よびするのがよいのかな？

ＧＭ：「ああ、そこは伝わっておらぬのか」

ユーノス：伝わってないも何も……（笑）。

ＧＭ：「この場では、アオイ・ミツテル様とお呼びせよ」

オトハ：アオイ・ミツテル……御ご初しよ代だい様の名前じゃ！

リン：やはり、御初代様の時代に飛ばされたようでございますね。

ユーノス：どうやら、そのようですね。

ＧＭ：そうこうするうちに、使いの者がささっとやってきてサクザに耳打ちします。「……おっ、ノブカタ様がお着きのようですな」と。

オトハ：ああ、ノブカタと会見か。

ユーノス：でもあの人、ちょっと魔ま人じんっぽくないですか？（笑）

ＧＭ：そうするとサクザは何を言っているのだという顔で「いや、あのお方は今や日ひの出での勢いきおいではあるが……」とユーノスに答えますよ。

ユーノス：この頃ころはまだ瘴しよう気きに呑のまれておらず、魔ま王おうの兆ちよう候こうはなかったと。

ＧＭ：「ノブカタ様と殿は、それはもう幼よう少しようのみぎりから昵じつ懇こんの仲。たしかに気き性しようの激はげしいお方だが、悪く言うものではない」

ユーノス：やはり、そういう関係なのか。

チンエン：ところで、ミツテル様が姫様モードのときは、なんと呼よんでいるのかな？

ＧＭ：あっ、先にプレイヤーには伝えてしまいますが「ヤスハ」と呼んでいます。

チンエン：なるほど、ヤスハ姫か。

ＧＭ：今いま頃ごろは、町で団だん子ごを美味しそうに食っておりますが（一同笑）。

オトハ：な、なんということ！

ユーノス：しかし、団子を食いたいがためにお家の存そん続ぞくがかかった重要な会見を、今し方出会ったばかりのそっくりさんに任まかせるとは……。

チンエン：大変頭がおゆるい方のようだ（笑）。

リン：ある意味、姫様のご先せん祖ぞだと言えばそのとおり……（笑）。

オトハ：くぅ～っ!?　ち、血は争えぬ……！（一同笑）

ＧＭ：「とりあえず、黙だまって座すわっておればよいですからな！」と、サクザは言います。

オトハ：う、うむ……。

チンエン：そういえば我々もなし崩くずし的に同席しているが、いいのか？

ＧＭ：サクザは気にした様子はありませんね。「まあ、家臣は多い方が見み栄ばえがよいしのう」という具合です（笑）。

チンエン：本当にまだゆるいんだな！

ＧＭ：すると、向こうから「ノブカタ様のおなーりー！」という声が聞こえます。

オトハ：ちょっと緊きん張ちようした面持ちで出で迎むかえるぞ。

ＧＭ：姿を現あらわしたのは、独どく特とくの英気と覇は気きをまとったかっこいいサムライです。

オトハ：おお、あれがオワリ・ノブカタ……。




　乱らん世せいのダイワに生まれ、その天下を手中に収おさめようとした一代の英えい雄ゆうオワリ・ノブカタ。

　この当時は才気に満ちあふれ、まさに戦せん乱らんに終しゆう止し符ふを打たんとするひとりの若わか者ものであった。

　オトハは、その姿をしっかと目に焼きつけた。

　この男が瘴気に呑み込まれ、アオイ家に祟たたることになろうとは───。




ユーノス：じゃあ、ボクはＢＧＭでも流しておきましょうかね～。ぽろろーん♪

ＧＭ：「ほほう、西方の音楽とは、なかなか風流ではないか」とノブカタは感じ入っているようです。

チンエン：す、すぐわかるとは……!?

ＧＭ：サクザが「ノブカタ様は、西方の文化文明にも通じ、良いものは取り入れようとするお方じゃからな」と耳打ちしてくれます。

リン：さすがは戦国の英雄。

チンエン：しかし、そっくりとはいえ幼おさななじみなんだろ？　すぐに見み破やぶられたりしないか？

リン：そこが心配ではありますが……サクザ殿も気づかぬほどですし、中身は似にたような感じにも思えるので大だい丈じよう夫ぶなのでは。

オトハ：同じ団子好きじゃしな！（笑）

ＧＭ：（低くよく通る声で）「しばらくぶりだな、アオイ・ミツテル殿」

オトハ：…………？

ＧＭ：「……ん？　そなたを呼んでおるのだが？」（一同爆ばく笑しよう）

オトハ：あっ、わたしかっ!!（笑）

リン：（囁ささやくように）姫様!!　アナタは今、アオイ・ミツテルだから！

オトハ：そうだった～！

リン：なんとか誤魔化して！

オトハ：えーと、えーと……遠路はるばる、ようこそおいでくださった！

ＧＭ：「……隣となりの藩はんから来たのだが？」（一同爆笑）

オトハ：し、しまった、しまった……！（笑）

ＧＭ：「はぁっはっは！　相変わらず、ぼーっとしておるな。とはいえ、つい先さき頃ごろ、遠えん征せいから帰った身。遠路はるばると言えなくもないな」

オトハ：う、うむ。ええと、なんて言おうか。……あ、そうだ。役目、大たい義ぎであった！

リン：姫様～、それは家来に向かって言うセリフ～!?（一同笑）

オトハ：あああ～、いつものつもりで言っちゃった～！

ＧＭ：すると、ノブカタが呵か々か大たい笑しよう。

一同：おや？

ＧＭ：「あくまでも我がオワリとアオイは対等であるということか！　いやいや、気に入ったぞ！」と言います（笑）。

チンエン：おっ、器うつわが大きい！　こいつ話がわかる（笑）。

オトハ：おおぉ～……なんかイイ奴やつではないか（笑）。

ＧＭ：豪ごう快かいかつ進取の気風に富とんだ若わかき英雄、といった感じですね。礼れい儀ぎや作法に口煩うるさいような部分はありません。

オトハ：なるほど。

ＧＭ：「これまでのアオイ家の助力、このノブカタ無む駄だにはせん」

チンエン：おお。どうやらアオイ家は、何かすごいことを助力したようだ。

ＧＭ：「これはせめてもの土産だ。受け取ってくれ」と、ダイワの工芸品だけではなく、セーリアの陶とう器きや西方の美び術じゆつ品ひんまで贈おくってくれますよ。

ユーノス：これは大たい層そうな名物ですねえ。

オトハ：おお、ありがたくいただきます。

チンエン：これはこれは、すばらしき名物で。

ＧＭ：「ほほう？　セーリア人の家臣を手に入れるとは、なかなかやるではないか」

チンエン：ノブカタ様と結ぶアオイ家であれば、ワタシのような者も海を越こえて仕えにやってくるのでございます（揉もみ手でしながら）。

ＧＭ：「ほう？」

チンエン：ええ、こちらのヤスハ様っ……ではなくっ!!（一同笑）

オトハ：ごほん、ごほん！（笑）

チンエン：……こほん。ミツテル様は、大陸の文化にも造ぞう詣けいの深い教養人。ノブカタ様の盟めい主しゆにふさわしい方でございます。

ＧＭ：「ほほう！　いつの間にそのような教養を……これは驚おどろいた」（笑）

チンエン：戦乱の世が終わった暁あかつきには、大きな視し野やが必要になりますから。

ＧＭ：「そのとおり。わしも、小さな島国にこもってはいられない。世界を見ねばな」

チンエン：……ん？　もしかして、この人、いずれセーリアも征せい服ふくしようとしてない？

一同：あっ！（笑）

ＧＭ：気き宇う壮そう大だいな野望を持っていることは確たしかですね。ともあれ、そんな話をしつつ、ノブカタは「これからも頼たのむぞ、ミツテル殿」とより一いつ層そうの同盟の強化を呼よびかけます。

オトハ：こちらこそ。わざわざ足をお運びいただき、感かん謝しやいたします。……じゃあえっと、一泊ぱくしてもらったほうがいいかな？

リン：宴えん席せきがご用意してありますので、というヤツでございますね。

オトハ：そうそう、宴の支し度たくができております！　ごゆるりと。

ＧＭ：そうすると、サクザが困こまった顔で「このど田舎いなかで宴席なんて……！」と（一同笑）。

リン：……あっ、しまった！

オトハ：そうか、まだオオドはど田舎だった！

ユーノス：ノブカタのお眼鏡めがねにかなう宴席なんて、今のオオドで用意できますかね？　この人、エリンディル西方の文化にも通じてる人でしょ？

オトハ：これ、用意できなかったらどうなっちゃうの？

リン：「御初代様の辿たどってきた歴史を受け止めよ」ということでしたから……歴史通りにいかなかったら、試練失敗ということになるのでは？

オトハ：大変じゃ！　ど、どうしよう!?

チンエン：……では、本日はセーリアの料理を召めし上あがっていただきましょう。

オトハ：おおっ、チンエン！

リン：そうでした、この人は料理人だった（笑）。

チンエン：では、眼鏡をかけて言おう。フッ、宴席用の料理なら任まかせてもらおう！

ＧＭ：「セーリアの料理は世界に冠かんたるものと聞く。これは期待できそうだ」

チンエン：こう見えても、大だい皇こう帝ていのお墨すみ付つきですからな。……時代は違ちがうけど（笑）。

ユーノス：ボクは吟ぎん遊ゆう詩人なので、女中さんたちに振ふり付つけを教えて音楽に合わせて舞まい踊おどってもらうことにしましょう。

オトハ：うむ、なんとかなりそうじゃな。

ＧＭ：「では、楽しみにしておるぞ。さて、宴までひと休みさせてもらおうか」とノブカタは別室に案内されます。で、サクザが「ふ～っ」と安あん堵どの息をつきます。




＊　＊　＊




　ノブカタとの会見も終わり、オトハたちは控えの間に下がった。

　そこで、ほっとひと息。

　にしても、思いもかけぬ展開であった。




オトハ：すっごく緊張した～！

チンエン：なぁ、このサクザには、一いち応おう本当のことを言っておいた方がいいんじゃないか？

リン：まあ、ひと段だん落らくしましたしね。

オトハ：では、サクザに事情を話そう。実は、わたしはヤスハではない、と。

ＧＭ：「な、なんと!?」と、サクザはびっくりしますが「まあ、影かげ武む者しやとして役に立ちそうだし……」と、なんかひとりで納なつ得とくしてます。

チンエン：話早いな、おい（笑）。

オトハ：まあ、影武者としてなら協力できるのだが。

ＧＭ：「おお、それは助かる！　ウチの姫と来たらじっとしておられんでなぁ……」

ユーノス：どうも、頻ひん繁ぱんに姿を消すようですしね。

リン：その辺は、子孫と変わりませんねえ。

ＧＭ：「しかし、よう似にておる。とても他人とは思えん……」

ユーノス：実は他人ではないのですが（笑）。

リン：まあ、その辺の事情は伏ふせておきましょう。事情を語るのは面めん倒どうですしね。

オトハ：……しかし、アオイ家にとっても重要な会見ではなかったのか？

ＧＭ：「実は、姫様はノブカタ様との会見があるとは聞いておりませんで」

オトハ：えええっ、知らなかったの～!?（笑）

ユーノス：言えよ！　最重要同どう盟めい国こくの主君でしょ！（笑）

ＧＭ：言おうと思って朝、部屋に行ってみたら「ヤスハ様！　いつまで寝ねておられるつもりですか！　……はっ!?　いない」てな感じで、身代わりだけを残して消えたという。

オトハ：さすがは御初代様、見事なお手て並なみ（笑）。

リン：感心している場合ではありませんよ？　ヤスハ姫が帰ってくるまで、姫様は影武者を務つとめなければならないわけで。

オトハ：あっ、そうなのじゃ！

ＧＭ：「戻もどってくるまで、よろしく頼たのみますぞ」

オトハ：ううーっ、一体いつ戻ってくるのじゃー!?（笑）

ＧＭ：「まあ夕飯の時間になったら帰ってくるかと」

チンエン：子こ供どもかよ!?（一同爆笑）

ユーノス：ああ、おなかがすいたら帰ってくるんですね（笑）。

オトハ：でも、それは一理ある！

チンエン：納得するんかい（笑）。

オトハ：そこは今も昔も変わらないのじゃ。

リン：きっと、お小こ遣づかいもそれほど渡わたされてはいないでしょうし……（笑）。

ユーノス：タイクーンになる前は、貧びん乏ぼう藩はんだったようですしね。

チンエン：よくタイクーンなんかになれたな、この藩（笑）。

ＧＭ：この頃のダイワは不安定な時代でしたから、小さい勢力でものし上がることができたのです。まあ、この後いろいろあったわけですよ。

オトハ：う～ん、なるほどなぁ。

ＧＭ：では、そういうところでシーンを切りましょう。







◆Middle 05◆ヤスハとオトハ




　ノブカタとの会見を終え、オトハたちは控ひかえの間で待たされる。

　ヤスハは、鉄てつ砲ぽう玉だまのように行ったきりで帰ってこない。

　オトハが焦じれていると、すっと襖ふすまが開いたのだった。




ＧＭ：では次のシーン。オトハと皆みなさんはその後、控えの間で待たされてます。

チンエン：まあ、ワタシは宴の支度もありますけどねー。

ユーノス：ボクもです。

リン：あたしは、姫様と一いつ緒しよにいましょう。

ＧＭ：なら、登場しているのは、オトハとリンですね。他の人の登場難なん易い度どは８で。

リン：了りよう解かいしました。

オトハ：……ひとつ、納得いかないことがある！

リン：おや、どうしました？

オトハ：御初代様は、立りつ派ぱなサムライ、サムライの鑑だと聞かされて育ってきた……。

リン：え、ええ、まぁ……（笑）。

オトハ：あれのどこがサムライの鑑なのじゃ～！（一同笑）

チンエン：どうやら歴史が改かい竄ざんされているようだ。

ユーノス：まあ、歴史上の人物が美化されるのは、よくあることですが。

オトハ：城を抜ぬけ出だし、団子を買いに行くとはなんたること！

リン：姫様がそれを言いますか？（笑）

オトハ：そ、それはそうだけど……。

ＧＭ：で、オトハとリンが待たされていると、襖ふすまの向こうに気配が。

リン：むっ、どなたですか？

ＧＭ：すすっと襖が開くと……そこにはオトハと同じ顔が。

オトハ：おぬしーっ!?　ばーんっ!!（襖を勢いきおいよく開ける）

ＧＭ：「いやぁ、お待たせした！」と、悪びれず笑顔のヤスハが（笑）。

オトハ：どこに行っておったのじゃーっ!!

ＧＭ：「土産じゃ！」と、団子の包みを差し出します。

オトハ：（光の速さで）許ゆるす！

一同：早っ!?（爆笑）

ユーノス：いや、許すじゃないでしょう！

ＧＭ：「新作のみたらし団子が出るというのでな。今日じゃないと駄だ目めだったのじゃよ！」

オトハ：う、うむむむ、むむむむ～……それは気持ちがわかる……（笑）。

リン：わかり合ってる場合じゃないですよ姫様。責せき任にんある身で、大事な会見をすっぽかすのはいかがなものかと思います。

ＧＭ：「いやあ、どうせ、どこのダイミョウとも知れぬ相手だったんじゃろ？」

チンエン：そうか、知らないからか（笑）。

リン：いえ、ノブカタ様でしたよ？

ＧＭ：「どきっ！　え、マジで!?」

オトハ：マジでじゃ。さっき会ったもん。

ＧＭ：「なんと!?　爺じいはそんなことひと言も言っておらんかったのに！」

リン：告げる前に、ヤスハ様が姿を消したと聞いてますが。

ＧＭ：「ああ～、ノブカタ様であったなら団子など買いにいかなかったものを～！」と頭を抱かかえて残念がっております。

オトハ：お、おや？　団子よりもノブカタに会いたかったのか？

ＧＭ：「う、うん……」と、やや歯切れ悪く頷うなずきます。

一同：おっ？

リン：ははーん、これは……（←何かに気づいた様子）。

ＧＭ：「して、ノブカタ様はどうであった？　今日もかっこよかったか？」と、そわそわしながら訊きいてきます。

リン：わ、わかりやすすぎる……（笑）。

ユーノス：明らかに、ノブカタに気がありますね！

オトハ：おぬし、そんなにノブカタ様に会いたかったのか？

ＧＭ：「だって、ノブカタ様といったら……戦も強いし、文ぶん武ぶ両りよう道どう。今をときめく戦国の貴き公こう子しじゃろう？」

オトハ：今はそうなのかもしれんが……。

ＧＭ：「……今は？」

オトハ：あっ、いや。こっちの話じゃ。

ＧＭ：「そうか。それにしても、おぬしは本当にわたしに似ておるのう」

リン：ほら、世の中には、よく似た顔の人が三人はいると申しますから（笑）。

ＧＭ：「そうじゃ、また今回のようにちょくちょく影武者になってくれんかのう？」

オトハ：ま、まさか……ここにおれというのか!?（一同笑）

ＧＭ：「団子なら、まだあるぞ？」

オトハ：だ、団子をくれるというのなら……。

ユーノス：やはり団子に釣つられるんですか（笑）。

リン：まあまあ、これも試練なのかもしれませんよ？

チンエン：ああ、そうか。御初代様の歴史を辿たどるということだしな。

オトハ：ん～、ならばしばらく厄やつ介かいになるしかないか……。

ＧＭ：「おお、そうと決まったからには、あらためてよろしくな！」

オトハ：う、うむ！

ＧＭ：「…………」

オトハ：おや、どうしたのじゃ？

ＧＭ：「……いや、よくよく考えれば、おぬしの名を聞いていなかった」（一同笑）

ユーノス：かなり重要なことを頼むというのに……（笑）。

チンエン：なんというか、子孫を上回る頭のおゆるさだな（笑）。

オトハ：わたしはオトハじゃ。よろしくな。

ＧＭ：「わたしはヤスハじゃ！　時にミツテルになるときもある」




　ふたりの侍サムライ姫プリンセスは、笑顔を交わす。

　鏡に映したかのような相そう似じ形けい。

　そして、いずれも太陽のように朗ほがらかな笑みであった……。







◆Middle 06◆ノブカタをもてなせ！




　城しろの台だい所どころに、チンエンが立つ。

　御ご前ぜん料りよう理り大たい会かい以来、みずから料理の腕うでをふるう機会はすっかり減へっていた。

　ノブカタをもてなし、アオイ家との結束を固めなければならないが……。




ＧＭ：では、一方チンエンとユーノスのシーンになります。料理するんですよね？

チンエン：そうですな。なら城の台所を借りて、宴の準じゆん備びをしていようかね。

オトハ：それと、ユーノスが踊おどりのレッスンをしておるんだな。

ユーノス：そうそう、ボクの歌に合わせて踊れるようにと。

チンエン：しかし、最近、ワタシは料理をしないですっかり慢まん心しんしていたんだが（笑）。

オトハ：ちょっとー!!（一同爆笑）

チンエン：まあ最終回前なんだし、堕だ落らくしていたワタシが真しん摯しに料理に向き合うチューシの心を取とり戻もどすきっかけになるイベントでも入れようかな？

ユーノス：とはいえ、叱しつ咤た激げき励れいしてくれそうな仮か面めん料理人、つまりテイエンさんはああなってしまったわけで。




　そもそも、テイエンは過去の世界にはいないわけで。




ＧＭ：……じゃあ、こういうのはどうでしょう？

チンエン：ほう、どんなのかな？

ＧＭ：ダイワ一の料理人を目指す少年料理人がやってきて、勝負する（笑）。

チンエン：あっ、それだ！

ユーノス：（急きゆう遽きよ登場した少年料理人となり）「あんたなんかチューシじゃないよ！」

チンエン：（邪じや悪あくそうな声で）ほほう、面白い……小さな島国のガキが、大皇帝からお墨付きをもらった特級チューシに挑いどむなどと。身みのほどを知れ！

リン：悪役じゃないですか！（一同爆笑）

チンエン：あ、つい面白くなってな。ともかく、眼鏡をかけて本気モードになっておこう。

ＧＭ：では、そんなわけで料理勝負が。




　そして始まる料理バトル！

　まともに挑んでくる少年を叩き潰さんとする、チンエンの妨ぼう害がい！

「フハハハ！　このチンエン印のレトルト食品なら、あっという間に仕上がるのよ～！　これが文明国の料理というものだ！」

「くそう……そんな料理に負けるものか！」

　だが、真の料理を愛する心は死んではいない。不ふ屈くつの闘とう志しで立ち上がる少年！

　そして……。




チンエン：オレはチンエン印のレトルト食品を使い、短時間で品数の多い料理を適てき当とうに用意するのだが……少年料理人の真心のこもった料理に敗れて目を覚ますんだな。

ＧＭ：では、少年料理人は「僕ぼくの料理は、レトルトとは違ちがい、相手を見てから好みに合わせて作ったもの……これが勝利の秘ひ訣けつなんだ！」

チンエン：くっ、オレは、そんな基き本ほん的てきなことすら忘わすれていたのか……（笑）。




　少年料理人との勝負によって、チンエンはチューシの心を取とり戻もどしたのだった！

　※注：この料理対決は本ほん編ぺんとなんら関係はありません。




チンエン：では、チューシの心を取り戻したところで宴席の料理を作ろう。

ＧＭ：では、料理が上手うまくできたか判はん定ていしてください。

チンエン：判定!?　いい話を披ひ露ろうして終わるんじゃなかったのか？（笑）

ＧＭ：いや、もともとＮＰＣと会話するほかに判定をしてノブカタとアオイ家の結束を固めるというイベントを用意していたんですが、プレイヤーの方からノブカタを喜ばせようという提てい案あんがあったので、そっちを優ゆう先せんしたんですよ。

チンエン：あっ、そういうことか。判定はどの能のう力りよく値ちだ？

ＧＭ：魔ま術じゆつ判定でいいです。

チンエン：（ダイスを振ふる）お、達成値29！

ＧＭ：おお、それなら見事な宴席料理ができましたよ。

チンエン：では、さっそくこれを運びなさい！




　心を入いれ替かえたチンエンによる、見事な宴席料理が完成した。

　次々に目の前に置かれる料理に、ノブカタもご満まん悦えつ。

　アオイ家の面目も十分に立ったようである。




ＧＭ：料理は、ノブカタとミツテルの宴席に運ばれていきます。それを見たノブカタも「これはすばらしい。さすがはセーリアのチューシ」とご機き嫌げんです。

チンエン：お褒ほめいただき光栄の極み。ここでは眼鏡は外していよう。

オトハ：あっ、ここはヤスハが登場しているのか。

ＧＭ：そうです。オトハが登場する場合は、変へん装そうするなり工夫した方がいいですね。

オトハ：わかったのじゃ、登場することになったら考えよう。

リン：ヤスハ様の様子は？

ＧＭ：ノブカタと一いつ緒しよに宴席に着いていますが、チンエンの料理に心を奪うばわれ「うまい!!　うちの城でこんな料理が出るとは!?」とばくばく食っております。

リン：あちゃ～（笑）。

ユーノス：そうだ、ボクの余よ興きようもここで発表しましょう。

ＧＭ：いいですよ。登場して呪じゆ歌か判定をしてください。

ユーノス：（ダイスを振る）達成値は31。まあ、このくらいは出しますよ。

ＧＭ：結けつ構こうな達成値が出ましたね。ノブカタもユーノスの音楽を気に入ったようです。

チンエン：フッ、酒しゆ池ち肉にく林りんの天国を与あたえることによってこの男を籠ろう絡らくするのだ！

ユーノス：ここでノブカタが籠絡されたら歴史変わっちゃうでしょ！（一同笑）

チンエン：言われてみればそうだな（笑）。

ＧＭ：では、ノブカタからチンエンにお言葉があります。「見事であった。このような料理、セーリアの大皇帝をもうならせるものであろう」

チンエン：いえ。ですが、ワタシよりもさらなるすばらしい料理人が現あらわれました……と、ここで少年料理人を（一同笑）。

ＧＭ：こ、ここでそんなキャラを立てるの!?（笑）　「ほう？　おぬしが」って、別の話が始まっちゃいますよ？

チンエン：きっと、この少年がダイワに名を残す偉い大だいな料理人になるのだろう（笑）。

ＧＭ：まあ、歴史に残っているかどうかは後で確かく認にんするということで。

ユーノス：そもそも、ここが過か去この世界とも幻まぼろしの中とも判はん明めいしていませんしね。

リン：しかも、わりとどーでもいいエピソード（笑）。

チンエン：まあね！（笑）

ＧＭ：と、宴もたけなわになったところでノブカタも「よし、ならばわしも舞まいを一差し舞って進ぜよう」と立ち上がります。

ユーノス：ならば、バックダンサーをそろえて！（笑）

ＧＭ：ユーノスの曲に合わせながら（笑）。

チンエン：なんかミュージカルみたいだな。

ユーノス：それそれ！　インド映えい画が的てきに！

ＧＭ：では、そんな感じで大いに盛もり上あがり、夜は更ふけていくのでした。というところで、シーン終しゆう了りようとなります。







◆Middle 07◆闇やみの武ぶ術じゆつ、源げん流りゆうを辿たどる旅




　今いる世界は、過か去こを写したものだという。

　リンは今、神しん殿でんに向かっている。そこに、闇の武術の源流があるはずだと。

　それを辿ることを想うと、リンの中でざわざわと何かが騒さわぎ始めた。




ＧＭ：さて、宴えん席せきの一ひと幕まくがありまして次のシーンにいたします。ここからはＮＰＣに会いに行くイベントを想定しています。

リン：（素す早ばやく挙手）はい！　あたし会いに行きたい人がいます！

オトハ：おおっ、珍めずらしいのう。

ユーノス：誰だれに会いに行くんですか？

リン：実は、今まで登場した人物ではありません。

ＧＭ：ほほう。どなたでしょうか？

リン：この時代の神殿に行きたいのです。（獰どう猛もうな笑えみを浮うかべて）……きっと闇の武術の源流がそこにあるはず。

ユーノス：ああ、腕うで試だめしをしようと（笑）。

ＧＭ：なるほど。武術というものは歴史を重ねる中で洗せん練れんされていきますが、その中で失われていく技わざもありますしね。

オトハ：そういうものなのかぁ。

チンエン：それって、あえて伝えない技わざなんじゃないのか？

ＧＭ：失伝といって、平和な世の中になるにつれ、使う必要のなくなる技は失われることがあります。

リン：今は戦せん乱らんの時代……きっと、より実戦的な技があるに違ちがいありません！

ユーノス：リ、リンさんの血がたぎっている（笑）。

リン：とりあえず、神殿に行きましょうか。

オトハ：おっ、それならわたしもついて行くぞ。




　リンとオトハが参道を進む。

　やがて、山の上にある厳おごそかな神殿が見えてきた。

　そこまでの道のりと光景はよく見知ったものである。

　石いし段だんを登っていくと、ひとりのカンナギが境けい内だいを掃そう除じしていた。




ＧＭ：こう、竹たけ箒ぼうきで境内の掃除をしているカンナギのお姉さんがいます。

チンエン：まさか、おババ様の若わかい頃ころとかか？

ユーノス：七代前ですよ？　もしそうだったら、おババ様長生きしすぎですよ（笑）。

ＧＭ：まあ、おババ様がエルダナーンだったらあり得ますが、ヒューリンですので。

チンエン：そうだったのか。

リン：……そのカンナギ、見覚えはあります？

ＧＭ：はい、この時代にやってくる前に試練であると告げたカンナギとそっくりです。

ユーノス：じゃあ、この人が試練とか用意したんですかね？

チンエン：かもしれんな。

リン：神殿の様子は、どうなっているのでしょう？

ＧＭ：やはり、社やしろは新しいですがリンにも見覚えはありますね。

リン：なるほど、それでは並ならぶ木の皮が全部剥はがれていたり（笑）。

ＧＭ：人体急所が詳しよう細さいに描えがかれた像ぞうがあったり。

オトハ：ええぇ～!?

チンエン：どんな神殿だよ！（一同笑）

ＧＭ：そうすると、カンナギは「当とう神殿にご用ですか？」と訊きいてきます。にこやかな表ひよう情じようですが、足運びと呼こ吸きゆうは達人のそれです。

リン：（静かな声で）……通りすがりの者ですわ。

ＧＭ：「通りすがり？　それにしては剣けん呑のんな気配ですわね……」ごごごごご……と笑顔のまま、殺気で空間を歪ゆがませつつ（一同笑）。

オトハ：こ、怖こわいのう。
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ＧＭ：おっ、そういえばオトハも一いつ緒しよに来ているんでしたね。すると、オトハに向かって「よろしいのですか殿？　このような場所に来て」と言います。

オトハ：あっ、そうか。今のわたしはアオイ・ミツテルなんだっけ。

ＧＭ：すると「……あら？　あなたはヤスハ様ではありませんね？」と気づいたりします。

オトハ：おろ？

チンエン：おい、一いつ瞬しゆんで見み抜ぬかれたぞ。

オトハ：な、何故なぜわかったのじゃ？

ＧＭ：「ヤスハ様とは、幼おさなき頃からの付き合いがございます。それに、わたくしはヤスハ様をアオイ・ミツテルとして当主にするという発案に関わっておりますから」

オトハ：あっ、だから幻まぼろしとして出てきたんだ、この人。

チンエン：あの神殿、タイクーンとも縁えん深かったんだな。

ＧＭ：「それに、ヤスハ様はもうちょいとばかり〝ゆるい〟方ですので」（一同笑）

チンエン：いやあ、いい勝負だと思うぞ。

リン：というか、ここの領りよう主しゆでしょ？（笑）

ＧＭ：「細かいことは気にしなくて結けつ構こう。ここは幻まぼろしの中ですので」

オトハ：ぶっちゃけた～!?（一同笑）

ユーノス：まあ、いろいろ想そう像ぞうするとこの人が試練と幻を用意したみたいですから。

オトハ：これもまた、試練なのじゃな？

ＧＭ：「そのとおり。御ご初しよ代だい様であるヤスハ様の辿たどってきた歴史を、共に歩むことが最後の試練でございます」

オトハ：わかった。では、このまま一いつ緒しよにいればいいんじゃな！

リン：なるほど。この世界が過か去こではなく幻ということがはっきりしました。……ならば、何をしても問題はない、ということですね？（にやりと笑う）

ＧＭ：すると、カンナギも竹たけ箒ぼうきを投なげ捨すてて「そのとおり」とにやりと笑います（一同笑）。

ユーノス：向こうも無茶苦茶やる気だ！

チンエン：むしろ、殺やる気だ（笑）。

リン：それでは、お手合わせ願います！　不意打ちで貫ぬき手て！（一同爆ばく笑しよう）

オトハ：ええーっ!?　不意打ち!?

リン：不意打ちで死ねば所しよ詮せんそれまでのつまらぬ命！　邪じやッ！（気合）

ＧＭ：相手は動じることなく、足元にある石を蹴けり飛とばしてリンの顔を狙ねらい、間合いを詰めてくるのを止めようとします。

リン：避よけませんね。目は見開いたまま相手から外しません（笑）。

チンエン：顔面で受けた!?

ＧＭ：「ほう、さすがですね。ならば───」遠えん慮りよなく、カウンターで顔の中央に思い切り肘ひじを叩たたき込こんできます。

ユーノス：顔の中央に肘がぶち込まれるとか、死ぬでしょう!!（笑）

リン：では、入り身でその肘をかわし、外から払はらって右手に腕うでを絡からめ、そのまま足あし払ばらいをかけて倒たおします！

ＧＭ：おお、なるほど！　これは腕を犠ぎ牲せいにしても倒れるわけにはいかない！　ぼきりと腕はへし折れますが、そのおかげで転てん倒とうは防ふせぎます。

一同：おおお……。

チンエン：折れるもかまわず踏ふん張ばって投げを防ぐとか……（笑）。

ＧＭ：ここはリンの耳を引きちぎるか頬ほおに指を突つき入れるかして牽けん制せいしますか。きひぃっ！

チンエン：それ牽制なのか（笑）。

リン：危き険けんを察して、ばっと距きよ離りを取ります。さすがは実戦武術、躊ちゆう躇ちよがない。……気づくと、あたしの脇わき腹ばらに指を突つき入れられた穴あなが幾いくつか。

チンエン：どんな指だよ！

ユーノス：修しゆ羅らだ、ふたりの修羅がいる！

オトハ：な、何故なぜ戦っておるのじゃ!?（笑）

リン：強い奴やつが！

ＧＭ：そこにいるから！




　月明かりの下、鎮ちん守じゆの森で美しい獣けものがじゃれ合っているかのような光景───。

　しかし、一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬいた方が、人体に致ち命めい的てきな損そん傷しようを負う危き険けんな遊ゆう戯ぎである。

　素す手での争いでありながら、地面は抉えぐれ、木々はへし折れてゆく。

　剣けんの達人たるオトハでなければ、ふたりの動きは寸すん毫ごうも捉とらえられなかったであろう。

　息いき詰づまる攻こう防ぼうの中で、ふたりの間合いがわずかに開いた。




ＧＭ：攻防のすえ、カンナギは腕をぷらーんとさせながら「……その技、わたくしが創そう始しし、工夫した武術のもの。いや、より洗せん練れんされていますね」と微笑ほほえみを浮うかべます。

チンエン：腕折れてるのに微笑むのかよ（笑）。

リン：やはり、あなたが闇の武術の開かい祖そでしたか。

ユーノス：この人が、あんな凄せい惨さんな武術を編あみ出だしたのですか……。

ＧＭ：にやりと笑い、ふたりはわかり合う。

オトハ：あんぐり口を開けて見守ってます（一同笑）。

ＧＭ：というわけで、これでリンのシーンは終わり。

オトハ：ええーっ!?（一同笑）

リン：まあ、そうでしょう。これが最後の試練であることもわかりましたし、この仕合いは余よ興きようみたいなものですから。

オトハ：余興っ!?（一同笑）

チンエン：どう見てもそんなレベルじゃなかっただろ！

リン：では、仕合ってくれた開祖様にお礼を言いましょう。ありがとうございました。深々と礼をしつつ、割われた膝ひざの皿をさすさす。

ＧＭ：「いえ、こちらこそ───」と折れた歯をプッと吐はき捨すてると、その歯が近くの岩に突つき刺ささったりします。

リン：あら、そんな技が。

ＧＭ：「いつもは口中に含ふくんだ石を用います。拳こぶしを使うまでもない相手にはちょうどいい」

チンエン：闇の武術、怖こええ……。

ユーノス：どこの陸奥園圓明流か。

ＧＭ：『修羅の門』は中学生のときからの愛読書ですので（笑）。

リン：ふ……。あたしも満足したので帰ります（笑）。

ＧＭ：では、シーン終しゆう了りようということで。

オトハ：怖こわいシーンであった……。







◆Middle 08◆秘ひめられた想い




　ヤスハは、オトハを見つけると嬉うれしそうに団だん子ご屋やに誘さそった。

　城しろを抜ぬけ出だすのは、さすが御ご先せん祖ぞ様だけあって手て慣なれたものである。

　まるで同年代の友達のようであった。




ＧＭ：では、次のシーンにしましょう。今度は、オトハのシーンです。

オトハ：はいはーい。恐おそろしいシーンの次なので、ほのぼのしたシーンにするぞ！（笑）

リン：スポーツでわかり合うようないいシーンでしたのに。

ユーノス：あれのどこが（笑）。

オトハ：さて、わたしはやっぱりヤスハとお話ししたいのじゃ。

ＧＭ：では、神殿から帰ってくると、ヤスハから「オトハ、うまい団子屋があるから一緒に行こう」って言われて、抜け出したということにしましょう。

オトハ：おお、それはよい。隠かくし扉とびらの場所は……相変わらずじゃな（笑）。

リン：秘ひ密みつの抜け道が（笑）。

ＧＭ：「おお、よく知っておるな。ここの廊ろう下かは軋きしんで音がするから……湿しめらせた帯をこうやって敷しいて渡わたるとよいぞ」

チンエン：手慣れてるな、脱だつ出しゆつ（笑）。

オトハ：この時代からあった方法なんじゃな。ちょっと感動してしまうぞ。

ＧＭ：きっと、抜け出す方法が語かたり継つがれてきたんじゃないでしょうか（笑）。

オトハ：では、一緒に街に行こう。気分もちょっとうきうきなのじゃ。

リン：……はっ！　オトハ様がいない！（笑）

ＧＭ：サクザも「ああっ！　ヤスハ様もいない!?　あのふたり～!!」（笑）

オトハ：ひゃっほーう！　団子、団子♪

ＧＭ：「団子、団子♪」

チンエン：息ぴったりだな（笑）。

ＧＭ：で、団子を買ってオオドの町を見下ろすことができる丘おかへと案内されます。「ここから見る夕焼けが好きなんじゃ」と。

オトハ：たしかに、いい景色じゃ……。




　小高い丘に、オトハとヤスハは並ならんで座すわった。

　眼がん下かには、茜あかね色いろに染そまるオオドの町。




ＧＭ：「ほれ、団子」と差し出してくれます。昔の団子ですから、素そ朴ぼくな味ですね。

オトハ：うむ、これも悪くないな。もぐもぐ。

ＧＭ：そうすると「のう、おぬしとわたしはよく似にておるな」とヤスハが話を振ふります。

オトハ：うむ。本当にそっくりじゃ。

ＧＭ：「わたしの藩はんは、本当に小さい。この戦国乱らん世せいを生き残るのも大変じゃ。こうして男だん装そうしておるのも、女子の治める藩はんだと侮あなどられ、攻せめられることのないようにするためじゃ」

オトハ：そうであったか。

ＧＭ：「でも、ノブカタ様との同どう盟めいによって、その風向きも変わろうとしておる」

オトハ：そうなのか？

ＧＭ：「ノブカタ様は、わたしが幼おさない頃からの仲なのじゃ。わたしや他のダイミョウとは違ちがって、自分の藩のことだけではなく、このダイワすべてのことを考えておられる」

オトハ：ダイワすべてのこと？

ＧＭ：「そうじゃ。戦のない世を作ろうとしているのだ」

オトハ：それは立りつ派ぱなことじゃな。……でも、ちょっと複ふく雑ざつな気分になる。

リン：そのノブカタは、今や魔ま王おうですから……。




　ノブカタのことを憧あこがれの眼まな差ざしで語るヤスハを、オトハは複雑な気持ちで見つめていた。

　戦のない世を作るという志こころざしなかばにして、魔王となり兄の身体を乗っ取っている……。

　この皮肉な運命を紡つむいだ歯車は、どこでくるい始めたのだろう？




ＧＭ：「厳きびしいところもあるが、本当は優やさしいお方なのだ」

オトハ：そう、か。（しばし考え）……わたしの兄上も、同じ志を持っているのじゃ。

ＧＭ：「おお、そうなのか。世の中には偉えらい人がたくさんいるな！」

オトハ：うむ、皆みなが笑って団子を食べられる日が来るのが、わたしの願いじゃ。

ＧＭ：「それはよいな。そうでなくてはいかん！　むぅ、しかし、同じ夢ゆめを持つとなると、いずれオトハの兄上と我われらはぶつかり合うことになるのか？」

一同：あー……。

オトハ：いや、そうはならぬ。抱いだく夢が同じならば、わかりあえるはずじゃ！

リン：おおっ！

チンエン：いいこと言うなぁ、オトハ。

ユーノス：その場に同席していないのが残念です。

ＧＭ：「そうか。うん、そうじゃな。わたしも、オトハとは争いとうない」

オトハ：うむうむ。

ＧＭ：「そうじゃ。わたしの大事な宝たから物ものを見せてやろう」と、懐ふところから銀の装そう飾しよくのついた守まもり刀がたなを見せてくれます。

オトハ：守り刀？　これは……。

ＧＭ：「ノブカタ様から直ちよく接せついただいたものじゃ。ノブカタ様は、わたしに語ってくれた。天下を統とう一いつし、戦いくさのない世を作ると。わたしは、そのお手伝いをすることを約束し、その同どう盟めいの証あかしとしてこれをくださったのじゃ」

オトハ：おお、そのような約束を。

リン：アオイ家とノブカタの同盟は、そのようにして結ばれたんですね。

ＧＭ：「それ以来、わたしの守り刀にしておる。どうじゃ、いいじゃろう」と、誇ほこらしげに胸むねを張はります。

リン：ノブカタからもらったことが、よっぽど嬉うれしかったのでしょうね（笑）。

オトハ：ふふふ、ヤスハはよっぽどノブカタ様のことが好きなんじゃな。

ＧＭ：「なななななな、何を言うのじゃ～!?」と耳まで真っ赤になりますよ。

リン：これまた、なんともわかりやすい（笑）。

ＧＭ：「いや！　ノブカタ様とわたしはただの幼おさななじみだし！　戦も強くて教養人でイケメンで、ちょっと危険な雰ふん囲い気きのチョイ悪だし、全ダイワの女子の憧あこがれの的なだけで……」

ユーノス：何を言っているのか（笑）。

チンエン：チョイ悪っていうか、のちに本ほん格かく的てきな悪になるぞ（笑）。

オトハ：（ニヤニヤ笑いながら）そんなに照れなくてもよいのに。御ご先せん祖ぞ様ながらかわいいのう、かわいいのう！




　恋こいする乙女おとめと、恋は知らぬが恋に憧あこがれる乙女。

　ふたりはきゃいきゃいと語らい合う。




ＧＭ：……でまあ、そんなところにノブカタが愛馬の背せにタマモを乗せて丘にやってくるのを目もく撃げきするわけです。

オトハ：ああ～!?

チンエン：ちょうどそんなところに出くわしてしまうのか。

ＧＭ：「……あ」と、ヤスハは見てはいけないものを見たような、そんな表情になります。

ユーノス：こ、これは……。

ＧＭ：彼かれらはあなたたちの存そん在ざいには気づいてないですね。仲むつまじい雰ふん囲い気きで、ノブカタはタマモにかんざしを渡わたし……。

チンエン：ああ、前ぜん巻かんの回想シーンか。

ユーノス：そういえばこのふたり、魂たましいを分け合うくらいラブラブだったんでしたね。

オトハ：前はいいシーンだと思っていたのに、今はせつないのじゃ……。

ＧＭ：そして、ふたりは去って行きます。ヤスハは「……い、いやあ、ノブカタ様とタマモ殿、似に合あいのふたりじゃな。はは」と笑おうとするんですが、どこか力がありません。

一同：あー……。

リン：せつないですねぇ。

オトハ：……その、よいのかヤスハ？

ＧＭ：「え？　だって、わたしは男と思われておるし……」

オトハ：…………。

ＧＭ：「こんな背せも低いし胸むねも無いし……」

オトハ：うううっ（一同笑）。

ＧＭ：「幼よう児じ体型だし、慎つつしみもないし……食い意地張はってるし、頭もゆるいし……」

オトハ：グサッ、グサグサグサッ！

ユーノス：ヤスハさんが自じ虐ぎやくすると、オトハさんもダメージを受ける（笑）。

オトハ：そんなに自分を悪く言うのは止めるのじゃ！　そっくりなわたしに痛いたい！（笑）

ＧＭ：「……それに、ノブカタ様にはタマモ殿という心に決めた方がおるであろう」

チンエン：報むくわれないとわかっていても、ノブカタについていくと決めているのか。

ユーノス：ううっ、健気です……（涙なみだを拭ぬぐう仕草）。

ＧＭ：「わたしは色気より食い気じゃ。あはは」と笑います。

オトハ：……じゃあ、一緒にまた団子を食べて元気を出そう。

ＧＭ：「そうじゃな」とヤスハが答えたとき、ヒュンと矢がオトハ目がけて飛んできます。

オトハ：なんと！

リン：はっ、刺し客かくっ!?

ＧＭ：「危あぶない───!?」とヤスハが庇います。すると、ヤスハの肩かたに深々と矢が刺ささる。

オトハ：ヤスハ!?

ＧＭ：「アオイ・ミツテル殿、お命頂ちよう戴だいいたす！」とガサゴソと覆ふく面めんした刺客が現あらわれるんですが、「……やや、ミツテルがふたり!?」

オトハ：そっか、同じ顔であった！

ＧＭ：「かまわん、まとめて始末しろ！」「承しよう知ち！」と刺客たちは合意形成。

ユーノス：ああ、そうなりますよね～。

リン：姫ひめ様さま！　と、登場したいのですが！

ＧＭ：登場難なん易い度どは８、判はん定ていしてください。

ユーノス：もしかして、戦せん闘とうですか？

ＧＭ：いえ、ヤスハが負ふ傷しようするというイベントです。刺客はエキストラなので、宣せん言げんするだけで倒たおせますよ。

リン：わかりました。（ダイスを振ふる）登場成功！

オトハ：リン！　来てくれたか。

リン：はい、さっそく開祖様から直ちよく接せつ学んだ闇の武術を駆く使しして蹴け散ちらします。

チンエン：（ぼそっと）ああ、そいつら死んだな。

ＧＭ：では、リンがあっという間に刺客を蹴散らしました。……まあ、くわしく描びよう写しやしなくてもいいですよね？　凄せい惨さんになるだけなので（笑）。

一同：（コクコク頷うなずく）

リーン：え[image: ][image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：教育上よろしくない技が多すぎますので（笑）。

ユーノス：ボクのサーガを発表するときには、よい子はリンさんの真似は危ないからしないでね、と注意書きをつけることにしましょう。

オトハ：ヤスハは無事かっ！

リン：急いで手当てをします。必要なら、《ヒール》もかけますが。

ＧＭ：大きな怪け我がを負っていますが命には別べつ状じようないようです。

オトハ：しかし、なんという無茶をするのじゃ！

ＧＭ：「……何を言うか。オトハは、わたしの大切な友達であろう？」

オトハ：ヤスハ……。

ユーノス：これは胸に迫せまりますね……。

オトハ：ともかく、城しろに運はこび込こむぞ！




　負ふ傷しようしたヤスハを、オトハは急いで城に連れて行く。

　傷きずは深いが、すぐに手当てを施ほどこしたため、命に別べつ状じようはない。

　だが、大きな問題が迫っていた──。




ＧＭ：では、ヤスハを城に運び込むとすぐに医い師しがやってきて治ち療りように当たります。それで一命は取とり留とめますが、サクザが厳きびしい顔をしています。

オトハ：す、すまぬ。わたしが一緒にいながら……。

ＧＭ：「いや、そのことはよいのです。このサクザブロウ、オトハ殿にはむしろ礼を言わねばなりませぬ」

オトハ：礼？

ＧＭ：「姫様には、アオイ・ミツテルとなってから年とし頃ごろの女子らしいことを何ひとつさせてやれなんだ。唯ゆい一いつの楽しみといえば、城を抜ぬけ出だして団子を食うことくらいなもの」

チンエン：そ、そうだったのか。団子好きにはそんな意味が（笑）。

リン：その想いが、子々孫々と受うけ継つがれ……（笑）。

オトハ：わたしの団子好きには、そんな因いん縁ねんがあったのじゃな。

ＧＭ：「姫様は同どう輩はいのオトハ殿と共に時間を過すごすことを、本当に楽しんでおられたご様子。屈くつ託たくなく楽しまれたのは、久ひさ々びさのことでござった」

ユーノス：フリーダムなようで、意外と不自由をしていたんですね。

リン：あたしたちの時代より、油ゆ断だんのならない時代でしたから。

ＧＭ：「しかし、大きな問題があるのです」

オトハ：問題とは？

ＧＭ：「今し方、ノブカタ様に従じゆう属ぞくしていたダイミョウが反旗を翻ひるがえしたとの報しらせがはいったのです。我わがアオイ家も盟めい約やくにより参戦しなくてはならんのですが、深手を負ったヤスハ様を出しゆつ陣じんさせるわけには……」

ユーノス：なるほど、それは問題ですね。

チンエン：戦の場に当主が出ないというのは、兵の士気にも関わる重要な問題ですからな。

オトハ：……心配はいらぬ。

ＧＭ：「ぬぬっ？」

オトハ：わたしがヤスハの代わりを務つとめよう！

一同：おおっ！

ＧＭ：「おお、やってくださるか。かたじけない！」とサクザは頭を下げます。

チンエン：で、出しゆつ陣じんの準じゆん備びになるわけだな。

ＧＭ：はい、そういうところでシーン終しゆう了りようです。







◆Middle 09◆そして戦場へ




　アオイ・ミツテルとして、オトハは戦場におもむく。

　そこは鬨ときの声こえが響ひびき、矢や弾だまが飛び交う本物の戦場である。

　大たい将しよう首くびを挙げようと、無数の兵が押おし寄よせてくる。




ＧＭ：では、次のシーン。すでに戦場です。皆みなさんは、アオイ家の本ほん陣じんにいます。オトハは、アオイ・ミツテルとしてどーんと構かまえるわけです。

オトハ：「我われこそはアオイ・ミツテルなり～」って感じじゃな。

ユーノス：我々も、お側に仕える兵として同行している、と。

ＧＭ：すでに戦せん端たんは開かれておりまして、そこら中で鬨の声が上がっております。

チンエン：気がついたら戦場か。

ＧＭ：そこのところは、幻まぼろしなのでその辺の時間経けい過かは吹ふっ飛とばしてます。

ユーノス：そういえばそうでしたね。ちなみに戦せん況きようは？

ＧＭ：アオイ家の軍ぐん勢ぜいは戦場の要所に配置されています。敵てきが遮しや二に無む二にに突つっ込こんでくるので、これを食い止めれば勝てる、という状じよう況きようですね。

ユーノス：激げき戦せん区くというわけですか。

オトハ：リン、思えばこのような戦場は初めてじゃな。

リン：そうですねぇ。怖こわいですか？

オトハ：リンはどうじゃ？

リン：たぎります。

オトハ：なら、わたしも同じじゃ！　行くぞ、皆みなの衆しゆう！

ＧＭ：兵士たちは、オーッ！　と咆ほう哮こうし、オトハに応こたえます。

ユーノス：つくづく女じよ性せい陣じんが強いパーティですね（笑）。

チンエン：オレは戦場で重要な兵ひよう糧ろうや食事の管理でもしていよう。




　激はげしい戦せん闘とうが繰くり広ひろげられた。

　獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せるオトハたちの前に、一ひと際きわ強い殺気を放つ一いち団だんが現あらわれる。




ＧＭ：巨きよ刀とうを振ふりかざした大男が突とつ撃げきしてきます。「アオイ・ミツテル殿どのとお見受けいたす！　我こそはシンヅカ・ジュウロウエモンなり！　いざ、勝負勝負！」

オトハ：きたか！

チンエン：そんなにでっかいヤツなのか？

ＧＭ：後ろに兵たちが続いているんですが、数人がかりでジュウロウエモンが使う大太刀だちを運んでついてくるという。身みの丈たけは三メートルくらいあるんじゃないですかね。

一同：でかっ!?

ＧＭ：はい、というわけで戦闘となります。




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、配置を。皆みなさんは本ほん陣じんにいて、ひとつのエンゲージです。その五メートル先にシンヅカ・ジュウロウエモンとモブの太刀持ち衆しゆうが二グループ、さらに五メートル後方に太刀持ち衆二グループのエンゲージがふたつあります。

チンエン：後方のモブは、エンゲージを分けてるのか。範はん囲い攻こう撃げきへの警けい戒かいだな。




・行こう動どう値ち

ジュウロウエモン　　　　　33

ユーノス　　　　　　　　　19

リン　　　　　　　　　　　18

オトハ　　　　　　　　　　16

チンエン　　　　　　　　　16

太刀持ち衆×６　　　　　　９
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リン：んー、ということはジュウロウエモンに先に突つっ込こまれてしまいますね。

チンエン：ここは《陣じん形けい》だな。

ＧＭ：では、セットアップの宣せん言げんからいきますね。ジュウロウエモンが、《パワースマイト》（＊）を宣言します。待機となる代わりにダメージにプラス４Ｄ。

チンエン：そののちに《陣形》を宣言。

オトハ：ドン！　わたしはジュウロウエモンのエンゲージに突っ込むのじゃ。

リン：あたしも続きます。

ＧＭ：おっと、ここにエンゲージすると太刀持ち衆の《妨害》の効果があります。判定にマイナス１Ｄです。

オトハ：むっ。

ユーノス：ボクとチンエンさんは、エンゲージを離はなしましょう。

チンエン：そうだな、範はん囲い攻こう撃げきをくらうわけにはいかん。

ユーノス：では、ボクはジュウロウエモンに《タウント》を使いましょう。来なさい来なさーい、へいへいへーい♪（くねくねと踊おどる）

チンエン：本当にウザい挑ちよう発はつだな（笑）。

ユーノス：実じつ際さいに、【精せい神しん】で耐たえられないとウザくてボク以外を攻撃するとペナルティですよ、ははははは！

ＧＭ：あっ、こいつ意外と【精せい神しん】が高い。

ユーノス：こっちの【感知】です。つまり12＋２Ｄで振ふれますよ。

ＧＭ：では、勝負！（ダイスを振る）

ユーノス：こっちは念のためフェイトを１点使って……う、低いな20。

ＧＭ：……う、負けた。達成値は19です。

チンエン：あぶねー、フェイト使ってよかったな！

ユーノス：まったくです。

ＧＭ：すると、シンヅカ・ジュウロウエモンの顔が見る間に真っ赤になり、「おのれ木こっ端ぱ楽士が！」とカンカンに怒おこってます。

ユーノス：ははは、しかもボクを攻撃しても大して意味はないという。

リン：では、あたしのセットアップ。《インペレイティブ》でセットアップをふたつ使えるようにして、そのうちひとつを《チャネリング》。この《チャネリング》によって《セイクリッドダンス》を使用。もうひとつは《シャインストライク》（＊）です。では、判はん定てい。

ＧＭ：太刀持ち衆が《妨ぼう害がい》を持っているので判定のダイスは１個こ減へりますよ。

リン：それは厄やつ介かい。念のためにフェイトを１点使って（ダイスを振る）よし、ダイス目６で成功です。

オトハ：セットアップは特になし。

チンエン：《ファストイート》で精せい霊れいのサラダを使用。こう、液えき体たい状じようにして素す早ばやく摂せつ取しゆできるようにしてあるのだ。

リン：……それって青あお汁じる？（一同笑）

チンエン：言われてみればそうだな！　美味うまいぞー！　もういっぱーい。ヘルシー！

ＧＭ：太刀持ち衆、セットアップはなし。で、セットアップ終了。

リン：そしてイニシアチブプロセスですね。

ユーノス：【行動値】はジュウロウエモンが一番速いですが、《パワースマイト》を宣言しましたね。

ＧＭ：そうなのですが、《エンカレッジ》を宣言してここで行動します。

ユーノス：おっ、まあ定石ではありますね。

ＧＭ：まずムーブアクションで《ファストセット》を宣言し、宣言するのは《レイジ》。

チンエン：いきなり刀ぶっ壊こわすつもりか！

ＧＭ：マイナーで《フルスイング》を宣言。メジャーアクションで《ブランディッシュ》（＊）。ぶうんと大太刀を思い切り振ふり回まわします。対象は、エンゲージしているオトハとリン。

オトハ：はいっ！
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リン：しかし、ユーノスの《タウント》が効きいていますから……。

ＧＭ：逆ぎやく上じようがかかっているから、ユーノス以外を攻撃すると命中にマイナス２Ｄ。くわー、つらいなー。

チンエン：効いてる効いてる（笑）。

ユーノス：わははっ、翼つばさをバッサバッサと羽ばたかせて気を惹ひいてやりますよ。

ＧＭ：ユーノスを睨にらみつけながら「いずれお前も斬きってくれるわ！」と。

チンエン：（ＧＭの手にしたダイスを見ながら）お、見ろよ。たった２Ｄだぜ。

ＧＭ：くくくっ。あ、でも《妨ぼう害がい》でそっちのリアクションも１Ｄ減へってますからね！

オトハ：げっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は23です。

リン：うっ、それはクリティカル以外無理です。

オトハ：わたしは《ストライクバック》を宣言するのじゃ。１Ｄ減っても３Ｄ＋18で判定できるし、《スタイル：シンエイ》を同時に使って反はん撃げきかつダメージを返せるからな！

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

オトハ：（ダイスを振る）おっ、クリティカル～!!




　風を巻まき上あげ迫せまる巨刀。

　だがオトハは、影かげのごとくにするりとかわし、そのまま己おのれの三日月宗近を突き入れる！




チンエン：おお、すごいな。いきなり出した！

ＧＭ：では、オトハはその重量級の一いち撃げきを受け流して見事に反はん撃げきしました。

オトハ：キン！　相手に70点のＨＰロスじゃ。

リン：（ダイスを振る）こちらはクリティカルとはいきませんでした。

ＧＭ：では、リンにダメージいきます。（ダイスを振る）うわ、11Ｄ振ったのに25しかない。[image: ]点の物理ダメージ。

チンエン：おい、固こ定てい値ち94点かよ！

リン：《プロテクション》！　19点軽けい減げんし、82点食らいました。あはっ♪　でもまだまだ！

ＧＭ：直後、ジュウロウエモンの大太刀がぼっきり折れます。

ユーノス：《レイジ》の代だい償しようですね。

ＧＭ：しかし、彼かれが「次！」と叫さけぶと太刀持ち衆が新たな刀を投なげ渡わたします。

チンエン：何、そんな能のう力りよくが！　格かつ好こういいぞ。

ＧＭ：はい、《武ぶ器き受うけ渡し》というオリジナルのスキルを持ってます。一〇メートル以内の対象の武器が壊こわれると、即そく座ざに予よ備び武器を渡すという効こう果か。

チンエン：まさに太刀持ちだな。このモブ一いつ掃そうしないと、向こうは《レイジ》使い放題か。

ＧＭ：こちらの行動は終わり。次はユーノス。

ユーノス：待機！

リン：では、あたしの行動ですね。マイナーで《コールゴッド：タケフツ》を使用し、バッドステータスはスタンを与あたえましょう。メジャーで《ペネトレイトブロウ》で防ぼう御ぎよ無む視しの攻撃です。（ダイスを振る）……フッ、クリティカル！

オトハ：おー！

ＧＭ：なにー!?　クラッチクローの効こう果かがあるからもう回かい避ひできない！

リン：開祖様との仕合いの効果（笑）。しかも、《アディショナルブロウ》があるので、ダメージには６Ｄ追加です。

ＧＭ：そうか、ユーノスが入れた逆ぎやく上じようが！　おのれ～。

リン：さらに《パニッシャー》を使用。ダメージロールは88＋10Ｄ。

チンエン：それは死ねるな（笑）。

リン：けあっ！　（ダイスを振る）[image: ]点のダメージが素す抜ぬけ。そしてスタン。リアクションにマイナス１Ｄになります。




　巨きよ漢かん、舞まう。

　その首と背せ骨ぼねをしたたかに捻ひねり上げられつつ、大地に叩たたきつけられる。

　どんな鎧よろいを着き込こもうと、投げの衝しよう撃げきまでは殺せない。

　リンの殺し技は、戦場においてなお冴さえ渡わたる。




ＧＭ：痛いたい痛い！

チンエン：次の攻撃は、オレとオトハだが……先に雑魚ざこをやっておこう。《ランニングセット》から《ファストドロウ》。これで単体の魔ま術じゆつの対象を四体に変へん更こう。

ＧＭ：む、太刀持ち衆がヤバそうだ。

チンエン：マイナーで《フードファイト》を使い、豊ほう穣じようのデザートを消費してダメージを増ぞう強きよう。メジャーアクションは《アースバレット》。対象は後方にいる四体の太刀持ち衆！




　チンエンの魔ま術じゆつ料理が吹ふき荒あれる！

　太刀持ち衆は避よけることもかなわず、料理の中へと埋うもれてゆく。




チンエン：ユーノスからもらった《ディスコード》（＊）の効果も入れ、合計で[image: ]点の〈地〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージだ。味わえ！

ＧＭ：うわっ、耐たえられません。太刀持ち衆は全ぜん滅めつです！

一同：よし！

ユーノス：さあ、次はオトハさんですよ。

オトハ：これはもう《トルネードブラスト》じゃ！

ＧＭ：はい、そうすると対象はジュウロウエモンと太刀持ち衆二グループですね。

リン：姫様、コストは《ソウルメイト》であたしが受け持ちますから、存ぞん分ぶんに。

オトハ：うむ。ムーブで《ファストセット》からの《スマッシュ》、マイナーで《フルスイング》、《トルネードブラスト》！




　オトハの剣けんが戦場の一部をごそりと刈かり取とっていく。

　太刀持ち衆はたまらず倒たおれ伏し、ジュウロウエモンもまた深手を負う！




ＧＭ：モブは全滅、ジュウロウエモンは防ぼう御ぎよ力りよくを引いても90点のダメージか……。

チンエン：これで太刀持ち衆は全滅。《レイジ》はもう使えないだろう。

ＧＭ：むむぅ……。

ユーノス：では、ここでオトハさんを再さい行こう動どうさせるべく《ジョイフルジョイフル》を。（ダイスを振る）判定は成功ですよ。

オトハ：よし、今度は《ファストセット》《スマッシュ》《フルスイング》からの《ストラグルクラッシュ》じゃ！　二回連続攻撃！　（ダイスを振る）命中は34！

ＧＭ：スタンが入っているので、もう回かい避ひできませーん。

オトハ：（ダイスを振る）ピシッ！　まずは[image: ]点！

ＧＭ：くくっ、そして二発目が来る！

オトハ：（ダイスを振る）今度は32で命中！

ＧＭ：やはり、回避できません。

オトハ：（ダイスを振る）[image: ]点のダメージじゃ！

リン：まだ生きてます？

ＧＭ：まだ生きてますよ。戦国乱らん世せいに生まれた武ぶ将しようなれば！

オトハ：おお、さすがじゃ！

チンエン：てところで、このラウンドが終了？

ＧＭ：おっと、こちらには《二回行動》がある。ここで未行動になって攻撃しますよ。

リン：ちなみに、ここでスタンが消えます。逆上はまだ続きますが。

ＧＭ：逆上はクリンナップまでですからね。マイナーで《フルスイング》、メジャーで《ブランディッシュ》でオトハとリンを攻撃。今度は《レイジ》は使えない。

チンエン：太刀持ち衆はいないからな。

ＧＭ：（命中）うりゃー、達成値は23！

ユーノス：ならば、《インターフィアレンス》で失敗させちゃいましょう。（ダイスを振る）はい、達成値は30です。

ＧＭ：じゃあ、もう見事に止まります。なんか、ユーノスにしてやられている。

ユーノス：子守歌を歌い、争いのむなしさを知ってもらいましょう（笑）。

ＧＭ：「……はっ、これは母上の歌!?」

ユーノス：そう、鍛か冶じ職しよく人にんだったかーさんが、夜なべをして打ってくれた大きな刀……。

チンエン：どんな母親だよ！（一同笑）

ＧＭ：「だめだ、この刀だけはもう壊こわせない……」と《レイジ》を使うことをためらってしまう、母想いのジュウロウエモン（一同笑）。

オトハ：いい話じゃなー。

チンエン：そ、そうか？（笑）

ＧＭ：そしてクリンナップで逆上は解かい除じよ！　さぁ、２ラウンド目だ。





（＊）《パワースマイト》　宣言すると待機状態となり、攻撃のダメージに［【行動値】÷10＋１］Ｄするサムライのスキル。

（＊）《シャインストライク》　ダメージに＋【精神】するパラディンのスキル。

（＊）《ブランディッシュ》　［ＳＬ×２］体の対象に白兵攻撃を行なうウォーリアのスキル。

（＊）《ディスコード》　攻撃のダメージに＋［ＳＬ］Ｄするバードのスキル。






▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、セットアップ。ジュウロウエモンは《パワースマイト》を宣言。

ユーノス：《クイックソング》からの《エチュード》＋《ガルドル》（＊）。対象はリンさんとオトハさんですね。

リン：ダメージ増ぞう加かですね。

ユーノス：さいです～。呪じゆ歌か判定は成功。おふたりともダメージ＋20点です。

リン：あたしは《コンポーズ》を使用して、（ダイスを振る）【行動値】＋18。

チンエン：《ファストイート》使って、碧みどり星ぼしのデザートを消費。（ダイスを振る）【ＭＰ】が21点回かい復ふくしますよ。おお、デザートうまいうまい。

オトハ：わたしはセットアップなしです。

ＧＭ：ではイニシアチブプロセス。リンが先手を取りますね。

リン：はい、現げん在ざい【行動値】36ですから。

ＧＭ：ふっ、しかしジュウロウエモンは《カリキュレイト》（＊）を使用する。

リン：やはり持っていましたか！　だから【行動値】を上げておいたのです。《クイックヒール》を宣言、同じタイミングですが先に使わせてもらいます。

ＧＭ：わかりました。さすが、戦いを読んでいた。

リン：そして、自分を55点回復。これで、もう一いち撃げきくらいは耐えられそうです。

ＧＭ：では、《ファストセット》から《フルスイング》を使用。……ここは行くか、マイナーで《レイジ》！

チンエン：おっ、母が打ってくれた大太刀を犠ぎ牲せいにするか。

ＧＭ：「大たい将しよう首くびを持って帰るのが最高の親おや孝こう行こうじゃあ！」と雄お叫たけびを上げ、《ブランディッシュ》でオトハとリンに斬きりかかってきます。うっ、低い!?　命中は25。

リン：とはいえ、こちらは回避失敗です。

オトハ：わたしは《ストライクバック》！　（ダイスを振る）よし、達成値29！

ＧＭ：70点のＨＰロスか……。ほうほう、まだ生きてます。

オトハ：さすがにしぶとい！

ＧＭ：こちらからのダメージは[image: ]点の物理攻撃！　あまりの力にジュウロウエモンの大太刀は壊こわれます。

リン：では、《ワイドプロテクション》（＊）！　（ダイスを振る）19点軽けい減げんです。

オトハ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が18点だから、88点くらうのじゃ。

リン：あたしも同じダメージ。生きてます。……刀が折れても、戦いはやめませんか？

ＧＭ：無む論ろんでございますよ。

リン：では、その戦意に敬けい意いを表して殴なぐります。《ペネトレイトブロウ》！　（ダイスを振る）……はっ？　むっちゃ低い!?　達成値は14？

ＧＭ：おお、それはダイスが一個こになっていても避よける目がある！

リン：フェイト使って振ふり直し！　……今度はクリティカルです！

ＧＭ：うおおおおおっ、なんというぬか喜び！（一同笑）

チンエン：クリティカル出されると避けられないもんな、１Ｄだけだし。

ＧＭ：そうなんですよ～。

リン：ダメージロール、いきます。

ユーノス：そこに《ディスコード》ですね。

リン：（ダイスを振る）えー、ダメージは66点。

ユーノス：《ディスコード》で＋15してください。

リン：ということは、81点の素す通どおし。

ＧＭ：それは耐えられません……。




　あまりに危険なため、時代を経へていく中で失伝していた技わざ───。

　闇やみの武ぶ術じゆつ開かい祖そとの仕合いによってその源流に触ふれ、リンはその技を体得していた。

　巨きよ漢かんの鎧よろい武む者しやとはいえ、その技の冴さえにはかなわなかった。




リン：鎧や筋きん肉にくを素す通どおりし、内ない臓ぞうに直接振しん動どうを伝える一撃です。あなたの臓ぞう腑ふと血管は、もはやズタズタです！　……眠ねむりなさい。

ＧＭ：「み、見事……！」随ずい一いちの猛もう将しようであるジュウロウエモンは倒たおれ、合戦の勝敗は決した感があります。みんな潮しおが引くようにうわーっと撤てつ退たいしていきます。

リン：なんとか勝ちましたか……しかし、【ＨＰ】も【ＭＰ】もボロボロですよ。

オトハ：勝ったのか、ふう……。

ＧＭ：見み渡わたせば兵つわものどもが夢の跡あと。無数の亡なき骸がらが転がっている戦場が広がっています。

オトハ：ああ……。




　戦いくさのない世の中を───。ノブカタもそれを目指しているという。

　しかし、現げん実じつにはこうして目の前に無数の亡骸が横たわる戦せん場じよう跡あとが広がっている。

　勝利はしたが、果たしてそれでよかったのか？




ＧＭ：すると、そこに騎き乗じようしたノブカタがやってきます。馬上から敵てき兵へいの亡骸を見て、「ふん、わしに逆さからうからだ」と吐はき捨すてるように言います。

オトハ：…………。

チンエン：これは、魔王になる兆候か？

ＧＭ：で、まだ息のあるものを見つけると「死ねい」とそこにとどめを刺さそうとします。

一同：！

オトハ：止めます！




　振ふり下おろす刃やいばを、素す手でで掴むオトハ。

　万力のような握あく力りよくは、ノブカタの一撃をも押おし留とどめる。

　手からは血が流れるが、気にした様子もない。




ＧＭ：「……ほう、邪じや魔まをするか？」

オトハ：あなたは、戦のない世を作ろうとしているのではないのですか！

ユーノス：おおっ、言った！

オトハ：言う、ビシッと言ってやる！

ＧＭ：「無む論ろん、そのために戦っておる。だが、誰だれもそのことを理り解かいしようとせん」

オトハ：しかし、これはあまりに……。

ＧＭ：「綺き麗れい事ごとでは、戦は収おさまらん」

オトハ：そうかもしれぬが！　傷きずつき倒たおれた者にとどめまで刺す必要はありませぬ！

ＧＭ：「此こ度たびの戦も、目をかけた者に裏うら切ぎられて起こったもの。わしがどれだけ信しん頼らいし、情なさけをかけようとも、皆おのれの欲よく望ぼうのためにわしを裏切っていく。ならば、見せしめに滅ほろぼすしかないではないか」とオトハに語ります。その瞳ひとみには、暗い光があります。

オトハ：……う、うう。

リン：姫様、これ以上は言っても無駄のようです。

オトハ：そうじゃな。もう、返す言葉もない。

チンエン：戦をなくすための戦、か。

ユーノス：その見せしめのために容よう赦しやなく殺す、と……。

ＧＭ：「わしのやることを理り解かいしようとせぬ者は皆こうなる。ミツテルよ、そちもよく覚えておくがいい！」ばっとマントを翻ひるがえしてノブカタは去っていきます。

リン：ノブカタも、大きな苦く悩のうがあったようですが、これでは……。

ＧＭ：史実においても、この戦で敵てき対たいした者は生き残った者も一いち族ぞく郎ろう党とうむごたらしく処しよ刑けいされました。以い降こう、ノブカタの悪名は広がっていくことになります。

オトハ：それはひどい。

一同：…………。

ＧＭ：幻なので、どんどん時間が過すぎていきますが、その後もノブカタは逆さからう者を容よう赦しやなく滅ほろぼしていくようになります。

ユーノス：ああ、その様子がカットインしていくのね。

ＧＭ：そうです。敵てきの集落を焼やき払はらったり撫なで斬ぎりを命じたり。また味方であっても諫いさめようとする者を手打ちにしたり。

オトハ：その様子を、ヤスハも見ているのか？

ＧＭ：ええ、そして心を痛いためています。

ユーノス：好きだった人が、そんな風に変わっていくのを見るのはつらいのでは？

オトハ：それはつらいじゃろう。わたしだったらと思うと……。

チンエン：しかし、アオイ家が生き残るには、そのノブカタにしたがうしかないんだよな。

オトハ：くくっ！

ＧＭ：そして、日々は過ぎていく……というところで、シーンを終了しましょう。





（＊）《ガルドル》　［対象：範囲］の呪歌を［対象：範囲（選択）］に変更するバードのスキル。

（＊）《カリキュレイト》　イニシアチブプロセスにメインプロセスを行なえるガンスリンガーのスキル。

（＊）《ワイドプロテクション》　《プロテクション》を範囲（選択）に変更するパラディンのスキル。









◆Middle 10◆ヤスハの決意




　オワリ・ノブカタは変わってしまった───。

　その所業は日に日に苛か烈れつになり、逆さからう者は容よう赦しやなく滅ほろぼしていく。

　そんなノブカタを見つめるヤスハの顔から、微笑ほほえみが消えていった。




ＧＭ：それでは次のシーンになります。日々は流れ、ノブカタは大だい勢せい力りよくとなってダイワ統とう一いつまであとわずか、というところです。しかし、「逆らう者には死を」という姿し勢せいはますます苛烈なものとなり、みずからを魔ま王おうと称しようするようになっています。

チンエン：展てん開かい早いな！

ＧＭ：幻まぼろしですからね。時の流れは実じつ際さいと違ちがいますよ。

ユーノス：きっと、ダイジェスト的に見せられるんですね。

ＧＭ：そうそう。時が経けい過かするとともにオオドも発はつ展てんしていきますが、この頃ころはヤスハはずっと悲しい顔をしています。

ユーノス：……つらいでしょうね。一いつ緒しよに約束した同どう志しでもありますから。

オトハ：（手を挙げる）はいはいはーい！　やりたいシーンがあります！

ＧＭ：おっ、なんでしょう？

オトハ：わたし、ノブカタに会ってくる！

ＧＭ：おっ、ではそこから始めましょうか。そうですね、場所は、ノブカタが新しく建けん造ぞうした城しろの豪ごう華か絢けん爛らんな天てん守しゆ閣かくとしましょう。

オトハ：いつの間に（笑）。

ＧＭ：ダイワの真ん中に作った城で、ここが天下の中心だぞという意い思し表ひよう示じですね。

オトハ：では、そこにヤスハ……アオイ・ミツテルとして訪おとずれたことにしよう。

ＧＭ：では、杯さかずきをあおっているノブカタがいます。「おおよくこられたアオイ・ミツテル殿どの。おぬしも飲むか？　西方の葡ぶ萄どう酒しゆだぞ」

オトハ：（硬かたい口調で）いりません。

ＧＭ：「酒は苦手だったか？　ならば、他のものを用意させようか」

オトハ：いりません！　それよりも、どういうつもりですか？

ＧＭ：「ほう、どういうつもりとは？」

オトハ：最近のあなたの行動には、目に余あまるものがあります。

ＧＭ：「このわしに意見しに来たか、面白いのう！」

オトハ：……あなたは何をしたいのですか？

ＧＭ：「何度も言わせるな、たわけ。ダイワの統一よ。そのためには逆らう者はすべて滅ほろぼさねばならぬ」

オトハ：う～、言いたいことはいろいろあるけど……あまり言っちゃうとヤスハの立場を悪くしちゃうかな？

ユーノス：いや、そのノブカタは幻ですから。この際さい、言いたいことは言って向こうの気持ちを聞き出してみても大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。

リン：そうでしたね。あくまでも御ご初しよ代だい様が辿たどってきた歴史をなぞっているのでしたね。

オトハ：そうか。では、こう言おう。……これ以上、無む益えきな殺生はおやめください。

ＧＭ：「前にも言ったであろう。綺き麗れい事ごとでは戦は収おさまらぬとな」

オトハ：しかし、それでは人々の反感を買います。

ＧＭ：「新しい世を理り解かいできぬ者たちの反感なぞ、恐おそるるに足らん。そもそも、そのような古い考えの連中が戦を起こすのだ。であれば、そやつらを滅ぼすことこそ戦をなくすことになるであろうが」

オトハ：そうではあるかもしれませんが……。

ＧＭ：「もっとも、近ちか頃ごろは戦くらいしか楽しみがなくてな───」

オトハ：……はっ？

ＧＭ：「逆らう者を叩たたき潰つぶし、その悲鳴を聞くことが心地よくてたまらぬ」

オトハ：ななななな、なんと！

ＧＭ：「皆みな、おのれの心を偽いつわって生きておる。皆、人を欺あざむこうとする。だが、戦場はそれを許さん。生きたい、殺したい、憎にくい、恨うらめしい……そうした本心を聞くことができる」

ユーノス：なんという人間不信！

リン：誰だれも信じられなくなったすえに、戦場にしか真実はない、そう思ってるのですね。

チンエン：もう瘴しよう気きに呑のまれてないか、こいつ。

ユーノス：きっと、もう背はい後ごから黒いオーラとか出てますよね？

ＧＭ：はい、そんな気配をオトハは感じます。

オトハ：ううう……。

ＧＭ：「戦のない世を作る……それは神にでもならなくてはできぬこと。わしは神にはなれぬ。神になれぬのなら───魔まになるしかなかろう？」




　凄せい絶ぜつな笑えみを、ノブカタは浮うかべた。

　どす黒い野望に満ちた姿すがたは、もう英えい雄ゆうではない。

　魔王と呼よぶにふさわしかった───。




オトハ：わたしは、あなたの考えを認みとめられません。

ＧＭ：「ほう、ならば一戦交えるか？」何気ない口調ですが、そこには本物の殺意がこもっています。

オトハ：……睨み合うだけです。無言で。

ＧＭ：では、フッと口元をほころばせます。「これは面白い！」とノブカタは手を打ちながら「皆の者、笑え笑え！」と。家臣の席からは、恐おそる恐るの乾かわいた笑い声が上がります。

リン：ああ……。

ＧＭ：「ミツテル殿は、わしと一戦交えるそうだ。このような冗談、笑ってやらねば失礼であろう！」

チンエン：あれか、笑わないと殺されると思って家臣たちも必死に笑うんだな。

オトハ：……黙だまってその中にいます。拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめたり。

ＧＭ：ならば、それ以上の話は無用とばかりに、このままオトハは城を追い出されますね。

オトハ：はい……。

ＧＭ：なお、去り際ぎわに悲しそうな顔をしたタマモが「ミツテル様、お話がありまする」と声をかけてきます。

オトハ：え、タマモが？

ＧＭ：はい。彼かの女じよは思いつめたような悲ひ壮そうな表ひよう情じようで、「ノブカタ様を、討うってくださいまし」と懇こん願がんしてきます。

オトハ：えええっ、ここで!?

ユーノス：そういえば、御初代様はタマモを封ふうじてノブカタを討ったんでしたね。

チンエン：……これ、実際の歴史ではヤスハが言われたことなんだよな。

オトハ：あっ、そうか！




　タマモは語る。

　ノブカタはタマモの魂たましいを宿していて不死身であること。

　討つためには自分を封じなければならないということ。

　そのためには三つの宝ほう石せきがいること。

　いずれも、オトハたちが調べた知ち識しきと合がつ致ちしている。




ユーノス：……で、太陽石がないから封ふう印いんできないってことになったんですよね。

ＧＭ：「太陽石を求め大陸に手のものを放っておりますが……わらわも瘴気に冒おかされておりまする。もはや間に合わないかもしれません」

オトハ：…………。

ＧＭ：「ならば、ノブカタ様を止められるのは、あなたしかいないのです」

オトハ：……あいわかった。こ、これは重いなぁ。

ＧＭ：では、タマモは一礼して去っていきます。

オトハ：…………。

ＧＭ：そして、タマモが去っていくと、物もの陰かげからヤスハが顔を出します。

オトハ：ええっ、いたの!?

ＧＭ：「ノブカタ様のところに飛び出していったと聞いたから、迎むかえに来たのじゃ……」

オトハ：そ、そうであったか。

ＧＭ：「思いついたら即そく行動。そういうところも、わたしに似にておるのう」

オトハ：……今の話、聞いておったか？

ＧＭ：そうすると、こくりと頷うなずきます。そして覚かく悟ごしたような顔で「ここから先は、わたしの仕事じゃ」と言います。そして優やさしげに微笑ほほえみます。

オトハ：のう、ヤスハ……。

ＧＭ：「うん？」

オトハ：……その、また団だん子ごでも食べようか？（一同笑）

チンエン：そこで団子かよ（笑）。

オトハ：でも、ふたりにとって平和の象しよう徴ちようだし。

ＧＭ：「そう言うと思って買ってきたのじゃ」と団子の包みを差し出し（笑）。

ユーノス：さすがは御ご先せん祖ぞ様。

ＧＭ：では、ヤスハはオトハを町が見下ろせる天守閣に案内しますよ。

ユーノス：ああ、いいですねえ。屋根かなんかに座すわって、町を見下ろすんですね。




　オトハはヤスハに案内され、オオド城の天守閣へ。

　屋根の上に腰こしを下ろせば、眼がん下かには城じよう下か町まちが広がっている。

　発展を遂とげてはいるものの、戦ばかりの世の中で苦しむ人たちがいる───。




ＧＭ：では、眼下に広がるオオドの町を見ながら団子を頬ほおばっていると。

オトハ：団子は美味おいしいけど、複ふく雑ざつじゃな。

ＧＭ：「わたしもじゃ。最近は団子を食べても嬉うれしくない。やっぱり、団子は皆が笑顔で食べるのが一番じゃな」

オトハ：そうじゃな。……では、本当にノブカタを討つのか？




　しばし、沈ちん黙もくが降おりる。

　夕陽に照らされ、ヤスハの顔はよく見えない。




ＧＭ：「……討つ」

オトハ：……本当にそれでよいのか？

ＧＭ：「もう、決めたのじゃ！」

オトハ：つらくはないのか？

ＧＭ：「つらくはないのじゃ！」

オトハ：でも、そなた本当はノブカタのことを……。

ＧＭ：「…………」

オトハ：どうした？




　ふたたび、沈黙するヤスハ。

　小さい嗚お咽えつが、オトハの耳に届とどく。

　振ふり返かえったヤスハの顔は……。




ＧＭ：「大好きなんじゃ～!!　うわあぁぁぁぁん！」と堰せきを切ったように泣き出します。

一同：おおおおおっ！

[image: ]

ユーノス：未練たっぷりだ！

オトハ：おおお……（胸むねを押おさえる）。

リン：どうしました？

オトハ：……きゅん！

一同：きゅんと来た───!?（一同笑）

ＧＭ：き、来ましたか？　きゅんと。

オトハ：来るよ！　だって御初代様、乙女おとめなんだもん！　きゅんきゅんしますよ！

ユーノス：ですよねえ。ずっと片かた想おもいで、報むくわれないと知りつつ今も想い続けて……。

チンエン：泣くほど好きみたいだからなぁ。

オトハ：ほら見て見て。レコードシートにも、ハートマークいっぱい書いちゃった♪

リン：あらほんとだ（←キャラシートを覗のぞき込こみつつ）。




　しばしヤスハの乙女っぷりに萌もえまくる小島めぐみであった。




オトハ：（やや落ち着いて）ふーっ、可愛かわいいなぁ……。

チンエン：それにしても、ヤスハってものすごくつらい立場だよな……。

ユーノス：ですね。大好きなのに、ノブカタを討うたねばならないのですから。

オトハ：そんなことをやらせてよいのかなぁ。なぁヤスハ、わたしがノブカタを……。

ＧＭ：「それはダメじゃ、そんなことはさせられん！　びしっ！」

オトハ：ちょっ、なんでデコピン!?（笑）

ＧＭ：「戦がない世を作るというのはノブカタ様と約束したこと。だから、それはわたしの役目なのじゃ。だって、わたしはノブカタ様が大好きだからな───」




「だからこそ、あの人がやれなかったことをわたしが継つぐのじゃ」

　ぐっと拳を握りしめ、ヤスハは言った。

　涙なみだでくしゃくしゃになっていた顔が、いつの間にやら凛り々りしいものに変わっていく。




オトハ：そうか、大好きだからこそ自分がやらねばならぬ、と───。

リン：誰よりもノブカタの志こころざしを理解しているからこそ、なのですね。

チンエン：本人が忘わすれてしまった志を、本人に代わって貫つらぬこうってわけか。

リン：なんやかんやと言っても、初代タイクーンですね、この人。

オトハ：わたしも泣けてきた。涙を流しながら団子食べよう……。

ＧＭ：「これ、団子は笑って食べるのが一番だと言ったであろう？　泣いてはいかんぞ」

オトハ：う……ヤスハだって泣いておるじゃろう！




　団子、甘いかしょっぱいか。

　ヤスハとオトハ。その胸の内を明かし、涙ながらに団子を頬ほおばった。

　皆が笑って団子を食べることができるその日のために、想い人を討たねばならぬ。

　それが、初代タイクーンのみが知る、歴史の真実……。







◆Middle 11◆アオイ・ミツテル立つ！




　戦国の魔王オワリ・ノブカタを討つ───。

　ヤスハは、アオイ・ミツテルとなって燃もえる天守閣に向かう。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中、そのとき歴史が動いたのだった。




ＧＭ：さて、シーンを転じましてミドルフェイズ最後のシーンとなります。

一同：おおっ！

チンエン：思えば、いろんなことがあったような気がする。

ユーノス：幻の中で、いろんな歴史を体験してきましたからね。

オトハ：最後のシーンはやっぱり？

ＧＭ：はい、燃える天守閣の中、ヤスハことアオイ・ミツテルがノブカタを討つというシーンとなります。皆みなさんは全員登場で、そのシーンに立ち会うことになります。

オトハ：……来たか！

チンエン：今日のそのときって感じだな。

ＧＭ：アオイ勢ぜいの奇き襲しゆうを受け、ノブカタが籠こもる天守閣は炎えん上じよう。ノブカタは炎ほのおの中で「誰だれかある！」と近きん習じゆを呼よびますが、皆すでに逃にげ出だしています。そして、その前に武む者しや姿すがたのヤスハが現あらわれます。「もはやタマモは封ふうじました。ノブカタ様、お覚悟を」

オトハ：……最後までヤスハと名乗らないのか？

ＧＭ：名乗りません。あくまでも、アオイ・ミツテルの名の下にノブカタを討ちます。

オトハ：本当は女の子だって、明かさずに？

ＧＭ：もし、ここでそんなことを言えば、ノブカタを討つと覚悟した心が揺ゆらぐ。そう思ってのことでしょう。

オトハ：そ、そうか……サムライじゃのう。

ＧＭ：ノブカタは「貴様、アオイ・ミツテル!?　わしを裏うら切ぎったか！」と憎ぞう悪おの目を向けます。ヤスハは、それに答えず黙っています。

ユーノス：口上も述のべなければ、言いい訳わけもしないと。

ＧＭ：そりゃあまあ。ここで何か言ったら、泣いちゃいますから。

オトハ：せつない！　それはせつない！

ＧＭ：「おのれアオイ・ミツテル、わしの手から天下を奪うばおうとは！　許ゆるさん、許さんぞ！　……この怨うらみ、晴らさでおくべきか！　七代祟たたり、その血ち筋すじを絶たやしてくれん！」そんな怨えん嗟さの声を浴びながら、ヤスハはその胸に飛とび込こんでいきます。

オトハ：ああっ───！

ＧＭ：手にしているのは、銀の装そう飾しよくが施ほどこされた守り刀。それが深々と胸に刺ささり。

チンエン：それは、ノブカタから授さずかった短刀か……。

ＧＭ：はい、ふたりが志こころざしを誓ちかったものですから、自分の気持ちも揺ゆるがないからと。

ユーノス：なんとも悲壮な決意ですね……。

ＧＭ：小さな声で「お慕したいしておりました、ノブカタ様」と小さく呟つぶやき───。




　報われぬ恋こいと知りながら、想い人に素す性じようを明かすこともなく。

　睦むつ言ごとの代わりに怨嗟の声を一身に浴び、初めてその胸に飛とび込こむのは命を奪うばうため。

　秘ひめた想いを伝えたのは、その手にかけたとき。

　ヤスハの胸きよう中ちゆう、いかばかりか───。




ＧＭ：こうしてノブカタは討うち取とられます。ヤスハの呟きは、届とどいていないでしょう。

ユーノス：こ、これは、ヤスハさんの気持ちを思うと、たまらんものが……。

ＧＭ：「のう、オトハよ」と、ヤスハは背せを向けたまま問います。

オトハ：はい！

ＧＭ：「次の世代に生まれてくる子たちには、こんな想いはさせたくないのう」

オトハ：……はいっ！

ＧＭ：「皆が笑って団子を食べられる日が、来るといいな……」

オトハ：約束します！　いつかきっと、そんな世の中が来ると！

ＧＭ：その言葉を聞くと、ヤスハは「では、任まかせたぞ」と振ふり返かえります。にっこりと笑いながらも、その頬には涙が伝った跡あとが。

リン：これが、御初代様の秘ひめられた歴史ですか……。

ＧＭ：はい、その後ノブカタを討ったヤスハ……いえ、アオイ・ミツテルは、タイクーンとなってダイワを統とう治ちするようになります───。




　こうしてオワリ・ノブカタを討ったアオイ・ミツテルは、タイクーンの座ざについた。

　オオド城の大広間には、ダイミョウたちが集まり臣下の礼を取る。

　その頂ちよう点てんに立つアオイ・ミツテルは、初代タイクーンとして讃たたえられることとなる。




ＧＭ：その治世ではダイワから戦をなくすることはできませんでしたが、それ以前の戦国乱らん世せいにはなかった一定の秩ちつ序じよを保たもつことができるようになりました。

オトハ：がんばったんじゃな、ヤスハ。

ユーノス：……そういえば、アオイ・ミツテルって七人も子を授かってるんですよね？

オトハ：結けつ婚こんとかどうしたんじゃろう？　女の子ってこと隠かくしたままみたいだし。

ＧＭ：そこは、あえて語らないでおきましょう。

チンエン：まあ、意外と新しい幸せを見つけたのかもしれんぞ。案外たくましいし（笑）。

オトハ：うん、きっとそうじゃな！

リン：これで試練は終わりなんですか？

ＧＭ：はい。というわけで一方その頃ころって感じのマスターシーンを挿そう入にゆうします。

チンエン：おっ？　まだなんかあるのか？




＊　＊　＊




　どことも知れぬ、闇やみの中───。

　その中で、瞑めい目もくするひとつの影かげがあった。

　ぼうっと鬼おに火びが漂ただよい、カッと目を見開いたのは不知火しらぬいのゲンヤであった。




ＧＭ：闇の中で、不知火のゲンヤがクワッと目を開き。

ユーノス：そういえばいましたね、そんな連中！（一同笑）

オトハ：妖よう怪かいニンジャ七人衆しゆう……すっかり忘れていた！

チンエン：我われ々われは、他のことでお腹なかいっぱいだったから（笑）。

ＧＭ：「見えた、アオイ・オトハの姿が───」と呟きます。

オトハ：おお、わたしの姿が見えたとな！

ＧＭ：具体的に言うと、《クウェリィ》を使ってオトハたちの場所を今掴つかみました。




《クウェリィ》

　ＧＭに対して疑ぎ問もん点てんを直ちよく接せつ質しつ問もんできるサモナーのスキル。




ＧＭ：「ＧＭ、オトハたちはどこにいるの？」「はーい、今ここにいますよ」と（笑）。

オトハ：それは、ばっちりわかっちゃうな（笑）。

ＧＭ：「やつらは、幻まぼろしとも過か去こともつかぬ中におる……」そうすると、鬼火の中に霊れい廟びようが映うつります。すると、背後に三人の影が。

リン：……さて、誰が来るのでしょう？

ＧＭ：手長足長兄弟とガシャ髑髏どくろのクロベエですね。「ゆけ、この不知火がお前たちを幻げん影えいの中に導みちびいてくれよう」と言うと、すいーっと不知火が三人を先せん導どうします。

チンエン：こいつ、幻の中に干かん渉しようできるのか。

ユーノス：なんだか、それだけで強そうな気がしますね。

ＧＭ：というわけで、クライマックスとなります！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆強敵、妖よう怪かいニンジャ強襲!!




　歴史を語ってくれた幻まぼろしは、砕くだけるように消えた。

　そして、無数の骸むくろが横たわる戦せん場じよう跡あとの光景へと変わっていく。

　現あらわれたのは、三人の妖怪ニンジャたちであった。




ＧＭ：それでは、クライマックスとなります。今まで皆みなさんが見ていた幻の世界がガシャーンと砕くだけ、骸が転がる戦場跡へと景色が塗ぬり替かえられていきます。

オトハ：ああっ、せっかくいいシーンだったのに！

ユーノス：本当ですよ、せっかくのいいシーンを物理的に台無しにされてしまった！

ＧＭ：そして現われた影かげ三つ。

オトハ：何やつじゃ！

ＧＭ：「ガーッシャッシャッシャ！　わしはガシャ髑髏どくろのクロベエだべえ！」

チンエン：また、そんなわかりやすい笑い声のヤツか（笑）。

ＧＭ：そして「テェェェェェェッ！」「ケェェェェェェッ！」と奇き声せいを発する手長のタロウと足長のジロウ！　……あっ、しまった!?

チンエン：ん？　どうしたのかね？

ＧＭ：こいつら奇声しか上げないというキャラにしたから……ここで名乗れない!?

チンエン：知らねえよそんなこと！（一同爆ばく笑しよう）

リン：また、そんなどうでもいいことで……。

ユーノス：でも、名乗らないと手が長い人と足が長い人とだけ認にん識しきしますからね。

オトハ：じゃあ、足長おじさんと手長おじさんで！（一同笑）

チンエン：足長おじさんだと紳しん士しな感じだが、手長おじさんは気持ち悪い感じだ！

ＧＭ：まあ、せっかくなのでクロベエが「こっちは手長のタロウで、こっちは足長のジロウだべえ」と紹しよう介かいしてくれます。

チンエン：いいよそこまでしなくても！（一同笑）

ユーノス：……だめだ、もうクロベエが愉ゆ快かいなキャラにしか見えない（笑）。

オトハ：ていねいなやつじゃな。ガシャ髑髏なのに（笑）。

ＧＭ：では、戦せん闘とうに移うつります。【行動値】の申告を。




▼第１ラウンド

・行こう動どう値ち

手長のタロウ　　　25

足長のジロウ　　　25

ユーノス　　　　　19

リン　　　　　　　18

オトハ　　　　　　16

チンエン　　　　　16

クロベエ　　　　　15
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チンエン：手長足長兄弟、結けつ構こう速いぞ。

ＧＭ：戦せん闘とう配置ですが、ＰＣのエンゲージから一〇メートルの位置にガシャ髑髏のクロベエのエンゲージ。手長のタロウと足長のジロウのエンゲージがあります。

チンエン：敵てきのエンゲージがふたつあるぞ。

ＧＭ：で、この敵のエンゲージは一〇メートル離はなれてます。

ユーノス：なるほど、わかりました。では、セットアップですね。

ＧＭ：では、手長のジロウはセットアップでオリジナルスキルの《筋きん力りよく大増ぞう強きよう》を使用。全身の筋きん肉にくが、その長い腕うでに集まっていきます。

チンエン：おっ、パンプアップした。

ＧＭ：そして【筋力】が＋40されます。

リン：なんじゃそりゃ───!?

オトハ：＋40!?

ＧＭ：さらに、この兄弟は《魂たましいの兄弟》というパッシブのオリジナルスキルを持っており、セットアップで使用されたスキルは、エンゲージしているとお互たがいに効こう果かがあります。なので、足長のジロウも足がもこもこっと盛もり上あがっていきます。

チンエン：つまり、【筋力】＋40の《スマッシュ》かなんかが飛んでくるのか。しかも、ふたり分も!?

ユーノス：意外に厄やつ介かいかもしれませんね、このふたり。

ＧＭ：そして足長のジロウ。《早足分身》というオリジナルのエネミースキルを使用。すると、今度は回かい避ひ判はん定ていに＋２Ｄ。

チンエン：待て待て、これもふたりともに効果があるのか？

ＧＭ：ええ、そういうことになります。

チンエン：こいつら、コンビネーションばっちりだな。

ＧＭ：タロウとジロウのセットアップは終わりです。

ユーノス：では、ボクですね。《クイックソング》からの《エチュード》を宣言。（ダイスを振ふる）発動成功、皆さんダメージに＋20ですよ。

チンエン：よしきた！

リン：では、ここで《陣じん形けい》いきましょう。さて、どう移い動どうするかですが。

チンエン：あっちの手長足長兄弟は放って、先にガシャ髑髏を叩たたこう。

リン：そうしましょう。




《陣形》を使用して移動した結果、オトハとリンはガシャ髑髏のクロベエにエンゲージ、ユーノスとチンエンはお互たがいに少し離れ、別のエンゲージとなった。




リン：これで《陣形》終しゆう了りよう。一気にいきましょう。姫ひめ様さま！

オトハ：うむ、《限げん界かい突とつ破ぱ》じゃな！　リン、使ってよいぞ！

リン：はい！　では《限界突破》を宣言。そして、《インペレイティブ》から《チャネリング》で《セイクリッドダンス》。今回は《シャインストライク》でいきましょう。

ＧＭ：《シャインストライク》。攻こう撃げき重じゆう視しですね。

リン：（ダイスを振る）判定は成功。すべての判定に＋１Ｄ、ダメージに＋【精せい神しん】です。

オトハ：次はわたしじゃな。印いん籠ろうを使うのじゃ！　ええい、控ひかえおろ～！

リン：ここにおわすお方をどなたと心得る！

ＧＭ：「ガーッシャッシャッシャ！　我われらはノブカタ様こそ真の支し配はい者しやだと心得る者。裏うら切ぎり者もののアオイ家の末まつ裔えいなど、恐おそるるに足らずだべえ！」

オトハ：黙だまれ下げ郎ろう！　受うけ継ついできた誇ほこり高たかきアオイ家の、御ご初しよ代だい様の志こころざしにかけて……おぬしらを成敗する！

リン：ああ、姫ひめ様さまが御初代様の想いを受け継がれた！




　連れん綿めんと受け継がれてきたアオイ家の紋もん所どころ。

　初代タイクーンが後世に託たくした想いがどれだけ重いものか、今ならわかる。

　その想いを無む駄だにしないため、オトハは立つ！




オトハ：みんな、ダメージに＋２Ｄじゃ！

チンエン：次はオレだな。《ファストイート》で精せい霊れいのサラダを消費だ。〈地〉属ぞく性せいダメージが＋１Ｄ。

ＧＭ：最後は、ガシャ髑髏のクロベエですね。

リン：さて、何をしてくるか。

ＧＭ：クロベエは《無念の兵》というオリジナルのスキルを宣言します。五メートル以内の任にん意いの場所に、スケルトンソルジャー五グループを召しよう喚かんしますよ。

チンエン：こいつ、ガシャ髑髏だけに骸骨スケルトン兵士ソルジヤーを呼よぶのか！

ＧＭ：地面からズラズラと這はい出だしてきます。こいつらの【行動値】は８。セットアップで使うスキルはありません。

チンエン：では、イニシアチブプロセスか。

ＧＭ：はい、足長のジロウがムーブアクションで《足長のひと跨またぎ》というオリジナルのスキルを使用。こいつは飛行状じよう態たいになりつつ手長のタロウごと移動できます。オトハとリンがいるエンゲージに、五メートル近づきます。

チンエン：いかにもそれらしいスキルだな。

ＧＭ：そこでマイナーで《スマッシュ》を宣言。これでダメージに＋48。で、メジャーで《トリプルブロウ》を宣言して攻撃の対象はオトハに集中！

オトハ：ぎゃああっ。

ユーノス：ん？　エンゲージしていませんが、白兵攻撃が届とどくのですか。

ＧＭ：《異形：長腕》で、白兵攻撃の射しや程ていは五メートルまで伸のびます。

チンエン：足長なのに《異形：長腕》か（笑）。

ＧＭ：まあ、そこは目を瞑つぶってください（笑）。演えん出しゆつ上は、蹴けりが三発飛んできます。

オトハ：きゃー！

ＧＭ：おっと、命中判定の前に《ワンツーブロウ》（＊）を宣言しておきますか。

ユーノス：待った！　その《トリプルブロウ》を《インタラプト》で打ち消し！

ＧＭ：ならば、その《インタラプト》を足長がさらに《インタラプト》！

チンエン：うっ!?

リン：やはり持っていましたね。でも、これで向こうの《インタラプト》を潰つぶしましたよ。

ユーノス：まあ、ボクは《インタラプト》を復ふつ活かつさせられますからね。

ＧＭ：では、一発目の命中判定から。（ダイスを振る）ダイス目は18、ここで《シークレットアーツ》（＊）を使ってダイス三つを振り直し！

リン：クリティカル狙ねらいですか！

ＧＭ：（ダイスを振る）……う、出なーい。ダイス目は20になって、命中は36！

オトハ：なら《ストライクバック》で……！

ＧＭ：おっと、《ストライクバック》の射程は？

オトハ：……あっ、武ぶ器き！　五メートル離れているから届とどかない!?

リン：あああ！　これは回避するしかありません！

オトハ：（ダイスを振る）……くっ、だめじゃ、17。

ＧＭ：これは様子をうかがっている不知火のゲンヤが「……ククク、シンエイ流の剣けんは手長足長兄弟には効きかぬ！」とほくそ笑むところ（笑）。

リン：シンエイ流の技を見越して手長足長を送り込んでくるとは、敵ながらやりますわね。

チンエン：こいつら強いぞ。あっという間に死んだかませ犬のカマゾウとは大おお違ちがいだ！




　かませ犬ではないです。かまいたちです。




リン：いや、ここはむしろテイエンさんを褒ほめるところでしょう。これだけ強い敵をひとり減へらしてくれたんですから（笑）。

チンエン：そうか、兄者はああ見えてよくやってくれたんだな！

ＧＭ：ダメージは86点です。

リン：《プロテクション》！　（ダイスを振る）22点軽けい減げんです。

オトハ：（計算して）それなら46点くらった！

ＧＭ：一発で倒たおせるとは思っていませんよ。続いて二発目の蹴り。「ケェェェッ！」（ダイスを振る）……うっ、これまた微び妙みようなダイス目。《シークレットアーツ》をもう一発。

チンエン：これで二回目か。

ＧＭ：（ダイスを振る）おっしゃ、クリティカル！　すると《マーダースキル》（＊）５レベルが発動し、ダメージにさらに５Ｄプラスされます。

オトハ：（ダイスを振る）クリティカルはせず、避よけられないのじゃ！

ＧＭ：さっきより７Ｄ増ふえてますからね。（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点！

リン：今度は《プロテクション》を使えません。姫様、耐たえてください。

オトハ：うん、《トゥルーアイ》で15点軽減なのじゃ。

チンエン：お、すごい。

ＧＭ：キンッと刀で弾はじきましたね。

オトハ：合計74ダメージくらってしまったのじゃ。

リン：結構くらってしまいましたね……。

ＧＭ：（ダイスを振る）では、三発目の蹴りを……おおっ、まあまあの目だ。38。

オトハ：それは避けられない!!

ユーノス：ここは使いどきだな。危あぶないオトハさん！　《インターフィアレンス》を宣言！

リン：でも、達成値届きます？

ユーノス：そこはフェイトを３点使って、７Ｄで判定しますよ（ダイスを振る）。




　転がる七つのダイス。

　その結果───。




ユーノス：フッ、足長の伸びる足は、ボクの音楽によってリズムを崩され、命中することはありません……クリティカル！

一同：おおっ！（拍はく手しゆ）

ユーノス：向こうの蹴けりは叩たたき落おとしました。しかし、やりますね。ただ足が長いだけではないようだ。

ＧＭ：するとジロウはにやりと笑って「ケケケ」と答えます（笑）。

ユーノス：ほほう、なめるなと。

オトハ：ユーノスが翻ほん訳やくした!?

チンエン：おそらく適てき当とう言ってるだけだろう（笑）。

ＧＭ：次はタロウ。では、マイナーで《スマッシュ》を使用し、《ペネトレイトブロウ》でオトハを攻撃。ぎゅーんと腕が伸のびてきます。

オトハ：またこっちか！

ＧＭ：そりゃあ、オトハを狙ねらってきた刺し客かくですからね。判定前に《ワンツーブロウ》を使用して（ダイスを振る）おおっ、クリティカルー！

オトハ：わああああっ!?　ともかく回かい避ひじゃ。（ダイスを振る）……うう、達成値は20。クリティカルしないから避よけられないのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ほっほっほっ、いい目が出ました。ダメージは[image: ]点です。

オトハ：あうあー、これは耐たえられないぞ！

リン：ならば《アフェクション》！　ダメージを０にします。

ＧＭ：……ん、では今度は手長が《インタラプト》を宣言しましょう。

一同：ううっ！




　一同に戦せん慄りつが走る！




オトハ：いかん、いかんぞ！

リン：やはり、そっちも持っていた！

チンエン：いや、これは仕方がない。

リン：姫様が倒たおれるので《蘇そ生せい》を使いましょう。

ユーノス：ですね。それしかない。

リン：では全員の【ＨＰ】が全ぜん快かいします。あたしは《アフェクション》を宣言したので《プロテクション》はできませんが、姫様は《トゥルーアイ》が使えるはずです。

オトハ：では、《トゥルーアイ》を使用して15点軽減。97点が抜ぬけてくるのか。さっき全快しているから、残り【ＨＰ】は71じゃ。

ＧＭ：で、こちらの行動は終わり。

ユーノス：……結構いろんな切きり札ふだを切らされましたよ、この兄弟に対し。

リン：そのうえ、クロベエが攻撃を残しています。厄介ですね。

オトハ：頑がん張ばって戦うしかないのう。

リン：そのとおりです。次のイニシアチブプロセスで《クイックヒール》。（ダイスを振る）判定は成功、姫様の【ＨＰ】を55点回かい復ふく。

オトハ：リン、助かるのじゃ。

リン：次にマイナーで《コールゴッド：タケフツ》、与あたえるバッドステータスは威い圧あつを指定し、メジャーで《ペネトレイトブロウ》。クロベエを攻撃しましょう。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

リン：（ダイスを振る）命中は22。よほどのことがないかぎりは命中するでしょう。

ＧＭ：はい、その時点でもう回避は無理ですね。

リン：ダメージロールで《パニッシャー》を使用。現げん在ざい、ダメージの固こ定てい値ちは[image: ]！

チンエン：さすが、ますます殺法に磨みがきがかかったか。

リン：振れるダイスは６Ｄ、いきます！　（ダイスを振る）……フフ、いい目が出ましたよ。ダイス目が26の、合計[image: ]点！

チンエン：それが防御力を抜けてくるんだな。

ＧＭ：……くっ、威圧がくるから《バッドステータス無む効こう》を使用！　そのかわり【ＨＰ】を10点失います。

リン：そのくらいは想定内ですわ。骨ほねなど微み塵じんに砕くだいて差し上げましょう！

ＧＭ：「ぐぬぬ……小こ娘むすめがァ」とクロベエは怒いかり心頭。

チンエン：次はオレだ。ムーブアクションで《ランニングセット》を使い、《マジックブラスト》で範はん囲い（選択）に拡かく大だい。

ＧＭ：お、うわ。

チンエン：で、マイナーアクションで《フードファイト》！　轟ごう炎えん豆どう腐ふをごーんとぶっ込こむ。そして《ダブルキャスト》からの《アースバレット》だ！

ＧＭ：きたか！

チンエン：目標は、クロベエとスケルトンソルジャーのエンゲージ！　（ダイスを振る）一発目、命中は32！

ＧＭ：（ダイスを振る）えー、スケルトンソルジャーもクロベエも回避できませんでした。

チンエン：よし、ダメージロールだ。

ユーノス：そこに《ディスコード》を乗せます！

チンエン：（ダイスを振る）よし、[image: ]点！

ユーノス：それに19点追加！

チンエン：合計[image: ]点の〈地〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。さて、耐たえられるか？

ＧＭ：クロベエは耐えますが、スケルトンソルジャーは一気に吹ふっ飛とびます。

チンエン：戦場で果てた無念も晴れるような、美味うまい料理を供そなえてやろう（笑）。

ＧＭ：ああ、あまりの美味おいしさに成じよう仏ぶつしていくという（笑）。

チンエン：そして二発目だが、《リゼントメント》を宣言！

ＧＭ：「わしはスケルトンソルジャーのようにはいかんべえ！」

チンエン：どうかな？　（ダイスを振る）おっと、低い。フェイト１点消費して振り直し。……よしよし、今度は35。

ＧＭ：35……それはクリティカル以外無理ですね。しかし、出るときは出る！

ユーノス：ならば、念には念を入れて《ペナルティヒット》！

ＧＭ：うっ。

ユーノス：リアクションダイス一個減らしてください。

ＧＭ：では、１Ｄしか振れないので、回避はもう不ふ可か能のうに。「おのれ、天てん狗ぐのくせに人間の味方をするか！」

ユーノス：だからボクは天狗でも妖怪でもないっ！　天使だ！（一同笑）

リン：本当は天使でもなくドゥアンですけど。

チンエン：では、ダメージロール！　（ダイスを振る）くらえ、[image: ]点！

ＧＭ：ブッ───!?

チンエン：ちなみにスリップも入るぞ。

ＧＭ：それは《バッドステータス無効》を使用。このままリンに回すわけにはいかない！

リン：（手をワキワキさせながら）ああ～ん、残念！




　リンとチンエンの猛もう攻こうにより、クロベエの骨体には無数の亀き裂れつが走った！

　そこへ迫せまるのは、怒りに燃もえるサムライプリンセス・オトハ！




オトハ：《ファストセット》で《スマッシュ》を使って、マイナーで《フルスイング》。そして《ストラグルクラッシュ》でクロベエを攻撃じゃ！

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

オトハ：ここで《ボルテクスアタック》を宣言して（ダイスを振ふる）クリティカルー！

ＧＭ：ぐわああああっ、出てしまった!?

オトハ：そして《バーストスラッシュ》の効果で、防ぼう御ぎよ力りよく無む視しじゃ！

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルしない、クロベエはガキッと受け止めようとしますが、オトハの太刀はそれより速かった！　攻撃は見事に命中！

オトハ：えっと、いろいろ計算した結果、ダメージロールは14Ｄ＋[image: ]なのじゃ！

ＧＭ：そ、それは死ねる!?

オトハ：（ダイスを振る）ダイス目44、合計[image: ]点の防御力無視！

ＧＭ：ぶふぁ!?　ぐわ、やべえ累るい計けいで[image: ]点！

オトハ：そして二発目……（ダイスを振る）またまたクリティカル!!

ＧＭ：うっそぉぉぉぉっ!!（悲鳴）




　一刀が駆かけ抜ぬけ、さらに戻もどりの一刀。

　音もなく、時間差もない。

　ほぼ同時の瞬殺寸すん断だん無音の二ふた重え太だ刀ち。

　どこまで高まるか、オトハの剣！




ＧＭ：やばい、生きてられねぇぇぇ。だが、死ぬ間ま際ぎわにやることがある。

オトハ：何ッ！

ＧＭ：クロベエはオリジナルスキル《大だい自じ爆ばく》を使用！

一同：自爆！

ＧＭ：残り【ＨＰ】[image: ]点以下になると使用できるオリジナルのスキルです。戦闘不能になりますが、現在の【ＨＰ】＋２Ｄの〈地〉属性の魔法ダメージを与えます。命中判定は魔ま術じゆつで……達成値20。

オトハ：フェイトを１点使って、４Ｄ＋９で回避じゃ。

リン：フェイトを２点使っておきましょう。これで６Ｄ振れますから避よけられるはず。

ＧＭ：では、回避の判定をどうぞ！

リン：（ダイスを振る）はい、27で回避成功。

オトハ：（ダイスを振る）うっ、回避17！

リン：振り直し、振り直し！

オトハ：そ、そうじゃな。フェイトを１点使って振り直しじゃ！　……せいっ！

リン：───っ！

チンエン：これは、どうだ……？

オトハ：（ダイス目を計算しながら）達成値19!?

一同：ああああああああああ～！

ＧＭ：当たりました、当たりましたよね!?

リン：これはしょうがないです。

オトハ：さっき、クリティカル連続で出しちゃったから！

ＧＭ：クロベエから、無数の骨がしゅぼぼぼぼぼぼ！　周囲に爆ばく散さんします。

[image: ]

チンエン：こいつ、骨を飛ばしてくるのか！

ＧＭ：（ダイスを振る）よいしょ！　82点の〈地〉属性魔法ダメージ！　……もっとダメージ行くと思ったんですが、一気に【ＨＰ】削られたせいでこんなもんです。

リン：《プロテクション》で19点軽減！

オトハ：さらに《トゥルーアイ》で15点軽減じゃ！　だから、【魔法防御力】を引いて、39点のダメージをくらってしまった。残り【ＨＰ】87！

ユーノス：ともあれ、クロベエは倒たおしましたね。

ＧＭ：しかし、ここでオリジナルのエネミースキル《骨復活》を使用。

チンエン：《骨復活》！（笑）

ＧＭ：《大自爆》の直後に使用。戦闘不能を回復して【ＨＰ】を[image: ]点回復し、行動値に＋10。さらに《連続攻撃》を取得します。

リン：これは倒しましょう！　とっとと倒さないと（笑）。

チンエン：そうだ、このラウンド中に倒さないといかん！

ＧＭ：骨が爆散した後から、両手が鎌かま状じようになって下半身が蛇へびのように変わったクロベエの姿すがたが現あらわれます。

チンエン：なるほど、余よ分ぶんな骨を吹ふき飛とばしてスピードタイプになったんだな（笑）。

オトハ：（悔くやしそうに）しぶといのじゃ～！

ＧＭ：「ガーッシャッシャッシャ！　姿を変えたわしについてこられるかな？」

ユーノス：しかし、ここで待機していたボクの行動となります。《ジョイフルジョイフル》をオトハさんに！　（ダイスを振る）判定成功！　もう一度行動してください！

オトハ：じゃあ、《スマッシュ》《フルスイング》からの《ストラグルクラッシュ》！

ＧＭ：スピードタイプにチェンジしたら、オトハがぐいっと構かまえていたという（笑）。

オトハ：せい！　命中は37か。６は一個出てるのに。

リン：あ、なら《グレートバースト》ですよ。

オトハ：あっ、そっか。では《グレートバースト》でクリティカルじゃ！

ＧＭ：!!

オトハ：一いち撃げき目、[image: ]点の防御力無視！　二撃目、[image: ]点！

ＧＭ：あっ、死んだ（一同笑）。




　二重太刀、ふたたび。

　素す早ばやい形けい態たいに姿を変じても、オトハの剣はそれをさらに上回った。

　電光石火の早はや技わざの前に、ガシャ髑髏のクロベエは倒れた。

　残るは、手長足長兄弟のふたり。




リン：復活した直後、返す刀でバカーンと。

ＧＭ：「見るがいい、新たな形態を……えっ───」ぐらいな勢いきおいでしたね。

オトハ：（拳こぶしを握にぎりしめて）よし！

ＧＭ：さて、これで全員行動済ずみですが。

リン：当然、《再さい行こう動どう》でしょう。

オトハ：うん、一気に叩たたくぞ。

ＧＭ：ふふ、こちらも動けますよ。手長足長兄弟は、《黄金コンビ》というオリジナルのエネミースキルを持っておりまして、ふたりが健けん在ざいの時に使用でき、ふたりとも未行動になります。

チンエン：なるほどな。こいつはまずい、向こうから先に動いてくるぞ。

ＧＭ：というところです。では、手長と足長が行動しますよ。狙ねらうは、やはりオトハ！

オトハ：むっ！

ＧＭ：まず、足長のジロウが《スマッシュ》を宣言、《コンバットスロー》（＊）で攻撃します。

リン：投げを打ってくるんですか？

ＧＭ：足あし払ばらいとか蟹かに挟ばさみの要よう領りようですね。当たればスリップ。判定前に《ワンツーブロウ》を使用、これでクリティカルすれば……（ダイスを振る）ちっ、クリティカルはしない。でも、達成値は高め、命中は31！

オトハ：これは、避けられそうもない……！（ダイスを振る）失敗！

ＧＭ：さあ、いきますよ。「ケェェェェェェッ！」

リン：待ってください！　行動を放ほう棄きして姫様を庇います！

オトハ：すまぬ！

リン：姫様がスリップを受けると、次の移動に響ひびきます。ここは、あたしが引き受けます。

ＧＭ：では、ダメージ。（ダイスを振る）おお、７Ｄ振って30が出た。ダメージは[image: ]点！

リン：ああ、【物理防御力】を引いて、82点受けます。

ＧＭ：よっしゃ！

リン：それを《ソウルバスター》で82点を返します。

ＧＭ：ぶっ!?

リン：右みぎ腕うでをグシャグシャに粉ふん砕さいされながらも、相手の足を搦からめとりつつ同じく粉砕！　フフ、腕の一本くらいは差し上げましょう。最後まで立っていたほうが勝ちですから。

オトハ：なんという業わざ……。

ユーノス：恐おそるべし！　恐るべし闇やみの武ぶ術じゆつ！

リン：なお、スリップは《インデュア》で消し。

ＧＭ：さて、今度は手長のタロウですが……オトハには《トゥルーアイ》がある。今は、リンを狙った方が確かく実じつか？

リン：たしかに、もう《ソウルバスター》は撃うてません。

ＧＭ：よし、リンを攻撃しよう。《スマッシュ》からの《ペネトレイトブロウ》で攻撃。《ワンツーブロウ》も宣言します。

リン：しかし、避よければよいのです！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は30。これなら避けられまい？

リン：今、４Ｄ＋７で回避できるから23が出れば……まあ無理ですね。

ユーノス：リンさん、フェイトが残っていれば使ってください。《カノン》があります！

リン：それは希望が見えたかも。使いましょう、これで６Ｄ振れますから！

ＧＭ：では、判定をどうぞ！

リン：（ダイスを振る）……よし、31！　避けた！

一同：おおおおおおっ！

ＧＭ：避けた!?

リン：手長の攻撃をそっと受け流します。開かい祖そ様の動きをイメージして！

ＧＭ：リンがぽんと手を添そえると、長い手がすぱーんと寸すん前ぜんのところをかすめていきます。

リン：なるほど。防ふせぐのではなく受け流す。逆さからわない武術の奥おう義ぎですね。開かい眼がん！

チンエン：さすがだ！

ユーノス：次はボクですが、待機です。

リン：わたしはすでに行動済。姫様とチンエンですね。

オトハ：では、わたしから攻撃しよう。こやつら、五メートル先にいるんじゃよ。ムーブでエンゲージするのじゃ。

ＧＭ：では、手長と足長どちらを攻撃しますか？

オトハ：足長を攻撃しよう。さっきダメージ受けたし、こいつの分身がウザいのじゃ。

リン：回避が４Ｄになってますからね。

オトハ：《スマッシュ》からの《ストラグルクラッシュ》！　（ダイスを振る）せい！　命中は40じゃ！

ＧＭ：（ダイスを振る）はっ、クリティカル！

オトハ：なにっ!?　えっと、それじゃあ二発目は……？

リン：《ストラグルクラッシュ》は、一発目を避けられると二発目は判定自体が発生しません。初撃を当てることが重要なスキルです。

オトハ：ガガーン！

ＧＭ：残念、オトハの剣が捉とらえたのは、手長足長の残ざん像ぞうでした。

オトハ：クリティカル回避されちゃったよぉぉぉ。

リン：仕方ありません。チンエンに任まかせましょう。

チンエン：……いや、ここは攻撃はしない。

一同：え？

チンエン：ユーノスにエンゲージし、メジャーアクションで《ソウルフード》だ。そしてユーノスの《インタラプト》を回復させよう。

ユーノス：おお、それはナイス判はん断だん！

チンエン：お前の魂たましいを奮ふるわす料理だ、食え！　喰くらいやがれー！（笑）

ユーノス：うんまぁぁぁぁいっ！　それを食べて、《インタラプト》が復活！

チンエン：うむ！

ユーノス：そして待機していたボクの番！　ムーブアクションで《ウィング》を使い、飛行状態になっておきましょう。オトハさんに《ジョイフルジョイフル》！

オトハ：よし、ではいくぞ！　《ファストセット》で《スマッシュ》を使って、マイナーは《レイジ》じゃ。

ユーノス：おお、ここで《レイジ》いきますか。

オトハ：実は、あとひと振ふり予よ備びがあるし。ここでいく！　そしてメジャーは《ストラグルクラッシュ》！　【ＭＰ】足りるかな？

リン：大丈夫、こっちで受け持ちますから。

オトハ：頼たのむ、リン。コストは21点分じゃ。

リン：では姫様、どうぞ。

オトハ：（ダイスを振る）命中は35！




　刀も折れよと豪ごう剣けんがうなる！

　しかし……。




ＧＭ：おおっ！　防ぼう御ぎよ判はん定ていで６ゾロ！　クリティカル!!

リン：ッッッ!?

オトハ：あああああああ～、《レイジ》なのにぃぃぃ！

ユーノス：めげてはいけません！　《アデンダム》からの《ジョイフルジョイフル》でオトハさんに行動してもらいます。（ダイスを振る）呪じゆ歌か判定、成功。

オトハ：うむ、今度こそ。いっくぞーっ！

ユーノス：これで、ボクの《ジョイフルジョイフル》は店じまいだ。

オトハ：ムーブアクションで刀を装そう備びしよう。で、《スマッシュ》と《ストラグルクラッシュ》なのじゃ。

リン：コストは引き受けますので、ご心配なく。とはいえ、もうそろそろ尽つきますが。

オトハ：（ダイスを振る）でーい、今度は37！　さっきよりは上がったかな？

ＧＭ：……なんか、今日は自分のダイス目が怖こわい。またクリティカルしそうだ（笑）。

チンエン：何を言う。たんどーくんのダイス目がいいなんてそれこそ幻！　幻だ！（笑）




　そうのたまうチンエン……いや、菊池たけしの笑みは、どこかぎこちなかった。

　内心の不安を隠かくし切れないようだ。




オトハ：今度こそ！　当てる！

ＧＭ：いや、今回も……！




　振ったダイスを、固かた唾ずを呑んで見つめる一同。

　そして、出目は……。




ＧＭ：６ゾロォォォォォッ！

一同：……ぎゃああああああっ！

ＧＭ：クリティカル！　三回連続クリティカルですよ!?　ハッハーッ！（高こう揚よう）

オトハ：二度ならず、三度までも……わたしの剣が受け流された……？

チンエン：まずい、まずいぞこれはっ！

ユーノス：……かかか、勝てますよね、ボクたち？　ちょっと戦せん慄りつが走ってるんですが。

チンエン：大丈夫、これまでの中で最強の敵かもしれんが、勝てる……勝ちたい！（笑）

ＧＭ：そして長かった第１ラウンドもクリンナップですよ。よくやった、手長足長！

リン：……くっ、《セイクリッドダンス》を維い持じします。

オトハ：はうあ～。





（＊）《ワンツーブロウ》　格闘の攻撃の際、命中判定に＋１Ｄするモンクのスキル。

（＊）《シークレットアーツ》　命中判定のダイスのうち、任意の３個以下のダイスを振り直すことができるニンジャのスキル。

（＊）《マーダースキル》　攻撃の命中判定でクリティカルした場合、ダメージロールに＋［ＳＬ］Ｄするニンジャのスキル。

（＊）《コンバットスロー》　格闘の攻撃のダメージに＋［ＳＬ×２］し、スリップを与えるモンクのスキル。






▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、次のセットアップに入ります。かなりやばいですか？

オトハ：やばいのじゃ……。

リン：ここで《祝福》お願いします。【ＭＰ】がスカスカです。

オトハ：わたしもじゃ。では《祝福》。全員【ＭＰ】全快じゃ。

一同：おーう……。




　どこか力ない一同。

　もしかしたら犠ぎ牲せい者しやが出るかもしれない。

　いや、敗北もありうる。

　それほどに、１ラウンド目に切り札を注そそぎ込こんでいたのだ。




ＧＭ：ではこちらから。手長のタロウが《筋肉大増強》で【筋力】＋40します。この効果は、さっき言ったとおり《魂の兄弟》で、足長のジロウにもあります。

チンエン：……これさえなければ、いけるんじゃね？

リン：いや、《早足分身》の方を消しましょう。こちらにはもう《限界突破》がないわけですから、そもそもこちらの攻撃が当たらなくなる。

ユーノス：それはたしかに！

ＧＭ：そして足長のジロウが、《早足分身》を使用！

ユーノス：させません！　《インタラプト》で打ち消し。ばっと羽根を飛ばして足長の足を止めてしまいます。

ＧＭ：「ケ、ケェェェッ？」分身を止められて動どう揺ようする足長のジロウ。

ユーノス：そしてボクの《ファイトソング》で復活させるのは……？

リン：あたしの《アフェクション》を提てい案あんします。

ユーノス：そうですね、《アフェクション》を復活させます。そして《陣じん形けい》を使ってください。いざというとき、ボクが壁かべになれます。

チンエン：待ちたまえ、その役はオレが代わろう。《エスピオナージ》があるから一度死んでも復活は可か能のうだ。お前は後方で控えているんだ。

ユーノス：おお、そうでした。では、任まかせますよチンエンさん！

オトハ：では、《陣形》！　移動するぞ！

チンエン：オレは手長足長にエンゲージ。

リン：では、あたしのセットアップ。《インペレイティブ》で《コンポーズ》《シャインストライク》です。【行動値】が上がります。一気に36に。

ＧＭ：うおっ、先手を取られる！

チンエン：《ファストイート》で、魔法の肉にく団だん子ごを消費、魔術判定に＋２だ。

ＧＭ：これでセットアップは終わり。イニシアチブプロセスです。一番速いのは、リン。

リン：こいつら、ここで逃のがすとふたりごと移動してしまいますから、それを防ぐには……よし、マイナーは《コールゴッド：タケフツ》、与えるバッドステータスはスリップを宣言！

チンエン：それだ！　足長の足を止めてしまえばいい。

リン：そういうことです。メジャーは《ペネトレイトブロウ》で足長を攻撃！　というわけで、足あし払ばらいをかましちゃいます。

ＧＭ：それを飛び上がってかわそうとする。では、判定をどうぞ。

リン：（ダイスを振る）うっ、低い！　フェイトで振り直し！　……んー、さっきよりはマシかな？　命中は21。

ＧＭ：くっ、《早足分身》がないとクラッチクローの効果で１Ｄしか振れない。回避不ふ能のう。

リン：ダメージロール！　ここで《パニッシャー》使用、さらに《ハイパニッシャー》があるので、[image: ]＋２Ｄに！

オトハ：おお、いつ見ても高いダメージ！

リン：（ダイスを振る）[image: ]点、防御力無視！　そしてスリップ！　足の甲こうを踏ふみしだいて移動を封ふうじつつ、鳩尾みぞおちに肘ひじ！

ＧＭ：ぐえっ！　足長の長い足が、もつれるように倒たおれてしまいます。これで、ムーブアクションで回復するまで移動もできず、離り脱だつも不能！

ユーノス：よしよし！

ＧＭ：そして手長足長。足長がムーブアクションでスリップを回復、立ち上がる。マイナーで《スマッシュ》、メジャー《コンバットスロー》でオトハを攻撃。最後の《ワンツーブロウ》を使い、５Ｄを振れる。これでクリティカルすれば……おりゃ！（ダイスを振る）

リン：よし、しない。

ＧＭ：《シークレットアーツ》で振り直し！　……それでもクリティカルせず。命中は34！

オトハ：（ダイスを振る）回避は失敗じゃあ。

ＧＭ：では、81点ダメージ。ダメージいくとスリップです。

リン：《プロテクション》で、17点軽減。

オトハ：《トゥルーアイ》で15点軽減して……最終的に31点くらったのじゃ。

ＧＭ：ともかくオトハにスリップは入った。オトハの足にびよーんと足長の足がまとわりつき、転ばせてしまいます。

オトハ：くっ！

ＧＭ：続いて手長のパンチ。《スマッシュ》からの《ペネトレイトブロウ》でオトハを攻撃。《ワンツーブロウ》を入れて（ダイスを振る）35で命中！

オトハ：うーん、命中……。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージどん！　92点の防御力無視！

チンエン：なにっ!?

リン：姫様、残り【ＨＰ】はっ？

オトハ：うっ、残りは58じゃ。

リン：……姫様が《トゥルーアイ》を使ったとして、あたしが《プロテクション》で20点以上軽減しないといけませんね。

チンエン：出せるのか、リン？

リン：失敗したら姫様は戦闘不能。そのうえ確かく率りつ的てきにも分が悪いです。……ここは、《アフェクション》を宣言してダメージを０にしましょう！

ＧＭ：では、手長のズームパンチがガキッとリンに止められました。

チンエン：ああ、リンがまた腕うでを犠ぎ牲せいに（笑）。

リン：さっきは右だったので、今度は左腕ですね。今、両腕とも砕くだけた状態です（笑）。

ＧＭ：壮そう絶ぜつですね。

ユーノス：ボクは……もう《ジョイフルジョイフル》が打ち止めだ。やることがなくなってしまった！

チンエン：いっつもそればっかりだったからな。

リン：……いえ、あります！　ギルドサポートです！

チンエン：あっ、そうか。《神々の戒いましめ》があった！　これでこいつらにバッドステータスを与あたえればいい。

ユーノス：さて、そうなるとどのバッドステータスを与えるかですが。

リン：威い圧あつでマイナーアクションを使わせるというのは？

チンエン：そうだな。威圧はマイナーで解かい除じよしないとスキルが使えないからな。

ユーノス：スタンでリアクションをマイナス１Ｄという手もありますよ？

チンエン：悩なやむところだな。……あっ、いや。オレの攻撃で《デモンズウェブ》が入っちゃえば判定にマイナス１Ｄのペナルティがいく。ここはスタンにして確実に攻撃を通そう。

ユーノス：では《神々の戒め》でスタンを選せん択たく。封ふうじられていた天使の力を解かい放ほう！　神から授さずかった光の鎖くさりを飛ばし、敵を束そく縛ばくするのです！

ＧＭ：「ケェェェッ!?」「テェェェッ!?」謎なぞの光の鎖で動きを封ふうじられるふたり！

ユーノス：これぞ、ユーノス・エンジェルチェーン！（一同笑）




　どこに隠かくし持もっていたのか、ユーノスが放った鎖が手長足長を搦からめとっていく！




オトハ：すごい、ユーノスにそんな能のう力りよくが！

ユーノス：あっ、いえ。ギルドサポートの効果を適当に演出しているだけなので（笑）。

チンエン：いわゆる「───という設せつ定てい」というヤツだな（笑）。

ユーノス：ともかく、ヤツらの動きは封じました。チンエンさん、任まかせましたよ。

チンエン：よし、《ランニングセット》で《マジックブラスト》を使い、マイナーは《フードファイト》で魔法の肉団子を消費。で、《アースバレット》でふたりを攻撃だ！

ＧＭ：くっ、スタンのせいで回避が！

チンエン：それなら当たるな。（ダイスを振る）うりゃ！　命中は28。

ＧＭ：回避はダイス一個になってますから、クリティカルできないので避けられません。

ユーノス：《ディスコード》を宣言！　フェイトも６点叩たたき込こみましょう！

チンエン：（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点！

ユーノス：では、それに追加を。（ダイスを振る）27点を足してください。

チンエン：つまり、[image: ]点の〈地〉属性魔法ダメージ。スリップも入るぞ！

ＧＭ：どっちも【魔法防御力】12点ずつ引いて、[image: ]点くらってしまいます。

チンエン：はははっ、どうだ！　くらえ～！

ＧＭ：「───テェェェッ」お前もだとばかりに手長が《ソウルバスター》！

チンエン：おぶぁっ!?　持ってんのかよ！（一同爆笑）

ＧＭ：チンエンの魔法を撥はね返かえし、[image: ]点を返します。

チンエン：あ、グシャグシャになって弾はじけ飛とんだ。……だが！　ここで《エスピオナージ》を使用。トラベラーズマントを壊こわし、【ＨＰ】10で復活する。

ＧＭ：ボファーンと吹ふき飛とんだと思ったら、テイエンが「お前はまだこちらに来るべきではない……！」と死の淵ふちから押おし戻もどすという。

チンエン：わかったよ兄者！

ＧＭ：そして、オトハさんですよ。

オトハ：はい！　《スマッシュ》からの《ストラグルクラッシュ》で足長を攻撃！　てえええい！　（ダイスを振る）命中は30！

ＧＭ：くっ、《早足分身》を消されると、もはやどうしようもない。回避できません。

オトハ：ダメージいきます！　（ダイスを振る）まずは[image: ]点！

ＧＭ：ぐぐっ！

オトハ：二発目！　（ダイスを振る）きたー、クリティカル！　６三つ！

ＧＭ：おおっ、見事に命中です。

オトハ：（ダイスを振る）ダイス目もいい！　[image: ]点の防御力無視！

ＧＭ：……あー、これは耐えられない！　足長のジロウはやられました！

一同：よっし！

ＧＭ：くっ、もう《黄金コンビ》も《早足分身》も使えない！

リン：これで、だいぶ勝利が見えてきましたよ。

ＧＭ：そしてクリンナップ。

リン：《セイクリッドダンス》を維持。コスト５点消費です。

ＧＭ：では、ラウンド終了。

チンエン：くそ、クリティカル三連続さえなければ、このラウンドで決着がついたものを。




▼第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、３ラウンド目。残るは手長のタロウのみ。ちなみに、スリップとスタンをくらったまま。ただ、スタンは行動の順がくると回復しますけどね。

リン：（冷たい声で）ほほほ、その前にあたしがぶちのめしてやりますわ。

ＧＭ：くっ、こわい（笑）。では、セットアップ。手長は《筋肉大増強》を宣言。

ユーノス：ふっ、ここは《タウント》ですよ。

ＧＭ：あっ、今ほとんど抵てい抗こうできないじゃないか！

ユーノス：ははははは、そんなところで転んでないで、こっちにおいでよ～。

ＧＭ：ちいいいっ、むかつく！（笑）

ユーノス：（ダイスを振る）こっちの【感知】の達成値は16。

ＧＭ：でも回避する目はある。【精神】は12と高め！

ユーノス：……なぬ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）がっ、駄だ目めだ！　ダイス目３、【精神】の達成値15！

ユーノス：ふう、危ない危ない。

ＧＭ：ユーノスに向かって手を伸のばそうとする手長のジロウ。これで逆ぎやく上じようか。

リン：では、《インペレイティブ》《コンポーズ》《シャインストライク》を使用、行動値36で先手を取ります。

チンエン：続いてオレか。もうここは《ファストイート》で轟ごう炎えん豆どう腐ふを食って回復だ。（ダイスを振る）27点回復。【ＨＰ】37点まで回復。

ＧＭ：それではイニシアチブプロセス。リンからですね。

リン：もちろん、手長を狙います。マイナーで《コールゴッド：タケフツ》、放心を与あたえましょう。メジャーは《ペネトレイトブロウ》でございますよ。（ダイスを振る）命中は22。

ＧＭ：もう振れるダイスは一個だけ。命中ですよ。

リン：ダメージロールで《パニッシャー》を宣言！　しかも、バッドステータス入っている相手ですから、《アディショナルブロウ》で６Ｄ追加。８Ｄ＋[image: ]！

オトハ：リン、両腕が砕けているのに……（笑）。

リン：フッ、両腕が砕けても戦いようはあります。ちぇえええええっ！　まずは飛び上がって相手の首を両足で挟はさみ込こみ───！

チンエン：おおっ、リンが飛んだ!?

リン：反動をつけて回転することで手長の頚けい骨こつを粉砕！　そして、そのまま地面に叩たたきつける！　（ダイスを振る）[image: ]点の防御力無視！

ＧＭ：ドフッ！　[image: ]点素す抜ぬけ。しかも放心まで受けてしまう！

リン：こちらは全身を朱あけに染そめつつ立ち上がりましょう。見えましたわ、到とう達たつすべき道が！

ＧＭ：……くっ、手長はボロボロだ。逆上、スタン、スリップ、放心を受けている。

ユーノス：まあ、スタンは次で回復しますが。

ＧＭ：はい、ということで手長のタロウの行動。スタンは回復。ムーブでスリップを回復。くっ、オトハを狙ねらって攻撃するしかないのか。

ユーノス：ははは、ボクを狙わないと命中にさらにマイナス２Ｄですよ。

ＧＭ：ぐおおおおっ、なんということだ！（一同笑）

ユーノス：むしろ、ボクを狙ってくれると大喜び。

ＧＭ：残念ながら、ユーノスは一〇メートル離れているので腕を伸のばしても届かない。なので、オトハを攻撃するしかない。《スマッシュ》と《ペネトレイトブロウ》。《ワンツーブロウ》も宣言し、これで５Ｄ＋16の命中判定が、逆上と放心の効果で２Ｄ＋16に（笑）。

オトハ：ユーノスの挑ちよう発はつ、強いな！

ＧＭ：（ダイスを振る）うおー、クリティカルしない！　命中は24！

オトハ：では、今こそ《ストライクバック》じゃ！　同時に《スタイル：シンエイ》を宣言して（ダイスを振る）達成値31！

ＧＭ：おお、手長のパンチを紙かみ一ひと重えでかわしつつ、ずばんと斬きりつける！

オトハ：たーっ、70点のＨＰロス！

ＧＭ：……くっ、まだまだ！　次、ユーノス。

ユーノス：さて、行動が回ってきたというのに本ほん格かく的てきにやることがない（笑）。

リン：もう《ジョイフルジョイフル》が打ち止めで使うギルドサポートもない（笑）。

チンエン：だが、今は何もしないという余よ裕ゆうがない状じよう況きようだ。ダメモトで攻撃するか？

ユーノス：《エチュード》で＋20されているので、こんなボクでも少々のダメージは与えることができます。よし、弓で攻撃しましょう。

オトハ：おお、ユーノスまで攻撃に参加か！

ＧＭ：しかし、ユーノスが攻撃するなんて初めての事じ態たいではないですか？

ユーノス：それだけこいつらに追おい込こまれているということですよ！

チンエン：まさに総そう力りよく戦せんだな。

ユーノス：では、弓を引ひき絞しぼって攻撃！　命中は３Ｄ＋３……当たるかな？　（ダイスを振る）ああ、やはり駄目っぽい。命中は11。

ＧＭ：それは、ファンブルしなければ避けられる。てい！　（ダイスを振る）22で避け。

ユーノス：あー、もー、へろへろの矢が飛んでいくだけ……。

リン：ユーノスが燃もえ尽つきている（笑）。

ＧＭ：次はチンエン。

チンエン：《ランニングセット》からの《クラッシュバリア》、マイナーは《フードファイト》で轟炎豆腐を消費、《アースバレット》を叩たたき込こむ！　（ダイスを振る）命中28。

ＧＭ：クリティカルすればよし。（ダイスを振る）しない、命中です。

チンエン：（ダイスを振る）魔法ダメージ[image: ]点の防御力無視！　そしてスリップだ！

ＧＭ：うおー、[image: ]点きたー。

チンエン：さあ、オトハ。とどめを刺さしてやれ。

オトハ：あいわかった！　《ファストセット》で《スマッシュ》、そしてマイナーで《レイジ》！　今度こそ当てるのじゃ。メジャーで《ストラグルクラッシュ》！




　オトハ、渾こん身しんの一いち撃げき。

　手長の体を、真っ向に捉えた！




オトハ：一撃目、[image: ]点のダメージ！

ＧＭ：……まだまだ！

オトハ：二撃目こそ本当の攻撃！　よいしょ！　（ダイスを振る）ああっ、クリティカル！

ＧＭ：なんと───っ!?

リン：見事です、姫様！




　手長のタロウの伸のびる腕をかいくぐり、返す刀で斬きりつける。

　強きよう敵てき妖よう怪かいニンジャであろうとも、託たくされた想いを止めることはできぬ。

　御初代様も照しよう覧らんあれ。オトハ、会心の一刀を！




オトハ：ダメージは[image: ]点！　クリティカルしたので防御力無視！

ＧＭ：手長は「テエエエエエエエッ！」と声にならない叫さけびを上げて倒たおれます。

オトハ：やった！

ユーノス：勝った、勝ったんですね！

リン：ふう、三連続クリティカルされたときはどうなるものかと思いましたが……。

チンエン：おかげで、これまでの誰だれよりも強かった（笑）。

ＧＭ：手長は最さい期ごに「くくく、妖怪ニンジャ七人衆しゆうはあと三人いるのだー！」と告げます。

一同：しゃべった!?（笑）

ＧＭ：まあ、このくらいはしゃべってもいいかと。

オトハ：ならば、そやつらも斬きるのみ！

ＧＭ：オトハが凛り々りしく言い放ったところで、戦せん場じよう跡あとに塗ぬり変わった幻の光景も、ぱりんと砕けるように散っていきます……ではエンディングに移りましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆託たくす者、託される者




　これが、初代タイクーン、アオイ・ミツテルの物語である───。

　ヤスハという少女の名は、ダイワの歴史には残されていない。

　今は幻まぼろしは消え、オトハたちの前に、ヤスハだけが現あらわれている。




ＧＭ：では、これよりエンディングを始めます。

オトハ：はい！

ＧＭ：これまで見えていた幻は消え失せ、皆みなさんは真まっ暗くらな空間の中にいます。妖よう怪かいニンジャたちも消え去りました。

チンエン：まあ、あいつらは消えるだろう（笑）。

ＧＭ：そして、目の前にはヤスハがひとり、います。

オトハ：ヤスハ……いえ、御ご初しよ代だい様……。

ＧＭ：そしてヤスハはオトハに語りかけてきます。「これが、わたしがタイクーンになるまでの歴史じゃ───」

オトハ：御初代様の苦労、この身に染しみて感じております。

ＧＭ：「わたしの時代では、タマモ殿どのもノブカタ様も完全に封ふうじることはできなかった。戦いくさのない世の中にすることも、できなかった……」

オトハ：そんなことはありません！　御初代様は……がんばったではありませんか！

ユーノス：たしかに、がんばってましたね。

チンエン：我われ々われの時代に、その道みち筋すじを残してくれたからな。

ＧＭ：「わたしには、ノブカタ様のような新しい時代を作る力もなければ、知ち恵えもなかった。だが、ひとつだけあの方にはできなかったことをすることができる。わかるか？」

オトハ：……ノブカタにはできなかったこと？

リン：さて、なんでしょうね？

オトハ：団だん子ごの早食い？

ＧＭ：「───ビシッ！」

オトハ：あいたっ！（一同笑）

チンエン：またデコピンかよ。いいシーンなのに（笑）。

ＧＭ：「まっ、それも得意ではあるが」

オトハ：やっぱり！

リン：ったく、この先せん祖ぞと子し孫そんは……（笑）。

ユーノス：似にた者もの同士過すぎる（笑）。

ＧＭ：「ノブカタ様にできずわたしにできたこと。それは……信じることじゃ」

オトハ：信じること？

ＧＭ：「うむ。ノブカタ様は、人を信じることができなかった。だから、自分ひとりで何もかもをやろうとして、急ぎすぎた……」

一同：…………。

チンエン：人を信じられないから滅ほろぼしたり、恐きよう怖ふでしたがえようとしたのだろうが……そういうことをすると、また結局人は離はなれていくからな。

ＧＭ：「わたしは、信じることができたのじゃ。今の時代でできなかったことでも、のちの時代でよくしてくれる、と───」

オトハ：ああっ！

チンエン：なるほど、信じているから託すことができるんだな……未来を。

ＧＭ：「わたしの力が及およばずとも、子が、孫まごが、その志こころざしを継ついでくれる。だから、それを信じてその道筋を整ととのえてやることくらいならできる」

リン：そんな想いで、タイクーンになったのですね……。

ユーノス：今のタイクーンやオトハさんのように、世直しを志こころざす者がいてくれると信じて。

オトハ：この印いん籠ろうも、そんな想いで用意してくれたんじゃな。

ＧＭ：「苦しいこともつらいこともいっぱいあるかもしれない。でも、それを乗のり越こえて志を継いでくれる者がいると、信じることができた。これが、わたしがノブカタ様に勝まさっていた唯ゆい一いつのことじゃ」

オトハ：よくわかりました、御初代様！

ＧＭ：「いつか戦のない世がくる……そう信じて、できることを精せい一いつ杯ぱいやるといい。そうすれば、いつかきっとかなう。想いを継いでくれる者がいるかぎり───」




　天下の英えい雄ゆうでも、ひとりでできることは限かぎられている。

　だが、想いは無む限げん。信じれば託すことができる。

　親から子へ、子から孫へ───。

　人から人へと繋つないでいけば、いつかきっと想いはかなう。

　託す者、託される者がいて、そうして未来はできていく。




チンエン：なるほど「託す者、託される者───」か。

オトハ：そして御ご先せん祖ぞ様万ばん歳ざいっ!!（一同笑）

ユーノス：まあ御先祖様リスペクトのシナリオですよねえ。

オトハ：うん。食くいしん坊ぼうで泣き虫でフラれ虫だけど、御初代様は立りつ派ぱなお方じゃ！

ＧＭ：「ビシッ！」

オトハ：ちょっ、褒ほめてたじゃん！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「褒めてない！　最後に立派と言っただけじゃろ！」

オトハ：……ともかく。御初代様の想い、このオトハよくわかりました。

ＧＭ：「そうか」

オトハ：あなたの想い、わたしが継つぎます！

一同：おおっ！

ＧＭ：「ありがとうオトハ。ならば、これを託たくそう」そう言って、オトハに銀の装そう飾しよくが施ほどこされた守まもり刀がたなを差し出します。

オトハ：これは、御初代様がノブカタから授さずかった短たん刀とう！

チンエン：そしてノブカタを討うった短刀でもある。

ＧＭ：「わたしと、ノブカタ様の志こころざしが籠こもった短刀じゃ。きっと力になってくれるだろう」

チンエン：ノブカタは今はああなっているが、かつての志はその短刀と共にあるからな。

オトハ：ありがたく受け取ります。

ＧＭ：「……それから、最後にひとつ約束してほしい」

オトハ：なんでしょうか御初代様？

ＧＭ：「ダイワに平和が訪おとずれるときまで、わたしが女子であったことは秘ひ密みつにしておくれ。わたしは、立派な、男のサムライであったことになっておるからな」

ユーノス：なるほど、歴史の秘密は守らねばなりませんね。

チンエン：さっそく子が七人いたとか、史実と齟そ齬ごが出ているからな。

オトハ：わかりました、秘密にします。食いしん坊で泣き虫でフラれ虫なことも（笑）。

ＧＭ：「ぶっ───!?」とヤスハは噴ふき出だし（笑）。

リン：なるほど、幼よう児じ体型で慎つつしみがないことも。

ユーノス：色気より食い気なことも。

チンエン：会見すっぽかすくらい頭がゆるいことも追加してくれ。

オトハ：みんな秘密にしておきますので！（一同笑）

ＧＭ：えー、では皆みなさんにまとめてデコピンを。びしっ！（笑）

オトハ：ともかく、この銀の守り刀を授かったのじゃ。

ＧＭ：はい、そうするとヤスハの姿すがたが徐じよ々じよに薄うすれていきます。

オトハ：あっ！

リン：どうやら、お別れのときがきたようですね。

ＧＭ：「では、ダイワの今後は任まかせたぞ。オトハよ」

オトハ：はい、御初代様！　たしかに。

ＧＭ：「いつかきっと、皆が笑って団子を食べられる日がくるといいな！」そう明るく言って、ヤスハは手を振ふって去っていきます。

オトハ：さようなら、御初代様！　さようなら、ヤスハ！




　笑顔を残して、去っていく御初代様ことヤスハ。

　信じるという大切なことを教え、またオトハのことを信じてくれた。

　いつかきっと、あなたの想いをかなえるために───。




ＧＭ：そして、真っ暗だった空間にも、いつしか光が戻もどってくる、というところでシーン終しゆう了りようとなります。







◆Ending 02◆夢む幻げんのごとく




　そして、オトハたちは夢ゆめから覚める。

　長いようで、短かったあの時間。

　しかし、ヤスハの想いはしっかりとオトハへと託されていた。




ＧＭ：そして、次のシーン。気がつくと、皆みなさんは霊れい廟びようの中で倒たおれています。印いん籠ろうで開けたはずの扉とびらも、もう閉とじていますね。

オトハ：おや？

チンエン：……ふむ、夢から覚めた感じか。

ＧＭ：ええ、うたかたの夢のように。

ユーノス：幻まぼろしとも過か去ことも思えるような夢でしたが。

リン：どれくらい夢を見ていたんでしょうか？

ＧＭ：そんなに時間は経たっていませんよ。一〇分かそのくらいでしょうね。

オトハ：えっ、それだけ？　ずいぶん長い間見ていたような気がするけど。

ユーノス：まあ、初代タイクーンの歴史を体験してきたわけですからねえ。

チンエン：でも、ロウソクが全然減へってなかったりするんだな。

ＧＭ：ああ、そうですね。

オトハ：今まで見ていた幻は、夢であったのか……。

ＧＭ：……と思ってみると、オトハの手にはちゃんと銀の守り刀が握にぎられています。

オトハ：あっ、御初代様から授さずかったヤツ！

リン：やはり夢ではなかったのですね。

オトハ：これが御初代様が授けてくれた力か……。

ユーノス：しかし、それよりもっと大きな力を授かった気がしますね。

オトハ：……うん。〝信じる〟という力じゃな。

チンエン：おお、オトハがかっこいい。

ＧＭ：その銀の守り刀ですが、データについては次回解かい説せつしましょう。

オトハ：おっ、わかりました。

チンエン：きっと、ノブカタに対たい抗こうするような能のう力りよくがあるんだろう。

リン：では、オオドのお城しろへ戻もどりましょうか。

オトハ：そうじゃな。兄上やみんなを助けないと。

ＧＭ：そうして霊廟から外へ出た、というところで今回のセッションは終了としましょう。お疲つかれ様さまでした。

一同：お疲れ様でしたー！

オトハ：さあ、いざオオドへ！




　泣いて笑って日が暮くれて、おんみつ姫ひめは御初代様の想いを受うけ継ついだ。

　託し託され、子々孫々、いつかその夢かなえよう。

　食いしん坊で泣き虫で、ちっとも立りつ派ぱじゃないけれど、それでもあなたは偉えらかった。

　晴れて事を成したなら、お墓はか参まいりのそのときに、そっと団子を供そなえます。

　草葉の陰かげからいつまでも。見守ってください、これからも。




　それでは、最後に皆みなさまで。

　万歳万歳、御先祖様よ万ばん々ばん歳ざい───。




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

第七話「託す者、託される者。御先祖様万歳！」

─完─
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆いよいよ最終回！




　始まりがあれば、必ず終わりがある。

　我わが『ブレイド』にも、ついにそのときがやってきた。

　そう、最終回だ。




　御ご初しよ代だい様から授さずかった刀を手に、オトハたちは浮ふ上じようした天てん守しゆ閣かくに向かう。

　敵てきは、戦国の魔ま王おうオワリ・ノブカタ。

　オトハの兄、アオイ・カゲユキの身体からだを乗っ取っている。

　すでに戦うための準じゆん備びはできている。




　さて、オトハたちは見事大だい団だん円えんを迎えることができるのか。

　最後の最後まで、お付き合いいただければ幸いである。




　そして収しゆう録ろく日び当日───。

　万全の準備を期し、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社会議室にいつものプレイヤーが集まっていた。




ＧＭ：皆みなさん、おはようございます！

一同：おはようございます！

ＧＭ：これより、『ブレイド』第八話……最終回の収しゆう録ろくを始めたいと思います。

小こ島じま：いよいよ最終回ですね……来ましたよこのときが！

ＧＭ：ええ、来てしまいました。最後まで盛もり上あげていきましょう。

菊きく池ち：うん、そうだねぇ。名残なごり惜おしいことだが。

ＧＭ：というわけで、前回のお話を覚えていますか？

小島：御初代様に会った！　可愛かわいかった！　健気！

久く保ぼ田た：霊れい廟びように行って、短たん刀とうをもらった。

田た中なか：そうだそうだ。そんな話だった。

ＧＭ：そして、妖よう怪かいニンジャ七人衆しゆうのうち、四人が倒たおれ……。

小島：……あれ？　三人じゃなかった？

久保田：いえ、四人ですよ？　最初にかませ犬のカマゾウが死んでる。

菊池：ああ、そういえばそうだった。かませ犬のカマゾウね。

田中：「そういえば」ってひどいな。あんたの兄あに貴きが命がけでやったことでしょ！（笑）

ＧＭ：さらに言わせてもらえば、かませ犬ではなくかまいたちのカマゾウです。

菊池：うむ、すまんすまん。

久保田：あと、ガシャ髑髏どくろのクロベエ。自じ爆ばくしたヤツ。

田中：フォームチェンジした途と端たん、オトハにぶった斬ぎられたという（笑）。

小島：あとは……手長足長だっけ。あれ、やっぱり三人？

ＧＭ：手長のタロウと足長のジロウはふたり組ですので。

小島：あっ、それで四人かぁ。七人いたのに、もう三人しか残ってないんですね。

ＧＭ：そして、これから最終決戦に挑いどもうというところ。

小島：最終決戦かぁ……シナリオ名はまだかな？　メモの準備はばっちりです！

ＧＭ：毎回楽しみにしてもらえるのはいいんですが、今回予告を読み上げるのにちょっと腰こしが引けちゃいますね（笑）。

菊池：最終回だから、きっとシリアスなタイトルになってるよね？（笑）

小島：いえ！　たんどーさんならやってくれると信じてます！

ＧＭ：……くっ、そんなキラキラした瞳ひとみで見ないでいただきたい！（一同笑）

田中：まあ、最後までネタっぽいのも、『ブレイド』らしくていいんじゃないかな？

ＧＭ：『ブレイド』をなんだと思っているのか（笑）。では、今回予告いきます。




●今回予告

　御初代様からの思いを胸むねに、オオド城じようへと向かう〝烈れつ風ぷう!!　世直し隊〟。

　天守閣は暗雲の中に浮うかび、城しろは魔ま性しようの軍ぐん勢ぜいあふれる修しゆ羅らの巷ちまたと化した。

　老ろう骨こつに鞭むち打うち、奮ふん戦せんするサクザ！　迫せまる知ち恵えサダの処しよ刑けいの刻こく限げん！

　そして、待ち受ける妖よう怪かいニンジャたち！

　果たして、オトハは魔王ノブカタに辿り着けるのか？




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

　最終話「決戦！　浮遊天守閣～おんみつ姫よ永遠に～」

　東方の神しん秘ぴがキミを待つ！




菊池：「おんみつ姫よ永遠に」か……オトハ死ぬんじゃね？

小島：えええええっ!?（一同笑）

久保田：たしかにこのタイトルは死にそう（笑）。

ＧＭ：「永遠に」より「完結編」にした方が死し亡ぼう率りつが跳はね上あがります（笑）。

田中：ああ、そうだよね。宇う宙ちゆう戦せん艦かんヤマト的に（笑）。




　古いアニメの話である。




菊池：じゃあ、「完結編」にしようか（笑）。

小島：ちょおっ、やめてくださいよ!?

久保田：大だい丈じよう夫ぶ、次に〝新〟とか〝復ふつ活かつ篇へん〟とかタイトルについて生き返るから（笑）。

小島：そんなもんなんですか？

ＧＭ：その辺は、世代によります（笑）。

菊池：まあ、それはいいとして……知恵サダ、処刑されるの？

田中：あいつ、捕つかまってたんだ。

ＧＭ：戦せん闘とう力りよくないうえに、アオイ家のためにいろいろ探さぐってましたからね。

小島：最初はいやなヤツだと思ったけど、実はそんなに悪くなかった。

久保田：サクザも頑がん張ばっているようだし、ここはオトハが颯さつ爽そうと現あらわれて事じ態たいを解かい決けつしないとね。

小島：（力強く）ですね！

ＧＭ：では、ハンドアウトを発表しましょう。




◆アオイ・オトハ用ハンドアウト

コネクション：アオイ・カゲユキ　　　関係：兄

　戦国の魔王オワリ・ノブカタが、兄カゲユキの身体を乗っ取り復活した。オオド城の天守閣は浮うき上あがり、ダイワに大きな混こん乱らんの影かげが迫せまっている。兄のため、そしてダイワの人々のため、ノブカタを倒たおさなければならない。

　今、おんみつ姫は最大の世直しに挑いどむ！




小島（以下、オトハ）：おお！

ＧＭ：というわけで、オトハは最大の敵ノブカタと戦い、カゲユキを救うことになります。

オトハ：兄上、待っていてくださいね。

菊池：兄を救うため、みずからを犠ぎ牲せいにするんだな。

田中：おお、それだと「おんみつ姫よ永遠に」って感じがしますね！

オトハ：あー、じーんときますね～……だと駄だ目めじゃないですか!?（一同爆ばく笑しよう）

久保田：そういう話じゃないから、きっと。

オトハ：そうそう、ノブカタを倒して兄上もわたしも生きる！

ＧＭ：がんばってください。では、次のハンドアウトなんですが。

久保田：どういうハンドアウト？

ＧＭ：リン、チンエン、ユーノスのハンドアウトは、今回共用です。

田中：みんな一いつ緒しよってこと？

久保田：なるほど、目的は同じってことか。

菊池：いいね。最終回っぽくて、そういうの好きだ（笑）。




◆共用ハンドアウト

コネクション：アオイ・オトハ　　　関係：仲間

　かつて戦せん乱らんのダイワに君くん臨りんしたというオワリ・ノブカタが、タイクーンの体を乗っ取って復活、オオド城天守閣を浮遊させ、そこに立て籠もった。〝烈風!!　世直し隊〟を結成して以来、共に行動してきたオトハが、これに立ち向かおうとしている。

　仲間として、彼かの女じよに力を貸かすときが来た！




菊池（以下、チンエン）：うむ、了りよう解かいした！

久保田（以下、リン）：ここまで来たら、どこまでも姫ひめ様さまと共に行くのみですね。

田中（以下、ユーノス）：サーガを語り歌うため、オトハさんについていきましょう。

オトハ：みんな、頼たのみます。

チンエン：ああ、任まかせておきなさい。我われ々われの結束は固い。

リン：だって最終回だし（一同笑）。

ＧＭ：では、キャラクターの成長に移うつりましょうか。




●キャラクターの成長

　プレイヤーたちがあれこれ相談した結果、次のように成長した。




▼アオイ・オトハ（15レベル）の場合

ＧＭ：では、成長の報ほう告こくを。オトハさんからお願いします。

オトハ：はい、15レベルになりました。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】98で、フェイトは５点です。でも身長も胸も成長してません（一同笑）。

リン：そんなことまで報告しなくても……（笑）。

チンエン：成長点では発育はしないからなぁ。

オトハ：スキルですが《バイオレントヒット》を取って、《バトルコンプリート》《フルスイング》が１レベルずつ上がりました。

チンエン：《バイオレントヒット》って、《ボルテクスアタック》の使用回数が一回回復するウォーロードのスキルだよね。それはいけるな。

オトハ：そうそう。あと、刀が三日月宗むね近ちかから数珠じゆず丸まるに（笑）。

ユーノス：霊れい廟びようの試練でもらったものがもうパワーアップしたんですか。

オトハ：きっと、他にももらってたのじゃ（笑）。成長は以上！




▼リン（15レベル）の場合

ＧＭ：では、次はリンさんの成長を報告してください。

リン：はーい。レベルは15。【ＨＰ】が[image: ]、【ＭＰ】[image: ]、フェイトは７点で変わらず。

ユーノス：なかなか高いなぁ。

リン：前回、開かい祖そ様に邂かい逅こうしたことにより、闇やみの古こ武ぶ術じゆつの最さい源げん流りゆうを習得……という演えん出しゆつで、称しよう号ごうクラスであるメンターを取りました（笑）。

一同：おおー。




メンター

　おのれの技わざに研けん鑽さんを重ね、独どく自じの技を繰くり出だすまでに昇しよう華かさせた者を表わす称号クラス。




ＧＭ：なるほど、これで新たに流りゆう派はを興おこしても問題はない（笑）。

リン：で、《レリギアス》を１レベル上げて、《パワーダウン》というメンターのスキルを取得。リアクションで反はん撃げきしますよ。しかもダメージは受けません。

ＧＭ：まさに《スタイル：シンエイ》のような技。

リン：きっと、開祖様は剣けん術じゆつからも学んだのでしょう。成長は以上ですね。

ＧＭ：了解です。では、次。




▼チンエン（15レベル）の場合

チンエン：では、こっちの成長報告を。レベルは15、【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]。フェイトは５点のまま変わらず。

ＧＭ：さて、どんなスキルを取りましたか？

チンエン：前回のことを鑑かんがみ、ソーサラーのスキルの《ニゲイト》を取得したよ。これにより、一回だけＧＭのクリティカルを打ち消せます。

オトハ：おお、たしかにほしかった！

ＧＭ：まさか自分でも三回も連続でクリティカルするとは思わなかった（笑）。

チンエン：なので、シーンに一回だけならクリティカルしてくれていいぞＧＭ（笑）。

ＧＭ：そうほいほい出せれば苦労しません（笑）。

チンエン：それもそうだな。で、《ダブルキャスト》を２レベルにして、１シナリオに二回、ふたつの魔ま法ほうを同時に使えるようになった。

ＧＭ：それは強い！

チンエン：それから、《ファインアート》を新たに１レベルで取得。これで、１シナリオに一回だけ、リアクション不ふ能のうの攻こう撃げきができる。クリティカルで回かい避ひされる心配もない。

ＧＭ：そんなにクリティカルを警けい戒かいしなくても（笑）。

チンエン：いやいや、それだけではなくちゃんと成長したんだよ。前回、あの幻まぼろしの中で少年料理人と出会い、料理人の心を取とり戻もどしたからな（笑）。

ＧＭ：いましたね、そんなの（笑）。

ユーノス：あのネタ、最終回にも引っ張るんですか？

チンエン：いやまあ、どうでもいいんだが（笑）。

ＧＭ：まあ、そうですよね（笑）。

チンエン：あと頭部の装そう備びがシェフズキャップに。これで魔法のダメージも上じよう昇しよう。以上だ。




▼ユーノス・ローリングスター（15レベル）の場合

ＧＭ：はい（笑）。というわけで、次はユーノス。

ユーノス：ユーノスです。レベルは15、【ＨＰ】[image: ]に【ＭＰ】[image: ]、フェイトは13点です。

ＧＭ：そしてスキルですね。

ユーノス：《タウント》と《ペナルティヒット》のレベルを上げて、新たに《フィールドワーク》を取りました。




《フィールドワーク》

　あらゆる判はん定ていのダイスを＋１Ｄするスカウトのスキル。１シーンに一回使し用よう可か能のう。




ユーノス：前回、ボクが攻撃に参加するという大ピンチがありましたからね。一いち応おう、攻撃の判定にも使えるスキルを取りました。

リン：へろへろの矢が飛んでいっただけだったから（笑）。

チンエン：あんなことは滅めつ多たに起こらんと思うが、備そなえは重要だな。

ユーノス：念のため、バーストルビーも一個こ買っておきました。20メートルの範はん囲いに対する射しや撃げき攻撃で５Ｄ＋10点の〈火〉属ぞく性せい魔法ダメージ。使つかい捨すてですけどね。

チンエン：要するに炸裂弾を買ったわけだな。

ユーノス：ですです。

オトハ：最終回だし、備えは十分にしないとな。

ＧＭ：では、以上ですね。







[image: ]







[image: ]







●ギルドサポートの決定

ＧＭ：成長報告が終わったところで、ギルドサポート決定に移りましょう。

オトハ：〝烈風!!　世直し隊〟の成長もこれで最後じゃな。

リン：でも、ギルドレベルは前回のまんま、９レベルなんですけどね。

チンエン：でも、ギルドシートチェックしたが、15レベルになったから、《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《限げん界かい突とつ破ぱ》《高こう機き動どう部隊》《再さい行こう動どう》《神々の戒いましめ》まで持っていけるぞ。

オトハ：その辺は鉄板。

ユーノス：あと残っているのは？

チンエン：《情じよう報ほう網もう》《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》《料理人》のいずれか。このうちからひとつ持っていくということになる。

ユーノス：……今回、《緊急招集》はいらないかもしれないですね。

チンエン：最終決戦だからな。いや、むしろ途と中ちゆうでＰＣ分ぶん割かつはありうるか？

オトハ：悩なやむのう。

リン：単たん純じゆんに効こう果かが大きいのは、やっぱり《料理人》ですよね。

チンエン：じゃあ、《料理人》を持っていくことにしていいかな？　前回、弟で子しであるところの十じつ徳とく包ぼう丁ちようは散ってしまったのだが（笑）。

ユーノス：カマゾウにやられたんでしたね。

ＧＭ：じゃあ、あれですよ。少年料理人が仲間になるというのは？

ユーノス：前回、チンエンが料理人の心を取とり戻もどすきっかけになった少年ですか。ＧＭが適てき当とうに言い出して登場したＮＰＣでしたが（笑）。

リン：でも、あれは過か去この話……しかも幻の中のことだったのでは？

チンエン：細かいことはいいんだよ、だって最終回だし（一同笑）。

オトハ：そっかー、最終回だもんね。

ＧＭ：何故なぜか、セーリア渡わたりの料理人との約束を果たすため、料理の技わざを受うけ継ついできた一族がいて駆かけつけるという。

チンエン：それは熱い展てん開かいだな（笑）。

ＧＭ：まあ、演出を思いついたらその方向で（笑）。

リン：では、持っていくギルドサポートを確かく認にんしておきましょうか。

チンエン：ギルドサポートは《蘇生》《祝福》《陣形》《限界突破》《高機動部隊》《再行動》《料理人》《神々の戒め》で、これで合計15レベル分。

ユーノス：おお、万全ではないですか。

オトハ：これでノブカタを倒たおすぞー！

ＧＭ：では、そんなところで、オープニングに移ります。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆いざ、オオドへ




　霊れい廟びようでの試練を終えたオトハの手には、御ご初しよ代だい様から授さずかった銀の守まもり刀がたながあった。

　この短刀に込こめられた意味は大きい。

　オオドに取って返し、兄を救い出さねばならない。




ＧＭ：オープニングは、前回エンディングの直後から始まります。皆みなさんは目を覚まし、霊廟からオオドへ戻もどろうとしているところです。オトハの手には、銀の守り刀があります。

オトハ：はい、御初代様から授かったものですね。

チンエン：そういえば、どういう効こう果かがあるんだ？

ＧＭ：この守り刀ですが、武ぶ器きとしての効果はありません。

オトハ：あ、そうなのか。

ＧＭ：しかし特とく殊しゆな効果があります。このシートをご覧らんください（紙を取り出す）。




ヤスハの守り刀

　ギルドマスターが所持することで、ギルドメンバーが行なう【精せい神しん】判はん定ていの結果をクリティカルに変へん更こうする。この効果は、メンバーひとりにつき、一シナリオ一回まで使し用よう可か能のう。




オトハ：ほほー、これは強い！

ＧＭ：御初代様の決意の強さが、皆さんに力を与あたえてくれるのですよ。

チンエン：おお、なかなかすごい効果じゃないか。

ユーノス：……ということは、ノブカタとの戦いで【精神】の判定が必要になってくるんじゃないですかね？

リン：ありそうですね。

ＧＭ：フフフ。

オトハ：気になる笑いじゃ（笑）。この効果はなるべく大事にしよう。

リン：そして、オオドへ向かうわけですね。

ＧＭ：では、出発しようとするオトハたちを、タマ姫ひめが見送ってくれます。

オトハ：おお、タマちゃん！

ユーノス：この霊廟に預あずかってもらっているんでしたね。

オトハ：行ってくる。必ず兄上をお救いしてくるのじゃ。

ＧＭ：そうするとオトハの手を取って、「どうか、ご無事で。どうか上様をお救いくださいませ……」と想いを託たくします。

オトハ：うむ、お任まかせくだされ。

ＧＭ：「わたくしは、あなたがたとともに行くことはできません」

ユーノス：まあ、連れては行けませんね。

オトハ：ここで兄上の無事を祈いのっていてください。

ＧＭ：「せめて、これを……」とみずから懐かい剣けんでずばっと髪かみを切ります。

一同：おおっ!?




　タマ姫の美しい黒くろ髪かみが、はらりと地に落ちた。

　オトハたちも、はっと息を呑のむ。

　そのうちの一ひと房ふさを紙縒こよりで結び、そっとオトハに差し出すのだった。




ＧＭ：「これを、一いつ緒しよに持っていってくださいまし」と渡わたしてくれます。

チンエン：せめて、髪だけでも一緒にと。

ユーノス：東方の女じよ性せいにとって、髪は命にも等しいと聞いていますよ？

リン：髪は女の命でございますから。また霊れい力りよくが宿る場所ともされてますね。

オトハ：しっかりと懐ふところにしまっておくぞ。これで一緒じゃな。

ＧＭ：なお、特にデータは用意していません。まあ、売って一万Ｇくらいになるドロップ品としてもいいんですけどね（一同笑）。

オトハ：売らぬ！（笑）

ＧＭ：売られないとわかって、ほっとするタマ姫でした（笑）。

チンエン：ドロップ品扱いされなくてよかった（笑）。

ユーノス：まあ、装備も十分ですしね。

オトハ：では、行ってくるのじゃ。

ＧＭ：タマ姫は、オオドに向かうオトハたちを最後まで見送ってくれます。

オトハ：で、霊廟の方にふっと振ふり返かえると、ヤスハも見送ってくれる気がするのじゃ。

ＧＭ：おお、それはいいですね。元気いっぱいに手を振っているヤスハが見えたような気がして、シーン終しゆう了りようとなります。







◆Opening 02◆在ありし日の想い出




　オオドへと戻もどる中、オトハは兄カゲユキとの出会いを思い出していた。

　それは、まだ八つになったかならないかの頃ころ。

　初めて、兄という人の顔を見たのだった。




ＧＭ：それではオオドへ向かっている最中、回想シーンを挿そう入にゆうしようかと思います。オトハが、兄カゲユキと初めて出会った頃を思い出す、という趣しゆ旨しの。

オトハ：おっ、それはよいのう。

ユーノス：そういえば、オトハさんは最初からカゲユキさんを助ける気満々でしたね。世直しをしようとみずから言い出したり。

チンエン：結けつ構こうお兄ちゃん大好きっ子だよな（笑）。

ユーノス：実は、血の繋つながらない兄弟だったとか？

オトハ：大ショック！

ＧＭ：ヤスハとオトハがそっくりだったの、他人の空そら似にになりますよ！（一同爆ばく笑しよう）

ユーノス：あっ、そうでしたね。

ＧＭ：そんな展てん開かいにはしません（笑）。さて、プレイヤーの希望もあると思いますから、オトハの幼おさない頃を演えん出しゆつしつつ決めていきましょう。イメージがあったら提てい案あんしてください。

オトハ：わたしと兄上が会ったときのことかぁ。どんなだったんだろう？

ユーノス：きっと、七～八歳さいくらいなんじゃないですか？

ＧＭ：そうすると、カゲユキが一六～一七歳くらいのときですね。現げん在ざい二四歳さいですから。

チンエン：ふむ。オトハとはしばらく別々に育ってきたんじゃないか？　カゲユキはタイクーンになるための教育とか受けてそうだし。

オトハ：そうじゃな、きっと小さい頃は別々の環かん境きようで育ってきたんだと思う。

ＧＭ：では、その方向で。オトハもカゲユキも、親元から離はなれて別々に育っていたんでしょうね。オトハは、守り役のサクザが手元で育てたと。

オトハ：そこで剣けん術じゆつも学んだんじゃな。

ＧＭ：小さい頃から英才教育ですか。きっとサクザがオトハの前に刀と鞠まりを置いてみたところ、鞠ではなく刀を選んだんですね。

チンエン：なんのネタだよ。




　時じ代だい劇げき『子連れ狼おおかみ』のシーンです。




オトハ：でも、小さい頃から剣術は好きだったのだ。

ユーノス：きっと、サクザさんも相手をしたのでしょう。幼おさないオトハさんが「えーい」と打うち込こんでも、パーンと弾はじいたり。

ＧＭ：「まだまだぁ！」（笑）

チンエン：なかなか厳きびしいな（笑）。

ユーノス：サクザさん、古ふる強つわ者ものっぽいですからね。

ＧＭ：筋すじがよかったので、つい剣術の稽けい古こにも熱が入ってしまい、同年代の男の子もかなわないくらいの腕うで前まえになってしまったと（笑）。

オトハ：山に遊びにいったり、子こ供どもたちを引き連れて腕わん白ぱくに遊んでいたんじゃ。サクザも心配するくらいに。「やー！　とー！」って。

リン：野山を駆かけ回まわる幼い姫ひめ様さまの姿すがたが、目に浮うかぶようです（笑）。

チンエン：「今日は猪いのししを倒たおしたぞー！」みたいな。

ＧＭ：ああ、サクザが病気にかかったときに「猪を食うと精がつくぞ」って。

リン：猪は野生動物の中でもかなり危き険けんな相手！

オトハ：わたし、すごいな！（笑）

ＧＭ：では、その方向で描びよう写しやを始めましょう。




　守り役のサクザに預あずけられたオトハは、幼よう少しようの頃から剣の稽古に励はげんでいた。

　屋や敷しきの庭で、素す振ぶりをするのが日課である。

　筋がよかったのか、すでにそこらの大人たちではかなわぬほどの腕うでとなっていた。




オトハ（幼よう少しよう期きモード）：小さい頃から鍛たん錬れん好きであった。まずは竹刀しないを持って素振りじゃ。「えいやー！」「とわー！」と。

ＧＭ：サクザの屋敷の庭で、ひとり稽古をしていると、後ろから「なかなかよい太刀たち筋すじだな」と声がかかります。

オトハ：ここで初めて会うんですね。

ＧＭ：そうです。涼すずやかな少年の声です。

オトハ：誰だれじゃ？

ＧＭ：「私わたしはカゲユキという。お前の兄だよ」と、凛り々りしい若わか者ものが。

オトハ：えっと、名前くらいしか知らないんですよね？

ＧＭ：そうですね。でも、物心ついて初めて出会ったわけです。カゲユキは元服したばかりの頃でしょう。

オトハ：「オトハじゃ！」と名乗って、これが兄上……と、ぽかんとしてます（笑）。

ＧＭ：彼かれは、あなたの竹刀を見て、「もっと肩かたの力を抜ぬいて、絞しぼるようにして持つとよい」とか指し導どうしてくれますよ。

チンエン：おお、シンエイ流の構かまえか。

オトハ：兄という人に初めて会ったので、ちょっと緊きん張ちようしてる（笑）。

ＧＭ：「そう硬くならなくともよい」とカゲユキは優やさしく笑います。

オトハ：では、兄上の言うとおりに構えてみよう。

ＧＭ：「さあ、やってごらん」

オトハ：では、言われたとおりにやってみるのじゃ。「てやー！」

ＧＭ：そうすると、さっきより鋭するどく振ふれるようになった気がしますね。

ユーノス：ちょっとした違ちがいで、効果があるって感じなんですね。

オトハ：でも、それがちょっと悔くやしかったりして（笑）。

ユーノス：七歳児とはいえ、もうそこらの大人より強いですからね。自分より剣が上の相手がいるなんて許ゆるせなかったんでしょう。

リン：ほほほ、姫様もあたしと同類のようで。

チンエン：あんたとはさすがに違ちがうだろ（笑）。

オトハ：その頃のわたしは、まだ生意気な子供だったのじゃ。だから、自分より上じよう手ずな相手がいると、かちんときてしまう。

ＧＭ：「おや、気に障さわったかな？」とカゲユキも困こまり顔。

オトハ：わ、わたしと立ち合え兄上！

ＧＭ：「ははは、これは困った」と涼すずやかに笑うだけですね。

オトハ：むーっ。相手をしてくれるまで、ぐいっと竹刀を差し出す。

ＧＭ：「では、一手ご指南願おうかな」とカゲユキも根負けしたのか、竹刀を取りますよ。剣を取って構かまえるカゲユキは、一いつ幅ぷくの絵のようです。殺気も気負いもなく、ごく自然にそこにある……そんな感じですね。

チンエン：なんかすごい達人っぽいな。

オトハ：そんなレベルの人を相手にするのは、初めてだったんじゃな。

ＧＭ：そうですね。全然強そうに見えないのに、何故なぜか隙すきがなく打うち込こめないという。

オトハ：う……じゃあ、わたしも訳わけがわからず「えーい！」って打ちかかっていくと……。

ＧＭ：すっと当たり前のようにかわされて、ぽんっと頭を竹刀で叩たたかれます。

オトハ：あ、あれ？　も、もう一回！

ＧＭ：それもまた、打ち合わせしたみたいに綺き麗れいに流されてぽんっと。

オトハ：……で、何度やっても負けちゃいます。そこで悔しさと同時に「すごいなあ」って。

ＧＭ：そうすると「むやみやたらに振ふり回まわすより相手の動きをよく見て合わせる。それが、活人剣の極意……難むずかしいかな？」とアドバイスをしてくれます。

オトハ：なるほど、ここで活かす剣のことを覚えたんですね！

ＧＭ：そうですね。で、ちょっと縁えん側がわに座すわってひと休み、お茶とか出されます。

リン：団だん子ごですね、団子。

オトハ：団子じゃ！

ＧＭ：「お土産みやげに団子を持ってきたよ」……オトハって、このときの影えい響きようで団子好きになったんじゃないですかね？（笑）

オトハ：おお！　そうですね！

チンエン：初めて食べた都の味。

オトハ：美味おいしい！　これはなんと言うのじゃ？

ＧＭ：「団子、と言うのだよ」

オトハ：もりもり食べます！　たくさん持ってきてくれてたので！

チンエン：サクザのところだと、あまり気の利いたもの出そうにないしなぁ。

ＧＭ：おやつはふかし芋いもとか、兵ひよう糧ろう丸がんとか干ほし飯いいくらい。

ユーノス：ふかし芋はいいとして、あとふたつは戦場の保ほ存ぞん食しよくでしょ！

チンエン：預かってる姫ひめ君ぎみにそれはどうなんだ！（笑）

ＧＭ：サクザは不器用な人なので。教育といったら贅ぜい沢たくを戒いましめるくらいなもの（笑）。

ユーノス：それは団子を好きにもなろうというもの。

オトハ：それで、兄上とも打うち解とけるんじゃな。
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ＧＭ：そうそう。そこで「剣術は好きなのかな？」という話になります。

オトハ：うんっ！

ＧＭ：「そうか。私も大好きだ。剣術をやって、少しでも体を強くしないと……ごほっ、ごほっ」と咳せき込こんでしまい。

オトハ：ああっ、ここで来た！（笑）

チンエン：やっぱり病弱なのね。

オトハ：兄上、お体が悪いのか？

ＧＭ：「げほっ、げほっ……。うむ、どうしても体が弱くていけない。オトハのように元気になれればいいのだがな」

オトハ：この頃ころから剣を覚えて世直しの志こころざしを……そのことを子供にもわかりやすく、原げん稿こう用紙一いち枚まいぐらいにまとめて語ってくれるのかな？（一同爆笑）

ＧＭ：プレイヤーからオーダーがきたよ!?

チンエン：では、子供にもわかりやすく語ってくれたまえ（笑）。

ＧＭ：えー、では「剣というのは、本来は人を殺すためのものではなく、人を守るため、活かすためにある」ということを語ります。

オトハ：ふむふむ、強くなるだけでは駄だ目めなのですか？

ＧＭ：「強いだけで乱らん暴ぼう者では、みんなから恐おそれられてしまうだろう。オトハは、友達をたくさん欲ほしいとは思わないのかな？」

オトハ：欲しい！　友達いっぱい欲しいのじゃ！

ＧＭ：「困っている人を助けてあげれば、友達になってくれるかもしれない」

オトハ：なるほど！　兄上はかしこいな。

ＧＭ：「いやいや、シンエイ流の極意なのだよ。剣は人の心を活かすためにある、と」

オトハ：感心して聞いてます。

ＧＭ：「……今、天下は乱みだれ、助けを待つ人は多い。だから、強くなればそういう人たちを助けてやれる」と、そんな話をします。

オトハ：難しいけど、なんとなくわかるのじゃ。

チンエン：オトハも、遊んでいる間にダイワの状じよう況きようを感じているんじゃないだろうか？　友達の親が戦いくさで死んだりもしただろう。

ＧＭ：そういうこともあったかもしれませんね。

オトハ：兄上はそれをなくそうとしていると。

ＧＭ：そういうことを話してくれます。「しかし、私はこのとおり身体が弱い。そのために、強くなりたいのだ。……うっ、ごほっげほっ、げほげほっ！」

ユーノス：これは助けてあげたくなるような弱りっぷり（笑）。




　あんなにも剣の上手な兄が、病やまいに負けようとしている。

　幼いオトハには、それは我が慢まんのならぬことであった。

　では、自分に何ができるか？

　子供なりに懸けん命めいに考え、出した答えは……。




オトハ：なら、わたしが兄上を助けるのじゃ！

ＧＭ：「……ふふ。ありがとう、オトハはよい子だな」と優やさしい瞳ひとみで頭を撫なでますよ。

オトハ：それはイチコロじゃ!!（一同笑）

チンエン：イチコロなのか（笑）。

オトハ：だって、サクザくらいしか今まで知らなかったし！

ユーノス：なるほど、そういう世界に初めて現あらわれたのが、カゲユキさんだったと（笑）。

ＧＭ：しかし、その裏うらでカゲユキのことを悪くいう声も聞こえてくるのですよ。

オトハ：……おっ？

ＧＭ：カゲユキの周囲から「あれがカゲユキ様？」「次のタイクーンと噂うわさされていますが……」なんていう家臣たちの声も、オトハには聞こえてきます。

チンエン：病気がちだから、不安視する声が多いんだったな。

ＧＭ：「アオイ家始まって以来の秀しゆう才さいで、剣の腕もなかなかとか」「見けん識しきも広く、タイクーンにはふさわしいとのことですが、あのお体では……」とかなんとか。

リン：（悪い家臣になって）「だからこそ、タイクーンに推おす声もあるのですよ」

ＧＭ：「病気がちのほうが御ぎよしやすい」「おお、なるほど」

オトハ：悪い連中じゃ！




　先代タイクーンは政治に興味を失い、もはや統治者としての権威は失墜していた。

　それをいいことに、諸国のダイミョウや家臣の中には私腹を肥やす者たちも多い。

　綱紀粛正と世直しを志すカゲユキは、そのような者たちからすると、邪魔者でしかない。




ＧＭ：カゲユキには立りつ派ぱな志がありながらも、周りに敵てきがいて味方が少ないという状況が、幼おさな心ごころにわかります。

オトハ：わたしが、兄上の力になるのじゃ！

ＧＭ：……と、そんなことを思い出しつつ、一路オオドへと向かうのでありました。




＊　＊　＊




チンエン：そんな理由があったのかぁ～（一同笑）。

オトハ：我われながらいい話じゃ～。

ユーノス：伝説の一ページに書き加えなければ！　今いま更さらながらに！（一同笑）

チンエン：ユーノス！　我われ々われは外国人といえども、今彼かの女じよに協力してダイワの平和を勝ち取るのだ！（一同爆笑）

ユーノス：そうですね！　ボクたちは仲間ですから！

リン：というわけで、今みんなの心がひとつになりました（笑）。

チンエン：そこはＧＭに協力しないとな。仮か面めん料理人との因いん縁ねんが解かい消しようされた今、オレが戦う理由は仲間のため、リーダーであるオトハのために集約している。

リン：プレイヤーがいつにもまして協力的なような気が（笑）。

ＧＭ：ありがてえありがてえ（笑）。

チンエン：なんかいろいろ晴れ晴れとした気分なんだよ。

ＧＭ：兄の因縁が解消されたことが、そんなに嬉しかったのですか（笑）。

チンエン：兄者のことはもう言うな。今は美しい思い出になったんだ（笑）。

オトハ：こっちの兄弟はドライじゃな……（笑）。

ＧＭ：というところでオオド城じようが見えてきました。シーン終了となります。







◆Opening 03◆オオド城、落ちず




　オオド城が見える丘おかまで取って返してきた、オトハたち。

　天てん守しゆ閣かくが空に浮うかぶという悪あく夢むの光景とは別に、まだ持ちこたえているところがある。

　城の二の丸に、サクザの旗が立っている。




ＧＭ：次のシーンです。皆さんは、オオド城が見み渡わたせる丘の上までやってきました。

オトハ：城の状況は？

ＧＭ：その象しよう徴ちようであった天守閣は暗雲の中に浮かび、瘴しよう気きに満たされた城からは不気味な鬨ときの声こえが上がっております。

ユーノス：不ふ吉きつな風が吹ふいていますね……。

ＧＭ：瘴気の影えい響きようによって兵は異形の者と化しております。ただ一ヶ所だけ、二の丸には旗が立っていたりします。

オトハ：おお！

チンエン：魔ま性しようの兵に抗あらがい、戦っている者がいるのか。

リン：もしや、それはサクザ殿どのの旗なのでは？

オトハ：爺じいの旗が！

ＧＭ：はい、サクザを示しめす旗が見えます。

オトハ：がんばっておるのじゃな、爺……。

リン：さすがは〝鬼おに〟と呼よばれるお方ですねえ。

ＧＭ：そこに、ふらふらとした兵がひとりやってきます。

チンエン：む？　なにやつ？

ＧＭ：「お、オトハ様……！　ご無事でしたか」どうやら城から逃のがれてきた兵のようです。

オトハ：ど、どうしたのじゃ!?

ＧＭ：「城はすでに、異形の兵であふれております……。マツヒラ・サダノブ様は、抵てい抗こうむなしく敵に捕とらわれてしまいました！」

リン：知ち恵えサダ殿が……。

ユーノス：処しよ刑けいされると今回予告にありましたが。

ＧＭ：「城じよう内ないでは、サクザ様が無事な者を集めて二の丸に立たて籠こもっております」

リン：籠ろう城じようしている（笑）。

ＧＭ：「ですが、突とつ破ぱされるのも時間の問題かと……！　こ、このままでは……オオドの城は……！」がくり。

リン：兵糧もないでしょうしね……。

オトハ：もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない！　行くぞ！　あとは任まかせるのじゃ！

リン：治ち療りようして差し上げましょう。演出《ヒール》で（笑）。

チンエン：【ＭＰ】は減へらないけど治る（笑）。

リン：エキストラだからねぇ（笑）。

オトハ：一刻も早く向かいます！

チンエン：はっ、承しよう知ちいたしました。

ユーノス：姫様の出しゆつ陣じんじゃー!!　ぽろろろーん、ぽろろろーん（一同笑）。

ＧＭ：軍楽隊が（笑）。

ユーノス：ボクひとりですけどね！（一同笑）

チンエン：軍楽隊が一番狙ねらわれるんだよな、棒ぼう立だちだから（一同爆笑）。

ＧＭ：ゆえに軍楽隊は今でも栄光あるポジションですからね。

オトハ：へえ～、そうだったのか。

ＧＭ：まあ、それはいいとして、皆さんが城に向かったというところで、マスターシーンをはさみます。







◆Opening 04◆魔ま王おうの愉ゆ悦えつ




　暗い、暗い、天守閣の最上階。

　玉ぎよく座ざに腰こしを下ろすのは、カゲユキの姿をした……オワリ・ノブカタ。

　まるで地上の王であるかのような風ふう格かくであった。




ＧＭ：では、マスターシーンです。場面に映うつるのは、浮ふ上じようした天守閣の最上階。ノブカタに乗っ取られたカゲユキの姿です。

オトハ：おお！

ＧＭ：暗い部屋の中、頬ほお杖づえをつきながら大きな水すい晶しよう玉だまを眺ながめているんですよ。その水晶の中には、城内の様子が幻げん影えいとして映し出だされているんですよ。

ユーノス：定番のシーンですね。

チンエン：まさに魔王って感じだなぁ。

ＧＭ：そこで、ノブカタはひとり呟つぶやきます。




「くくく、心弱き者は瘴気に呑のまれて生まれ変わり、新たな力を得る」

　水晶に映し出された光景に、ノブカタは満足げに呟つぶやいた。

　瘴気は、人の心の闇やみに忍しのび込こむ。恐きよう怖ふや憎ぞう悪おに惹ひかれ、人を邪じや悪あくなものへと変える。

「力なき正せい義ぎは無力なのだ」

　瘴気は、力を与えてくれる。

　異形の者となった兵が、城内を蹂じゆう躙りんしていく。

「カゲユキよ、これがおぬしがずっと望んでいた───力だ」

　ノブカタは、その身体の主に誇こ示じするように言った。




ＧＭ：ノブカタは、カゲユキに語りかけるように言います。「これでこの国を思うがままに作り変えることができるであろう、それをその身をもって味わうがいい」と。その後ろに控ひかえるのは、不知火しらぬいのゲンヤと、妖よう怪かいニンジャたち。

オトハ：あと残っているのは……。

リン：女じよ郎ろう蜘蛛ぐものおキヌと。

ユーノス：輪入道のリンサイがいますね。

チンエン：三人か。

ＧＭ：そして「はーっはっはっはっはっ！」とノブカタの高笑いが響ひびき、シーン終了です。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆城じよう内ない突とつ入にゆう！




　オオド城じようは、魔ま界かいの様相を呈ていしていた。

　瘴しよう気きによって人は怪かい物ぶつになり、城しろの光景も異い様ようなものとなっている。

　だが、まだサクザの奮ふん戦せんにより二の丸は落ちていない。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズです。皆みなさんはオオド城に乗のり込こみました。城内は魔ま性しようの兵が跋ばつ扈こし、あちこちから煙けむりがたなびいています。

オトハ：おお、もう戦場のように……。

ＧＭ：それどころか、城全体も変化し始めています。壁かべ一面が脈打つ生物のようになり、そこに怨おん念ねんに満ちた顔が浮うかんでいたり。

オトハ：うわぁっ!?

ユーノス：まさに魔界そのものですね……。

ＧＭ：しかし、二の丸はかろうじて持ちこたえているようです。鎧よろいを着き込こんだサクザが、何人か老兵をしたがえ、「おりゃー!!　おりゃあー!!」と槍やりで敵てきを突つき返かえしています。

オトハ：爺じいが踏ん張っておる！　早く助けに行かねば！

ＧＭ：その一方で、武む者しや溜だまり……兵が集まる場所に磔はりつけ台だいがいくつも掲かかげられ、見せしめに処しよ刑けいされようとしています。その中に、知ち恵えサダことマツヒラ・サダノブの姿すがたも。

オトハ：わーっ！　知恵サダー!!

リン：こっちも急がないと殺されてしまいそうですね。

チンエン：……これは、どっちを先に助けるか選せん択たくするというイベントだな。

ＧＭ：さすが勘かんがいいですね。そのとおりです。

リン：回かい収しゆうせずにノブカタのもとまで行くと、どちらも死んでしまうってことですね。

ＧＭ：はい、確かく実じつに死にます。で、磔台の方では「こやつらはノブカタ様に逆さからった者たちじゃ！　その末路を見るがよいわ！」と松明たいまつを掲かかげ、火あぶりにしようとしてます。

オトハ：まずいまずい！

リン：どのくらいの猶ゆう予よが残されているんでしょうか？

ＧＭ：「あと５ラウンドのうちに火をつける！」

ユーノス：具体的！（笑）

チンエン：これはわかりやすい。

ＧＭ：というわけで、知恵サダ救出には５ラウンドの猶予があります。

チンエン：助けないという選せん択たくは……ないよなぁ。

ＧＭ：別に、スルーしてもいいんですが（一同笑）。

オトハ：いやいや！　どっちも助けるぞ！

リン：知恵サダ殿どのを先に助ければ、火あぶりは阻そ止しできますね？

ＧＭ：はい、そのかわり二の丸がそれまで持ちこたえるかどうかはわかりませんが。

ユーノス：では、先に二の丸救出に向かいますか？

チンエン：敵が押おし寄よせてるんだろ？　戦せん闘とうになる可か能のう性せいがある。

ユーノス：その場合、５ラウンド以上経けい過かすると知恵サダさんは火あぶりですか。

ＧＭ：そういうことですね。ご想そう像ぞうのとおり、戦闘を用意しています。

チンエン：どっちに先に行くかは、我われ々われが選んでいいというわけだな。

ＧＭ：そのとおりです。では、ここでルールを説明しますね。




サクザ：二の丸

　敵との戦闘が発生。二の丸は【ＨＰ】を[image: ]点所持している。１ラウンドごとにダメージが与あたえられ、これが０になるとサクザと部下は死し亡ぼうする。




サダノブ：武者溜まり

　ＦＳ判はん定ていが発生。５ラウンドが経過するとサダノブたちは死亡する。




オトハ：どちらも余よ裕ゆうはなさそうじゃのう。

リン：どちらから参りましょう、姫ひめ様さま？

オトハ：うーん、両方いっぺんに助けたい。

チンエン：……時にＧＭ、二手に分かれることは想定しているのかね？

ＧＭ：してはいますが……やると結けつ構こう大変なルートですよ？

リン：戦闘とＦＳ判定だから、ラウンド進行で交互に処しよ理りできますからね。

ＧＭ：ですが、二の丸と武者溜まりは距きよ離りが視し界かいに入らないので、お互たがいに攻こう撃げきや支し援えんは届とどかないとします。ギルドサポートは明記がないかぎり、離れていても有効としますが。

リン：二手に分かれると、完全に分ぶん断だんされてしまいますね。




　しばし悩なやむ一同。

　やがて、ユーノスがひとつの提てい案あんを行なう。




ユーノス：……知恵サダさん救出は、ボクが行きます。皆さんは、サクザさんの救出に向かってください。

オトハ：ええ!?　よいのかユーノス？

ユーノス：こう見えて、単体での生せい存ぞん能のう力りよくには自信があります。ＦＳ判定であれば、《アンプロンプチュ》がありますから、なんとかなるはずです。

チンエン：呪じゆ歌か判定でなんとかできるからな。

ユーノス：５ラウンドということなら、十分ですよ。

リン：ただ、ユーノスからの支援がまったく飛ばなくなるので、戦闘となった場合はそれなりに厳きびしいことになると思います。

チンエン：場合によっては、サクザ救出が早めに終わったら、そっちに合流しよう。その場合の処理はどうなるんだ？

ＧＭ：一方の救出が終わった後、合流できるとします。途と中ちゆうで抜ぬけて移い動どうすることは原げん則そくとしてできません。セットアップで登場判定をして、成功すれば合流できたことにしましょう。このときの登場判定の難なん易い度どは10ですね。

チンエン：わかった。

ユーノス：……ただひとつ、問題が。

オトハ：うん、なんじゃ？

ユーノス：知恵サダさんを助けに行くのはいいんですが……ボクは、彼かれに対して特にこれといった思い入れがないんですよね（一同爆ばく笑しよう）。

オトハ：思い入れがない!?　そ、そうか、言われてみればたしかにっ！

ユーノス：勇んで乗のり込こむわりに、実は友人でも恩おん人じんでもないという（笑）。

チンエン：……ユーノス、実は知恵サダの娘むすめと婚こん約やくしていたとかない？（一同爆笑）

ユーノス：ええっ!?

リン：（知恵サダの娘になって）「ユーノスさん！　父上を、父上をお助けください！」

ユーノス：ああっ、あなたは今までいなかった知恵サダさんの娘さん！（笑）

チンエン：それでいいんじゃないか？　だって最終回だし（笑）。

ＧＭ：そんな設せつ定ていいらねーっ！（笑）




　というわけで、知恵サダに娘がいたという案はお流れに。




リン：それだったら、一話に登場したおミツが磔になってるでいいのでは？

ＧＭ：正直屋おミツ、いましたねえ！




おミツ

　第一巻かんに登場した、正直屋の娘。ユーノスを助けた恩人でもある。

　エチゴ屋キュウベエと普ふ請しん奉ぶ行ぎようオオノキ・ゲンバによる不正の被ひ害がい者しやであった。

[image: ]




リン：きっと商売が持ち直して、お城に出入りするくらいになっていたんですよ。

ＧＭ：ああ、そこを妖よう怪かいニンジャに捕つかまって。

チンエン：それで、ユーノスの知り合いだからおびき出すための人ひと質じちにされたんだな。

オトハ：おミツ、せっかく助かったのにぃーっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

ユーノス：すみません、おミツさん！（笑）

ＧＭ：ああ、ではこういう光景をユーノスが目もく撃げきすることにしましょう。

ユーノス：どういう光景ですか？

ＧＭ：磔にされたおミツの傍かたわらに女じよ郎ろう蜘蛛ぐものおキヌがいて「ふふふ、おミツ。お前も、ユーノスという男と知り合ったのが運の尽つきさ」と（一同爆笑）。

ユーノス：これはひどい！　ボクの知り合いという理由だけで!?（笑）

オトハ：妖怪ニンジャ、なんてひどいヤツらじゃ！




　成り行きでひどいヤツになりました。




ユーノス：これは行かざるを得ない！　オトハさん、先にサクザさんを救出に向かってください。ボクは、おミツさんを救わなければならない！

オトハ：よ、よいのかユーノス？

ユーノス：オトハさん。男には、行かなきゃいけないときがあるんです！

一同：おおっ～！

オトハ：爺を救い出したのち、急いで駆かけつけるからな！

ユーノス：では、清すが々すがしい笑顔を浮うかべたのち、空に飛び立つ！　───とうっ！

チンエン：行け、ユーノス！　最終話だし！（一同笑）

オトハ：突とつ然ぜんユーノスに見せ場ができたな！　すごい！

リン：では姫様、あたしたちはサクザ殿救出に向かいましょう。

オトハ：わかった！

ＧＭ：というわけで、救出作戦は二手に分かれるということで、次のシーンは同時進行とします。







◆Middle 02◆激げき闘とう、二正面救出作さく戦せん！




　二の丸に立たて籠こもるサクザ、磔にされた知恵サダとおミツ。

　知恵サダとおミツを救うため、ユーノスは武者溜まりに向かう。

　オトハたちは、二の丸に急行した。




ＧＭ：では、サクザと知恵サダ……おミツ救出のシーンとなります。ＦＳ判定と戦せん闘とうが同時に起こります。まずは、二の丸のサクザの方から演えん出しゆつしましょう。オトハ、リン、チンエンはサクザが籠もって戦っている二の丸に辿たどり着つきました。

チンエン：ざざーっと駆かけつけてみた。

ＧＭ：二の丸の門前は、狭せまい通路になっています。押し寄せてくる敵の数を制せい限げんして、防ぼう御ぎよしようという構こう造ぞうですね。

オトハ：む、狭せまい通路じゃな。

リン：で、櫓やぐらや門の上から攻撃できるようになっていると。

ＧＭ：はい。横には移動できません。この通路の前に立てば、封ふう鎖さをすることができます。

リン：ということは、封鎖をしろってことですね。

チンエン：門の前に立って、守るっていう戦いになりそうだな。

ＧＭ：そうですね。（ポーンを置いて）これを二の丸の門としましょう。サクザはこの門の上にいます。

オトハ：爺じい、無事だったか！

ＧＭ：「おお、姫様！　なぁに、この程てい度ど。まだまだ若わかい者には負けやしませんわい！」

チンエン：おお、さすが〝鬼おにの〟サクザ。

ＧＭ：で、オトハたちが駆けつけると向こうから「南～無～」という声が響ひびきます。

オトハ：むっ、新手か！

ＧＭ：そのとおりです。巨きよ大だいな車輪を背せ負おった入道が出しゆつ現げん。「愚ぐ僧そうは妖よう怪かいニンジャ七人衆しゆうのひとり、輪入道のリンサイ。うぬらを冥めい土どへ送るために参上した───」

ユーノス：妖怪なんだかニンジャなんだか僧そうなんだか（笑）。

リン：ああ見えてアコライトなのでしょう。前にも言いましたが、エリンディルに仏教はないので（笑）。

ＧＭ：そのリンサイとともに、ゴロゴロと自立行動する車輪も多数出現！

チンエン：そいつらもエネミーか？

ＧＭ：そうです、モブですね。５グループいます。

リン：でも、この通路を封鎖しているということですから……。

チンエン：我々が立ちはだかっているかぎり、後ろへは行かないということだな。

ＧＭ：そうなります。封鎖を抜ぬけるには【行こう動どう値ち】で対決ですね。二の丸はオブジェクトで【ＨＰ】[image: ]、攻撃されたらその分だけ減へっていきます。これが０になるとサクザも死亡してしまいます。

リン：《ヒール》や《蘇そ生せい》って効こう果かありますか？

ＧＭ：回かい復ふくはできませんがカバーや《プロテクション》は可か能のうです。

リン：なるほど。わかりました。




＊　＊　＊




ＧＭ：一方ユーノスが向かった武者溜まり。磔台が並ならび、その中に知恵サダとおミツが磔にされています。

ユーノス：おミツさん、助けに来ましたよ！　ばっさー！

ＧＭ：来たー！　かっこいいなぁ！（笑）

リン：おミツは「ユーノスさん、来ちゃ駄目！　これは罠わなよー！」と（笑）。

ユーノス：わ、罠ですって!?　なんとなく気づいてましたけど!!（笑）

チンエン：そうだよな。お武ぶ家け様とか知恵サダとかいる中、ひとりだけユーノスの知り合いというだけの町まち娘むすめがいるんだもんな（笑）。

ＧＭ：「お前を呼よび出だすためにわざわざ捕つかまえてきたのさー！」という女の声が響きます。

ユーノス：何!?　お、お前はっ！

ＧＭ：「私は女じよ郎ろう蜘蛛ぐものおキヌ！　どうやらこの娘を助けに来たようだねえ？」

チンエン：もう知恵サダどうでもよくなってるな（笑）。

ＧＭ：「だが、遅おそかったようだね？　こいつらの命は、もうすでに風前の灯ともしび！」と言いながら、磔台の下にぽんと松明たいまつを投げると、周囲はぼうっと燃もえ上あがります。

[image: ]

ユーノス：な、なんてことをー！

ＧＭ：「さあ、あとは好きにするがいいさ！」と、おキヌは撤てつ退たいします。

ユーノス：撤退するのか！　やはり、ボクを焼き殺そうという罠わなだった。

ＧＭ：向こうはどうせ火にまかれて死ぬだろうと思っていますから。というわけで、人質を火の中から助ける判定です。知恵サダとおミツ救出はＦＳ判定となります。終しゆう了りよう条じよう件けんは５ラウンド経過。名めい称しようは「知恵サダを救出せよ」。制限人数は四人。

リン：おミツ救出も加わったわけですね（笑）。

ＧＭ：はい、おミツも加わりました（笑）。

オトハ：制限人数は四人、でもユーノスひとり。

ＧＭ：完かん了りよう値ちは12でございます。

リン：結構高いですね。

ユーノス：しかし、５ラウンドあるので、まあ大だい丈じよう夫ぶでしょう。

ＧＭ：進行判定は最初は【敏びん捷しよう】です。支援判定は、誰だれかが駆かけつければできます。

ユーノス：なるほど。

ＧＭ：というわけで、二の丸、武者溜まりの順で処理していきます。




▼第１ラウンド

　輪入道のリンサイとの戦闘、知恵サダとおミツの救出を同時進行で処理する。

【行こう動どう値ち】を申告した結果は、次のとおり。




・行動値（戦闘）

リン　　　　　　　18

輪入道のリンサイ　18

オトハ　　　　　　16

チンエン　　　　　16

自立車輪×５　　　８




・行動値（ＦＳ判定）

ユーノス　　　　　19
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ＧＭ：では、二の丸の配置。ＰＣはひとつのエンゲージ。前方一〇メートルにリンサイ、ＰＣのエンゲージ後方一〇メートルに二の丸の門です。では、二の丸のセットアップから。

リン：では、あたしのセットアップの前に《陣じん形けい》で移動ですね。

オトハ：よし、わたしとリンがリンサイにエンゲージじゃ！

リン：そしてあたしのセットアップ。《インペレイティブ》から《シャインストライク》《コンポーズ》。というわけで、《コンポーズ》の判定。（ダイスを振ふる）判定は10で成功。【行動値】が＋18されます。合計で36、これで突とつ破ぱはされないはず。

ＧＭ：うおー速い、本当だー!?

リン：ぶんっ（←素す早ばやく動いた音）。

チンエン：リンの姿が消えた!?（笑）

ＧＭ：そしてこちら、リンサイ！　うおお、これで抜けるのは不ふ可か能のうっぽいな！

チンエン：ふふふ、どうしたリンサイ（笑）。

ＧＭ：くっ……ではセットアップで《召しよう喚かん》と《特とく殊しゆ召喚》を使います。

チンエン：おっ。何を呼び出すんだ？

ＧＭ：こいつはさらに自立車輪を１Ｄ体呼び出します……（ダイスを振る）げえっ、ダイス目１、一体のみだ！




《特殊召喚》は《召喚》で呼び出すエネミーを１Ｄ体召喚できるのだが、振った結果ダイス目は１。

　最悪である。




リン：ダイス目のおかげで助かりましたね（笑）。

チンエン：しかし、リンサイを倒たおさないと次々召喚されるってことか。面めん倒どうだな。

ＧＭ：《召喚》５レベルですから、５回まで使用できます。

オトハ：で、わたしのセットアップは特になし。

チンエン：こっちは《ファストイート》で精せい霊れいのサラダを食おう。

リン：そしてイニシアチブプロセス。36であたしが行動。さてどうしましょう？　ここで与あたえておくと良いバッドステータスは……お、ノックバックですね。

ＧＭ：う、ぐぐぐ……！　【行動値】が減へらされるのか！

チンエン：さらに、オレがスリップさせられるぞ。

リン：そうですね。ならば《コールゴッド：タケフツ》で、ノックバックを指定。アーンド、メジャーで《ペネトレイトブロウ》！　（ダイスを振る）わっ、低い！　17！

ＧＭ：なら、ダイス一個こでも５が出れば17で回かい避ひ可か能のう！

チンエン：なんと！

リン：回避の固こ定てい値ちが高い！

ＧＭ：よし……とう！　（ダイスを振る）……ダイス目６！　出たぞ、達たつ成せい値ち18！

チンエン：かわされた!?

リン：ちいいっ。回避は高いようですよ。それがわかっただけでも意味はありました。

ＧＭ：では次、リンサイ。……くっ、離り脱だつはほぼ絶ぜつ望ぼう的てきだ。

リン：離脱してもいいのよ？（笑）

ＧＭ：してもいいのよと言われても、勝てる気がしない！　マイナーで《バッドステータス付ふ与よ：ノックバック（１）》を宣せん言げん……でも状じよう況きようは変わらねぇ！（一同笑）

チンエン：わぁ大変、ノックバックでリンの【行動値】が５下げられちゃうよ～。

リン：【行動値】31になっちゃいますぅ～。全然関係ないですぅ～（一同笑）。

ＧＭ：くっ！　だがそれでもやる！　メジャーで《ワイドアタック》（＊）……ここで《ゲイルスラッシュ》（＊）を宣言して、連続で攻撃するよ！　車輪を振ふり回まわしてオトハとリンに攻撃！

オトハ：むっ、こい！

ＧＭ：おりゃー！　（ダイスを振る）あれぇ？　そんなに高くないぞ？　達成値24。

オトハ：それならいけそう。《ストライクバック》からの《スタイル：シンエイ》！　（ダイスを振る）やった！　合計で31！

チンエン：《ストライクバック》成立！

オトハ：かきーん！　リンサイは75点のＨＰロスじゃ！

リン：（ダイスを振る）……ダイス目６、命中です。

ＧＭ：では、リンにダメージ。くっ、（ダイスを振る）51点、〈火〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージ。

リン：実は【魔法防ぼう御ぎよ点てん】の方が高いのですよ。《プロテクション》！　（ダイスを振る）高っ！　ダイス目で25も出ました。どうでもいいところで！（笑）　合計55点まで防ふせぎます。なので、こっちもかきーん（笑）。

チンエン：おお、防ぎきった！

ＧＭ：ダメージが入らないってことは……バッドステータスが入らねぇ!?（一同笑）　「馬ば鹿かな!?　人体を叩たたいている気がせん！」愕がく然ぜんとするリンサイ。

リン：ほっほっほっ。鍛きたえれば、筋きん肉にくとて鉄より硬かたくなるのですよ。

チンエン：もう女キャラであることを捨すててるな（笑）。

リン：女である前に、あたしは一匹ぴきの修しゆ羅らですから。

ＧＭ：では、もう一発いくぞ！　命中判定の達成値は23。

リン：（ダイスを振る）７、回避失敗！

オトハ：（ダイスを振る）17で失敗じゃ。……よし、来い！

ＧＭ：今度こそ通るはずだ！　そう信じる！　信じよう！　（ダイスを振る）……お、53点の〈火〉属性魔法ダメージ。

リン：姫様に《プロテクション》……（ダイスを振る）今度も高め、20点軽けい減げんです。

オトハ：ありがとう！　【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は……９点だ！　24点ダメージ！

リン：こちらは23点ダメージです。まぁまぁですね。

ＧＭ：これで【行動値】が下がった！　……が、無意味なのか（笑）。そして次はチンエン。

チンエン：おっ。じゃあ一発かましてやろう。《ランニングセット》からの《フードファイト》で轟ごう炎えん豆どう腐ふを消費し、かつ、マイナーで《マジックブラスト》。で、《アースバレット》でリンサイと車輪を攻撃だ。（ダイスを振る）うん、命中は25！

ＧＭ：（ダイスを振る）リンサイは避さけられなかった！　……六体いる車輪も駄だ目めだった！

リン：全員くらった！

チンエン：（ダイスを振る）[image: ]点の〈地〉属性魔法ダメージ。スリップもいくよ～。

ＧＭ：うひょー！　こけるー!!　まず車輪が全ぜん滅めつ！

チンエン：オレの豆腐に呑み込こまれていく（笑）。

ＧＭ：だが、輪入道のリンサイはまだ立ってます。いや、スリップしてますが（笑）。

オトハ：じゃあ、わたしの攻撃じゃ！　《ファストセット》から《スマッシュ》、マイナーで《フルスイング》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》！　連続で斬きりつけるのじゃ！

リン：姫様、コストはこちらで受け持ちます！

オトハ：コスト31点。任まかせたのじゃリン。命中達成値、30！

ＧＭ：（ダイスを振る）む、避けられません。

オトハ：うわっ、ダメージロール低ぅっ!?　８Ｄ振って15!?　ダメージは[image: ]点……。

チンエン：だが、もう一発ある！

オトハ：もう一回攻撃！　（ダイスを振る）今度は31で……命中じゃな？　じゃあダメージは[image: ]点！

ＧＭ：ぶっ!?　一気に跳はね上あがった!?　リンサイ、ちょっと痛いたそう。





（＊）《ワイドアタック》　範囲（選択）の対象に武器攻撃を行なうシーフのスキル。

（＊）《ゲイルスラッシュ》　《ワイドアタック》による攻撃を二回行なうエクスプローラーのスキル。






◆ユーノスのＦＳ判定

ＧＭ：では、場所は移うつってユーノスのＦＳ判定。【敏びん捷しよう】で難なん易い度どは13です。セットアップからどうぞ。

ユーノス：はーい。セットアップは特になし。フェイトは２点使おう、念のために。というわけで４Ｄでダイスを振ふりますよ。

ＧＭ：どうぞ。

ユーノス：（ダイスを振る）ダイス目は12だから達成値19。６差で＋４上じよう昇しよう！

ＧＭ：４上昇だとイベントが起こりますね。

ユーノス：おっ、何でしょう。

ＧＭ：進行度２……火の巡めぐりが早くなり、煙けむりも出てきています。

ユーノス：（咳せき込む仕草）ごほごほっ。

ＧＭ：炎ほのおの熱さに耐たえるため、判定に使う能のう力りよく値ちは【精せい神しん】、難易度は14に上昇します。

ユーノス：ああー、【精神】なら楽勝ですよ。10もありますから。

ＧＭ：意外と【精神】が高かったユーノス（笑）。

ユーノス：天使にとっては、この程度の熱、いかほどにも感じぬ！（笑）

チンエン：おお、やるな。




▼第２ラウンド

[image: ]

リン：では次のラウンドー。戦闘の方から処理しましょう。まずはセットアップ！

リン：《コンポーズ》！

ＧＭ：くっ。また先手を取られる……。

リン：そして《インペレイティブ》から《シャインストライク》。で、《コンポーズ》の判定は……（ダイスを振る）うわっ、危あぶない!?

ＧＭ：１、２で３（笑）。

リン：よかった、それでも判定成功（笑）。【行動値】が36になります。

ＧＭ：《召喚：自立車輪》＋《特とく殊しゆ召しよう喚かん》、てい！　（ダイスを振る）う、二体……（笑）。

オトハ：わたしのセットアップは、今回もなし。

チンエン：今のうちにやっておこう。《パーベイヤー》。「種別：食料、料理」のアイテムを、合計七五〇〇Ｇまで取得。突然料理を開始する。じゃっ！　じゅわーっ!!（一同笑）

ＧＭ：「くっ、おのれ……ずいぶんと余裕な！」

チンエン：まさに、お前ごとき朝飯前ということよ。眼鏡をかけつつ、あれこれと料理を用意しておこう。むしゃむしゃウマーイ。

リン：作るはしから食べてどーする（笑）。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。

リン：あたしからですね。リンサイを殴なぐります。マイナーで《コールゴッド：タケフツ》、バッドステータスは放心で！

ＧＭ：うぐっ、メジャーアクションの判定が１Ｄ減へる！　また離り脱だつできそうもない（笑）。

リン：《ペネトレイトブロウ》！　えいや！　（ダイスを振る）命中は20！

ＧＭ：ダイス一個で８は出せないので……（笑）。

チンエン：クラッチクロウ、凶きよう悪あくだな！

リン：《シャインストライク》で【精神】をプラス。……あら？　ほほほ、スリップ中だから《アディショナルブロウ》が入るじゃないですか♪

ＧＭ：ほ、本当だぁーっ!?（笑）

リン：追加分６Ｄ！　邪じやッ！（ダイスを振る）……あら、６が三つも。85点防ぼう御ぎよ点てん無む視し！

ＧＭ：ぶふっ!?

リン：アンド放心です。

ＧＭ：リンサイは放心とスリップ……うおお、放心はクリンナップまで回復しない！

リン：そのとおり♪　脳のうの震しん動どうに苦しみなさいな。

ＧＭ：ぐぬぬ、だが負けはしない！　リンサイはムーブアクションでスリップを解かい除じよ、マイナーで《ブラッディフィート》（＊）、メジャーで《ウェポンシュート》（＊）を宣せん言げん、狙ねらうは二の丸！

オトハ：サクザ！

リン：これは防ふせげませんね……。とりあえず、《プロテクション》で防御する構かまえ。

ＧＭ：車輪が火か炎えんを噴ふきながら飛んでいって、69点の〈火〉属性魔法ダメージ。

リン：《プロテクション》！　19点軽減。

ＧＭ：二の丸は防御点10点ありますので、差し引き40点のダメージ。

オトハ：わーっ！

チンエン：でもまだ[image: ]点もあるぞ。

オトハ：わりと安心じゃな（笑）。

チンエン：それでは行くぞ。さっきと同じく範はん囲いに拡かく大だいした《アースバレット》！




　結果、やはり吹ふき飛とんでいく自立車輪二体。

　リンサイも、そろそろダメージ総そう計けいがきつくなってきた。




リン：さあ姫様、お願いします！

チンエン：雑魚ざこは露つゆ払はらいしておきましたよ（笑）。

オトハ：うむ。《ファストセット》から《フルスイング》。《スマッシュ》と《ストラグルクラッシュ》で、リンサイを攻撃！

ＧＭ：こりゃあ……死ぬな……（一同笑）。

リン：コストの方はお任まかせを。

オトハ：うむ！　とりゃー！




　二ふた重え太だ刀ちが妖怪ニンジャ・リンサイの巨きよ体たいを斬きり裂さく！

　合計で[image: ]点近いダメージを受け……リンサイは倒たおれるのであった。




ＧＭ：「無念……」とリンサイ死亡。

オトハ：よし、勝った！

ＧＭ：その勝利を見てサクザが駆かけ寄よってきます。「お見事です、姫様！」

オトハ：よく持ちこたえたな、爺じい！

ＧＭ：「なんのこれしき。まだまだ戦えますわい」と、あちこちの傷きずを気にした風もなく豪快に笑ってみせます。

オトハ：相変わらずじゃな（笑）。

リン：この調子なら、もうここは大だい丈じよう夫ぶそうですね。

チンエン：さて、こっちが終わったから、次はユーノスを助けに行かないと！




　ユーノスに合流するべく、オトハは駆かけ出だした。

「……やれやれ、ほんの少し見ぬうちにずいぶんと立りつ派ぱになられたわい」

　オトハの背せ中なかを見送りながら、嬉うれしそうに呟つぶやくサクザであった。





（＊）《ブラッディフィート》　攻撃の命中判定に＋１Ｄするニンジャのスキル。

（＊）《ウェポンシュート》　［射程：至近］の武器でも投射して射撃攻撃するニンジャのスキル。






◆ユーノスのＦＳ判定

ユーノス：では、お待たせしました、ボクの番です！

ＧＭ：【精神】で難易度は14ですよ。

ユーノス：フェイトを１点使っておきましょう。３Ｄ振ります。これで期き待たい値ちでいける……えい！　（ダイスを振る）おっ、結構いい。12、足して22。なので８差、＋４進みます！




　ユーノスの達たつ成せい値ちが高いおかげで、現げん在ざい、進行値は８。

　しかし、ここでイベントが発生する。




ＧＭ：進行値が８まで来ましたね。まず、進行値５の時点でイベントが発生します。

ユーノス：おっ。

ＧＭ：磔台に近づくことができたが、蜘蛛くもの糸のようなものでしっかりと縛しばられています。ＦＳ判定が【器用】で難易度14に変へん更こうされるのですが…これはもう突破されました。

ユーノス：熱で溶とけてたんですよ（一同笑）。

リン：蜘蛛の糸は比較的熱に耐えますが、四〇〇度くらいが限界ですので。

ＧＭ：えっ、えーっ!?　おキヌーっ!?（一同笑）

チンエン：なのに火を放つとは……うかつな奴やつ（笑）。

ＧＭ：そして進行値８でもイベントが発生します。磔台から知恵サダやおミツたちを解かい放ほうすることはできましたが、彼らは衰すい弱じやくしていて自力では逃にげ出だせそうにありません。

ユーノス：うっ、やな予感。

ＧＭ：彼らを運び出すため、【筋きん力りよく】判定、難易度14となります。

ユーノス：はうあー、筋力は低い！　けど、《アンプロンプチュ》でなんとかしよう。




▼第３ラウンド

ＧＭ：では第３ラウンド。オトハたちは、登場判定に成功すればユーノスの居い場ば所しよに登場できますよ。

オトハ＆リン＆チンエン：成功した！

ユーノス：ありがたい！

ＧＭ：では、イニシアチブです。

ユーノス：ボクはリュートをかき鳴らしながらおミツさんたちを城じよう外がいへ連れ出しますよー！（ダイスを振る）クリティカル～♪

ＧＭ：うおお!?

ユーノス：クリティカルした場合、進行値の上昇は［１Ｄ＋６の目の数］点、この場合は１Ｄ＋２ですね。（ダイスを振る）……ダイス目は２、というわけで進行値が４上昇！

ＧＭ：では、まず進行値10でイベントが発生します。無事、炎ほのおの中から知恵サダたちを助け出すことに成功しましたが、魔ま性しようと化した雑ぞう兵ひようどもが行く手を塞ふさぎます。ですが……。

ユーノス：さあ、ボクの歌を聴きいて！　ぽろろ～ん♪（一同笑）

ＧＭ：その音楽に釣つられ、雑兵たちも踊おどり出してしまう（一同笑）。

ユーノス：一いつ緒しよに道を空けて～♪

ＧＭ：それで道が空きます。そして、進行値12に到とう達たつしたので……ＦＳ判定終了です。

一同：おおっ！

ユーノス：さあ、もう大だい丈じよう夫ぶですよ。知恵サダさん、それにおミツさん！

ＧＭ：そこへオトハたちが駆けつけてくるという感じですね。

オトハ：おお、もう助けておったのかユーノス！

リン：さすがですねぇ。

ユーノス：ははは、つい本気で天使の歌声を披ひ露ろうしてしまいました。

リン：はいはい（笑）。

チンエン：ま、何はともあれサクザも知恵サダも、おミツも助かった。

リン：おかげで、制限時間５ラウンドのところが３ラウンドですみました。




　知恵サダもおミツも、ユーノスの歌声によって無事救われた。

　さすがは夢ゆめと希望を振ふりまく天てん狗ぐ───いや、天使である。




＊　＊　＊




ＧＭ：さて。戦闘が３ラウンドで終了しましたから、２ラウンド分余よ裕ゆうがありますね。ボーナスとして、メインプロセス２回分だけ、アイテムなどで回復して構いませんよ。




　ここでの回復行動は次のとおり。

・オトハ：特になし。

・リン：自分とオトハにそれぞれ《ヒール》を使用。両者とも【ＨＰ】全ぜん回かい復ふくとなった。

・ユーノス：特になし。

・チンエン：《ダムウェイター》を使用し、自分、オトハ、リンの【ＭＰ】を回復。【ＭＰ】消しよう耗もうが激はげしいリンにはもう一度使用し、さらに【ＭＰ】回復。







◆Middle 03◆〝烈れつ風ぷう!!　世直し隊〟、空へ




　サクザと知ち恵えサダたちの救出に成功した、オトハたち。

　だが、この異い変へんを起こし、カゲユキの身体を乗っ取ったノブカタは、空の天てん守しゆ閣かくにいる。

　相手が空にいるのなら、こちらも飛ぶしかない！




ＧＭ：では次のシーンです。知恵サダとおミツを助けた皆みなさんのところに、サクザも駆かけつけてきます。

オトハ：おお、サクザ。

ＧＭ：「無事だったか、サダノブ殿どのよ」とサクザが言うと、知恵サダも「サクザ殿こそ。磔はりつけ台だいの上から、槍やりを取っての奮ふん戦せん、見物させてもらいました」と。

リン：おや？（笑）

チンエン：ここはあれだ、サクザも知恵サダを認みとめるんだな。

ＧＭ：そんな雰ふん囲い気きですね。サクザも「磔にされながらも動じぬ胆たん力りよく。若わかいにしてはまずまずじゃな」なんてことを言います。

ユーノス：ここに雪ゆき解どけが！

ＧＭ：まあ、知恵サダはエルダナーンなのでサクザより年上なんですけどね（笑）。

チンエン：そういえばそうか。

ＧＭ：それでも、アオイ家に仕えたキャリアはサクザの方が長いので、知恵サダを新しん参ざん扱あつかいしてるんですが。

リン：でも、今回の件けんでお互たがいを見直したと。

ＧＭ：「我われ々われは、お互いを誤ご解かいしておったのかもしれんのう」

オトハ：みんな無事でよかった！




　オトハは屈くつ託たくなく言った。

　異い様ような空気が満ちたオオド城じように、心地よい風が吹ふいたような気がした。

　だが、ほっとしてばかりもいられない。




リン：サクザ殿も知恵サダ殿も無事でしたが、問題は次ですね。

ＧＭ：「そうじゃな、上様はまだ……」と、サクザが見上げると、そこには天守閣が。

オトハ：雲の中に浮うかんでおるのか。

ＧＭ：はい、そのとおり。

オトハ：早く助けに行かねば……。

チンエン：あの城しろを落とさねばなりませんなぁ。

ＧＭ：「しかし、どうやって天に浮かぶ城を落とす？」

チンエン：ユーノスならひとりでいけるんじゃないか！（一同笑）

ユーノス：ちょっと待ってください、またボクひとりで行けと!?

一同：じーっ。

ユーノス：ちょっ、そんな目で見ないでー！（一同笑）

チンエン：飛べるのはチミしかおらんのだよ。

ユーノス：だからといって、ひとりで乗のり込こむのは危き険けんですって！

リン：あたしたちも乗り込まないといけませんしね。

オトハ：では、どうしよう？

ＧＭ：……と、ここで知恵サダが「天てん守しゆ閣かくに乗り込むだけならば、可か能のうかもしれません」と言い出します。

一同：おおっ！

オトハ：どういうことじゃ？

ＧＭ：「ただ……かなり危険な方法になるかと思いますが」

リン：して、その方法とは？

ＧＭ：「古来、物見をするために大おお凧だこを使ったという記録がありまして」

オトハ：お。おおだこ？

チンエン：あれか、巨きよ大だいな凧に我々をくくりつけて……（笑）。

ＧＭ：知恵サダは、こくりと頷きます（笑）。

オトハ：それ、誰だれか試したことがあるのか？

ＧＭ：「まさか。文ぶん献けんで見ただけです」（一同爆ばく笑しよう）

オトハ：ちょっ、見ただけ!?

チンエン：言い出しといて「まさか」とか言うなよ！（笑）

リン：実じつ際さいに試したかどうかは、さだかではないと？

ＧＭ：「かつては試したものと思われますが……」

リン：なんということでしょう、まったく保ほ証しようがありません。

オトハ：し、しかし、一いつ刻こくの猶ゆう予よもない……試すか！（笑）

ＧＭ：「では、しばしお待ちください」と言って、知恵サダは地面に設せつ計けい図ずを描かき……。

一同：そこからかよっ!!（爆笑）

リン：えっ、用意されてるわけじゃないんですか!?（笑）

ＧＭ：そりゃあまあ（笑）。

チンエン：どうすればいいんだ、材料集めから始めないといかんぞ！

ユーノス：でっかい凧を揚あげるということですから、材料がいりますね。

オトハ：一刻の猶予もないのに!!（笑）

ＧＭ：そうすると、おミツが「わたしに任まかせてください！」と声を上げます。

ユーノス：おおっ、おミツさん！

チンエン：あなたの厚こう意いは嬉うれしいが、材料の当てはあるのかね？

ＧＭ：「わたしひとりじゃどうにもできないけど、オオドのみんなに声をかけてみます」

一同：おおっ！

オトハ：それは助かる！

リン：なるほど、オオドの人たち一丸となって大凧を作るんですね。

オトハ：よ、よしみんな！　凧を作るぞ！（笑）

チンエン：「おうよ！　凧だ凧だ！　一世一代の大凧でい！」

ユーノス：誰だれだよ！（一同笑）

チンエン：オオドに住む、気きっ風ぷのいい職しよく人にんたちだよ（笑）。

リン：でも、そういう人たちいそうですね。

チンエン：きっとこれまで登場したいろんな人物が凧作りに参加してくれるんだろう。ああ、そうだ。実は生きていた十じつ徳とく包ぼう丁ちようや、少年料理人の子孫が、このタイミングで駆かけつけてくれるんだな（笑）。

ＧＭ：「チンエン様、先せん祖ぞ代々お待ちしておりました」と。

チンエン：悠ゆう久きゆうの時を超こえ、よく来てくれた！

オトハ：いい話だなー（笑）。

ユーノス：なら、ウツミヤ藩はんから釣つり天てん井じようの仕し掛かけ造つくってたタスケ君のお父さんも駆けつけてくれたりして（笑）。

オトハ：あっ、いたいた！　難むずかしいパズルも作った人！




タスケの父親

　かつて、オトハたちがウツミヤ藩を訪おとずれたとき、タマ姫ひめ陰いん謀ぼうの仕掛けを造らされていた大工がいたのだ。くわしくは第一巻かんを参照していただきたい。




チンエン：でも、なんでウツミヤ藩の大工がオオドにいるんだ？

ユーノス：たまたま、オオド見物に来ていたんですよ（笑）。

チンエン：なんたる偶ぐう然ぜん！　いいのか、そんなんで。

オトハ：だって最終回だし！（一同爆笑）

チンエン：そうか～、最終回だもんなぁ。そりゃあ仕方ないな！

オトハ：三巻に出てきたウサ耳姉妹とか（笑）。
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リン：ああ、海の家にいたあのふたりですか。

チンエン：「ユーノス、助けにきたよ！」と白ウサギのおキツが。

ＧＭ：おミツと仲良さそうなユーノスを見て「ユーノス、これはどういうこと？」

ユーノス：どうしてそんな修しゆ羅ら場ばに!?（爆笑）

ＧＭ：いや、思い返してみればそうだったなぁと（笑）。

チンエン：そして、何故なぜかジャクソンがそこに現あらわれたりしてな。

ユーノス：なんでいるんだー!?（一同爆笑）




ジャクソン

　第二巻でショーリン館を訪れたとき出会った妙みようにテンションが高い修しゆ行ぎよう僧そう。

　ユーノスとユニットを組もうと積極的にアピールしていた。




ＧＭ：「ＦＵＵＵＵ！　ユーノスさぁん助けに来ましたよぉぉぉぉ！」

オトハ：わざわざセーリアから海を越えて来ておる～！

ＧＭ：ショーリン館の修しゆう学がく旅行かなんかでやってきたんではないかと（笑）。

ユーノス：修学旅行ってなんですか！

リン：まあまあ、最終回ですから！（一同爆笑）

オトハ：そうそう、細かいことは気にするな！

ユーノス：そのひと言でまとめるには限げん界かいがある！（笑）

ＧＭ：まあ、おミツの呼よびかけによってオオドの人たちや、皆みなさんに縁えんがあった人たちがたくさん集まってきます。

オトハ：何はともあれ、みんなが助けてくれるのは嬉うれしいのじゃ。




　お城の一大事だと、オオドの人々が駆かけつける。

　職人大工一丸となって、知恵サダ設せつ計けいの大凧を作り上げる。

　ひとりひとりの力は小さいが、皆が集まれば大きなものとなっていく。

　凧を揚げるために、人足たちも集まった。

　あとは、風を待つばかり───。




ＧＭ：さて、大おお勢ぜいが集まったおかげで、日ひ暮ぐれ前までに大凧を完成させました。畳たたみ二〇畳じよう分ぶんもあろうかという大きなものです。

オトハ：おおすごい、壮そう観かんじゃな。

チンエン：そんなものを突とつ貫かん作業で作り上げるとは、すごいなダイワ人。

ＧＭ：知恵サダの設計と指し示じが的てき確かくだったからです。実は、知恵サダ救出に成功しているとこの大凧で城に向かうルートになるのですよ。

ユーノス：なるほど、助けた甲か斐いがありましたね。

チンエン：急きゆう遽きよ、おミツを救出することにしたんだけどな（笑）。

ＧＭ：で、凧には皆さんが乗る籠かごがついています。今は、いい風がくるのを丘おかの上で待っている状じよう態たいですね。

ユーノス：では、ボクは凧の先せん導どうをしましょう。《ウィング》で飛行できるので。

チンエン：なるほどな。よし、ワタシたちはその籠に乗のり込こもう。

オトハ：よし、行くのじゃ。

ＧＭ：では、籠に乗り込んだオトハに、サクザが駆け寄よってきて言葉をかけます。

オトハ：爺じい、なんじゃ？

ＧＭ：「姫ひめ様さま。もしかしたら、上様をノブカタからお助けすることはかなわぬかもしれませぬ。いざというときは、その手で……」

リン：それを言うために……。

ユーノス：タイクーンは、ノブカタに乗っ取られたままだから。

オトハ：そんなことには絶ぜつ対たいさせぬ！

一同：おおっ！

オトハ：必ず、兄上を助けて戻もどってくる！　御ご初しよ代だい様から授さずかったこの短たん刀とうにかけて。

リン：姫様……。今あたしはじーんときていますよ。

ＧＭ：「……姫様、お頼たのみしますぞ！」と一礼して去っていきます。

オトハ：うむ！

ユーノス：サクザさんも、その成長に喜んでいることでしょう。

ＧＭ：そして風を待つことしばし。さーっと風が吹ふき抜ぬける！

オトハ：時は……来た!!

ＧＭ：皆で大凧を「せーの！」と引ひっ張ぱると、風を受けてばっと浮うき上あがります。

一同：やった！

ＧＭ：そして、みるみる大凧は地上を離はなれていきます。

オトハ：飛んだ、飛んだのじゃ！

リン：オオドの人々の力が今ここに！

ＧＭ：ぐんぐん高度を上げ、雲間に浮かぶ天守閣を目指す大凧！　暗雲からは、ぴしゃあっと稲いな光びかりが放たれ、凧の真横をかすめていきます。

ユーノス：ひいいいいっ！

オトハ：短刀を握にぎりしめ、……あなたとの約束を、必ず果たします、と。

ＧＭ：すると、暗雲はオトハの乗った大凧を避さけるように晴れていく！

オトハ：見よ、雲が晴れていくぞ！　御初代様のお力のおかげじゃ！
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チンエン：過か去こから、我われ々われを見守っていてくれたか。

ＧＭ：しかし、天守閣からは翼つばさを生やした異形の者たちがこちらに押おし寄よせてくる───。

オトハ：むっ、敵てきか！

ユーノス：……もしかして、この状態で戦せん闘とう？

ＧＭ：……と思いきや、謎なぞのクノイチ率ひきいるギルマン魚ぎよ忍にん群ぐん飛とび魚うお部隊が！

一同：援えん軍ぐん来た───!!（笑）

チンエン：いたな、ギルマン魚忍群！




ギルマン魚忍群と謎のクノイチ

　かつてウツミヤ藩はん主しゆタカノシンに雇やとわれ、オトハたちと戦ったギルマンのニンジャ集しゆう団だん。

　藩主の娘むすめアヤメ姫は謎のクノイチとなってオトハに父の陰いん謀ぼうを伝えようとした。現げん在ざいでは家か督とくを継つぎ、藩の立て直しに成功している。
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ＧＭ：彼かれらを率いる謎のクノイチが「サクザ様の報しらせにより、助すけっ人ととして参上いたしました！」と飛び魚ギルマンの背せに乗ってやってきます。

オトハ：おお……！（笑）

リン：あらあらアヤメ姫（笑）。

ＧＭ：……と、サクザの救出に成功したので、ここでの戦せん闘とうは回かい避ひされました。

リン：なるほど、そういうボーナスがあったんですね。

チンエン：よかった。我々が世直しの旅をしてきたのは、決して無む駄だではなかった。

オトハ：無駄ではなかった……！　今優やさしさに包まれてますよ！

ＧＭ：そうですね。みんなの力です。

オトハ：みんな……ありがとう！

ＧＭ：そして、いよいよ天守閣に着地です。が……。

一同：が？

ＧＭ：うまく着地できるかどうかは、誰かひとりが【器用】の判はん定ていで着陸を操そう縦じゆうしなくてはなりません。難なん易い度ど20です。失敗した場合、着地に失敗して激げき突とつ、ダメージを受けます。

一同：うっそー!?（笑）

リン：そこはほら、ユーノスの《アンプロンプチュ》でひとつ……（笑）。

ＧＭ：天に流れるユーノスの歌。

ユーノス：おお！　かっこいいじゃないですか！　では奏かなでましょう！

チンエン：よし、ユーノスの歌を頼たよりに凧を操そう作さするんだ！

ユーノス：では歌いましょう！　ららら～♪　てい！　（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ちは34！

ＧＭ：おお、かなりいい！




　ユーノスの歌声に導かれ、大凧は雲間を飛んでいく。

　気流に乗り、ぐんぐんとスピードが上がる。

　そして、天守閣へと向かっていった。




チンエン：では、天守閣の屋や根ね瓦がわらを吹ふき飛とばしつつ、ずざざざーっと！

ＧＭ：そして、キリキリ回りながら城じよう門もん前にずさっと。

ユーノス：着地！

ＧＭ：大凧は、無事浮ふ遊ゆう天守閣に着地しました。

チンエン：では、凧から降りよう。

オトハ：とうとう来たか。

リン：では、天守閣に乗り込みましょう！

ＧＭ：というところで、シーン終しゆう了りよう！







◆Middle 04◆覇は者しやの憂ゆう鬱うつ




　オワリ・ノブカタは、みずからの生しよう涯がいを振ふり返かえっていた。

　思えば、誰だれからも理り解かいされぬ生涯であった。

　それは、身体を奪うばったアオイ・カゲユキも同じであるように思えた。




ＧＭ：さて、皆さんが天守閣に到とう達たつしたその一方、ノブカタは……というマスターシーン。天守閣で、ノブカタは目を閉とじて過去を回想しております。

オトハ：お？

ＧＭ：その記き憶おくは、まだ彼が英えい雄ゆうと呼よばれていた頃ころのものです。旧きゆう来らいの勢せい力りよくを打だ倒とうしようと挙兵を試みますが、「おやめくださいませ！　そのようなことをしては！」と、猛もう反はん発ぱつする家臣たちがいます。

チンエン：おお、ノブカタの視し点てんでの回想か。

ＧＭ：ノブカタの目からすると、彼がやろうとする革かく新しん的てきな試みが理解されず、妨ぼう害がいされているように感じるのですね。

リン：そして、結果として滅ほろぼしてしまう……。

ＧＭ：そうです。彼が見み込こんだ部下や同どう盟めい者しやも、彼の思想から離れて反はん乱らんを起こしていきます。それを叩たたき潰つぶしていくノブカタの心にも空くう虚きよな感かん情じようが生まれ始めます……。

オトハ：空虚な感情？

リン：裏うら切ぎられたとはいえ、かつては信しん頼らいした者です。それを叩き潰すのは、ノブカタも決して気分がよかったわけではない……ということでしょう。

ＧＭ：本来は、誰よりも理り解かい者しやがほしかったのです。しかし、いつしかその理解者も旧来の秩ちつ序じよを破は壊かいするノブカタに危き機き感かんを抱いだき、敵となってしまう。その繰くり返かえしでした。

チンエン：それは孤こ独どくだなぁ。

ＧＭ：そんな、みずからの手で生み出した火の海を回想しつつ、ノブカタは独どく白はくします。




「───のう、カゲユキ。おぬしとわしはよく似にておる」

　その身体を乗っ取り、奥おく底そこに沈しずめたカゲユキに語りかけるように、ノブカタは呟つぶやく。

　おのれの過去を振ふり返かえれば、孤独な戦いであった。

「天下を変えようとしても、それを解かいさぬ者どもから足を引ひっ張ぱられ、裏切られる……」

　世を革あらためようとしても、おのれの情や欲よくを優ゆう先せんして手向かってくる。

　志こころざしを同じくし、目をかけたのに裏切っていく。

　その心しん情じようを吐と露ろし、カゲユキに重ねる。

　まるで、理解者を得ようとするかのように。




ユーノス：ノブカタからすると、周囲の者が皆裏切っていったように見えるのですね……。

ＧＭ：ええ。さらには盟友と信じていたアオイ・ミツテル……ヤスハによって討うたれてしまったわけで。

チンエン：若わかき頃からの同どう志しで、友だと思っていた相手に。

オトハ：せつない……。

リン：それは悲しいですね。

オトハ：御初代様もあんなに想っていたのに……。

ＧＭ：ノブカタも、英雄であるがゆえに理解されなかったのです。古いものを変えようとしたので、古いものを信じる者から敵てき視しされたり、その考えについていけない者から離り反はんされたりしたのです。しかし、それでもすべてを変えなければならない……ノブカタはそう思っていました。

オトハ：うむ……。

ＧＭ：「のう、カゲユキよ。おぬしが抱いているもの、このノブカタ、嫌いやと言うほど知っておる。人は裏うら切ぎり、情なさけをかけても手向かってくる。つくづく愚おろかなものよ」

リン：ああ、上様も周囲がしたがわず思うように世直しができないから……。

オトハ：あ、兄上も孤独であったと……。

ＧＭ：「……だが、その愚か者ものどもをしたがえるために必要なものがある。それが力だ。わしは、おぬしに力を与あたえることができる」

チンエン：そうか、そういう方向からの誘惑か。

ユーノス：似ているというのは、そういう意味だったんですね。

オトハ：兄上ー、そんなヤツの言うことに耳を貸かしちゃダメじゃ！

ＧＭ：しかしその声は届とどきません。そして、ノブカタが水すい晶しよう玉だまに視し線せんをやると、そこにオトハの姿すがたが。「しかし、この小こ娘むすめ、似ておる。あの男……ミツテルに……！」

オトハ：あああああ～、ロックオンされた！（一同笑）

チンエン：そりゃあそっくりだ。本人の折り紙付きだし。

ユーノス：というか、影かげ武む者しやとしてノブカタの目を欺あざむいてますからね。幻まぼろしとはいえ。

ＧＭ：「ミツテルへの遺い恨こん、あの小娘をなぶり殺しにすることで晴らしてくれよう」と凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべる……というところでシーン終了です。

オトハ：絶対負けないのじゃ！







◆Middle 05◆幻まぼろしを打うち払はらえ！




　浮ふ遊ゆう天てん守しゆ閣かく城じよう門もん前───。

　雲を抜ぬけ、オトハたちはとうとうここまで辿たどり着ついた。

　しかし、その前に妖よう怪かいニンジャが立ちはだかる。




ＧＭ：では、浮遊天守閣の城門前。全員登場。今は上空、さっきまでの嵐あらしが嘘うそのように静まり返ってます。

オトハ：とうとう来たか……。

チンエン：この中に突とつ入にゆうすれば、ノブカタとの決戦か。

ユーノス：きっと、城門も恐おそろしげな装そう飾しよくに変わっているんでしょうね。

ＧＭ：ああ、いいですね。採さい用ようしましょう。まるで地じ獄ごくの入り口のような装飾が。地獄の獄ごく卒そつや悪あつ鬼きが描えがかれ、その上に人が犯おかした罪つみについて考える男の像ぞうがあったりして（笑）。

リン：「この門をくぐる者、一切の希望を捨すてよ」という感じの。

オトハ：それは怖こわい……。

ＧＭ：すると「ここまで辿り着くとは、大した連中だ」という声が響ひびきます。

オトハ：何やつ!?

ＧＭ：屋根の上には、酷こく薄はくな雰ふん囲い気きの美青年と妖よう艶えんなクノイチが。

チンエン：でたな、妖怪ニンジャ（笑）。

ユーノス：こいつらが門番でしょうね。

ＧＭ：「それがしは不知火のゲンヤ」「女じよ郎ろう蜘蛛ぐものおキヌ」と名乗ります。

オトハ：兄上はどこにいるのじゃ！

ＧＭ：「……兄上？　それはタイクーン、アオイ・カゲユキのことか？」

オトハ：そうじゃ！

ＧＭ：「もうそのような者はおらぬ。ここにおられるのは、ノブカタ様よ！」

リン：あくまでも、乗っ取ったと。

オトハ：兄上はノブカタに負けるような弱い方ではない！

ＧＭ：「さあて、それはどうかな？」

オトハ：なにを!?

ＧＭ：「ノブカタ様には、何人も逆さからえんということよ」

ユーノス：オトハさん、心配はいりません。

チンエン：そうとも、ノブカタなぞ何するものぞ。

ＧＭ：「ならば、その力を見るがいい」と言うと天守閣から下界のオオドに向けて……。

チンエン：えっ、天守閣からビーム出るの!?

オトハ：えええーっ!?（笑）

ＧＭ：ばしゅうううううっ!!　とまばゆい閃せん光こうが降ふり注そそぎます。

オトハ：そんな装そう置ちがあったのか～！　や、やめるのじゃ!!

ＧＭ：見ると、もはやダイワは火の海に。

チンエン：いやまあ、空に要よう塞さいが浮うかぶと定番だが……。

ＧＭ：「もはや何をしようとも無む駄だだ。地じ獄ごくの業ごう火かに包まれておるわ」

オトハ：それでも……それでも、わたしは兄上を救わなければならぬ！　そこをどけ！

ＧＭ：「ふっ、どかぬな」

オトハ：ならば、押おし通る───!!

ＧＭ：「ならばやってみるがよい！」……戦せん闘とうです。敵てきはゲンヤとおキヌ！




▼第１ラウンド

ＧＭ：敵エンゲージとの距きよ離りは一〇メートルです。では、【行こう動どう値ち】の申告を。




・行動値

女郎蜘蛛のおキヌ　　　　　24

不知火のゲンヤ　　　　　　23

ユーノス　　　　　　　　　19

リン　　　　　　　　　　　18

オトハ　　　　　　　　　　16

チンエン　　　　　　　　　16

[image: ]




ＧＭ：ではセットアップ。おキヌは特になし。不知火のゲンヤは《忍にん法ぽう炎えん幻げん地獄》というオリジナルスキルを使用。対象は場面（選せん択たく）。ゲンヤの【知力】と【精せい神しん】で対決し、失敗したものは行動済ずみになります。

一同：おおー!?

ユーノス：なんと恐おそろしい効こう果か！

ＧＭ：ぼうっと炎ほのおが灯ともり、皆みなにトラウマをえぐり出すような幻げん覚かくを見せるのです。

リン：ああ、あたしが開かい祖そ様にくびり殺されたり、姫ひめ様さまは団だん子ごに襲おそわれる幻覚ですね。

オトハ：ひいいっ、それはいやじゃ!?（一同笑）

ユーノス：これをくらってしまったら、１ラウンドの間一方的に殴なぐられますね……。

チンエン：……あの守まもり刀がたなの効果を使うか？

ユーノス：あれは、ノブカタ戦で使いそうではありますが……。

リン：わかりました。なら、打ち消してしまいましょう！

ユーノス：任まかせてください。《インタラプト》！　ボクの音楽で打ち消します！　皆みなさん、お気をたしかに。これは幻覚です！

リン：……はっ!?

オトハ：だ、団子がー、団子がー……はっ!?　団子が消えた!?

ユーノス：何故なぜか残念そうなニュアンスが（一同笑）。

ＧＭ：「……ちっ、我わが幻げん術じゆつを見み破やぶるとは！」

オトハ：危あぶないところであった。もう少しで団子が嫌きらいになるところだった！（笑）

ＧＭ：では、ユーノスです。

ユーノス：《クイックソング》からの《エチュード》。皆さんダメージ＋20！

リン：では、幻覚にも負けず《インペレイティブ》からの《チャネリング》、《セイクリッドダンス》《シャインストライク》を。（ダイスを振ふる）判はん定ていは成功。

オトハ：セットアップはなし。

チンエン：《ファストイート》を使って精せい霊れいのサラダを食う。

リン：そして、《陣じん形けい》です。

オトハ：うん、わたしとリンが敵にエンゲージして……。

チンエン：ユーノスとオレがすぱっと動き、エンゲージを切る。

ＧＭ：では、イニシアチブ。おキヌはマイナーで《バッドステータス付ふ与よ：毒（３）》。

チンエン：こいつ、毒を使うか！

ユーノス：しかも効果強度３！

ＧＭ：そしてリンとオトハにメジャーアクションで《バーストブレイク》！

チンエン：《バーストブレイク》は貫かん通つうダメージのうえにリアクションできないぞ……。

ＧＭ：こっちの命中判定はありますけどね。（ダイスを振る）うわ、あっぶね！　３だった。

リン：ああ、惜おしい。あと一歩でファンブルだったのに！（笑）

ＧＭ：ダメージは２Ｄ＋30の貫通ダメージ。（ダイスを振る）結果、38点。

リン：《ワイドプロテクション》！　（ダイスを振る）16点軽けい減げん！　22点そのままくらい、《インデュア》を宣言して、毒を消します。筋きん肉にくで、血管から毒を排はい出しゆつ！

チンエン：もう人間業わざじゃないだろ（笑）。

ＧＭ：しかしオトハは毒をくらった。

オトハ：きゅ～。毒じゃ～、はうう～。

ＧＭ：無数の毒どく蜘蛛ぐもが、ばーっと皆さんにまとわりつき、噛かみつきました。

オトハ：うわあああああっ、それは気持ち悪い!?

リン：毒（３）と言っていましたから、クリンナップで15点ずつ減へっていきますね。

オトハ：は、早く倒たおさないと……

ＧＭ：では、不知火のゲンヤの行動です。マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《ファイアクラップ》（＊）。対象はリンとオトハ。（ダイスを振る）命中は25。

ユーノス：《インターフィアレンス》！　《アンプロンプチュ》を使って（ダイスを振る）達成値は29！　……ふふふ、あなたの幻術は見み破やぶってますよ？

ＧＭ：「フッ、いつまでそれが続くかな？」

チンエン：なんか、口では全然負けないキャラのようだぞ、こいつ（笑）。

ユーノス：そしてボクは待機。

リン：では、あたし。こっちも毒を！　《コールゴッド：タケフツ》で毒、《ペネトレイトブロウ》でゲンヤを攻こう撃げき！　（ダイスを振る）命中は23。

ＧＭ：……避よけられません。

リン：《パニッシャー》を使用し、（ダイスを振る）[image: ]点の装そう甲こう無む視し！

ＧＭ：ぶしゅっ!?　「うっ、毒か!?」

リン：あたしも毒手をたしなんでおりますのよ♪

チンエン：続いて《ランニングセット》からの《マジックブラスト》、もうひとつが《フードファイト》で轟ごう炎えん豆どう腐ふを消費、しかるのち《アースバレット》！

ＧＭ：「フッ、それで私を攻撃している気か？」

チンエン：なん……だと……？

ＧＭ：ゲンヤは《カウンタースペル》（＊）で《アースバレット》を消します。

チンエン：（即そく座ざに）嫌いやです。

ＧＭ：いや、消しますって（一同笑）。やったかと思ったら、それは幻覚でした。

チンエン：くそっ、無む駄だ撃うちか！

ＧＭ：さてお次はオトハ。

オトハ：ではゲンヤに《ファストセット》からの《スマッシュ》、《フルスイング》して《ストラグルクラッシュ》で攻撃！　命中は（ダイスを振る）おっ、クリティカル～！

ＧＭ：「なん……だと……!?」（一同笑）

チンエン：よし！　これならさすがにもう幻術とか言えまい？

ＧＭ：「……フッ、それはどうかな？」ゲンヤは《アベンジ》（＊）を使用して《ファイアクラップ》で反撃します。

オトハ：うっ、反はん撃げきがきたのか？　これも幻術だったか!?

リン：まずは姫様の攻撃が命中します。ゲンヤの反撃はその後になります。

オトハ：（ダイスを振る）おっ、高い、[image: ]点！

ＧＭ：しかもこれが防ぼう御ぎよ無視か……。

リン：向こうは《アベンジ》を宣言しましたから、続いて姫様の二発目ですよ。

オトハ：おっ、そうなのか。では二発目の命中……（ダイスを振る）31！

ＧＭ：回避できないです。

オトハ：今度は[image: ]点じゃ。

ＧＭ：では、ゲンヤが《ファイアクラップ》で反撃！　（ダイスを振る）命中は25！

オトハ：（ダイスを振る）うっ、避けられない!?

ＧＭ：では、こっちのダメージ！　《マジックフォージ》と《マジックエッジ》を使用して、（ダイスを振る）[image: ]点！

リン：《プロテクション》！　（ダイスを振る）19点軽減です、姫様。

オトハ：じゃあ、魔法防御力を引いて78点くらうのか。まだ大だい丈じよう夫ぶ！

ＧＭ：しかし、《ファイアクラップ》のダメージが通ったことで、オトハにバッドステータスの威い圧あつを与あたえます。

ユーノス：では待機していたボクが《ジョイフルジョイフル》をオトハさんに。

ＧＭ：おっと、その攻撃に……。

チンエン：おっ、また《アベンジ》がくるのか？

リン：さっきのようなダメージだと……ぎりぎり？

オトハ：うっ、攻撃して大丈夫だったんだろうか？

ＧＭ：「……フッ、私が《アベンジ》をもう一発使えると、いつから錯さつ覚かくしていた？」

一同：なん、だと──────!?（一同爆ばく笑しよう）

チンエン：使えないのかよ!?

ユーノス：思わせぶりな前まえ振ふりしといてそれはないでしょう!?

ＧＭ：いやあ、データを見直したら《アベンジ》のスキルレベルが１レベルしかなくて。自分でも忘わすれてました（笑）。

チンエン：なんというヤツだ、不知火のゲンヤはＧＭさえ錯覚させるのか！（一同笑）

ユーノス：くそう、びっくりさせやがって！

ＧＭ：俺もびっくりしました（笑）。

チンエン：ほんと、こいつどこまでが幻覚なんだ（笑）。

ＧＭ：「……お前たちは、本当に世直しの旅などしていたのか？」

オトハ：ええっ、そこから!?（一同笑）

チンエン：まさか!?　世直しを志して旅に出たと思ったが、そんなことはなく。

ユーノス：ボクやチンエンさんと出会ったと思ったが、そんなこともなく。

オトハ：なんということじゃ。すべては幻であったのか……。

リン：なわけないでしょう！（一同笑）

チンエン：……しまった、面白かったのでつい乗っかってしまった（笑）。

オトハ：……はっ!?　幻かと思ったら幻じゃなかった！（笑）

ＧＭ：「フッ、いい夢を見られたかな？」

チンエン：お前何もしてないだろう!!（一同笑）

リン：スキルもなんにも使ってないですからねー。

ＧＭ：「私の幻術は、ゲーム的なデータがあるものなどごく一部にしか過ぎん」

ユーノス：偉そうに言うなよ！（一同笑）

オトハ：ええと、結局わたしの攻撃でよいのかな？（笑）

ユーノス：そ、そうです。さあ、オトハさん。気を取り直して攻撃をどうぞ。えーい、《ジョイフルジョイフル》！（ダイスを振る）判定は成功。もう一度行動を！

オトハ：うむ！




　オトハの《ストラグルクラッシュ》が炸さく裂れつ。

　だが……。




ＧＭ：しかし、ここでゲンヤはオリジナルスキル、《幻術：変わり身》を宣せん言げん。ダメージをすべておキヌに移し替えます。

オトハ：な、なんと!?

ＧＭ：気づけば、オトハの太刀はおキヌに命中しております。「おっと危あぶない危ない、もう少しで斬きられるところであったわ」

オトハ：こ、こいつ……！

ＧＭ：おキヌは、「ゲ、ゲンヤ様……？」と身代わりにされて今起きていることが信じられぬという顔をします。

チンエン：くっ……悪いやっちゃな！

オトハ：では、二発目。（ダイスを振る）うっ、動どう揺ようしたのかちょっと低い。26。

ＧＭ：じゃあ、おキヌが《インターフィアレンス》でそれを撃うち落おとそう。

チンエン：身代わりにされたのに、ゲンヤを庇うのか。

ＧＭ：おキヌの目には、幻術によってオトハがゲンヤに見えているのですよ。

ユーノス：なるほど、そんな幻術を。なら《ペナルティヒット》。１Ｄ減へらしてください。

ＧＭ：２Ｄで判定か。でも、３以上出せば撃ち落とせます。

ユーノス：なにぃ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）ふっ、30。ぴきーんとユーノスの妨ぼう害がいをものともせず、オトハの剣けんはおキヌの蜘く蛛も糸いとによって止められました。

オトハ：止められた！

ＧＭ：さすがおキヌ。ちゃんとやってくれる。「フフフ、愛しておるぞおキヌ」これでクリンナップですね。オトハは毒で15点のＨＰロスを受けてください。

オトハ：あう～。

リン：ゲンヤも毒で５点のＨＰロスですよ。

ＧＭ：うっ、そうだった。ラウンド終了、次のラウンドへ。





（＊）《ファイアクラップ》　〈火〉属性の魔法攻撃を行なうニンジャのスキル。ダメージを１点でも与えると威圧を与える。

（＊）《カウンタースペル》　対象が使用した魔術のスキルを打ち消すウィザードのスキル。

（＊）《アベンジ》　リアクションで使用し、相手の攻撃が命中する代わりに魔法攻撃で反撃するウィザードのスキル。シーン中ＳＬ回使用可能。






▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、セットアップ。おキヌもゲンヤもなし。

チンエン：では、ユーノスからだな。

ユーノス：では、ゲンヤに《タウント》。

ＧＭ：ぐっ、ここにきてユーノスを狙ねらわねばならんのか！

ユーノス：では、《フィールドワーク》を使用。３Ｄで（ダイスを振ふる）うわ、低い!?　フェイト１点で振り直し！　達成値は23！

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、こちらは17！

ユーノス：では、逆ぎやく上じようです。はははは！　聞こえるでしょう？　この美しい調べが。

ＧＭ：「おのれ、この私を幻げん惑わくするとは……！」

リン：では、《インペレイティブ》《コンポーズ》《シャインストライク》で（ダイスを振る）判定は成功、【行動値】36。

ＧＭ：チンエン、オトハともになし。で、リンから。

リン：あたしの行動の前に、《クイックヒール》で姫様を回かい復ふくさせます。（ダイスを振る）成功。……55点回復です。

オトハ：おおっ、さっきの傷きずが治っていくのじゃ。

リン：そして、あたしはゲンヤに攻撃。《コールゴッド：タケフツ》で放心を指定し、《ペネトレイトブロウ》！　（ダイスを振る）命中は23！

ＧＭ：その数字、どうやっても避よけられない。

リン：【ＭＰ】がキツいので《パニッシャー》は使えない。でも、毒が乗っていますから＋６Ｄ（ダイスを振る）……[image: ]点、防御無視で放心も差し上げます。額ひたいに掌しよう底ていを叩たたき込こみ、衝しよう撃げき波はで前ぜん頭とう葉ようにダメージを与あたえるのです。

ユーノス：さすがリンさん。相手がバッドステータスを受けると容よう赦しやがない（笑）。

ＧＭ：「ぐわっ！　の、脳のうが揺ゆれる!?」まだ、なんとか生きてはいる。

リン：しかし、あたしはここで【ＭＰ】切れです。

ＧＭ：次は、女郎蜘蛛のおキヌ。《マニピュレイト》（＊）でオトハを操あやつって攻撃させよう。お互たがい、【精神】で対決です。蜘蛛の糸がするするとオトハに絡からみつき、操ろうとする。

オトハ：おおお～、そんな術を使ってくるのか！

ユーノス：それは危き険けんだ！　《ペナルティヒット》で判定に１Ｄマイナス。

ＧＭ：「ちいい、本当に邪じや魔まなヤツめ！」　（ダイスを振る）うっ、ダイス目は３。こちらの【精神】は５なので、達成値は８。

リン：姫様の【精神】は強いはず！

オトハ：（ダイスを振る）達成値は12！　そんなもので操あやつられはせぬ！

ＧＭ：失敗したか。では、ゲンヤはエンゲージを離り脱だつ。メジャーで……くそう、本当にユーノスを狙ねらうしかない。《ファイアクラップ》！




　だが、その炎をすんでのところで回避するユーノス。




ユーノス：ははははは！　ゲンヤの目にはボクが燃もえているように見えるのですが……それはボクの奏かなでるリュートの調べが見せた幻！

ＧＭ：「……はっ!?　幻……だっただと!?」




　ゲンヤの動揺をつくように、チンエンの魔ま法ほうがゲンヤを打ちのめす。

　そして、そこに間合いを詰つめたオトハの刃やいばが迫せまる！




オトハ：（ダイスを振る）[image: ]点！

ＧＭ：それで、ゲンヤは倒たおれます。

オトハ：やった！

チンエン：……だがこいつ、本当に死んだのか？

一同：なん……だと……!?（一同爆笑）

ユーノス：ま、まさか……ゲンヤが死んだのも幻術!?

オトハ：えええええ～!?（爆笑）

ＧＭ：いや、死んでます。……死んでますよね？（ゲンヤの【ＨＰ】を確認しながら）

チンエン：プレイヤーに聞くなよ（笑）。

ユーノス：さて、ここでボクの番か。じゃあ、チンエンに《ジョイフルジョイフル》～。

チンエン：よし、おキヌとやら。すぐにゲンヤのもとに送ってやろう。くらえ、暗殺料理！




　ともあれ、チンエンの魔法は着実におキヌの命を削けずっていく。

　続く第３ラウンドでは、かろうじてユーノスにダメージを与あたえるが、焼け石に水。

　リン、チンエンの連続攻撃により、ついにおキヌは沈んだ……。




ＧＭ：「ああああ～、ゲンヤ様ぁ……！」と悲鳴を上げつつ、おキヌは倒れます。

チンエン：最後まであの男の名を。身代わりにも使われたというのに。

ユーノス：哀あわれな……。

チンエン：これで、妖怪ニンジャ七人衆はすべて倒したか……。

リン：意外に強敵でした。

ユーノス：後は、ノブカタとの決戦に臨むだけですね。

オトハ：そうじゃな。早く、兄上をお救いせねば。

チンエン：その前に、こっちの回復はできるのかな？

ＧＭ：次にマスターシーンがあるので、回復作業をしてもよいですよ。

リン：そうですか。【ＭＰ】が切れているから助かります。

チンエン：《ソウルフード》を使って、ユーノスの《インタラプト》を回復しておこう。

ユーノス：おお、それはありがたい！

ＧＭ：では、シーン終了とします。





（＊）《マニピュレイト》　相手を操り、メジャーアクションを行なわせるテイマーのスキル。









◆Middle 06◆タイクーンとして生まれ




　アオイ・カゲユキは、幼よう少しよう期きからその虚きよ弱じやくな体たい質しつに悩なやんでいた。

　自分のか弱さを、いやというほど思い知っていた───。

　だからこそ、真に願う。力がほしい、と。




ＧＭ：皆さんが天守閣に突入する前に、マスターシーンをひとつ挿そう入にゆうします。

オトハ：おっ、今度はどんなシーン？

ＧＭ：ノブカタに乗っ取られている、カゲユキ視し点てんでの回想となります。

オトハ：おお、兄上の？

ＧＭ：はい、カゲユキの幼少期からの心しん情じようの描びよう写しやとなります───。




　虚弱なのは、生まれついてのものだった。

　次期タイクーンと期待されながらも、そのために周囲を失望させてしまった。

　アオイ・カゲユキの苦く悩のうは、幼少期から始まっていた。




ＧＭ：幼おさない頃ころから、タイクーンとなるべく親元を離はなれて英才教育を受けていたのですが……虚弱な体質であることが判はん明めいしてしまい、周囲に失望を与えてしまいました。

チンエン：その失望の声が、いつしか自分の耳にも入ってくるんだな。

リン：そこで自分のことを嘆なげいたりするんですね。

チンエン：「ああ、健康な身体がほしい」とか。

ユーノス：「この身体さえなければ」とか。

ＧＭ：そうです。彼かれ自身はダイワの世直しを志こころざしながらも、虚弱な身体のせいで周囲に失望を与え、反発する者からは侮あなどられてしまうのです。就しゆう任にんの挨あい拶さつも、喀かつ血けつによってろくにできなかったこともありましたね。

チンエン：あれは恥ち辱じよくだったろう。

ＧＭ：武ぶ芸げいに励はげんでみても、免めん許きよ皆かい伝でんを得るほどの才さい能のうがあれども身体は言うことを聞いてくれない。こんなか弱い身体では誰だれもついてきてくれない。そして、いつしか思うようになるのです。「もっと強くなりたい」と……。

オトハ：兄上はそんなことを思っていたのか……。

ユーノス：口には出さねど、思っていたのでしょうね。

オトハ：兄上……。

ＧＭ：胸むねに秘ひめてはいましたが、欲ほつしていたのです。おのれの弱さというものを、いやというほど知っていましたから。




　ああ、自分はなんと弱いのだろう───。

　か弱い身体に生まれたばかりに、失望され、侮られてしまう。

　タイクーンというダイワを治める地位は、弱い者には勤つとまらぬ。




　もっと、もっと強くなりたい。

　病に負けぬ力がほしい。

　人を導みちびく力がほしい。

　力がほしい、力がほしい、力がほしい……。




ＧＭ：……と、カゲユキは力を求めていたのです。

チンエン：これは、ノブカタから「ならばくれてやろう」と言われるフラグ！

ＧＭ：まさしくそのとおり。こう、ノブカタに身体を乗っ取られたカゲユキが、暗くら闇やみの中でぽつんといるという心象風景なんですよ。で、そこに「……その気持ち、痛いほどよくわかるぞ」と語りかけるノブカタの声が。

オトハ：あああ～、兄上、聞いては駄だ目め～！

ＧＭ：「わしとおぬしは似にておる。わしも強くあらねばと、力を欲ほつしてきた。人に弱みを見せることなど、できなかった───」

リン：ノブカタもまた、人をしたがえるために力を欲していましたから。

ＧＭ：ノブカタは、強さを誇こ示じできる力を欲してきたのですよ。人に弱みを見せることで、裏うら切ぎられることのないように。

チンエン：身体が弱かったために強くなりたいと願うカゲユキと、人に弱みを見せることができなかった立場から強くなりたいと願ったノブカタって感じか。

ユーノス：タイプは違ちがえど、どっちも力を求めてたんですねえ。




「力がほしいのなら、わしが授さずけよう」




ＧＭ：声と共に、暗くら闇やみの中にいるカゲユキを照らすように、光明が差すのですよ。

チンエン：そして、カゲユキはそれにすがるように（笑）。

オトハ：駄目じゃ～！




　だが、オトハの声は届とどかない。

　闇に魅み入いられ、カゲユキは悪あつ鬼きの手を取ってしまったのだ……。

　嗚呼ああ、オトハよ。あなたは兄の心を救えるのか!?







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆敵てきは、戦国の怨おん霊りよう




　招まねき入いれるかのように開いた門をくぐり、目指すは天てん守しゆ閣かく最さい上じよう層そう───。

　かつてタマモと激げき戦せんを繰くり広ひろげた場所にて、今ひとたびの大戦が待ち受ける。

　敵は魔ま王おう、オワリ・ノブカタ。

　いよいよ、最後の決戦が始まる！




ＧＭ：さて、ついにクライマックスフェイズです！

オトハ：おおっ、ついにきた！

ＧＭ：言うまでもなく全員登場。天守閣の門をくぐり抜け、ノブカタが籠もる最上階を目指すというところからです。

チンエン：いよいよだな。

ユーノス：ですね。

リン：姫ひめ様さま……参りましょうか？

オトハ：うむ、行くぞ！




　いざ、天守閣！

　百ひやつ鬼き夜や行ぎようの衛えい兵へいどもも、気き炎えん万ばん丈じようオトハたちの敵ではない。

　当たるを幸いなぎ倒たおし、ただひたすらに攻せめ登る！

　そして最後の扉とびらを刀で断たち割わって───。




ＧＭ：最上層。そこには、玉ぎよく座ざに腰こしを下ろしたカゲユキ……の身体を乗っ取ったノブカタがいます。「よくぞここまで参った。褒ほめてつかわそう」

オトハ：兄上！　オトハが参りましたぞ！

ＧＭ：「くくっ。兄、だと？　……ここにおるのはおぬしの兄ではない。その姿すがたを借りた、オワリ・ノブカタよ」目の前の人物に、虚きよ弱じやくだったカゲユキの面おも影かげはありません。

リン：なんということ……。

オトハ：兄上、わたしがわかりませぬか!?

ＧＭ：「まだわからぬか？　おぬしの兄はもうおらん。闇やみに魅み入いられ、力を欲ほつし、我わが糧かてとして食い尽つくされたのだ」

オトハ：……そんなことはない！　わたしは、兄上をお前から取とり戻もどす！




　オトハ、抜ばつ刀とう。

　仲間もそれぞれに戦いくさの構かまえ。

　だが、ノブカタは余よ裕ゆう綽しやく々しやく。




ＧＭ：「ほう、わしを斬きるか？　だが、わしを斬れば宿主であるカゲユキも死ぬぞ？」

オトハ：うっ、ここが弱いところ……。

チンエン：ううむ。これは、どうすればいいのかね。

リン：……心配にはおよびません。

オトハ：リン？

リン：我われ々われには、三つの宝ほう石せきがあるのですよ。

オトハ：あっ、そうじゃった！

ユーノス：金こん剛ごう眼がん、太陽石、知ち賢けん玉ぎよく……タマモを封ふう印いんしたときに使った、三つの宝石！

チンエン：そうかそうか。金剛眼で正体を判はん明めいさせ、太陽石で憑ひよう依いしたものを引きはがし、知賢玉で実体のないものでも攻こう撃げきできるようになるんだったな！

オトハ：それがあれば封印できるんだった！

リン：苦労して集めたことが、ここで報むくわれましたね。

オトハ：というわけで、観念しろ！

ＧＭ：「ふははははっ！　そんなもの、まったく無む駄だよ！」

一同：ええ～!?

ＧＭ：「カゲユキは力を求めるがゆえに、自分でその身体を差し出したのだ！　我われが強ごう引いんに取り憑ついておるわけではない！」

一同：なんだって～!?

ユーノス：ああ、ミドル最後のマスターシーンはそのための描びよう写しやだったのか。

オトハ：……はっ!?

ＧＭ：ノブカタは自分の身体……カゲユキの身体を見ながら語ります。「積年の怨うらみを晴らすため取り殺してやろうとも思ったが、よくよく見れば、こやつとわしはよく似にておる」

オトハ：（激げつ昂こうして）そんなことは、ないっ！

ＧＭ：「いいや、似ておるさ。乱みだれた天下を誰だれよりも憂うれい、世を革あらためようと志こころざしながらも誰からも理り解かいされず……周りの愚ぐ者しやどもから足を引ひっ張ぱられ続ける。わしそのものよ！」

チンエン：むぅぅ……確たしかに重なる部分はあるかもしれん。

ユーノス：だからこそ、共感し合う部分がある、と？

ＧＭ：「常に砂すなを噛かむような想いの連続であった。その想いが、どれほどの力の渇かつ望ぼうになっているか、おぬしたちにわかるまい？」

一同：…………。

ＧＭ：「こやつ、わしが取り憑かなくとも、いずれわしのようになっていたであろうよ！」

オトハ：な、何を……！　兄上はそんな弱い方ではない！

ＧＭ：「いいや。この身体をわしに差し出したのが何よりの証しよう拠こだ」

オトハ：くっ。それでも、それでもわたしは、兄上を……信じる！

リン：説得するおつもりですか、姫様？

オトハ：ただ斬るだけでは、兄上は死んでしまう。ならば、目を覚ましていただくしかないではないか。

一同：…………。

ＧＭ：「戯たわむれるな、小こ娘むすめ。我が望みは、いまやカゲユキの望みでもある。我らは似にた者もの同士と言うたであろう？」

オトハ：……ノブカタよ、もう一度言うぞ。おぬしと兄上は似ても似つかぬ！

ＧＭ：「ほう、ならば違ちがいはどこにある？」

オトハ：ノブカタではなく、兄上に語りかけよう。兄上、あなたはノブカタとは違います。

ＧＭ：「……ぬっ？」

オトハ：兄上は、決してひとりではありません───。




　凜りんとした表ひよう情じようで、ノブカタの前に立つオトハ。

　戦国の魔王と恐おそれられた怨おん霊りように憑ひよう依いされていても、兄は負けないと信じる。

　信じているから、その気持ちを伝えることができる……。




オトハ：兄上とわたしが初めて会ったときのこと、覚えていますか？　兄上は、その志こころざしを語ってくれました……。




　幼おさなき日の出会い。

　あの時語ったカゲユキの夢ゆめ、オトハの誓ちかい。

　青い夢ではあるが、それゆえに純じゆん粋すいで、今もなお色いろ褪あせぬのだ。




オトハ：そのお気持ちに胸むねを打たれ、わたしは〝おんみつ姫〟となって世直しをして参りました。兄上は、決してひとりではありません！

ＧＭ：苦しげな声で「それは、まことか……？」と、カゲユキの声が。

一同：おおっ！

ＧＭ：「ええい、おとなしくしておれ！」カゲユキが自分の制せい御ぎよを無む視しして声を上げたことに動どう揺ようするノブカタ。「おのれ、よけいなことを！」とオトハに斬きりかかろうとするが、身体が言うことを聞かないという様子です。

リン：これは、カゲユキ様が……！

オトハ：兄上に歩あゆみ寄よっていく。わたしだけではありません。タマ姫も兄上のことを信じていました。これを見てください！




　オトハが差し出したのは、一ひと房ふさの美しい髪かみ。

　タマ姫より託たくされた宝たから物ものである。




ＧＭ：そうすると、ノブカタから兄であるカゲユキの顔に変わっていきます。「タマも、私のことを案じてくれたのか……」すっと、オトハに手を伸のばします。

オトハ：そっと髪を握にぎらせて、その手をぎゅっと。

ＧＭ：「……私は、理解されていないのではなかったのだな」

オトハ：そうです、ですからノブカタに負けてはいけません！

ＧＭ：「ありがとう、オトハ……」その表情からは、魔王ノブカタの気配は消え去っています。とても穏おだやかで、かつてのカゲユキそのもの……。

一同：おおっ！

ＧＭ：しかし、ここで異い変へんが！

オトハ：むむっ！

ＧＭ：急にカゲユキが苦しみだし、「うおおおおお、おのれぇ!!」とノブカタが意い識しきを取とり戻もどします。裂れつ帛ぱくの気合で、オトハをバーンと吹ふき飛とばす！

オトハ：うわあっ!?

リン：では、皆みなで姫様を支ささえます。

ユーノス：危なーい！

ＧＭ：よし、戦せん闘とうするにはいい距きよ離りに離はなした！（笑）

チンエン：しかも、オレたちはオトハを支えるためにひとつのエンゲージに（笑）。

オトハ：あ、兄上ーっ！

ＧＭ：「……こやつ、力を授さずけてやるというに……やはり、わしとは違ちがったか……」

リン：説得は成功したのに……やはり一ひと筋すじ縄なわでは行きませぬか。

ＧＭ：ノブカタの執しゆう念ねんは、それくらいでは。ただ、すばらしい説得でカゲユキを正気に戻もどしたため、彼かれの《ストライクバック》と《スタイル：シンエイ》５レベルは、ノブカタのデータから削さく除じよされます。

一同：うおっ!?

ユーノス：シンエイが５レベル……ヤバすぎる敵になるところでしたね。オトハさんのおかげでなんとかなりましたが。

ＧＭ：それでは戦闘です。ノブカタを戦闘不ふ能のうにすれば、三つの宝石を使うことでカゲユキをノブカタから救うことができます。

オトハ：……よし。オワリ・ノブカタ！　今度こそ兄上を返してもらうぞ！

ＧＭ：「小こ賢ざかしい！　今ここで積年の怨み晴らしてくれるわぁ！」怒いかりに満ちたノブカタから、瘴しよう気きが発せられ黒い炎ほのおとなって周囲に広がります！

ユーノス：怒りの炎が広がっていく！

ＧＭ：「見るがいい！　これこそがすべてを滅ほろぼす憎ぞう悪おの業ごう火かよ！」

リン：この炎……ノブカタの心の表われなのですね。

オトハ：……あなたは悲しい人じゃ。

ＧＭ：「何ィ!?」

オトハ：あなたは、自分を誰よりも理解していた人を、信じることすらできなかったのだからな……。我が御ご初しよ代だい様の想い、お前は知ろうともしなかった！

ＧＭ：「アオイ・ミツテルのことか？　ふん！　盟めい友ゆうを装よそおいながらわしを討うち、天下を盗ぬすんだ外げ道どうではないか！　腐くされ切った男よ！」

オトハ：……わたしはある人と約束をしました。あなたのことも救ってみせます。

ＧＭ：「わしを救うだと？　たわけたことを。すべてを無に返して世を救うのはわしの方じゃ。優やさしさで人など救えん。人を救うのは鬼おによ！」

オトハ：ならば、私は、剣けんを以て人の心を活かす！

ＧＭ：おお、シンエイ流の極意！

オトハ：兄上が教えてくれたことを、今こそ！　アオイ・オトハ、参る！




▼第１ラウンド

　ついに迎むかえたノブカタとの決戦。

〝おんみつ姫〟オトハの剣は、戦国の魔王を打うち倒たおすことができるのか。

　憎悪の炎に包まれた天守閣で、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた！




・行こう動どう値ち

ノブカタ　　　　　34

ユーノス　　　　　19

リン　　　　　　　18

オトハ　　　　　　16

チンエン　　　　　16

[image: ]




ＧＭ：それでは、戦闘の配置を説明します。皆さんは、ひとつのエンゲージです。ノブカタとの距離は一〇メートル。そしてノブカタの【行動値】は34。

ユーノス：さすが速いですね。

チンエン：じゃあセットアップはノブカタからだな。

ＧＭ：セットアップはオリジナルスキル、《怨おん霊りよう裂れつ破ぱ弾だん》を使います。

リン：怨霊……なんだかものものしいスキルですね。

ユーノス：どういう効こう果かですか？

ＧＭ：周囲に瘴気を満たし、魔ま性しようの軍ぐん勢ぜいに取とり込こむオリジナルスキル。対象は場面（選せん択たく）、【精せい神しん】で対決し、敗北した対象は【ＨＰ】０になる。

一同：えっ!?

ＧＭ：さらに、この効果で戦闘不能となった場合、次のシナリオで邪じや悪あく化して復ふつ活かつする。

リン：強すぎるわ！（一同笑）

ＧＭ：さすがに１シナリオに一回しか使えませんが。

ユーノス：そもそも次のシナリオってなんですか!?

ＧＭ：ノブカタによって魔ま界かいと化したダイワを救うことになるシナリオです（笑）。おお、つまりもう一巻かん増ふえますね！

オトハ：それは面白そうじゃが……。

リン：いけません！　ここで勝たずにどうなさるんですか！（笑）

オトハ：そ、そうであった。

ＧＭ：「ふはははは！　うぬらも我が尖せん兵ぺいとなるがよいわ！」では、勝負！　（ダイスを振ふる）こちらの達成値は20です。

リン：20なら、ファンブルしないかぎりは……（ダイスを振る）はい、成功！

ユーノス：２Ｄで10以上出れば（ダイスを振る）……ダイス目６、無理！

チンエン：（ダイスを振る）……駄だ目めだ、20には届とどかん。

オトハ：御初代様、お力を！　（ダイスを振る）おおお～、クリティカル出たー!!

一同：おおっ！

リン：姫様が自力で耐たえた!?

オトハ：ユーノス、チンエン、挫くじけるでない！　御初代様の刀をかざします。ぴかーっと。

ＧＭ：では、まばゆい輝かがやきが広がり、ユーノスとチンエンの【精神】判はん定ていの結果をクリティカルへと変えます！

ユーノス＆チンエン：おお～。

リン：これで全員、耐えましたね。

ＧＭ：「ほう、耐えおったか。おとなしく僕しもべになっておれば、苦しまずにすんだものを」

チンエン：ぜはーぜはー。《怨霊裂破弾》……恐おそろしい技わざだった。

ユーノス：次はボクですね。《クイックソング》《エチュード》です。全員ダメージに＋20。皆さんがんばって。ここが最後の戦いですよ！

リン：《インペレイティブ》から《セイクリッドダンス》と《シャインストライク》。（ダイスを振る）判定成功。ここで《陣じん形けい》ですね。

オトハ：うむ。わたしとリンがノブカタにエンゲージする、でよいな？

リン：はい！

ユーノス：ボクとチンエンは一メートル動いてエンゲージを切ります。

チンエン：ついでに《限げん界かい突とつ破ぱ》、いっておくか？

オトハ：いっておこう、《限界突破》じゃ！

チンエン：オレは《ファストイート》から魔ま法ほうの肉にく団だん子ごを食って、魔ま術じゆつ判定＋２。

オトハ：わたしはここで印いん籠ろうを使う。見よ、ノブカタ！　人の心が世を作ってきたのじゃ！




　気高くまばゆく輝かがやくアオイ家の御ご紋もん。

　それは、ノブカタの瘴気をも蹴け散ちらしてゆく！

　アオイ・オトハ、ここにあり！




ＧＭ：「ぬぅぅ、人の心などで世を作れるものか！」

オトハ：作れる！　わたしが、みんなが、作ってみせる！

リン：姫様、大きくなられて……（ほろり）。

ＧＭ：魔王である自分が気け圧おされつつあることに怒りつつ、ノブカタのイニシアチブプロセスを開始しましょう。彼の周囲に一〇本の銘めい刀とうが次々と出しゆつ現げんし、床ゆかに刺ささります。

オトハ：む、一〇本も！

ＧＭ：《スピリット・オブ・サムライ》で五本。オリジナルスキル《キング・オブ・サムライ》というのを持っているのでさらに五本、合計一〇本の刀を持っているのです。

ユーノス：なんかスキル名がかっこいい（笑）。

チンエン：さすがはサムライの国の頂ちよう点てんに立とうとした男。

ＧＭ：まずはムーブアクションで《ファストセット》から《ブレイクダウン》（＊）３レベルを使い、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】をマイナス30。そしてマイナーで《プレッシャー》（＊）でダメージに＋15しつつ威い圧あつを与あたえます。

ユーノス：ムーブとマイナーだけなのに、えらく派は手でですねー。

ＧＭ：そしてメジャーはオリジナルスキル《天てん下か之の銘刀》を宣せん言げん。

チンエン：どういう効果だ？

ＧＭ：これは場面（選せん択たく）の対象に白兵攻撃できます。で、選択した人数分だけ武ぶ器きが壊こわれます。しゅばばば！　と皆さんに向かって刀が飛んでいくわけです。

チンエン：うおっ、格かつ好こういい技わざ使いやがって！

ユーノス：では、《ペナルティヒット》を宣言！　飛んでくる刀の軌き道どうを、ボクの羽根を飛ばしてそらしてしまいましょう。

ＧＭ：くっ、ダイスが１Ｄ減へるのか。（ダイスを振る）それでも命中は34。

ユーノス：結けつ構こう高い!?　ならフェイトを２点消費して《インターフィアレンス》！

リン：さすがユーノス、湯水のようにフェイトを使えますね（笑）。

ユーノス：ふふふ、フェイト13点は伊達だてではありませんよ。（ダイスを振る）よし、36！　飛んでくる刀はすべて撃うち落おとした！

一同：おおっ！




　飛来する刀を、天使の羽根が次々と撃ち落としてゆく！




ＧＭ：「ほう、なかなかやりおる」

ユーノス：ふっ、信じる力を失ったあなたには負けませんよ。ボクは知っている、どんな逆ぎやつ境きようにあろうともお互たがいを信じ抜ぬいた姉し妹まいの伝説を！

ＧＭ：ああ、ウサ耳姉妹の伝説！

ユーノス：ちげーよ！（一同爆ばく笑しよう）

チンエン：あのウサ耳姉妹、伝説になってねえだろ……。

ユーノス：貧びん乏ぼう姉妹ですよ！　コロシアムの！（笑）

ＧＭ：いやあ、シリアスな展開だったので、つい耐えきれずにボケを（笑）。

ユーノス：あんたの著ちよ書しよ宣せん伝でんしてんのに……読者の皆みなさま、最後の決戦ではありますが、ボクも活かつ躍やくする『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』シリーズをよろしく！

チンエン：なんだったんだ今のは（笑）。

ＧＭ：と、ともかく、ノブカタの行動は終しゆう了りよう！

ユーノス：さて、次はボクか。やはり待機かな？

ＧＭ：その前にイニシアチブプロセスにノブカタが割わり込こみ。《万軍之兵：その一》を宣言。

ユーノス：その一？　その二があるの？

ＧＭ：その辺は秘ひ密みつ（笑）。亡ぼう霊れいの槍やり隊たいが任にん意いの場所に出現し、攻撃するというオリジナルのスキルです。

チンエン：おい、これ結構厄やつ介かいじゃないか？

ＧＭ：鬨ときの声こえを上げながら、《ブランディッシュ》でリンとオトハを攻撃します。（ダイスを振る）お、クリティカル。

オトハ＆リン：命中～。

ＧＭ：では、ふたりに52点の物理ダメージ。

リン：《ワイドプロテクション》！　（ダイスを振る）22点軽けい減げん。

オトハ：ダメージはそうでもないのじゃ。

ＧＭ：で、メインプロセスが終了するとこの亡霊どもは消えます。

一同：消えた……!?

ユーノス：一回攻撃して、消えるんですか？

ＧＭ：はい、消えます。消えますが、１ラウンド一回のスキルなので次のラウンドでも《万軍之兵：その一》を使うとまた出現して攻撃してきますよ。

チンエン：ちょっと面めん倒どうだぞ、これ。

ユーノス：追加で出てくるエネミーですが消えるので倒たおしようがない。では、ボクは待機。

リン：次はあたしですね。

チンエン：おっ、リンが攻撃する前にスリップを与あたえられるから、待機してくれれば《アディショナルブロウ》が乗るぞ。

リン：あ、なるほど。それもそうですね。じゃあ待機！

チンエン：というわけで、《ランニングセット》からの《ファインアート》。マイナーで《フードファイト》を使って轟ごう炎えん豆どう腐ふを消費。メジャーで《アースバレット》だ。

ＧＭ：むむっ、リアクション不能攻撃が来ましたね。

チンエン：出だし惜おしみしている場合ではないからな。さらに《リゼントメント》でダメージも増ぞう強きようだ。




　チンエンの料理が冴さえ渡わたる！

　命をも奪うばう美味が、戦国魔王の五感を直ちよく撃げき！




チンエン：ダメージは[image: ]点！

ＧＭ：ぐおお、[image: ]点も通ったぁぁぁぁ！

チンエン：よし！　ちなみにスリップは入るのか？

ＧＭ：……入ります。

ユーノス：では、解かい除じよするまで判定にマイナス１Ｄですね。

チンエン：さらに《ダブルキャスト》でもう一いち撃げき！

ＧＭ：ぐぐっ!?

チンエン：（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点、〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。

ユーノス：よしよしよし！

ＧＭ：「ふん、この程てい度ど……！」とは言うものの、バッドステータスは入っている……。

オトハ：では。わたしの攻撃じゃ！　《ファストセット》からの《スマッシュ》。マイナーで《フルスイング》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》！　さらに《ボルテクスアタック》も宣言じゃ！　（ダイスを振る）命中は35！

ＧＭ：ちっ、マイナス１Ｄだからもう避よけられない。




　振ふりかぶり、斬きり下ろす。

　ただそれだけの動作だが、隙すきもなく、避ける暇ひまもない。

　アオイ・オトハの剣は、これまでの人生において最高の冴えを見せていた！




オトハ：ダメージは[image: ]点！　二発目は[image: ]点！

ＧＭ：なんという破は壊かい力りよくだ……。

リン：さらにあたしが！　《コールゴッド：タケフツ》で威い圧あつを指定し、《ペネトレイトブロウ》！　命中達たつ成せい値ちは21ですが、防ぼう御ぎよダイスはマイナス二個こ。

ＧＭ：避けようがないな！

リン：では、《アディショナルブロウ》があるので６Ｄ追加、さらに《パニッシャー》を宣言して（ダイスを振る）……[image: ]点の防ぼう御ぎよ力りよく無視＆威圧です！




　リンもまた、最高の敵を相手に昂たかぶっていた。

　拳こぶしが走る。蹴けりが飛ぶ。打つ、挫くじく、抉えぐる、捻ひねる、折る、砕くだく！




ＧＭ：なんのーっ！　《抵てい抗こう性せい：威圧》を持っています。

リン：威圧は入らない？　なら、違ちがうバッドステータスにしなければ。

ユーノス：が、まだ１ラウンドは終わらない。次は待機していたボクの番ですよ。

ＧＭ：いえいえ、イニシアチブで《万軍之兵：その二》を宣言！

ユーノス：うおっ、その二がここできた!?

ＧＭ：一定数のダメージを受けると使用できるようになるのです。今度は亡霊鉄てつ砲ぽう隊たいが出現し、《アローシャワー》を使います。目標は、オトハとリン。

ユーノス：鉄砲隊とは！




　雨あめ霰あられと降ふり注そそぐ鉛なまり玉だまは、オトハとリンを呑のみ込こんでいく！

　だが……。




ＧＭ：45点の物理ダメージです。くく、ダイス目が悪い！

リン：《ワイドプロテクション》！　（ダイスを振る）25点軽減です。

オトハ：ふう、助かった。20点ならみんな弾はじくのじゃ！　かきかきかきーん！　わたしに雑魚ざこの鉄てつ砲ぽう玉だまなど通じぬ！

リン：あたしにとっても心地よい水浴び程度！

チンエン：この戦せん術じゆつ鬼おにみたいな女たちが、今は異い様ように頼たのもしい（笑）。

ＧＭ：こちらは終わり、あらためてユーノスの番です。

ユーノス：では、《ウィング》で飛行状じよう態たいになりつつ、《ジョイフルジョイフル》で、オトハさんを動かしましょう。

オトハ：ならばもう一度、《スマッシュ》＋《フルスイング》からの《ストラグルクラッシュ》じゃ！　（ダイスを振ふる）命中は34。

ＧＭ：こちらは、もう棒ぼう立だち、リアクションのダイスは一個しか振れない。

リン：でも、５Ｄ振ってクリティカルが出ないのも惜おしいですね。

オトハ：そうじゃな。というわけで、《バトルコンプリート》で振り直し、（ダイスを振る）……クリティカルは出ない。もう一回、フェイト１点で振り直し！（ダイスを振る）

一同：出ない[image: ][image: ][image: ]。




　残念がるオトハ。

　だが、それでも一撃目は[image: ]点、二撃目は[image: ]点ものダメージを与あたえたのだ。




ＧＭ：怒ど涛とうのような攻撃が終わりましたな。これで全員行動済ずみか。

リン：それならば《再さい行こう動どう》！

ＧＭ：なら、こちらも《二回行動》（＊）をするとしましょう。

ユーノス：待ってください、それを《インタラプト》！

ＧＭ：「なん、だと……!?」ぐおおおおおっ、ここで《二回行動》を消すかぁぁぁ。

一同：やった！

ユーノス：チンエンさんの料理を食べて《インタラプト》を回かい復ふくさせといてよかった！

チンエン：我が料理は殺すだけではないのだよ。ふっふっふ。

オトハ：すごいのじゃ！

ＧＭ：くく……。

ユーノス：では、ボクはまたもや待機を宣言。

リン：それでは、《コールゴッド：タケフツ》でスタンを指定、《ペネトレイトブロウ》でノブカタを攻撃します。（ダイスを振る）命中は24です。

ＧＭ：……避けられません。

リン：《パニッシャー》三回目。《アディショナルブロウ》が乗って（ダイスを振る）[image: ]点が防御無視でいきます！　破ァッ！

ＧＭ：ノブカタは《抵てい抗こう性せい：スタン》も持っているんだぜぇぇぇ。

リン：小こ癪しやくな。威圧もスタンもしないとは。

ユーノス：どうやら、いくつかバッドステータスが効かないようですよ。

リン：《抵抗性》は三つまでですから。持っていても、あとひとつのはず。

チンエン：ではオレだな。《フードファイト》＋《クラッシュバリア》で《アースバレット》！　（ダイスを振る）命中は33。

ＧＭ：《リフレクション》を使用、それを打ち返してやる！

チンエン：ゲゲェーっ！　そうか、こいつサムライだったな！

ユーノス：それは《ペナルティヒット》！　マイナス１Ｄしてください。

ＧＭ：だが、３Ｄ振って10以上が出れば。いい勝負ではある。とわ！　（ダイスを振る）ダイス目は９!?　達成値は32！

チンエン：ふう、危あぶなかった……。

ＧＭ：くっ、撥はね返かえしたかった。

ユーノス：ですが、これで《ペナルティヒット》はもう打ち止めです。

チンエン：ならば、ダメージいくぞ。（ダイスを振る）[image: ]点。さらに《ダブルキャスト》でもう一回。（ダイスを振る）同じく、命中33。

ＧＭ：避けられない!?

チンエン：ダメージは[image: ]点の防御力無視だ。これで《ダブルキャスト》打ち止めだ～。

ＧＭ：こちらは《万軍之兵：その三》！　今度は騎き馬ば武む者しやの亡霊が出現し、オトハに突とつ撃げき！

ユーノス：その三まであったんですか！

ＧＭ：ムーブで《チャージ》５レベルを使用、メジャーで《バッシュ》で突撃。（ダイスを振ふる……）よし、クリティカル！

オトハ：（ダイスを振る）回かい避ひ失敗。

ＧＭ：ダメージは98点。無数の騎馬武者がオトハを刺さし貫つらぬき、踏ふみしだいていきます。

オトハ：くっ！

リン：《プロテクション》！　（ダイスを振る）14点軽減です。

オトハ：あう～、なんとか生きてるのじゃ。

ＧＭ：そして騎馬武者は去っていく。くう、これで《二回行動》が残ってればなぁ。

リン：では、姫様の行動です。

オトハ：兄上、今お救いいたします！　いつもの《ストラグルクラッシュ》！

リン：コストはあたしが《ソウルメイト》で肩かた代がわりします。存ぞん分ぶんに！

オトハ：（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：ここでか!?　回避は１Ｄしか振れないから無理！

ユーノス：さらに《ディスコード》を宣言、フェイト２点入れて７Ｄで振ります！

オトハ：ダメージは[image: ]点！

ユーノス：ボクの支し援えんで、さらに25点増ふやしてください。

オトハ：ええと、ならば合計[image: ]点、装そう甲こう無視！

ＧＭ：……累るい計けい１９４０点。ま、まだ倒たおれませんよ！　「ようやる！　ようやるなアオイの末まつ裔えい！　憎にくき、憎き人間よ！」

オトハ：おぬしもよう耐たえる！　ならばもうひと太刀たち！　二撃目は……やった、クリティカル!!

チンエン：ここでクリティカル！　しかも、６が三つ！

ＧＭ：「馬ば鹿かなぁぁぁぁっ!?」




　一いつ閃せん、二閃と翻ひるがえる刃やいばは、もはや目で捉とらえることはできない───。

　シンエイ流の極意は、人の心を救う剣。

　その怨おん念ねんを断たち、カゲユキを救うのだ。




オトハ：ダメージは17Ｄも振れますよ。……よし、[image: ]点の防御力無視！

ＧＭ：総そう計けい２０００点を超こえた、か。では、ノブカタは膝ひざをつきます。

オトハ：……や、やったか？

リン：姫様、それはやってないフラグ！（笑）

オトハ：あっ、しまった!?　素すで言っちゃったー！（一同笑）

ＧＭ：膝をついたノブカタの肌はだに、ぴきぴきっとひびが走ったかと思うと、みるみる巨大化して天守閣を吹ふき飛とばします。

一同：───ッ!!

チンエン：きたか第二形けい態たい！

ＧＭ：「……おのれ、おのれおのれぇぇぇっ！　アオイ家を滅ほろぼすのは、わしの怨おん念ねんだけではないわ！　このダイワで朽くちていった、戦国という時代の怨念よぉぉぉぉっ!!」




　ノブカタの痛つう切せつなる絶ぜつ叫きよう。

　それに呼こ応おうし、無数の怨おん霊りようが現界してゆく。

　その怨霊はノブカタに宿り……。




ＧＭ：その怨霊はノブカタに吸すい込こまれ、いくつもの無念の顔となります。まさに、戦国の怨念そのものと言っていいでしょう！

オトハ：戦国の怨念そのもの……!?




「痛いたい痛い痛い………」「苦しい苦しい苦しい……」「憎にくい憎い憎い……」

　ノブカタに張はりついた怨霊が、一いつ斉せいに怨えん嗟さと苦く痛つうの声を上げる。

　このダイワの戦せん乱らんで死んでいった者たちの怨念が、ひとつの形を成した。

　その無念は、この世の生きとし生けるものすべてを殺さつ戮りくするまで収おさまらぬ───。




ＧＭ：第二形態となりました。《万軍之兵》シリーズは使えなくなった代わりに、諸々パワーアップしております。バッドステータスも消えます。これで、クリンナップかな？

ユーノス：いえいえ、ボクの番を忘わすれてもらっては困こまります。

ＧＭ：おっとそうでした、待機していたんでしたね。

ユーノス：そのとおり。《ジョイフルジョイフル》をオトハさんに。

オトハ：むっ、ではあらためてノブカタに向かうぞ。いつもの二連攻撃！

リン：そのコストも肩かた代わりしますが……そろそろ【ＭＰ】が尽つきてまいりました……。

オトハ：すまぬ！　今度はクリティカルしてないが……６が一個出てるぞ。ここで《グレートバースト》！　強ごう引いんにクリティカルにしてやる。

リン：（弱々しく）ひ、姫様、あたしはもうコストを肩代わりできません……。

オトハ：いや、おかげでわたしにはまだ【ＭＰ】は残っている。安心いたせ！

ＧＭ：（ダイスを振る）ううむ、回避はできなかった。

オトハ：では《スラッシュブロウ》を宣言。これで20Ｄ＋[image: ]！　てええええい！　（ダイスを振る）と、ダイス目は58、合計[image: ]点の防御力無視！

ＧＭ：「この痛いたみ、怨念、その身で受けい！」[image: ]点をそのまま《ソウルバスター》。

ユーノス：うおー、きたー！　耐たえられるんですか？

オトハ：……無理じゃ！




　怨念が、命そのものを砕く。

　膝をつくオトハ。だが……。

　───負けられぬ！

　さまざまな人々の顔が脳のう裡りに去来し、オトハはふたたび活力を取り戻す！




オトハ：《蘇そ生せい》！

チンエン：一いつ旦たん【ＨＰ】全ぜん快かいしてから[image: ]点をそのままくらうから……。

オトハ：……残り20点。なんとかギリギリで立ち上がるのじゃ。

リン：姫様が傷きずつきながらも、お立ちになった……。

オトハ：兄上のためなら、この程度！　この程度！　……二撃目いきます！　……おおっ、やったー！　６三つ、クリティカル───!!

一同：おおおおおっ～!!

チンエン：すごい、あの小島さんがクリティカルを連発している……（笑）。

オトハ：もうわたしはファンブル侍ざむらいではないっ！　ないよね!?

ＧＭ：───そう、今のあなたはクリティカル侍っ！

一同：クリティカル侍!?（爆笑）

オトハ：やった！　やったよ！　わたしクリティカル侍、クリティカル侍ですよ!?　さすがわたし、最終回だし！

リン：よかった、本当によかった……で、ダメージを出してください（笑）。

オトハ：[image: ]点じゃ。防御力無視！

ＧＭ：くっ、綺き麗れいにクリティカルをくらってしまった。というわけで、全員行動済。クリンナップですね。

オトハ：あっ、ここでしっかりと《バイオレントヒット》を宣言。これで《ボルテクスアタック》がまた使えるようになります。





（＊）《ブレイクダウン》　【物理防御力】をマイナス［ＳＬ×10］するウォーロードのスキル。

（＊）《プレッシャー》　攻撃のダメージに＋［ＳＬ×３］するサムライのスキル。

（＊）《二回行動》　全員が行動済になったときに使用し、未行動になるエネミースキル。






▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それではセットアップ。第二形態となったノブカタは《覇は王おうの雄お叫たけび》というオリジナルスキルを使用。対象は場面（選択）、【精神】で対決し、敗北した対象に、バッドステータス、威圧、スタン、スリップを与えます。

ユーノス：うわー、それはきつい!?

ＧＭ：こっちの達成値は20。




　判定の結果、リンはリアクションに成功する。

　ユーノスとチンエンは失敗。




オトハ：（ダイスを振る）うっ、20は出ない。でも、御初代様の短刀があるのじゃ！

リン：ああ、それでクリティカルに。前のラウンド、自力でクリティカルしたことがここで生きてきましたね。

オトハ：御初代様ありがとう！　というわけで、そんな雄叫びなど怖こわくない！

ユーノス：では、ボクは《ファイトソング》で自分の《インタラプト》を回復！

リン：《インペレイティブ》から《シャインストライク》、そして《ゴッドスピード》を宣言して威圧を指定。ユーノス、姫様、チンエンには威圧が無む効こうになります。

チンエン：それはありがたい。セットアップで《ファストイート》、今度は精せい霊れいのサラダを食って〈地〉属性のダメージ＋１Ｄ。

ＧＭ：セットアップは終わり。ノブカタの行動。《ファストセット》で《レイジ》を宣言、今度は《フェイタルブロウ》でダメージ＋15＆放心。《天下之銘刀》で全員を攻撃。

ユーノス：それは《インタラプト》！　ボクの音楽が攻撃をそらしてしまうのです。

ＧＭ：消された！　なら第二形態になったノブカタは《アデンダム》を宣言！

ユーノス：それはさすがに防ふせげない！

ＧＭ：《ファストセット》から《レイジ》、マイナーは《フェイタルブロウ》、メジャーの《ストラグルクラッシュ》をオトハに！

リン：ここで二回攻撃！　今の姫様の【ＨＰ】は20点!?　姫様が危あぶない!?

ＧＭ：（ダイスを振る）おっと、一個６が出た。《グレートバースト》でクリティカル！

オトハ：どうしよう、《ストライクバック》でクリティカルしないと……。

リン：姫様、その攻撃は《アフェクション》で防ふせぎますから、回避を。

オトハ：わかったのじゃ！　（ダイスを振る）うう、ダイス目11！　惜おしい！

リン：ああ、惜しい！

オトハ：あと一歩のところで、避けられなかった！

ＧＭ：それではダメージ、[image: ]点！　《バーストスラッシュ》で防御無視！

リン：《アフェクション》！　その刀、真っ向から拳で叩たたき折りますわ！　演えん出しゆつですけど、何本も持っているから、一本くらいいいですよね（笑）。

ユーノス：相変わらず、《アフェクション》の演出が熱い（笑）。

ＧＭ：「ぬう、素す手でで刀を！」だが、すかさず抜ばつ刀とうしてオトハに斬きりつけます。よっしゃ！　一個６がある。《グレートバースト》でクリティカルに！

チンエン：ここで《ニゲイト》をいくか。

リン：待った！　《ニゲイト》をしても、達成値が高かったら避よけられるとは限かぎりません。ここは取っておいて……姫様、あたしを信じて回避を！

チンエン：リン、まさかお前……。

オトハ：リンを信じるのじゃ。こい！（ダイスを振る）

一同：惜しい[image: ]!!

オトハ：また11、惜しい！　避けられなかった。

ＧＭ：「死ねい、アオイ家の末まつ裔えいよ」ノブカタの刀がうなりを上げてオトハに迫せまる！

リン：行動を放ほう棄きして姫様を庇かばいます！

チンエン：やはり、身を挺ていしてオトハを守ったか！

オトハ：リ、リン！　大丈夫か!?

リン：《蘇生》したばかりなので【ＨＰ】は満タンです、さあダメージをください。

ＧＭ：その意気やよし！　ダメージは[image: ]点の防御力無視。




　天も砕くだけよと振ふり下おろされる豪ごう刀とう。

　リンはあえてオトハの前に身をさらし、迫る死に立ち向かう。

　肩かた口ぐちから入った刀は鎖さ骨こつを断たち切きり……だが！




リン：《プロテクション》で24点軽減。[image: ]点なら生き残ります！

ＧＭ：た、耐えた!?

リン：───ここで《ソウルバスター》!!

一同：おおおおおっ！

ＧＭ：な、なんという捨すて身みの反はん撃げき!?　ノブカタも驚おどろいてますよ！

リン：……フフ。鍔つば元もとでは人は斬きれませんことよ？

ＧＭ：たしかに刀は切っ先三寸ずんで斬るもの。鍔元……刃やいばの根元では、力が弱まってしまう！

リン：だからあえて踏ふみ込こめば安あん全ぜん圏けん！　肩の筋きん肉にくと鎖骨にて心しん臓ぞうを守りました！

チンエン：ダメージを見切っての反撃か……。

リン：斬られながらも、そのまま肩で体当たり！

ＧＭ：「おのれぇっ!!」と、ここでスキルが発動。オリジナルスキル、《復ふく讐しゆう之の刃》！　ダメージを受けた直後のイニシアチブプロセスで、ダメージを与えた対象に反撃します。

チンエン：そんなもんまで持ってるのかっ！

ＧＭ：１シーン一回ですけどね。というわけでリンに攻撃！　（ダイスを振る）命中は34！

リン：それはくらうと死ぬ！　ので、《パワーダウン》を宣言！

ユーノス：おお、さらにリンさんが反撃！　成功すればダメージ受けませんが……問題は届とどくかどうかですね。

リン：命中は低いんですよね。だから、フェイトを３点注つぎ込こんで、６Ｄ振ってクリティカルが出るかどうか……ていっ！（ダイスを振る）




　刹せつ那なの攻こう防ぼう。

　ノブカタが無音の太刀たちを繰くり出だす。

　リンは、鍛きたえ上あげた己おのれの勘かんを頼たよりに拳こぶしを突つき出だす。




リン：……やった、出ました！　クリティカル！

ＧＭ：げえええっ！　で、ではノブカタの刃は……。

リン：指二本で挟はさんでへし折ります！（一同笑）

オトハ：ちょっ、リンすごい!?

リン：そして、その折った刀の切っ先を、そのままノブカタの急所に突つき込こんでやりましょう。75点のＨＰロスです。

ＧＭ：……きんっ！　と軽い音とともに刀が折れ、そのままざっくりと斬られるノブカタ。「はっはぁ！　戦国の世でも、これほどの武ぶ芸げい者しやは滅めつ多たにおらなんだわ！」

リン：ありがたい褒ほめ言こと葉ばですわね！（にいっと笑う）




　リンは笑っていた。

　このような死合いをしたかったのだ。

　オトハが剣の高みに到とう達たつしつつあるように、リンもまた修しゆ羅らの頂いただきへと到達しつつあった。




ＧＭ：リンは行動済になったから、次はチンエンですね。

リン：とりあえず、このイニシアチブプロセスで《クイックヒール》を姫様に。54点回復。

オトハ：これで残り【ＨＰ】74点か。

リン：あまり回復しませんでした……。

オトハ：いや、十分すぎる活躍じゃ。

チンエン：では、オレか。どうせ移い動どうはしないからスリップは解除しない。《ランニングセット》で《ファストイート》を使い、轟ごう炎えん豆どう腐ふを消費。メジャーは《アースバレット》でノブカタを攻撃だ。（ダイスを振る）……ぐわ、ファンブった!?

一同：うわ──────!?

ＧＭ：３Ｄ振って、出目が１・１・１……すごいっすね。

チンエン：くそっ、そもそも料理で攻撃ってのがおかしいんだよ！（一同爆笑）

オトハ：ええっ、今いま更さら!?

ユーノス：こんなところで自じ己こ否ひ定ていしないでくださいよ！（一同笑）

チンエン：い、いやそうだ、暗殺料理術はちゃんとした攻撃ができるのだった。フェイト１点使って振り直し！　達成値28、料理で人は殺せるのだ！

ＧＭ：回避判定失敗！

チンエン：[image: ]点ちょうどの〈地〉属性魔法ダメージ！

ＧＭ：ふん、だがもうバッドステータスは受けない！

チンエン：さすがに耐えるか。だが、次はオトハだ。

オトハ：───よし、ここで決める！　《スマッシュ》と……《レイジ》を宣言！

ＧＭ：ここできたか！

オトハ：そして《ストラグルクラッシュ》に《ボルテクスアタック》。さらにフェイトも１点使って……うっ、クリティカルしない？　《バトルコンプリート》で振り直し！

一同：がんばれー！

オトハ：だめじゃ、クリティカルしなかった。命中は33！

ＧＭ：こちらの回避はクリティカルのみ！　（ダイスを振る）うっ、失敗！

オトハ：ダメージは[image: ]点じゃ！

チンエン：このレベルになると、ダイス振るのも大変だな（笑）。

ＧＭ：[image: ]点……凄すさまじい一撃に、ノブカタもぐらりと傾かたむく！　「馬鹿な!?　わしだけではなく、戦国の怨念そのものを斬きろうというのか!?」

オトハ：───斬る！　これからの時代のために！

ユーノス：おおっ、未来のための剣！

オトハ：だから、どうか心安らかに逝ゆけいノブカタ！　二撃目、フェイト１点使って５Ｄ！




　乾けん坤こん一いつ擲てき。無念無想。

　すべての力を注ぎ、オトハは二刀目を放った。




オトハ：……出た、クリティカル！

一同：おおおーっ！

ユーノス：ここでボクが《ディスコード》！

オトハ：せい！　（ダイスを振る）こっちのダメージは[image: ]点！

ユーノス：フェイト２点使って……よし、24点プラスしてください。

オトハ：合計[image: ]点の防御力無視ダメージ！




　怨念、両りよう断だん！

　カゲユキ自身を傷きずつけることなく、ただノブカタの魂こん魄ぱくのみが斬きり裂さかれる。

　同時に、刀が砕くだけた。

　微み塵じんと化して舞まい散ちる様は、さながら雪か桜さくらか水みず飛沫しぶき。

[image: ]




ＧＭ：それで……倒たおれる!!

一同：おおおおおお、やった！




　オトハが剣に託たくすのは、未来への想い。

　戦国の世に散った兵たちも、明日を夢ゆめ見みて戦った。

　その想いは、自分も同じ。決して無駄にはしまいと誓ちかう。

　だから無念に思わず、信じてほしい。

　この一刀、おんみつ姫が捧ささげる鎮ちん魂こんの一刀なり───。




オトハ：きっと、より良き世を繋つないでいきますから、どうか……。

ＧＭ：オトハの一刀が振り下ろされると、ノブカタに集まっていた怨霊たちも次々に離はなれていきます。「……おのれ！　わしを討うったとて、ダイワの世は変わらぬのだ！　いつかおぬしも裏うら切ぎられ、滅ほろびるだろう！」

オトハ：……では、御初代様の短刀を持って、ノブカタに駆かけ寄よります。

ユーノス：おお、それでノブカタにとどめを!?

オトハ：短刀を、ノブカタに握にぎらせます。

ＧＭ：「……これ、は……？」

オトハ：あなたと御初代様……アオイ・ミツテルが志こころざしを誓ちかったもの。あなたの志は、御初代様にも、わたしにも届とどいていたのです！

ＧＭ：「ミツテルと、おぬしに……だ、と……？」

オトハ：戦いくさのない世を作る……御初代様は、あなたの志を最後まで信じておりました。

ＧＭ：「な、何を、馬鹿な……それでは……」

オトハ：それにこのかんざしを。わたしの髪からタマモが宿ったかんざしを抜ぬき取とり、刀に添そえて差し出します。

ＧＭ：「そんな、ものが……まだ、あったのか……タマモ……よ……」

オトハ：あなたはひとりではなかった。あなたのことを深く理解していた人もいた！　……あなたは、そんな周囲の人々を理解しようとしなかった！

ＧＭ：「なんだと？」

オトハ：周囲の者が、どれだけあなたの振る舞いに心を痛めたのか……あなた自身は理解しようとしたのですか？




　アオイ・ミツテルもタマモも、ノブカタのやろうとしていることを理解していた。

　誰からも理解されなかったと、ノブカタは言う。

　だが、そのノブカタ自身がどれだけ他人を理解しようとしていたか。

　ただ旧きゆう来らいのもの、古いものとして退しりぞけただけではなかったか。




ＧＭ：「そうか。真に誰も理解していなかったのは、わしの方か……」そう言うと、ノブカタの表情が穏おだやかなものになっていきます。

一同：おおっ!?

ＧＭ：「……わしに必要だったのは、力ではなく、共に苦しみや辛つらさを分かち合うことのできる強さであったか」




　かんざしが、淡あわい輝かがやきを放ち始めた。

　現あらわれたのは、タマモの霊れい。

「ノブカタ様。あなたの志は今の時代の者たちに任まかせましょう。きっと、より良い世にしてくれるでしょうから」

　そう言って、視線をオトハたちに向ける。

　未来を作ってくれるのは、彼らなのだと言い聞かせるように───。




オトハ：では、ふたりの手を、こう一いつ緒しよにぎゅっと繋つながせる。

ＧＭ：「……おぬしは、ミツテル？」と、ノブカタはオトハにアオイ・ミツテル……ヤスハの姿を重ね、呟つぶやきます。

ユーノス：そっくりですからね、顔。

ＧＭ：「フッ。死人が少々暴あばれすぎたな……」「では、ノブカタ様───」と、ふたりが手を取ると温かい光が溢あふれ、天てん守しゆ閣かくを包んでいた黒い炎ほのおを消していきます。

オトハ：おおっ！

ＧＭ：暗雲の中に浮ふ上じようしていた天守閣も、ゆっくりと降こう下かしていきます。そして、そこから溢あふれた光が、瘴しよう気きによって変じた人々を元の姿に戻していきます。

チンエン：暴れていた兵士も元に戻もどって「あれ？　俺おれたちは何してたんだ？」とか言い出すシーンだな。

ＧＭ：そうそう、そんな感じです。城じよう内ないも元の光景に戻っていきます。地上からは、光ひかり輝かがやく天守閣がゆっくり降おりてくるように見えます。

一同：おお～。

ＧＭ：「では、わしはタマモとともに、この国の行く末を見守るとしよう」とノブカタが呟つぶやくと、三つの宝石が共鳴し始めます。

リン：そうでした、この宝石で封ふうじるんでしたね。

オトハ：では、ふたりを封じよう。

ＧＭ：そうすると、三つの光によってノブカタとタマモの霊は封じられます。「さらば、アオイ・オトハ。ダイワに咲さく大輪の華はな、天てん下か無む双そうの剣の姫よ！」

オトハ：……さらばじゃ！




　ノブカタとタマモは、穏おだやかな顔で永遠とわの眠ねむりについた。

　もはや、彼らの眠りが乱みだされることはないだろう。




ＧＭ：そして、身体を乗っ取られていたカゲユキは解かい放ほうされ、膝ひざをつきます。

オトハ：兄上！　駆かけ寄よって肩を貸かします。

ＧＭ：「オトハか……ありがとう。私は、自分の本当の弱さがわかった気がする。おのれの弱みを見せまいとして、周囲に信じてもらおうとしなかったことなのだな」

オトハ：兄上……。

ＧＭ：「本当の強さを教えてくれたのは……オトハ、お前だ」

オトハ：……いえ、わたしひとりの力ではありません。

チンエン＆ユーノス：（無言で頷うなずいている）

リン：したり顔で頷いてる外国人がふたり（笑）。

ＧＭ：「国の境さかいを越こえ、多くの仲間がお前を支ささえてくれたのだな」（笑）。

チンエン：そんな中、天守閣が降りてきてみんなが「わーっ」と駆かけつける。

リン：これで上様をお救いできましたね。

チンエン：城しろも元に戻ったし、みんなも無事。

ユーノス：ノブカタとタマモも仲良く静かに封印、と。

オトハ：───うむ、つまり……。

一同：…………。

オトハ：これにて一いつ件けん落らく着ちやくじゃ！




　オトハの笑みが、天下を照らす。

　戦国の魔王は去って、大だい団だん円えん。

　いつものごとく、一件落着───！







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆天下泰たい平へい、世は事もなし




　決戦より数週間───。

　魔ま王おうノブカタによる傷きず跡あとも復ふつ興こうが進むにつれ癒いえ、オオドには平へい穏おんが戻もどりつつある。

　まさに天下泰平、世は事もなし。




ＧＭ：それでは、エンディングとなります。

一同：はい！

ＧＭ：あれから数週間が経たち、復興も進んでダイワにも平穏が戻りつつあります。

オトハ：カンカンとやってるんですね。

ＧＭ：そうですね、天てん守しゆ閣かくを中心に城しろの修しゆう復ふくが行なわれています。タスケの父親もそれに参加して腕うでを振ふるってます。

チンエン：腕うで利ききの大工だったからな。

リン：今度は、ヘンな仕し掛かけはいりませんよ？（笑）

ＧＭ：まあ、より立りつ派ぱにしてやるぜって気合は入ってますが。

ユーノス：そういえば、ノブカタの呪のろいが解とけるってことは、カゲユキさんの病気も消えるんですかね？

ＧＭ：完全によくはなりません。生来の病弱ですから。ただ、以前ほどひどいことにはなりません。ちゃんと向き合って治ち療りようするようになりました。

チンエン：病気と付き合っていく、という感じなんだろうな。

ＧＭ：そうですね。で、タマ姫ひめですが正式に結ゆい納のうを交わすことが決まりました。

オトハ：それはよかった！

チンエン：めでてえ、めでてえ。

オトハ：うむ、めでたしめでたしじゃな。

ＧＭ：このままカゲユキの胸むねに飛とび込こんでしまってもいいものかと迷まよっているタマ姫に、カゲユキがぐいっと引ひき寄よせて、いいんだよって言った感じで（笑）。

ユーノス：それはいい光景ですね～。

ＧＭ：城じよう下かではタイクーンのご婚こん儀ぎということで、祭りが始まってます。

オトハ：じゃあ、わたしとリンは修しゆう理り中の天守閣からそんな様子を見守っていよう。

リン：まあ、せっかくですからお団だん子ごとお茶も差し入れ（笑）。

オトハ：さすが、リンは気が利くのう。

リン：姫ひめ様さまの考えていることなら、なんでもわかりますよ。




　日差しはうららか。

　団子は旨うまく、茶も旨い。

　オトハとリンは、ぼうっと物思いに耽ふけっていた。

　思い出すのは、共に戦った仲間とのしばしの別れ。




オトハ：……そういえば、ユーノスとチンエンは？

チンエン：祖そ国こくセーリアに帰って報ほう告こくしないとね。ダイワのタイクーンは穏おん健けんで優ゆう秀しゆう、セーリアとしては友ゆう誼ぎを結んでもよい、と。

ユーノス：ボクは吟ぎん遊ゆう詩人ですから。次の伝説を求めて旅立つことにします。

オトハ：そうか。ちと寂さびしくなるな。

チンエン：いやいや、またふらりと訪たずねてくるさ。

ユーノス：ボクも、またダイワに立たち寄よったらお城しろを訪ねることにしますよ。

リン：まあ、しめっぽいお別れはらしくありませんね。

オトハ：そうじゃな！　さよならはまた今度にしておくぞ！

チンエン：うむ、また会おう！

ユーノス：それではまた！




　こうして、おんみつ姫と共に旅した異い邦ほう人じんふたりは去っていった。

〝烈風!!　世直し隊〟に、涙の別れは似合わない。再さい会かいを願い、笑顔で別れを告げる。

　この青い空は繋つながっている。いつかまた出会うその日まで。




オトハ：……さて、兄上はどうしておられるかな？

ＧＭ：カゲユキとタマ姫は、そりゃもうラブラブです。

オトハ：ラブラブ!?（一同笑）

ＧＭ：ふたりでいるときは、常つねに寄より添そい庭先なんかで「上様、わたくし幸せすぎて怖こわい」「怖いものなどあるものか、余よがついておる」とか言ってます。

ユーノス：これは文句のつけようもなくラブラブ。

リン：お熱いですねえ（笑）。

チンエン：爆発しろといわれても仕方のないレベルだな。

オトハ：これは邪じや魔ましてはいかんな（笑）。他いこう、他。

ＧＭ：サクザと知ち恵えサダは、あれ以来わだかまりが解とけ、今は囲い碁ごなんか打つ仲です。

オトハ：ほお、あのふたりが。




　碁ご盤ばんを挟はさんだサクザとサダノブ。

「私は、物事をすべて新しくすればよいとばかり思っておりました」

「わしも、古いものにこだわりすぎておったようじゃ」

　かつてのふたりからは信じられぬ言葉を交わしつつ、囲碁勝負は白熱する。

　パチンとサダノブが打った手は妙手。サクザの顔がたちまち曇る。

「おっと、その手は待った！」

「それはできませぬなサクザ殿どの。武ぶ人じんが待ったとは、そろそろご老体も引いん退たいしたほうがよろしいのでは？」

「むっ、何を吐ぬかすかこの若造が！」




オトハ：ちょっ、仲良くなったのに！

ＧＭ：で、しばらく睨にらみ合あったあと、お互たがいに「ぐあっはっはっは！」と笑います（笑）。

ユーノス：仲いいんだか悪いんだか（笑）。まあ、一歩前進ですかねえ。

リン：まあ、平和になったから喧けん嘩かもできるというもの。

オトハ：そうじゃな。

ＧＭ：でまあ、知恵サダが「上様も身を固められましたし、そろそろ姫様も花はな嫁よめ修しゆ業ぎようをはじめんとなぁ」とか呟つぶやき。

チンエン：「琴ことや茶道、教えることは山ほどある」とサクザが言い。

ユーノス：「相手の選別も重要でございますぞ」と知恵サダが付け足し（笑）。

リン：あらまぁ（笑）。

オトハ：なんでそうなる!?

ＧＭ：んで、ふたりして「そろそろ姫様にも、真剣に考えてもらわねばのう」とサクザが呟くと「いや、まったく」と知恵サダが頷くという。

チンエン：見事に結託しておる。

オトハ：ちょっ!?　次じゃ次！

ＧＭ：じゃあ、ここで一いつ旦たんシーンを閉とじまして、他のエンディングに行ってみましょうか。







◆Ending 02◆ユーノスひとり旅




　東方はダイワで出会った、おんみつ姫の伝説。

　船の上で出航を待ちながら、ユーノスはその曲を完成させようとしていた。

　さて、次はどこに行こうか？




ＧＭ：さて、まずはユーノスのエンディングから始めましょう。さて、これからどうするかというところですが。

ユーノス：じゃあ、ボクはもう船に乗って出航を待ってますよ。

オトハ：おっ、もう出発するのか。

ユーノス：サーガとすべき伝説は、まだまだたくさんあります。じっとしていては、時間がもったいないですからね。

オトハ：それもそうか。

ユーノス：それに、サーガの構想もまとまりましたからね。ボクの旅は、これを人々に伝える旅でもありますから。

リン：よい曲になるといいですね。

ユーノス：それは心配ないでしょう。タイクーンご婚儀のお祭りは、おんみつ姫のサーガを完結させるにふさわしい締しめくくりです。

ＧＭ：行き先はどうします？

ユーノス：さて、風の吹ふくまま気の向くまま。南方かアルディオン大陸か。

ＧＭ：では、そんなユーノスを見送ってくれるおミツ。「ユーノスさぁん！」

ユーノス：おや、おミツさん。あなたにはお世話になりました。いつか、ボクの奏かなでる伝説を耳にすることもあるでしょう。

チンエン：で、そこにウサ耳姉し妹まいが登場するんだな（笑）。

リン：ああ、白ウサギのおキツが。

チンエン：さあ、修しゆ羅ら場ばにするんだ！（一同笑）

ユーノス：いやいやいや、待ってくださいよ！　ボクとおミツさんとはなんでもないし、おキツさんとは綺き麗れいにお別れしましたし！

チンエン：三分間恋愛劇場だったからな（笑）。

ユーノス：いいんです、夏の恋こいとはそういうものなんです。

ＧＭ：では、おキツが「ユーノス、夏が来るたびにあなたのこと想い出すから！」と。

チンエン：インスタントな恋だったのになぁ（笑）。

ユーノス：おやおや、最後のご挨あい拶さつでしたか。では、未完成ですが出航するまで、おんみつ姫のサーガを歌いましょう。




　港に、ユーノスの歌声が響ひびく。

　それは、強きを挫くじき弱きを助けるおんみつ姫の伝説───。

　この東方で、ユーノスが共に旅した少女の物語だった。




ＧＭ：では、その歌声と共に船は出航していきます。

ユーノス：さて、今度はどこに行きましょうか？

オトハ：どこに行っても、ユーノスは天使として歌っておるのじゃろうな。

ユーノス：ははは、さすがはオトハさん。いいことを言いますね。旅先からでも、オオドにボクの歌うサーガか届くよう、がんばるとしましょう。

オトハ：うむ、待っておるぞ。

ユーノス：……では、さらばダイワよ！

ＧＭ：というところで、シーン終しゆう了りようです。







◆Ending 03◆暗殺料理、新たな境きよう地ちへ




　故こ国こくセーリアに戻もどってきた、チンエン。

　思えば、さまざまなことを学んだ旅でもあった。

　だからこそ、暗殺料理を新たな高みへと押おし上あげなければならない。




ＧＭ：では、チンエンのエンディングを始めましょう。場所の希望はありますか？

チンエン：そうだな、もうセーリアの港にいよう。これまでのことを、尚しよう膳ぜん太たい監かんにも報告しなければならん。
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ＧＭ：なるほど、ではすでにセーリアに帰ってきました。懐なつかしい、故こ郷きようの風を全身で感じているところですね。

チンエン：帰ってくれば、懐かしくもある。

ＧＭ：そんなチンエンに、「ああ、そうだな弟よ」とかかる声が。

チンエン：生きてたんか兄あに者じやっ!?（一同爆ばく笑しよう）

リン：見事に爆ばく死ししたはずなのに……。

ＧＭ：振ふり返かえればそこに、兄テイエンの姿すがたが。

チンエン：あの爆ばく発はつの中でよく生きておられた、兄者。

ＧＭ：「フッ、仮か面めんがなければ即そく死しだった───」

チンエン：ああ、そんなことだろうと思っていた！　思っていたさ！（一同笑）

ユーノス：言うと思った（笑）。

チンエン：いや、しかし兄者よ。あなたはタマモの瘴気に侵され、余命幾ばくもなかったはずだろう！

ＧＭ：「うむ。それについては説明しよう───」




　テイエンは、かつて瘴気に冒されたタマモに挑んだが、逆にその瘴気に取り込まれ、操られるという境遇にあった。

　だが、その元凶であったタマモがノブカタと共に封印されたため、瘴気の侵蝕も止まり、こうして解放されたのである。

　これもまた、オトハたちが起こした奇跡のひとつであった。




ＧＭ：「……ということなのだ、チンエン」

チンエン：せ、設定的にはそうかもしれんが……納得がいきません、兄者よ！　なにより、自爆全席とか言い出して派手に自爆したのに生きていることの説明になってませんが（笑）。

ＧＭ：「あのときは死を覚悟したが……私だってできれば長生きはしたい」（一同爆笑）

ユーノス：なんという本音！

チンエン：いろいろと台無しだな、兄者（笑）。

ＧＭ：「そのなんだ、許してくれ」（一同笑）

チンエン：……ともかく、無事で何よりでした。

ＧＭ：「今度のことでは、お前に迷めい惑わくをかけっぱなしだったな」

チンエン：いえいえ、まだまだ学ばなければならないものがたくさんあります。ダイワの地では、剣けんによって人を生かすという技わざを見ました。我わが暗殺料理術じゆつも、人を殺あやめるだけではなく、生かすためにあるべきかと。

ＧＭ：すると、テイエンは「料理にそんな道があろうとは……知らなかった」と目から鱗うろこが落ちたかのように呟つぶやきます。

ユーノス：いやいやいや！　普ふ通つうだからそれ！（一同笑）

リン：普通は、料理で人は殺しませんから。

ＧＭ：「そうかチンエン。お前は新しい料理の道を行くのだな？」

チンエン：いかにも。我が料理は暗殺料理術ではなく、〝活殺料理術〟となりましょう。

ＧＭ：おお、活殺料理術！　生かすも殺すも自じ在ざい！

チンエン：そう告げて、兄に背せを向けてその場を去る。

ＧＭ：では、セーリア料理界に新しい概がい念ねんが生まれたところで、シーン終了です。







◆Ending 04◆今日もオオドはダイワ晴れ！




　オオド城の天守閣、今日もオトハは町の様子を眺ながめている。

　今日は、雲ひとつないダイワ晴れ。城は退たい屈くつで、町はにぎやか。

　そろそろ、じっとしてはいられなくなったようで。




ＧＭ：では、ふたたびオトハとリンのシーンに戻もどしましょう。場所は天守閣。そこから眺ながめるオオドの町は平穏そのものです。

オトハ：きっと、空は綺き麗れいに晴れておるのじゃな。

ＧＭ：そうですね。雲ひとつなく抜ぬけるような青空、日本晴れならぬ……ダイワ晴れというところでしょうか。

オトハ：ダイワ晴れ（笑）。いいな、それ。

リン：姫様ー、お団だん子ごのお代わりお持ちしましたよ。

オトハ：おお、では団子を頬ほおばりながら見下ろすのじゃ。今日も平和じゃのう。

ＧＭ：最近は、そんな日々が続いています。そろそろ平穏な日々にも飽あきてきたんじゃないでしょうかね？（笑）

オトハ：うん、だんだんむずむずしてくる（笑）。

リン：おや、退屈の虫が騒さわぎ出しておりますね（笑）。

オトハ：リン、まだまだ世直しは終わっておらんのじゃ。兄上のため、御ご初しよ代だい様のため、なによりダイワの人々のため、わたしはやるぞ！

リン：さすがです、姫様。実はあたしも、鍛たん錬れんだけの日々には飽きが来ておりまして。

オトハ：変わらぬのう（笑）。

ＧＭ：……と、そう言ったところで、オトハの懐ふところからは各ページに丸がついた『ダイワ・グルメガイド』がとさっと落ちたり（笑）。

リン：おや、これは？　ふふ、姫様も変わっておられぬようで。

オトハ：こ、これはこれ！　それはそれなのじゃ！（一同笑）

リン：はいはい、わかっておりますよ。




　いつものやりとり。

　そこへ、サクザと知恵サダの「姫様～、姫様～」という声。

　また、習い事だ縁えん談だんだと言い出すのだろう。




オトハ：こうしてはおれぬ！　リン、出発の準じゆん備びじゃ！

リン：ええ、実はすでに用意してございます（笑）。

オトハ：さすがじゃな！

リン：姫様の助けを待っている人々は多うございますからね。

オトハ：そうじゃな。では、行くぞ───！




　ダイワに迫せまる一大事、見事解かい決けつおんみつ姫。

　今日もオオドはダイワ晴れ。平和が一番、団子は二番。

　あの道この道どこまでも。端はしから端まで右に左に四方八方東西南北縦じゆう横おう無む尽じん！

　ここらで別れとあいなりますが、いつかどこかでまた会う日まで。

　お呼よびとあらば、即そく参さん上じよう。

　旅のお供ともを引き連れて、あなたの町に参ります。

　嗚呼ああおんみつ姫よ、永えい遠えんに───。




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

最終話「決戦！　浮遊天守閣～おんみつ姫よ永遠に～」

─完─
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あとがき




　始まりがあれば、終わりもあります。

　出会いがあれば、別れもあります。

　しかし、終わりは新しい始まりの、別れは新しい出会いの一歩でもあります。

『エリンディル東方ガイド』の発売と同時に始まった『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』ですが、この四巻かんで完結となりました。今回の『ブレイド』は、時じ代だい劇げきという自分の趣しゆ味みを存ぞん分ぶんに活用し、いろいろ楽しんで書けたシリーズなので感かん慨がい深ぶかいものがあります。




　シリーズ開始から今まで、振ふり返かえればいろいろなことがありました。

『アリアンロッドＲＰＧ』が版はん上げとなり、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』となったのも、『ブレイド』が展てん開かい中のことです。

　時代は、未来に進んでいくものであることを、あらためて実感しました。

　当たり前のことですが、過か去こがあって現げん在ざいがあり、そして未来があるわけです。

　時代劇というジャンルが今でも愛されているのは、娯ご楽らくとして楽しみつつも、過去を振ふり返かえり、学ぶことで未来を紡つむいでいこうとする意思の表われなのかもしれません。

　……いや、そんな大げさに考えなくても、時代劇はわかりやすく楽しめますね。

　自分が小学生の頃ころは、ちょうどＴＶゲームが流行し始めた世代ですが、それでもまだ棒ぼう切きれを拾ってチャンバラごっこをした思い出があります。ちょうどチャンバラごっこが、『スターウォーズ』のライトセーバーを構かまえたジェダイの騎き士しごっこや『機動戦士ガンダム』のビームサーベルごっこ、宇う宙ちゆう刑けい事じのレーザーブレードごっことなっていく過渡期でありました。私わたしと同年代の方は、掃そう除じの時間にピンク色の柄えの箒ほうきを奪うばい合あった経けい験けんがあるのではないでしょうか？

　後年になってから、ジェダイの騎士の名めい称しようは、〝時代劇〟を元にしたという話や、黒澤明くろさわ・あきら監かん督とくの『隠かくし砦とりでの三悪人』から着想を得ているという噂を聞き、時代劇が与あたえた影えい響きようというものの大きさに感心したものです。

　いまや、和風ファンタジーや東洋風ファンタジーといったジャンルも当たり前のように広まっています。サムライやニンジャも、騎士や魔ま法ほう使つかいのように冒ぼう険けんを繰くり広ひろげるようになりました。古くからの時代劇ファンのひとりとして、選せん択たく肢しが増ふえてくのは嬉うれしいことです。




　では、この辺で各話について振ふり返かえってみることにしましょう。

　例によってネタバレを含ふくみますので、本ほん編ぺん未読の方はご注意を。




●第七話

　前回のエンディング直後から始まる第七話。初代タイクーンを祀まつった霊れい廟びように向かい、試練を乗のり越こえてノブカタを倒たおすための力を授さずかるというのが大おお筋すじのストーリーです。シンプルな構こう造ぞうですが、これは初代タイクーンの足そく跡せきを辿たどるという試練……アオイ・ヤスハとの時を超こえた邂かい逅こうにスポットを当てたかったからです。ここが第七話のキモなわけです。

　初代タイクーンについては『東方ガイド』でも詳しよう細さいな記き述じゆつはなく、三巻に収しゆう録ろくされている第六話でもノブカタを討うってタイクーンの座ざについたとしか書かれていません。キャンペーンを構こう想そうした段だん階かいでは、試練を乗り越えて初代タイクーンの助力を得る、ということまでしか決まっていませんでした。

　が、話が進むにつれ、ひとつの疑ぎ問もんが浮うかび上あがってきたのです。

　初代タイクーンは、どういう人物だったのだろう？　と───。

　そこで生まれたのが、オトハそっくりのアオイ・ヤスハでした。

　このアイデアは、なかなかよかったと自負しています。

　オトハそっくりなら、影かげ武む者しやとして過去を追体験させることができ、シナリオのテーマ的にも大変都合がよいわけです。結果として、ヤスハに親近感を感じてもらえたようで、エンディングの「御ご先せん祖ぞ様万ばん歳ざい」のセリフに繋つなげることができました。

　ヤスハに対して「きゅんと来た」と言われたときはＧＭとしても嬉うれしかったです。




●最終話

　ついにやってきた最終話。浮ふ遊ゆう天てん守しゆ閣かくで待ち受けるノブカタとの決戦です。

　オトハたちは試練を乗り越え、あとはノブカタとの決着を目指すのですが、ラスボスとの対決だけでは、お話としての尺しやくが足りなくなってしまうわけです。

　そこで、オトハと兄であるカゲユキとの出会いを描えがくシーンや、サクザや知ち恵えサダといったＮＰＣを救出するというギミックを組くみ込こみました。四巻に妖よう怪かいニンジャ七人衆しゆうを登場させたのも、ノブカタとの対決にいたるまでの障しよう害がいとして、インパクトが強い敵てきが必要となったからです。強きよう敵てきをばったばったと倒たおしていく様子を描くと、やはり盛もり上あがり方が違いますからね。

　また、ユーノスがおミツを登場させたことに始まり、かつて登場したＮＰＣが助けにやってくるというシーンは定番ですが、やはりやっておかねばという気になりました。

　そして、ノブカタに乗っ取られたカゲユキに対して説得する場面では、オトハの言葉はこちらが用意していた条じよう件けんを見事にクリアしました。結果として、ヤスハがノブカタを討うつまでの葛かつ藤とうと決けつ断だんを知り、また兄の想いを知ったオトハの成長を感じさせるよいシーンになったと思います。

　これこそ、最終話の醍だい醐ご味みといったところでしょうか。




＊　＊　＊




　さて、シリーズはこれにて完結となりますが、悪が滅ほろんだわけではありません。

　外国と結んでタイクーンに成り代わろうとするダイミョウや、タイクーン暗殺を企たくらむ軍学者、はたまた先代タイクーンの御ご落らく胤いんを名乗って世を乱みだそうとする者もいるでしょう。

　オトハたちは、今でも団だん子ごでも食いながら旅を続けているはず。

　もしかしたら、皆みなさまの卓たくにもふらりと立たち寄よることがあるかもしれません。

　そんなときは是ぜ非ひ世直しに力を貸してあげてください。




　時代劇には、積み重ねてきたたくさんのシナリオソースがあります。

　また、王道の本ほん格かく派はだけではなく、ファンタジーからＳＦ、ハードボイルド、アクション活かつ劇げきまで許きよ容ようする懐ふところの広さを持っています。江え戸ど時代にバズーカやピラミッドが出てくることだってあります。歴史上の人物が、世を忍しのんで諸しよ国こく漫まん遊ゆうしたり町に繰くり出だしても許ゆるされるのが時代劇のよいところ。わりとなんでもありの世界です。

『ブレイド』というリプレイは、エリンディル東方を舞ぶ台たいにした遊び方を提てい示じするために生まれましたが、すべての遊び方を提示することはできません。

　しかし、自由にやってよいという遊び方を提示できたのではないかと思っております。

　実じつ際さい、私は自由に好きなことをやらせていただきました。

　そのおかげで、実に楽しい想い出となっています。




　では、そろそろ紙幅も尽きますので、お世話になった方々に感かん謝しやを。

　イラストを担たん当とうしていただいたｂｏｂさん。時に激はげしく時に美び麗れいなイラストをありがとうございました。特にオトハのイメージは、ｂｏｂさんのイラストあってのものです。

　オトハのプレイヤーを務つとめていただいた小島めぐみさん、ありがとうございました。よくオトハが可愛かわいいという評ひよう判ばんをいただきますが、あなたのおかげです。

　その他プレイヤーの皆さま、助言をいただいた皆さま、ありがとうございました。




　そして読者の皆さまに、最大の感謝を。

　最後までおつき合いいただき、ありがとうございました。

　また別の機会がありましたら、お会いしましょう。




二〇一二年一月　丹藤武敏たんどう・たけとし
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